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新約聖書の死生観＊

原口　尚彰

序

　新約聖書の死生観は基本的には，旧約・ユダヤ教の死生観の継承発展であるが，イ

エスの死の意味に集中することによって，人間に不可避な死の運命を受容し，克服す

る新たな地平を切り拓いている。但し，新約聖書中に表現されている死生観は，文書

によって強調点が異なり，ヴァリエーションも認められるので，本稿では共観福音書

に見るイエスの死生観，パウロの死生観，ヨハネ福音書の死生観，黙示録の死生観を

個別に検討した上で，全体的展望を得ることにする。

第 1節　共観福音書に見るイエスの死生観

共観福音書の記述によれば，イエスはその教えを，抽象的な教理命題の形で展開す

ることをせず，聞き手である紀元 1世紀のユダヤの民衆やイエスの弟子達の現実を念

頭に置きながら，喩え話や対話の形で具体的に述べている。死生観についても，イエ

スは体系的に論じることをせず，対話の相手の必要に応じて随時，核心を衝いた鋭い

言葉を畳みかける手法を採用している。

　（1）　イエスと死者の復活の観念

　死者の復活に関するイエスの考えは，マルコ 12 : 18-27に見られるイエスとユダヤ

［ 報 告 ］

＊　本稿は 2013年 8月 26日に東北学院大学で開催された「第 7回教職（牧師・聖書科教師）
研修セミナー」で行った講演原稿に加筆したものである。
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教指導者達との間に交わされた議論に表れている。このユダヤ教指導者達はサドカイ

派に属しており，死者の復活の考えについては否定的であった（ヨセフス『ユダヤ古

代誌』13.171-173, 289-98 ;『ユダヤ戦記』2.160-165 ; 使 23 : 8）。彼らは，ある女性

が生前に夫を亡くし，レヴィラート婚の習慣に従って（申 25 : 5-10），その弟と結婚

することを繰り返し，生涯に 7人の男性と婚姻関係を持つ結果となったような場合，

もし，世の終わりに死者の復活が起これば，一体誰の妻となるのかと問いかけた（マ

コ 12 : 18-23）。これは，もし死者の復活ということがあるとすればどんなに不合理

なことが起こるかを示して，死者の復活の観念に内包する矛盾を明らかにしようとし

た意地悪な質問である1。

　初期ユダヤ教の復活思想は，セレウコス朝シリアのヘレニズム化政策の下で起きた

（前 140年頃），ユダヤ教徒の迫害と殉教の状況の中で生まれた。そこでは現世では悪

が勝利しているように見えても，世の終わりの時においては，神の正義が勝利し，義

人は復活して祝福を受け天国に入るとされた（ダニ 12 : : 1-4 ; IIマカ 7 : 1-41）2。死

者の復活の観念については当時のユダヤ教の中に異なった意見があり，ファリサイ派

は肯定し，サドカイ派は否定した（ヨセフス『ユダヤ古代誌』13.171-173, 289-98 ;『ユ

ダヤ戦記』2.160-165 ; 使 23 : 8）。

　サドカイ派の人々の問いに対して，「あなた方は聖書も神の力も知らないので，思

い違いをしているのではないか。死者の中から復活するときには，娶ることも嫁ぐこ

ともなく，天の御使のようになるのだ。死者が復活することについては，モーセの書

の『柴』の個所で，神が彼にどう告げたか，読んだことがないのか。『私はアブラハ

ムの神，イサクの神，ヤコブの神である』とあるではないか。神は死んだ者の神では

なく，生きている者の神なのだ。あなた方は大いに思い違いをしている」と，イエス

は答えた（マコ 12 : 24-27私訳）。

　イエスの考えは，死者の復活の観念を認める点においては，サドカイ派よりもファ

リサイ派の立場と一致する。しかし，宗教的な想像力を駆使して誰も見たことがない

死後の状態を思い描くことについては，イエスは大変慎重であるように思われる。イ

1　E. Lohmeyer, Das Evangelium des Markus （KEK ; 17. Aufl., ; Göttingen : Vandenhoeck & 
Ruprecht, 1967） 255-256 ; J. Gnilka, Das Evangelium nach Markus （2 Bde ; EKK II ; Neukirchen-

Vluyn : Neukirchener Verlag ; Zürich : Benzinger, 1989） II 157-159 ; R. T. France, The Gospel of 
Mark （NIGTC ; Grand Rapid : Eermans, 2002） 472-473 ; A. Y. Collins, Mark （Minneapolis :  For-
tress, 2007） 560-561.

2　佐藤研「新約聖書の死生観」同『はじまりのキリスト教』岩波書店，2010年，32-34頁を参
照。
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エスは，死後の世界における生については，「娶ることも嫁ぐこともなく，天の御使

のよう」であるとする以上には語っていない（エチ・エノ 15 : 7 ; 51 : 4も参照）。

さらに，イエスは，「私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である」という

旧約聖書の言葉を死者の復活を示す根拠として引用した後に（出 3 : 6），神は「生き

ている者の神」であることを強調して，話を締め括っている（マコ 12 : 27）。「わた

しはアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である」という言葉は，出エジプト記

の文脈では，モーセに対して顕現した神の自己紹介の言葉であり（出 3 : 6, 15を参照），

族長に対して与えた契約を覚えて，その子孫であるイスラエルを救出する意思を示し

ているに過ぎない（3 : 16-17）。イエスはこの言葉を，族長たちが天上で神のもとにあっ

て終末時に復活するのを待っていることを示した言葉と解釈したのだった（ルカ

16 : 19-31 ; エチ・エノ 70 : 4 ; ベニ遺 10 : 5-6を参照）3。

　（2）　イエスにおける死の受容の問題

　福音書が描くところによれば，イエスはメシア僭称者として，エルサレムにおいて

ローマ総督によって十字架刑に処せられた（マコ 15 : 1-15 ; マタ 27 : 11-26 ; ルカ

23 : 13-25 ; ヨハ 18 : 28-19 : 16）。福音書物語の後半は，イエスがエルサレムでの死

へと近づいていく歩みを描写している。この部分には，死の運命を受け入れるイエス

の心の葛藤と，それを直視することを拒否する弟子達の心の模様が浮き彫りになって

いる。

　イエスは，ガリラヤの町や村を巡回して，神の国の教えを説き，様々な病に苦しむ

人々を助けた後（マコ 1 : 14-9 : 29），弟子達を率いてエルサレムへと向かう（マコ

9 : 30-11 : 14）。弟子達は，エルサレムで自分達の先生が王位に就く栄光を夢想して

いたが（マコ 9 : 33-37 ; 10 : 35-45），イエス自身は自分がそこで指導者達によって

捕らえられ，拷問を受け，処刑されることを既に予知しており，弟子達には密かにそ

のことを告げていた（マコ 8 : 31-33 ; 9 : 30-32 ; 10 : 33-34並行）4。しかし，弟子達

3　佐藤研「新約聖書の死生観」『はじまりのキリスト教』36-37頁を参照。尚，Lohmeyer, 
257 ; 大貫隆『イエスという経験』岩波書店，2003年，60-62頁は，「アブラハムの神，イサク
の神，ヤコブの神」という句に着目し（マコ 12 : 26），イエスが，族長たちが既に復活し，天
上で生きている者達であると考えていると解釈するが，終末以前に族長が復活したということ
を明示的に語る初期ユダヤ教文書はない。他方，Gnilka, 160 ; Collins, 562-564は，族長たちの
魂が死後，天上にあって，復活を待っている中間状態を想定している。さらに，E. Schweizer, 
Das Evangelium des Markus （NTD3 ; 17. Aufl. ; Göttingen : Vandenhoeck & Ruprecht, 1989） 136
は，神が契約の当事者として，族長たちを終末時に復活させることを述べていると考える。

4　伝承史的に言えば，受難予告（マコ 8 : 31-33 ; 9 : 30-32 ; 10 : 33-34並行）は，史的イエス
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は現実に目を向けようとせず，イエスの言葉を受け入れず，依然としてエルサレムで

の栄光を夢見ていたと福音書は述べている（マコ 10 : 35-45並行）。

　死の運命を受け入れる葛藤がイエスになかった訳ではない。最後の晩餐の後にエル

サレムの門外にあったゲツセマネの園で，イエスは弟子のペトロ，ヤコブ，ヨハネを

従えて祈りの時を持った（マコ 14 : 32-42並行）。イエスはこの時に，弟子達に死の

恐怖を語っている。マルコ福音書が語るところによれば，「イエスはひどく恐れて苦

しみ始め，『わたしは死ぬばかりに悲しい。ここを離れず，目を覚ましていなさい』

と彼らに言った（マコ 1 : 33-34私訳）。イエスは死を前にした恐れと苦しみを率直に

吐露して，弟子達に同伴して欲しいと求めたのだった。ところが，弟子達は眠りこけ

て同伴者の務めを果たさず，イエスは一人で神に対して祈り続けた。イエスは，「アッ

バ，父よ，あなたは何でもお出来になります。この杯をわたしから取り除けて下さい。

しかし，わたしが望むことではなく，あなたが望むことを（行い下さい）」と祈り，

最終的運命を受け入れたとされている（マコ 14 : 32-36）。このイエスの姿は，初代

教会の人々に対して死の運命の受容の模範を示していた（ヘブ 5 : 7-9も参照）。

第 2節　イエスの死と復活

　（1）　イエスの死（マコ 15 : 20-41）

　イエスは十二弟子の一人ユダの手引きによってエルサレムの指導者たちが遣わした

群衆によって過ぎ越の祭りの時にゲツセマネの園で捕らえられ（14 : 43-50），大祭司

が主宰する最高法院の審問を受ける（14 : 53）。最高法院は宗教的事柄について管轄

権を持ち，イエスの行動・言動がユダヤの律法違反でないかどうかを見極めようとし

ている。ここでイエスを断罪する証言がなされ，その最も主要なものはイエスが神殿

の破壊を予告したというものである（マコ 14 : 58 ; 15 : 29 ; マタイ 26 : 61 ; ヨハネ

2 : 19-22）。イエスは宮清めの出来事や（マコ 11 : 15-19），神殿破壊の預言（13 : 1-2）

に見られるように，当時のエルサレムの神殿やそこで行われる祭儀に対して大変批判

に遡るのではなく，初代教会の伝承とそれを継受して福音書物語の中に配したマルコの編集的
意図に帰される。現存の形の受難予告は，イエスの死からの復活への信仰を前提にしており，
初代教会の信仰の投影が見られるが，イエスが上京する途上で，エルサレムで非業の死を遂げ
ることを予期していた史的可能性は残る（ルカ 11 : 49-50 ; 12 : 50他を参照）。U. Wilckens, 
Theologie des Neuen Testaments （Band I.2 Jesu Tod und Auferstehung und die Entstehung der Kirche 
aus Juden and Heiden ; Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 2003） 1-15 ; A. J. M. Wedder-
burn, The Death of Jesus （WUNT 229 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 2013） 47-66を参照。
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的であった。このことが神殿権力を握る祭司長たちの怒りを招き，受難を被る直接の

契機になった。しかし，イエスを死刑にする決定的な罪状は，大祭司がイエスを尋問

する過程で得られた。「お前は讃むべき方（＝神）の子，キリスト（＝メシア「油注

がれた者」）なのか」という大祭司の問いに対して，イエスは「そうです。あなた方は，

人の子が全能の神の右に座り，天の雲と共にやって来るのを見る」と答えた（14 : 62）。

このイエスの言葉は詩編 110 : 1とダニ 7 : 13-14を組み合わせた引用であり，「人の

子」は天来の審判者を指す称号であると解されていた（ダニ 7 : 13-14を参照）。イエ

スが自分を「人の子」と同視した上に，「全能の神の右に座り，天の雲と共にやって

来る」審判者として描いたことは，神の名を冒瀆する者として死に値するとされた（マ

コ 14 : 64）5。

　当時の最高法院はローマによって死刑にする権利を認められていなかったので（ヨ

ハ 18 : 31を参照），祭司長たちは死刑にする権威を持つローマ総督のもとにイエス

を訴えた（マコ 15 : 1）。総督ピラトはユダヤ教固有の宗教的事柄には関心がなく，

イエスの行動がローマへの反逆罪を構成するかどうかという一点に審理の焦点を合わ

せた。イエスのメシア僭称の問題を，祭司長たちは神の名の冒瀆の問題として理解し

たが，ローマ総督は政治的反逆の問題として理解した（メシア＝「油注がれた者」は

元々イスラエルの王の称号）。ピラトはこのイエスがローマの支配に対して叛旗を翻

したとは思えず，祭りの度に一人の囚人に恩赦を与える習慣に従ってイエスを釈放し

ようとしたが， 群衆の圧力に負けて十字架に付けることを決定し，刑の執行吏である

ローマ兵の一隊に身柄を引き渡した。罪状は「ユダヤ人の王」としてローマの支配に

反逆したことであった（15 : 26）6。

　イエスはローマの兵士たちによって十字架に架けられた（マコ 15 : 24）。十字架刑

は当時の最も残虐な死刑執行方法であり，受刑者は生きたまま杭に釘付けられ長い時

間苦しみながら死んでいった。当時の十字架刑は残虐さと恥辱さのイメージに結びつ

いていた（ヘブライ 12 : 2を参照）7。イエスが十字架刑に処せられたことは，ローマ

5　France, 612-618 ; D. L. Bock, Blasphemy and Exaltation in Judaism and the Final Examination of 
Jesus : A Philological-Historical Study of the Key Jewish Themes Impacting Mark 14 : 61-64 （WUNT 
106 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 1998） 113-183を参照。

6　E・ローゼ「新約聖書における死と生」O・カイザー/E・ローゼ箸（吉田泰・鵜殿博喜訳）『死
と生』ヨルダン社，1980年，大貫隆「新約聖書における死の意味」『死と生を考える』144-145
頁を参照。

7　マルティン・ヘンゲル（土岐正策・土岐健治訳）『十字架　その歴史的探究』ヨルダン社，
1983年，48-53頁を参照。

5
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への反逆罪に対する処罰として行われたことを意味する。このことはその罪状が「ユ

ダヤ人の王」であることと対応している。イエスと共に十字架にかけられた二人の犯

罪者たちは政治犯でありローマへの反逆者たちであった（マコ 15 : 27「強盗」は反

逆者をローマ側から評価した呼び方）。

　十字架上のイエスは，昼の一二時からあたりは暗くなり，三時に及んだとき，「エ

ロイ，エロイ，レマ，サバクタニ」と叫んだ（マコ 12 : 33-34）。これは当時のユダ

ヤ人たちの日常用いていたアラム語で「わが神，わが神，なぜわたしをお見捨てになっ

たのですか」という意味であり，旧約聖書の詩編 22 : 2のアラム語による引用である。

受難物語はイエスの受難を主として旧約の詩編以来の苦難の義人のイメージで描いて

いる（詩 22 ; 31 ; 34 ; 37 ; 69 ; 140を参照）8。神の国の宣教のためにその生涯を捧げ

た者が，ローマの極刑である十字架刑を受けて，苦しみながら死んでいく様は，神は

何をしているのかという問いを生む。イエスはまさに神から見捨てられたかのような

状態の中で世を去ったことを，マルコによる福音書は強調している9。但し，詩編 22

編は，苦難の訴えで始まるが，次第に神への信頼のモチーフが強くなり，神への賛美

の言葉で終わるので（特に詩編 22 : 23-32を参照），イエスの十字架上の言葉も究極

的には，神への信頼の下に発せられたとする解釈もある10。

　ルカ福音書は十字架上で語ったイエスの別の言葉を伝えている。ルカ 23 : 46によ

れば，イエスは十字架上で息を引き取る直前に，「父よ，わたしの霊を御手にゆだね

ます」と言った（詩 31 : 6を参照）。この言葉は，十字架上に刑死する自己の運命を

受容し，すべてを神に委ねるに至ったイエスの姿を描き，苦難の運命を甘受して信仰

の生涯を貫く信徒の模範として提示している（使 7 : 59を参照）11。さらに，ヨハ

19 : 30は，イエスが十字架上で，「成し遂げられた」と語ったと述べる。そこでは，

十字架上の死によってイエスの生涯の業が完結したことが強調されている。

8　G. Barth, Der Tod Jesu Christi im Verständnis des Neuen Testaments （Neukirchen- Vluyn :  Neu-

kirchener Verlag, 1991） 28-32.
9　Lohmeyer, 345-346 ; Gnilka, 321-322 ; France, 652-653 ; Collins, 753-755 ; Wilckens, Theolo-

gie, I. 2, 105-107を参照。尚，大貫，『イエスという経験』215頁は，イエスの十字架上の叫びを
「自分自身にとって意味不明な死」についての「懸命な問い」だったことを強調する。

10　E・シュタウファー（高柳伊三郎訳）『イエス : その人と歴史』日本基督教団出版局，1962年，
156-157 頁 ; F. J. Matera, Kingship of Jesus : Composition and Theology in Mark 15 （Chico, CA ;  
Scholars, 1982） 132-135 ; J. W. van Henten, “Jewish Martyrdom and Jesus’ Death,” in Deutungen des 
Todes Jesu im Neuen Testament （hrsg. v. J. Frey / J. Schröter ; WUNT 181 ; Tübingen : Mohr-Sie-
beck, 2005） 161-162.

11　Barth, 137-138を参照。
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　処刑の一部始終を見届け，イエスの死を看取っていたのは，男性の弟子たちではな

く，マグダラのマリアと小ヤコブとヨセの母マリア，それにサロメらガリラヤからイ

エスに従ってきた女性の弟子たちであった（マコ 15 : 40-41）12。彼らはイエスの十字

架の証人であるだけでなく，イエスの復活の最初の証人として受難・復活物語の中で

重要な役割を演じている（16 : 1-8）13。

　（2）　復活顕現

　マグダラのマリアとヤコブの母マリアとサロメという三人の女性たちが，週の初め

の日（つまり日曜日）の早朝にイエスの墓に向かった。その目的はイエスの遺体に香

油を塗って葬るためであった（16 : 1-2）。墓に着くと墓の入り口に封をしていた大石

が取り除けられていた（16 : 3-4）。彼女らが墓にはいるとイエスの遺体はそこになく，

天使からイエスの復活の知らせを受け，復活のキリストがガリラヤへ入ったことをペ

トロら弟子たちに伝えるように指示される（16 : 5-7）。こうして，彼女たちはキリス

トの復活の知らせの最初の証人になったが，異常な出来事におびえたので何も言わな

かった（16 : 8）14。

　マルコ福音書は，空の墓の出来事の報告で終わっているが，他の福音書は，復活し

たキリストが弟子たちの前に姿を現す復活顕現の出来事を様々に報告している。ルカ

による福音書は，復活者がエルサレム周辺のエマオ途上の弟子たちに現れた出来事や

（ルカ 24 : 13-35），エルサレム市内で，弟子たちに姿を顕した出来事について報告し

ている（24 : 36-49）。エルサレムにおける復活顕現物語は，復活の証人としての務め

と聖霊の付与の約束で結ばれている（24 : 46-49）。

マタイ福音書 28章は復活のキリストと弟子たちとのガリラヤでの出会いを簡潔な

筆致で描いている。ユダを除いた 11人の弟子たちはイエスと天使の指示の通りにガ

リラヤの山へ行く（マタ 26 : 32 ; 28 : 10）。ガリラヤはイエスが弟子たちを召し

（4 : 18-22），宣教といやしの旅をし（4 : 17, 23-25），山の上で教えた場所であった（5-7

章）。ガリラヤの山上に顕現した復活のキリストは，弟子たちに新たな使命を与え，

送り出した。復活の主の言葉は下記のような大変荘重な調子で弟子たちに宣教の務め

を託している。

12　佐藤「新約聖書の死生観」『はじまりのキリスト教』38頁を参照。
13　Schweizer, 198-206 ; Gnilka, 325-326, 337-346.
14　尤も，マタイ福音書によると彼女たちは恐れつつも喜びながら，ペトロらの所に走って行
く途中で，復活のキリストに出会っている（28 : 8-10）。
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　「わたしは天上，地上の一切の権威を授かっている。だから，あなたがたは行って，

すべての民を私の弟子し，父と子と聖霊の名によって洗礼を授け，あなたがたに命じ

ておいたことをすべて守るように教えなさい。見よ，わたしは世の終わりまで，常に

あなたがたと共にいる」（マタ 28 : 18b-20私訳）。

第 2節　パウロの死生観

　（1）　死の起源

　パウロは創世記の堕罪の物語（創 3 : 1-24）を黙示的視点から再解釈し，「一人の

人を通して，世界に罪が，また，罪を通して死が入った。こうして，すべての人に

死は到来し，すべての人々は罪を冒した」（ロマ 5 : 12）と述べる。この部分は，人

間に対する罪の普遍性を述べている部分であるが，同時に，世界に死が存在するよ

うになった起源についての説明を与えている。創世記の記述自体は，アダムとエヴァ

がヤハウェの言いつけに反して禁断の木の実を食べたために（創 2 : 15 ; 3 : 6-7），

楽園から追放される際に，アダムへの罰として，労働の苦しみと生涯を終えれば，「土

に帰る」ことが宣告されたと述べている（創 3 : 17-19）。楽園追放の目的は，命の

木の実を食べて永遠に生きる者とならないためであるとされている（創 3 : 22）。創

3 : 19のヤハウェの言葉は，有限な存在として創られた人間が避けることの出来な

い死の運命を確認する効果を持っていた。

　パウロの解釈は，現在の世界が罪と死の支配下にあることを強調し，救いが来た

るべき世界に属するとする黙示文学的堕罪物語解釈を継承・発展させたものである

（IVエズラ 3 : 3-7を参照）。人類の始祖アダムの不従順によって，世界に罪と死が入っ

たとパウロが述べる時，罪と死が人格化されて，全人類の歴史を支配する力として

捉えられている。パウロはモーセの律法の到来以前の人々にも死が不可避であった

事実を，罪の支配の証拠としてあげている（ロマ 5 : 14）。アダム以後の世代の人間

にとり，罪と死は不可避な宿命として人間に及ぶのであるが，罪は人間の思いと行

動によって現実化するので，「こうして，すべての人に死は到来し，すべての人々は

罪を冒した」とパウロは付け加えている（ロマ 5 : 12）。

さらに，パウロは死の起源の話を，アダム-キリスト予型論の中に位置づけ，一人

の人イエス・キリストの死という義なる行為を通して，死の支配が打ち破られて，

恵みと義の支配が確立し，人々を永遠のいのち導くとしている（ロマ 5 : 15-21）。

8
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キリストの義なる行為によって罪と死の支配が打ち破られているというキリスト論

的視点から，人間に不可避な死の宿命を振り返っているのである15。現存の古い世界

は，罪と死に支配されているが，キリストの義なる行為によってもたらされた新し

い世界によってのり越えられ，義といのちと恵みの支配が罪と死を凌駕しようとし

ている。

　（2）　イエスの死の意味

　イエス・キリストがローマ総督ポンティオ・ピラトによって，ローマ支配に反逆し

た政治犯として十字架刑に処せられて死んだことは，通常ならば一つの宗教運動の挫

折としか理解されない。しかし，このイエスの死に，初代教会の人々は救済論的な意

義を見出すに至った。初代教会は，イエスの死を私たち罪人の罪の贖いのための死（マ

コ 10 : 45 ; ロマ 3 : 25 ; 4 : 25 ; ガラ 1 : 5 ; Iコリ 5 : 7を参照），或いは，代理の死（ロ

マ5 : 6, 8 ; 8 : 32, 35 ; 10 : 9 ; 14 : 15 ; ガラ3 : 13 ; Iコリ15 : 3を参照）と理解した。

こうしたキリストの死の理解の形成にあたっては，旧約聖書の祭儀的贖罪の表象（出

21 : 30 ; 25 : 17-22 ; 30 : 12 ; レ ビ 5 : 16-19 ; 9 : 1-21 ; 16 : 13-19, 29-34 ; 23 : 27-

32 ; 民 35 : 31-32），奴隷の贖い（身請け）の表象（出 21 : 2-8 ; レビ 25 : 48-51 ; 申

15 : 12-18），イザヤ書 53章の苦難の僕の姿（イザ 53 : 3-5, 10-12），さらには，ヘレ

ニズム・ユダヤ教が発達させた義人の死による民の罪の贖いの表象（IIマカ 7 : 37-

38 ; IVマカ 6 : 27-29 ; 17 : 21-22を参照）が複合的に働いたと推測される16。

15　原口尚彰『新約聖書神学概説』教文館，2009年，68-70頁を参照。
16　詳しくは，Barth, 37-71 ; W. Kraus, Der Tod Jesu Christi als Heiligtumsweihe.  Eine Untersuc-

hung zum Umfeld der Sühnevorstellung in Römer 3, 25-26a （Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Ver-
lag, 1991）;  H. Merklein, “Der Tod Jesu als stellvertretender Sühnetod.　Entwicklung und Gehalt 
einer zentralen neutestamentlichen Aussage,” in ders., Studien zu Jesus und Paulus （WUNT 43 ;  
Tübingen :  Mohr-Siebeck, 1987） 181-191 ; “Der Sühnetod Jesu nach dem Zeugnis des Neuen Testa-
ments,” in ders., Studien zu Jesus und Paulus II （WUNT 105 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 1998） 
31-59 ;  T. Knöppler, Sühne im Neuen Testament. Studien zum urchristlichen Verständnis der Heilsbe-
deutung des Todes Jesu （Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 2001） 110-173 ; J. Schröter, 
“Sühne, Stellvertretung und Opfer,” in Deutungen des Todes Jesu im Neuen Testament （hrsg. v. J. Frey/
J. Schröter ; WUNT 181 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 2005） 62-63 ; B. Janowski, “Das Leben für 
andere hingeben,” ibid., 110-115 ; J. W. van Henten, “Jewish Martyrdom and Jesus’ Death,” ibid., 
151-155 ; T. Söding, “Sühne durch Stellvertrettung,” ibid., 375-396 ; R. Zimmermann, “Die neutes-
tamentliche Deutung des Todes Jesu als Opfer.　Zur christologischen Koinzidenz von Opfertheologie 
und Opferkritik,” KD 51 （2005） 72-99 ; ローゼ「新約聖書における死と生」『死と生』156-164頁，
大貫「新約聖書における死の意味」『死と生を考える』152-159頁，同『イエスという経験』
217-222頁，佐藤「新約聖書の死生観」『はじまりのキリスト教』40-41頁，原口『新約聖書概説』
80-81頁を参照。
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　パウロはこうした初期キリスト教によるイエスの死の理解をさらに進めて，次の様

に述べている。「実にキリストは，私達がまだ弱かったころ，定められた時に，不敬

虔な者のために死んだ。義人のために死ぬ者はほとんどいない。善人のために命を惜

しまない者ならあるいはいるかもしれない。しかし，私達がまだ罪人であったとき，

キリストが私達のために死んだことにより，神は私達に対する愛を示した。それで今

や，私達はキリストの血によって義とされたのだから，尚更のことキリストによって

神の怒りから救われるであろう。敵であったときでさえ，御子の死によって神と和解

を受けたのであれば，和解を受けた今は尚更のこと，御子の命によって救われるであ

ろう。そればかりか，私達の主イエス・キリストによって，私達は神を誇りとしてい

る。今やこのキリストを通して和解を受けたからである」（ロマ 5 : 6-11私訳）。

　罪人の罪の贖いのための代理の死の運命を引き受けた，キリストの自己犠牲的行為

の中に，パウロは罪人に対する神の子の愛を見出した（ロマ 8 : 32, 35も参照）17。罪

人が罪に留まり，神への反抗を続ける限り，神の怒りが罪人の上に向けられるが，キ

リストの愛の行為によって神の怒りが取り除かれ，神と人類の間に和解と平和が成立

したとされる18。

　（3）　死者の復活の希望

　キリストの復活についての最も古い証言は，Iコリ 15 : 1-8において使徒パウロが

引用している初代教会の信仰告白伝承である。この伝承によれば，イエスは聖書に書

かれている通り，死後三日目に甦り，ケファ（ペトロ）ら十二弟子に現れ，500人の

兄弟たちに現れ，主の兄弟ヤコブと他の使徒たちに現れ，最後にパウロ自身に現れた

とされている。

　初代教会の人々にとって，終わりの時にキリストの再臨と共に死者が復活し，キリ

ストと共にあることは希望の対象であった（Iテサ 4 : 18-25，Iコリ 15 : 12-19）。そ

うした希望の根拠は，キリストが死者のうちから復活したことであった（Iコリ

15 : 1-11）19。キリストの復活は，「最後の敵」である死に対してキリストが勝利した

ことを意味する （Iコリ 15 : 26, 54-55 ; さらに，ヘブ 2 : 14-15を参照）20。キリストを

17　Söding, 379.
18　Barth, 98-100 ; Schröter, 63-66を参照。
19　ローゼ「新約聖書における死と生」『死と生』164-170頁，大貫「新約聖書における死の意味」

『死と生を考える』147-152頁を参照。
20　Barth, 85-97を参照。

10
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信じる者達は，キリストが復活したように，終わりの時に甦ると信じていた（ロマ

6 : 4-5 ; Iテサ 5 : 10-11）21。パウロは特に，死者の復活の観念に対して懐疑的であっ

たコリントの教会の信徒の一部に対して，彼がかつてコリント伝道のときに伝えた福

音の核心として（ロマ 1 : 1-5 ; Iコリ 15 : 1-11），キリストの死（Iコリ 15 : 3）と三

日目の甦り （15 : 4）とを挙げている。キリストの福音の宣教者としての務めも，こ

の復活のキリストとの出会いに由来していた （15 : 5-11）。

　パウロによれば，さらに，キリストを信じて洗礼を受けた者は，キリストと共に十

字架に架けられて（ロマ 6 : 6 ; ガラ 2 : 19），キリストの死に与り，その復活の力に与っ

て，キリストと共に生きるようになる希望が与えられている（ロマ 6 : 3-8）22。キリス

トと共なる死という表象は，古い人間実存の在り方が終焉し，キリストに仕える新し

い人として生きることを表現している。

　（4）　召天の思想

死者の復活と霊魂不滅とは，本来は全く起源が異なる思想であった。特に，霊魂不

滅の思想は旧約聖書には由来せず，基本的にはギリシャ起源であった（正確には，オ

ルフェウス教とプラトン主義）23。この考えによると，人間の魂は不滅であり，一時的

に人間の肉体に宿るが，死後は肉体を離れる（プラトン『パイドン』80A-81D）。魂

にとって肉体は牢獄であり，死は解放と見なされる。聖書にはこのような霊肉二元論

は弱く，魂と肉体の両方を備えた人間の一体性が旧約・新約を通して強調されてい

る24。復活思想は肉体を伴った人間の復活を考えているので，霊魂不滅の思想とは明

確に異なる。しかし，死後の魂の状態への思索を進める過程で，次第に霊魂不滅の思

想が初期ユダヤ教を介して（知 3 : 1-5 ; IVエズラ 7 : 78-101を参照），キリスト教思

想の中に取り入れられて行った。つまり，人間が死ぬと体は滅びるが，魂は天国（神

の許）に昇るという召天，或いは，昇天の思想が形成されて行った。但し，こうした

思想は，新約文書ではまだ周辺的な箇所に出て来るだけである（ルカ 16 : 19-

21　大貫「新約聖書における死の意味」『死と生を考える』168-172頁を参照。
22　詳しくは，Wedderburn, 153-161を参照。
23　O. Cullmann, Immortality of the Soul or Resurrection of the Dead? （London : Epworth, 1958） =O・
クルマン著（間垣洋助訳）『霊魂の不滅か死者の復活か？』聖文舎，1970年を参照

24　H. W. Wolff, Anthropologie des Alten Testaments （München : Kaiser, 1973）＝ H・W・ヴォルフ『旧
約聖書の人間論』日本基督教団出版局，1983年，U. Schnelle,　Neutestamentliche Anthropologie 
（Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 1991）を参照。
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31 ; 24 : 43 ; IIコリ 5 : 1-10 ; フィリ 1 : 23 ; 黙 6 : 9-11 ; 7 : 9-17を参照）25。

パウロはフィリピ書の執筆時には，キリストの福音を宣べ伝える活動の故に，エフェ

ソで身柄を拘束され，裁判の結果を待たなければいけない状況にあった（フィリピ

1 : 12-14 ; Iコリ 15 : 32 ; IIコリ 1 : 8-9）。状況は厳しく，裁判の結果によっては，

死刑になり，殉教する可能性があった。彼はこの時には，死の宣告を受けたも同然で

あり，キリストを死人の内から復活させた神に望みを掛けたと語っている（IIコリ

1 : 8-9）。死を覚悟したパウロは，「わたしにとって，生きるとはキリストであり，死

ぬことは利益なのである」とまで言い切っている。さらに，彼はこの世を去って，キ

リストと共にある方が望ましいとも語っている（フィリ 1 : 23）。パウロは初代教会

の信仰告白伝承に従って，終わりの時における死者の復活を信じ，そのように繰り返

し，信徒達を教えたのであるが（Iテサ 4 : 18-25，Iコリ 15 : 12-19を参照），同時に，

死後に魂が天に召され，キリストと共にあるという観念も持っていた（IIコリ 5 : 1-

10 ; フィリ 1 : 23）。パウロによれば，究極の救いは終末時の復活に求められるが，

終末の到来以前の中間時において，死者の魂は天上にあって復活を待つ中間状態に置

かれていることになる。

第 3節　ヨハネ福音書の死生観

　（1）　イエスの死の意味

ヨハ 1 : 29において，洗礼者ヨハネは，イエスを指して，「見よ，世の罪を取り除

く神の子羊」と語り，イエスの死が贖罪の意味を持つことを象徴的な言葉で述べてい

る（イザ 53 : 7 ; 使 8 : 32 ; Iペト 1 : 19を参照）。この部分は，伝統的な贖罪論をヨ

ハネによる福音書が前提にしていることを示している（Iヨハ 3 : 5も参照）26。

ヨハネによる福音書に収録されているイエスの別れの説教において，イエスは，「友

25　F. Zeilinger, Der biblische Aufstehungsglaube （Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 2008） 
147-148を参照。

26　Barth, 49 ; R. Bultmann, Das Evangelium des Johannes （10. Aufl. ; Göttingen : Vandenhoeck & 
Ruprecht ; 1941） 66-67 ; R. E. Brown, The Gospel according to John （2 vols ; AB29 ; Garden City :  
Doubleday, 1967） I 58-63 ; R. Schnackenburg, Das Johannesevangelium （4. Aufl. ; 3 Bde ;  Freiburg :  
Herder, 1979） I 285-289 ; C. K. Barrett, The Gospel according to St. John （2nd ed. ; London : SPCK, 
1978） 176-177 ; U. Wilckens, Das Evangelium nach Johannes （NTD 4 ; Göttingen : Vandenhoeck & 
Ruprecht, 1997） 40-41 ; U. Schnelle, Das Evangelium nach Johannes （ThHKNT 4 ; Leipzig :  Evan-
gelische Verlagsanstalt, 1998） 49-50 ; A. J. Köstenberger, John （Grand Rapids : Baker, 2004） 66-68 ;  
H. Thyen, Das Johannesevangelium （HbNT 8 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 2005） 119-123を参照。
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のためにいのちを捨てることに優る愛は誰も持たない」と述べる（ヨハ 15 : 13私訳）。

他方，イエス自身がいのちを捨てることについて，良い羊飼いの喩え話では，「私は

良い羊飼いである。良い羊飼いは羊のためにいのちを捨てる」と述べており（ヨハ

10 : 11），イエスの死が自発的であり，究極の愛の行為であることを強調している（ロ

マ 5 : 6-11 ; Iコリ 5 : 14も参照）27。

イエスの十字架上の死は，「挙げられる」とも（3 : 14 ; 8 : 28 ; 12 : 32-34），「栄

光を受ける」とも表現されている（12 : 23 ; 13 : 31-32 ; 17 : 1, 5）。十字架刑はロー

マ帝国によって反逆者に対して下された残虐な刑罰であり，苦難と恥辱の極みである

が（ヘブ 12 : 2を参照），第 4福音書においては神の子の栄光の顕現の時とされてい

るのである28。キリストの十字架は，世を愛して救いのために独り子を与えた神の愛

の顕現である（ヨハ 3 : 16以下を参照）29。

　（2）　イエスの復活・顕現物語

ヨハネによる福音書は，ローマ総督の配下の兵士達によって処刑され，埋葬された

イエスが（ヨハ 19 : 26-42），三日目に甦って顕れた出来事を独自の視点から叙述し

ている。空のキリストの墓が空であることを発見したのはマグダラのマリアであり，

そのことをペトロとイエスの愛弟子とが確認する（20 : 1-10）。その後，墓のところ

で泣いていたマリアに復活のキリストが顕現し，彼女はキリストの復活の出来事の最

初の目撃者となる（20 : 11-18）。マリアは復活のキリストと出会ったことを，「私は

主を見ました」と言って弟子たちに伝える（20 : 18）。その日の午後，復活のキリス

トは，エルサレム市内の家の中にいた弟子たちのもとに現れ，彼らに罪を赦す務めを

与えて，世に遣わしている（20 : 19-23）。しかし，その場に居合わせなかったために

主の復活顕現を疑う弟子トマスがいたので，八日後にキリストは再び顕現し，トマス

27　Barth, 99-100, 145-147 ; J. Augenstein, Das Liebesgebot im Johannesevangelium und in den 
Johannesbriefen （BWANT 134 ; Stuttgart : Kohlhammer, 1993） 71, 73-74 ; E. E. Popkes, Die Theolo-
gie der Liebe Gottes in den johanneischen Schriften. Zur Semantik der Liebe und zum Motivkreis des 
Dualismus （WUNT II 197 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 2005） 181-183, 309-310.を参照。

28　T. Thüsing, Die Erhöhung und Verherrlichung Jesu im Johannesevangelium （2. Aufl. ;  Münster :  
Aschendorf, 1970） 199-201 ; K. Wengst, Bedrängte Gemeinde und verherrlichter Christus （München :  
Kaiser, 1992）; T. Knöppler, Die theologia crucis des Johannesevangeliums （Neukirchen-Vluyn :  Neu-
kirchener Verlag, 1994） 154-173 ; C. Dietzfelbinger, Der Abschied des Kommenden （WUNT 95 ;  
Tübingen : Mohr-Siebeck, 1997） 283-292 ; H.-U. Weidemann, Der Tod Jesu im Johannesevangelium 
（Berlin-New York : Walter de Gruyter, 2004） 97-128.

29　Barth, 142-147を参照。
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に対して，「幸いである。見ないで信じる者は」と宣言している（20 : 29）30。さらに，

ヨハネによる福音書 21章は，ガリラヤ湖畔での復活のキリストと弟子たちとの出会

いを描いている。その際に，キリストは弟子のペトロに羊を飼う務めを委ねている（ヨ

ハ 21 : 15-19）。

　（3）　永遠のいのち

ヨハネによる福音書には，死者の復活と死後の裁きについての伝統的観念を語る部

分は存在するが（ヨハ 5 : 28-29），強調点は，人間の死後の運命よりも，地上の生涯

の中で，人間がキリストとその言葉を信じるかどうかということにある。第四福音書

によれば，今，キリストを信じる者は死から命に既に移っており（5 : 24-27），永遠

の命を得ている（3 : 15, 16 ; 4 : 13-14 ; 6 : 27, 47, 52-58）31。この場合の「いのち」や

「死」とは，人間の生物学的な意味での生命や死ではなく，象徴的・霊的な意味での「い

のち」や「死」である（マタ 10 : 39 ; マコ 8 : 35 ; ルカ 17 : 33も参照）32。ヨハ 17 : 3

によれば，「永遠のいのち」とは，「唯一の真の神」と神が遣わした御子「イエス・キ

リストを知ること」であるとしている。ヨハネの理解する「いのち」や「死」とは関

係概念であり，神と御子キリストを信じて正しい関係にあることが，救いの状態であ

る「永遠の命を得ている」こととなる。これに対して，キリストを信ぜず，神を知ら

ず，神から離れた状態にあることが，人間が死んでいることである。究極的な出来事

は，既に，地上で起こっていると言える。

第 4節　黙示録の死生観

　厳しい迫害下に執筆された黙示文学には，人間の死後の幸いについて語るものが多

くある（ダニ 12 : 1-3 ; エチ・エノ 58 : 2 ; 81 : 4 ; スラ・エノ 42 : 6）33。黙示録も黙

示文学の例に漏れず，地上の生活においてイエスへの信実を貫いた人間の死後の幸い

30　この箇所についての詳しい釈義的分析は，Bultmann, 539-540 ; Brown, John II 1048-1051 ;  
Schnackenburg, Johannes III 398-399 ; Barrett, 573-576 ; Wilckens, 316-318 ; Schnelle, Johannes, 
307-309 ; Thyen, 770 ; 原口尚彰『幸いなるかな　初期キリスト教のマカリズム（幸いの宣言）』
新教出版社，2011年，102-106頁を参照。

31　Bultmann, 109-111 ; 佐藤研「新約聖書の死生観」『はじまりのキリスト教』46-47頁を参照。
32　大貫隆「新約聖書における死の意味」『死と生を考える』176-178頁を参照。
33　原口尚彰『幸いなるかな　初期キリスト教のマカリズム（幸いの宣言）』新教出版社，2011
年，149-150頁を参照。

14



15新約聖書の死生観

̶ ̶

について多くを語っている。死後の世界について想像力を逞しくして描くことについ

ては，抑制的な態度を示す他の新約文書とは対照的に，黙示録は通常では見ることの

出来ない天上の世界の有様や，来たるべき終末の時の到来に際して展開される不思議

な出来事を色彩豊かに視覚的に描いている。

　（1）　天上の礼拝

　黙示録 6章では殉教者たちの魂が天上の祭壇の下にあって，不義への裁きを求めて

神に叫び，訴えている（黙 6 : 9-11）34。こうした天上の場面が描かれる前提として，

ヘレニズム期以降ユダヤ教やキリスト教の死生観に影響を与え始めた，人間の魂は死

後に肉体を離れ，生き続けるという観念が存在している（プラトン『パイドン』80A-

81D ; 知 3 : 1-5）35。不義を働く敵への復讐を求める祈りは既に旧約聖書の中に存在す

るが（詩 7 : 7-18 ; 35 : 17-28 ; 55 : 10-24 ; 59 : 6-14 ; 69 : 23-30 ; 79 : 6-13 ;  83 :  13-19 ;  

109 : 8-20 ; 137 : 7-9 ; 139 : 19-22他），義人の死後の魂が神に公正な裁きを求めて

叫ぶ主題は，ユダヤ教黙示文学において展開されている（エチ・エノ 47 : 1-4 ; IVエ

ズ 4 : 35-37）。

黙示録 7章では，白い衣を着た群衆が登場し，ナツメヤシの枝を持ちながら，神と

小羊に讃美の歌を捧げているが，彼らは迫害の中で節を曲げずに命を落とした殉教者

たちであった（7 : 9-17 ; また，18 : 24 ; 19 : 1-4も参照）36。彼らは地上では苦難の生

涯を送ったが，天上では神の玉座の前で仕える幸せな時を過ごしている。彼らは最早

飢えることも渇くこともなく，日照りに悩まされることもない（7 : 15-16）。「玉座の

中央にいる小羊が彼らの羊飼いとなり，命の泉へと導き，神が彼らの目から涙をすべ

てぬぐい去るのである」（7 : 17）。死後に信者が天に召されて幸いな生活を送ること

が，黙示的イメージによって表現されている。死者たちは，大バビロンであるローマ

へ裁きが下った後に，天上において行われる小羊の婚礼の祝いに招かれている

（19 : 5-10）。

　（2）　終末の時の到来と死者の復活

　終末の時の到来と死者の復活について，黙示録は独特のヴィジョンを持っている。

34　佐竹明『ヨハネの黙示録』中巻，新教出版社，2009年，293-300頁。
35　D. E. Aune, Revelation 6-16 （WBC 52B ; Nashville, TN : Word, 1998） 403-413を参照。
36　佐竹，316-331頁 ; Aune, 466-480を参照。
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終末の時が到来すると，まず，一人の天使が悪魔の化身である竜を取り押さえ，千年

の間，縛って底なしの淵に閉じ込めておく（20 : 1-3）。その時に，イエスへの信実を

貫いて殉教した者たちだけが復活して，キリストと共に世界を千年の間統治する

（20 : 4）37。これが第一の復活である（20 : 5）。千年の時が経過した後に，悪魔が解放

され諸国の民とゴグとマゴグを唆して，信徒たちとエルサレムを攻めさせるが，天上

から火が下って彼らを滅ぼし，悪魔は火と硫黄の池に投げ込まれる（20 : 7-10）。こ

の時，第二の復活が起こって，死者は善人も悪人もすべて甦って，玉座の前で，命の

書に従って裁かれることになる（20 : 11-15）38。キリストは死と復活によって死に勝

利した存在であり，その手の内に死と陰府の鍵を持っている（1 : 18 ; 2 : 11）。死と

陰府は死者を吐き出した後に，火と硫黄の池に投げ込まれることになる（20 : 13-14）。

天地の更新の後に，天から新しいエルサレムが下って来るが，そこでは神と人が共

に住み，人は神の民となる（21 : 1-3）。「最早，死もなく，悲しみと嘆きもない」（21 : 4）。

地上の生活においてキリストへの信仰を貫いた者は，命の泉の水を飲む特権に与るが，

棄教者や不信仰者や不道徳な者たちは，火と硫黄の燃える池に投げ込まれ，第二の死

を味わうとされる（21 : 5-8）39。死後の世界における永遠の幸いと永遠の責め苦を対

照して述べることを通して，黙示録は読者たちにキリストへの信実を貫く生涯を送る

ように勧めるのである。

まとめと展望

　以上の検討で分かるように，新約聖書の死生観は一様ではなく，共観福音書，パウ

ロ書簡，ヨハネ福音書，黙示録の死生観は，それぞれの関心や，置かれた歴史的状況

を反映して多様な様相を呈している。共観福音書は十字架上の死という過酷な運命に

直面し，苦しみながらもそれを受容して行くイエスの姿を旧約聖書の義人の苦難のイ

メージを通して描いている。マルコ福音書は，死を前にしたイエスの苦しみや（マコ

14 : 36），十字架上でイエスが口にした叫びに焦点を当てているが（15 : 34），より

後期の文書であるルカ福音書は，神によって与えられた運命として死をより積極的に

受容し，自らを神に委ねる姿勢を強調している（ルカ 23 : 46）。さらに，ヨハネ福音

37　佐竹明『ヨハネの黙示録』下巻，新教出版社，2009年，333-366頁 ; D. E. Aune, Revelation 
17-21 （WBC 52B ; Nashville, TN : Word, 1998） 1069-1100を参照。

38　Aune, 1090, 1101を参照。
39　Aune, 1125-1133を参照。
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書はイエスが十字架に架けられることを，神の御心の成就（ヨハ 19 : 30），或いは，

神の栄光の顕現としている（12 : 23 ; 13 : 31-32 ; 17 : 1,5）。

パウロ書簡に保存されている初代教会の信仰告白伝承は，イエスの死に救済論的意

義を認めている（ロマ 3 : 25 ; 4 : 25 ; 5 : 6, 8 ; 8 : 32, 35 ; 10 : 9 ; 14 : 15 ; ガラ 1 :  

5 ;  3 : 13 ; Iコリ 5 : 7を参照）。これは神の国の接近を説く指導者の死が宗教運動の

創始者の死という衝撃的な出来事の中に，何らかの積極的な意味を見出そうとする神

学的努力の結果であった。

人間の死を越えた希望について，パウロ書簡は死者の復活の思想と（Iテサ 4 : 18-

25，Iコリ 15 : 12-19），死者の魂の召天の思想を伝えている。死者の復活の根拠は，

キリストが死者のうちから復活したことであった（ロマ 6 : 4-5 ; Iコリ 15 : 1-11 ; I

テサ 5 : 10-11）。霊魂不滅の思想は思想史的にはギリシャ起源であった（プラトン『パ

イドン』80A-81D）。新約聖書においては，旧約・ユダヤ教に起源する死者の復活の

思想が主流である（Iテサ 4 : 18-25，Iコリ 15 : 12-19）。復活思想は肉体を伴った人

間の復活を考えているので，霊魂不滅の思想とは明確に異なる。しかし，死後の魂の

状態への思索を進める過程で，次第に霊魂不滅の思想が初期ユダヤ教を介して（知

3 : 1-5 ; IVエズラ 7 : 78-101を参照），キリスト教思想の中に取り入れられて，人間

が死ぬと体は滅びるが，魂は天国に昇るという召天の思想が形成された。こうした死

後の生の観念は，新約文書ではまだ周辺的な箇所に出て来るだけであるが（ルカ

16 : 19-31 ; 24 : 43 ; IIコリ 5 : 1-10 ; フィリ 1 : 23 ; 黙 6 : 9-11 ; 7 : 9-17を参照），

使徒後時代以降，次第に強くなり（例えば，ディダケー 10 : 2 ; Iクレ 28 :  3 ; 36 : 2 ;  

イグ・エフェ 20 : 2を参照），キリスト教の伝統的思想の一部となって行った（例えば，

ウェストミンスター信仰告白第 32章を参照）。現代の教会も教理としては，世の終わ

りにおける死者の復活の思想を維持しているが（使徒信条第三項やニカイア・コンス

タンティノポリス信条第三項を参照），信徒が現実に持つ信仰において，終末の到来

の切迫感や死者の復活の希望のリアリティは薄れ，死後は天に召され，他の召天者た

ちと共に神の御許で憩うイメージを漠然と抱いている場合が多いのではないだろう

か。

死を越えた希望ということについて，パウロにはさらに異なった視点が見られる。

パウロによれば，キリストを信じて洗礼を受けた者は，キリストと共に十字架に架け

られて（ロマ 6 : 6 ; ガラ 2 : 19），キリストの死に与り，その復活の力に与って，キ

リストと共に生きるようになる希望が与えられている（ロマ 6 : 3-8）。
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ヨハネによる福音書は，こうした信仰的実存についてのさらに徹底した考察が見出

される。第四福音書によれば，今，キリストを信じる者は死から命に既に移っており

（5 : 24-27），永遠の命を得ている（3 : 15, 16 ; 4 : 13-14 ; 6 : 27, 47, 52-58）。ヨハ

17 : 3によれば，「永遠のいのち」とは，「唯一の真の神」と神が遣わした御子「イエス・

キリストを知ること」であるとしている。究極的な出来事は，既に，地上で起こって

おり，人間の生死を超えた永遠の命に与る可能性が開かれていると言える。
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キリスト教学校における生徒たちへの「デス・エデュケーション」の

可能性1

原田　浩司

は じ め に

東北学院大学文学部総合人文学科が例年主催する「教職研修セミナー」は，キリス

ト教会の牧師たちと共に，キリスト教学校の聖書科教師（教務教師）も対象の射程に

入れて行われている。この論考はおもに後者に向けて，学校という公教育の場でキリ

スト教的な視点から「生と死の問題」を子供たちに教えることの意義について，また

その教育効果や課題などを共に考えることを目的とする。

そもそも今日の日本の中学・高校で「生と死の問題」について何らかの教育がどれ

ほど実施されているだろうか。書籍などを通して幾つもの実施例を確認することはで

きるものの，実際にはそうした事例について統計的なデータは取られておらず，極め

て限定的であろうと思われる。また「生と死の問題」を主題とする教科名はなく，年

間の時間割の中に組み入れられることもないため，公立の中学校・高校では，総合学

習や総合芸術，倫理，現代社会，家庭科，といった科目の中の話題（トピックス）と

してそれを取り上げ，それぞれの担当教員が試行錯誤しながら取り組んでいるのが現

状である2。

では，私立のキリスト教学校ではどうだろうか。公立高校に比べ，私学としての

裁量の自由度は高いはずだが，「生と死の問題」を積極的に教育に取り入れようとす

る学校は必ずしも多いわけではないだろう。だが，もしキリスト教学校で「生と死の

1　当初の表題は「子供たちへの…」だったが，表題の通りに改めた。
2　鈴木康明，『生と死から学ぶ : デス・スタディーズ入門』，北大路書房，1999年。ここでは
大学生に対する，中・高生時代の死生観教育についてのアンケートの結果が報告され，それら
の中で，ここで挙げた科目が示されている。

［ 報 告 ］
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問題」を教育の課題としての導入を検討する場合，この課題を生徒たちに教育するの

に最も相応しい教科や教員について議論となれば，疑いようもなく，まず「宗教科」

の授業，つまり，キリスト教学校における「聖書科」の授業，そして，それを担当す

る教務教師（あるいは非常勤講師をつとめる牧師）が真っ先に候補にあがるだろう。

いや，むしろその期待は大きいはずである。

上智大学グリーフケア研究所の前所長の高木慶子は死を前提とした教育の重要性を

指摘して，次のように述べている :

人間が人間として生き始めるのは「死ぬこと」を自覚したときからではないでしょ

うか。ということは，人間が人間であるゆえんは「死」の認識にあるとも言えま

す。しかし大人は子供に，自分たちはやがて死ぬのだということを教えているで

しょうか。すなわち死を前提としての「人生の生き方」を示しているでしょうか。

　欧米では子供たちに「死について」教えるのは宗教，つまり教会の役割です。

ところで，日本にはそのような役割を担うところがありません。そこでその役割

を学校に押し付けようとする動きがありますが，それはたいへんなお門違いだと

思います。私立学校は別として，学校は宗教教育を行う場ではないからです。…

（中略）…

　しかし，日本においても全人的教育を考えるとき，欧米で担っている教会の役

割の部分も必要ではないでしょうか3。

このように，高木は子供たちへの「デス・エデュケーション」の重要性と共に，そこ

での「教会的な役割」を指摘する。そして，キリスト教学校においてその役割の担い

手として期待されるのは，宗教主任やチャプレンなどを務める当該校の教務教師たち

であることは明白である。また，だからこそ「生と死の問題」を子供たちに教える可

能性について共に考察し，検討することは大いに意義のあるものと確信する。

1　宗教科教育法

キリスト教学校での聖書科の担当者は，各都道府県の教育委員会から発行される教

3　野尻，加地，村上，高木著，『いのちを問う : その重さと大切さ』，ミネルヴァ書房，2005年，
155-156頁

24



3キリスト教学校における生徒たちへの「デス・エデュケーション」の可能性

̶ ̶

員免許状を取得したうえで，その教務を遂行する。そして，この免許状は「宗教」で

ある。公教育における「宗教教育」に求められるのは，その宗教の経典（キリスト教

では聖書）や教理に精通していることは当然ながら，実社会における諸問題を宗教的

視点から洞察し，その倫理的価値を子供たちに教え，考えさせることのできる教育力

であろう。たとえば，私自身が宗教科の教員免許状を取得した時のことを例に挙げる

と，学生時代に「宗教科教育指導法」という名称の科目を履修した。そして，そこで

重視されていたのは「性教育」だった。確かに，中・高のキリスト教学校で学ぶ青少

年たちにとって，援助交際や妊娠中絶，また性感染症やエイズ（AIDS）といった，

性（セックス）に関わる諸問題は「今・目の前にある」実社会の切実な問題であり，

それらを宗教的観点から捉えなおし，自分の人生や命の意義について教え，悟らせる

ことの大切さは，当時も今も共有されているだろう。

　性教育の必要性に重きが置かれる一方で，宗教教育の中で「生と死の問題」を教え

る必要性については，当時は一切触れられなかった。十代の青少年らにとって，性（セッ

クスや異性）の問題と死の問題とでは，興味や関心は明らかに前者に引き寄せられる

ことは容易に想像できる。しかし，今日を取り巻く教育現場での問題を顧みれば，死

の問題を取り上げる必要性の認識は以前よりも高まっているのではないだろうか。た

とえば，中学校や高校で繰り返される「いじめに自殺」の問題や，教師の体罰による

自殺など，いずれも学校での出来事である。さらに，2011年 3月 11日の東日本大震

災を，この東北地方の中・高生たちも経験し，沿岸地域で約 2万人に及ぶ人々が津波

によって命を奪われた現実を目の当たりにし，中には，家族や友人を失った子供たち

も少なくない。今日，教務教師として日々教室で向き合う子供たちにとって，性の問

題と共に，死の問題も，生徒たちの「今，目の前にある」事柄として受け止めなおす

必要があるだろう。また，それゆえに「デス・エデュケーション」を生徒たちに行う

ことの必要性やその意義について，またその担い手として期待される教務教師のつと

めについて確認することは大切である。

　その一方で，性の問題も死の問題も，公教育の場ではしばしばタブー視されがちな

課題である点も否めない。性教育との関わりで，講師として立命館慶祥高校で「死の

教育」に取り組んでいる清水恵美子氏の見解を紹介しよう。

　教育現場では「死」を題材にした授業をとりあげようとすると，「教育上の配慮」

ということが必ず論じられます。しかし，同じような議論をしていた時期が 70
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年代からの「性教育」にもあったことが思い出されます。「性の話なんて恥ずか

しい」とし，隠された秘めごととして扱われ，性は「タブー視」されていました

が，今日，赤ちゃんはコウノトリが運んでくるとは小学生でさえ信じていません。

　しかし死については，大切な人や愛する人との死別で会えなくなって不安に

思っている子どもたちに対して，美しいお花に囲まれて天国で休んでいるとか，

天に昇って星になっているというように曖昧にしています。

　学校で「生と死」を教えることができるのかという議論を前にして，生命体の

ドラマである人生の最初と最後を見据えることを避けて，どうして「いのちの大

切さ」や「生きる力」を子どもたちに語ることができるでしょうか。…（中略）…

　ずばり，「死」を扱おうというその目的は，「いのちの尊さ」をわからせるため

であり，「どう生きるか」は極めて個人的なことであるからこそ，授業は形だけ

のカリキュラムをこなせばよいというものではなく，また何らかの結論を整える

という意識だけで子どもとかかわろうとすれば，「いのち」の本質を見失い，こ

れまでの知識偏重の教育に陥りかねない危うさをはらんでいることを指摘しなけ

ればなりません4。

死の問題と向き合うことは，子供たちに「いのちの尊さ」を考えさせ，悟らせる

貴重な機会となる。それゆえ，公教育において，性の教育と死の教育の「タブー視」

を克服し，取り組むことには意義があり，そして，教務教師はそのいずれのテーマも

キリスト教的観点から洞察して，生徒たちに伝え，教えることが求められるであろう。

2　「死の準備教育」から「いのちの教育」へ

「Death Education（デス・エデュケーション）」を直訳すれば「死の教育」であるが，

80年代は「死の準備教育」という表現が適用され，長らく使用されてきた。しかし，

近年この言葉の使用機会も極端に少なくなっている。代わりに「いのちの教育」や「い

のちの授業」といった表現，すなわち，平仮名の「いのち」の言葉の使用が顕著であ

る。漢字の「命」ではなく，あえて平仮名で「いのち」と表記することには意味があ

る。平山正実は漢字と平仮名の使い分けについて次のように述べる :

4　清水恵美子，『いのちの教育 : 高校生が学んだデス ･エデュケーション』法蔵館 2003年，
9-10頁。
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医者の救える「命」を，わたしは漢字の「命」というふうに表現してみたいと思っ

ているのです。しかし，命はそれだけではない。わたしは，同じ命でも，日本人

が昔から「気」という言葉で表してきたようなもっと根源的な生のエネルギーの

ようなものによって支えられている命があるのではないかと思っております。そ

れを，わたしは平仮名の「いのち」というふうに名づけたいと思うのです。…（中

略）…「命」と「いのち」は相互に分かちがたく結びついているものです。しかし，

あえて言えば，一方は生物的「命」（ギリシア語＝ビオス）であり，他方は霊的

な「いのち」（ギリシア語＝ゾーエー）と言えるのではないでしょうか。生物学

的な「命」と霊的な「いのち」とは次元が違いますけれども，人間はその両方に

関わりを持っている。

　すなわち，霊的な「いのち」というのは，生物学的な「命」を根底において支

えている人格的な部分をさすものと私は理解しています5。

ここで平山が述べるように，人間は生物学的な「命」と霊的な「いのち」という二つ

の次元を生きる存在であるという人間理解を提示し，特に「霊的（Spiritual）」次元に

おいて人間を捉えなおし，自分と隣人をみつめ直す視点を生徒たちに伝えることは，

キリスト教学校の教務教師に期待される務めであろう。そして，この「いのち」の大

切さや尊さに，子供たちがいかにして気づくことができ，関心を向けることができる

ようになるか，が問題となる。

　NPO法人生と死を考える会の活動6に参与してきた杉本脩子は，この問題について

次のような見解を述べる :

「いのちの大切さ」が，いろいろな場面で語られます。新聞などの活字になるこ

ともしばしばです。このことに異論をはさむ余地はなく，誰しもがそう思ってい

るに違いありません。けれども，本当に私たちはいのちを大切にしながら生きて

いるだろうか，私たちが生きている今の社会は，かけがえのないいのちを大切に

生きることのできる社会かと問いかけた時に，残念ながら「イエス」とは言いに

くい状況にあること，これも多くの人の共通の思いでしょう。

5　黒鳥偉作，平山正実，『イノチを支える　─癒しと救いを求めて』，キリスト新聞社，2013年，
16-17頁。

6　現在の活動については http://www.seitosi.org/を参照。
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　ふだん私たちは「いのち」をとりわけ意識することはありません。生きている

わたしたちにとって，あまりに当たり前の前提だからです。空気や水と同じよう

な感じです。逆説的ですが，いのちを意識する時というのは，私たち自身や私た

ちの親しい人が病気になったり，事故に遭ったり，いのちの危機に直面した時で

はないでしょうか。それがある時にはあることにすら気づかない，失ってはじめ

て見えてくる，その究極が「いのち」かもしれません7。

「当たり前」だったはずのものが，失って初めて気づくその価値や意義については，

多様なケースが考えられよう。特に「いのち」の問題を考える上で，その喪失時から

捉えなおすというダイナミックな視座が「デス・エデュケーション」には不可欠であ

る。教務教師としてこれに従事する上では，特に聖書的な視点を大切にしたい。特に

「終末論的」視点は，この問題においても有益である。終わりの時から今をみつめ直

すときに，新鮮な意味を帯びた「今」が浮かび上がることが多々ある。「今日」とい

う一日に「終わり」があることを意識する時，この日はまさに今日しかない，かけが

えのない特別な一日として浮かび上がる。その「かけがえのなさ」は，その「終わり」

を意識してこそ明瞭になる。中世の修道院で，修道士たちが毎日早朝に交し合った「メ

メント・モリ（Memento Mori : 汝の死を覚えよ）」の言葉は，まさに「終わりの時」

から今日を生かされている自分を見つめ直す言葉として解釈できる。それゆえ，「死」

という終わりの時から「生」の意義を捉え直すことは，まさにキリスト教の伝統的な

アプローチの仕方であると言えよう。広い意味で「終末論的」な視座から今を見つめ

直す意義は大きく，またそのような視点を子供たちに伝え，提供することは，教務教

師の働きの一つの重要な課題となるだろう。

3　死生観教育がもたらす効果 

公教育における「死の問題」についての教育は，欧米諸国に比べて日本は遅れてい

る，としばしば指摘される。ここでは，カール・ベッカーによるアメリカの死生観教

育をめぐる論考を紹介し，その教育がもたらす「効果」に注目しながら考察していく。

中学校，高校には青少年の段階でも，近親の人の死（二人称の死），その中でも特

7　NPO法人 生と死を考える会編『いのちに寄り添う道』一橋出版，2008年，359頁。
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に父母の死を経験した生徒たちも少なからずいるという点は，見過ごしてはならない

だろう。キリスト教学校におけるチャプレン（宗教主任）に期待される牧会的な役割

には，クラス担任の教員と共に，そのような「二人称の死」を経験した青少年たちと

向き合い，彼（女）らに寄り添っていくことも当然含まれるであろう。またそのため

に，そのような子供たちも念頭に置きつつ，死生観教育を実施していくことも重要な

課題となる。とりわけ，「二人称の死」という深い喪失体験・死別経験を受け止めき

れず，その悲嘆を自力で解決できない子供たちが，周囲から放置されることで，彼ら・

彼女らにどのような影響がもたらされるかを念頭に入れておくことも切実な課題であ

る。

ベッカーは，このような「二人称の死」を経験する子供たちの存在と，死生観教育

の意義とを関連付けて，次のように論じている :

中学生・高校生になると，園児や小学生よりは感情を言語化できると期待される

が，タブー視される死に関しては，相談せずに処理できずに抱え込んでいるティー

ンエイジャーが多い。英語では「未解決悲嘆（unresolved grief）」や「困難で複

雑な悲嘆（complicated grief）」という専門用語で，病理的にまで転じてしまう悲

嘆の抱え方を認識し表現している。これらの悲嘆は，注意欠陥障害のみならず，

自殺や殺人にまで繋がるとされており，他人の死に基づく「未解決悲嘆」は，自

殺の大きな引き金の一つとして注目を浴びている。…（中略）…

　死別によって，学校の成績や人間関係が悪化することが多いにもかかわらず，

教師がその原因に気付かなかったり，対応に迷ったりすることも少なくない。生

徒はそれまで積極的に参加した活動に消極的になり，部活を辞めたりする。普段

「そんな子供ではなかったはず」の子供でも，死別によって，言動が急変してし

まう。例えば，くどく質問を繰り返す子供，嘘や噂をむやみに広げる子供，侮辱・

冒瀆・わいせつなどを言いだしたりする子供が増える原因となる。場合によって

は，それらの行為・表現が，死別体験から数年も経って初めて現れることもある。

教師が死に関する訓練を受け，事前に死別経験をもつ子供を認識していれば，適

切な指導ができるようになるのである8。

8　島薗進，竹内 整一編，『死生学 I─死生学とは何か』，東京大学出版会，2008年，81-82頁。
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このように「死別による悲嘆」を自力で解決できない子供たちに迫る危機を回避する

＜リスク・マネージメント（危機管理）＞も，学校の教師に期待される役目の一つと

なる。「二人称の死」を経験した子どもが「未解決悲嘆」を自ら解決する（納得し，

受容する）ことのできる道筋，またそのための援助を備えることで，その先に待ち受

ける重大な深刻な結果に陥ることを回避できる，という効果を「デス・エデュケーショ

ン」に期待することができる。それゆえ，ベッカーは，公教育における死生観教育は

子供たちが自らそのような諸課題を解決する糸口を自ら見つけ，克服する力を会得す

る機会になるとして，その積極的な意義を見出す。そして，死生観教育の必要性とそ

の効果について，彼はこう論じる :

死生観教育は死や死別という人生の大事な課題を取り上げることによって，逸脱

行為や精神的な病を予防できる。ワクチンの予防注射は，重くて危険な病原菌を

適宜に軽量，子供に与えることによって，本物の病気に対する免疫力をつける。

不完全な比喩ではあるが，死生観教育も，重くて危険な精神異常に及ぶ死別・喪

失体験を，適切でごく軽い程度，子供に与えることによって，本物の死別に出会っ

た場合，それに対応するだけの心構えと相談能力を用意できるのである。死に対

して鈍感になることなく，その重さを理解・受容してもらうがゆえに，親近者に

死なれても，順調な立ち直りが可能になるのである9。

こうしたアメリカの事例は，日本よりもプラグマティズム（実用主義）であるとの印

象を持つが，いのちの尊さを教えることはもちろん，実際の教育効果を十分に踏まえ

て，「デス・エデュケーション」を実施していくことも大切である。特にこの教育に

おける牧会的な意義を自覚して取り組むことの意義は，強調しても強調しすぎること

はない。「未解決悲嘆」から，さらに深刻な精神病理へと進行しない予防策になり得る，

とのベッカーの指摘は十分に耳を傾けるべきものである。そして，これらの教育的な

効果を見据えて，ベッカーは日本の公教育でも死生観教育を積極的に導入することの

必要性を，こう述べる :

　本来は死生観教育にあたるものは，学校で教える類の教育ではなく，お寺でも

9　同 83頁。
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各家庭でも教えられてきたはずである。そうであるなら，一般の学校で教える理

由とはいかなるものなのか ?　学校は現時点でも教える科目が多く，新しいカリ

キュラム導入に対する抵抗が予想される。あえて学校で死生観教育を導入する理

由について考える必要がある。

　あえて言うならば，教育の意義のほとんどは，将来のための「準備」であると

言えよう。…（中略）… 何よりも確実で，心に刻まれる体験は，人との死別である。

100%確実にやってくる死に対して，学校で取り立てて何の教育も行われなかっ

たのは，かつてはその体験的教育は家庭や地域社会に必ず存在していたからであ

る。しかし，以上で見てきたような社会変容により，現在では住宅で家族親族の

死を看取る機会が皆無になっているため，死に対する準備教育の大事な役割につ

いて学校で施されない限り，人生のための基本的な準備すらできないことにな

る10。

少子・高齢化など，今日の社会環境は大きく変化し，特に子供たち，青少年を取り

巻く環境は大きく変容してきている。今なお変容し続ける社会の要請として，公教育

において「死生観教育」を取り入れることの意義は大きい。

4　公教育における「死の授業（デス・エデュケーション）」の取り組み

　次に，公教育の場で，死をテーマにした教育に取り組んでいる事例から，中学と高

校からそれぞれ 1つの具体例を紹介する。また，ここではそれらの典拠の書物での表

記に即して，「死の授業」という呼び方で統一する。

4.1　中学校における取り組み

まず，岡崎市立常磐中学校で「死の授業」を実施する天野幸輔教諭の事例を紹介す

る。時間割上は「総合学習」の時間で行われている。

　中学生に対して「死の授業」を実施する必要性として，天野は次の 5つを挙げる :

①　  子供たちは数々のメディアからあふれでる，極端に脚色された死を目の当た

10　同 83-84頁。
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りにしながら生活している。

②　そもそも子供は思春期に死に対して親和的になる傾向がある。

③　  思春期に大脳の連合前頭野を中心とする「よりよく生きる」ことを考える部

分が成長する。

④　悪性疾患の増加などの原因により，身近な人の死に直面する子供が多い。

⑤　  核家族化の進行と病院死の増加で家族を看取った経験のない子供が増えてい

る11。

そして，天野は中学生校における死の授業の留意点として，1） 子どもが悲観的にな

らない授業の流れの設定， 2） 具体的にイメージしやすい資料の開発，3） 愛する人の

死に直面している人の存在に気づかせる，などを挙げて，誕生からライフイベント全

体を俯瞰する中で死を取り上げるなど，死だけをクローズ・アップしすぎない工夫を

するよう心掛けていると述べる12。子供たちには，死を抽象化することよりも，具体

化することの方が効果的であり，そのために，イメージしやすい題材や資料，たとえ

ば，ペットなどの動物の死や，ビデオ，スライド，絵本，漫画などの視聴覚教材も駆

使する工夫も必要となる。また，その際には，ストーリー展開についても，ハッピー・

エンディングかどうか等も含め，天野は学ぶ生徒たちの心理的ストレスを緩和する工

夫を凝らしながら，取り組んでいる事例を報告している13。

4.2　高校における取り組み

次に，筑波大学付属高校で「死の授業」を実施している熊田亘教諭の取り組みを簡

潔に紹介する。時間割では「倫理」の時間に行われている。

熊田は通年で「死の授業」を行い，2000年度に実施した「死の授業」シラバスは

次の通りである :

イントロダクション :「死」のイメージについて

第 1回 : 身近な人や生き物（ペット）の死

第 2回 : 死の恐怖について

11　中村博志編著，『死を通して生を考える教育 : 子供たちの健やかな未来をめざして』，川島
書店，2003年，124頁。

12　同 125頁。
13　同 126頁。
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第 3回 : 死ぬまであとわずか。あなたならどうする ?

第 4回 : 病名告知をめぐって

第 5回 : 延命治療と尊厳死

第 6回 : 自分の葬儀をデザインする

第 7回 : お墓について　～墓は必要 ?　大切 ?　なぜ ?　自分の墓をデザインする

第 8回 : 闘病記を読む　～千葉敦子『「死への準備」日記』

第 9～ 10回 : 日本のあの世

第 11回 : 古代エジプト人のあの世　～ミイラに込められた秘義

第 12回 : キリスト教・イスラム教の死生観／現代脳科学の死生観

第 13～ 15回 : 自殺について　～自殺を考えたことある ?　自殺は悪 ?

第 16～ 18回 : 臓器移植について　～自分の臓器を提供できる ?

第 19回 : 交通死について　～運転手（加害者）にどの程度の刑罰が相当 ?

第 20回 : まとめ14

　死の授業（デス・エデュケーション）には，当然ながら，教育実施要領はなく，熊

田が授業計画の設定の段階から，幅広いトピックスから，生徒たちが興味や関心を引

き付けるものを選ぶなどの工夫や試行錯誤の跡が窺える。そして，このシラバスに即

して「死の教育」を実施したうえで，生徒の側にある課題と教師の側にある課題とい

う両面から，熊田はその課題を指摘する。

まず，「生徒の側にある課題」として，熊田は「生徒が（おおかたは無意識的に，

時に意識的に）抱きがちな優生思想的な価値観 ― 社会的に「役立つ生」と「役に立

たない生」を区別して，「役に立たない生」は失われてもかまわない（さらに言えば

抹殺すべきだ）とする価値観 ― とどう対決していくかという課題」15を挙げる。これ

は「いじめ」の問題にも通じる課題であり，青少年の心に潜むこうした「心の闇」ま

た「罪」に向き合い，対峙していくことは大切であり，教務教師として，聖書の言葉

を携えて，彼らと向き合うことは，キリスト教学校においては，特に重要となるだろ

う。

次に，熊田は「教える側の課題」として，自らを省みながら，このように述べる :

14　同 143-146頁。
15　同 147頁。
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　自らの死生観が確立していない人間が「死の授業」に取り組んでよいのか…

　私の感想として，このような授業を継続的に実践していくことはかなり難しい

のではないかということがある。…「死の授業」がいかに意義のある授業であっ

たとしても，授業である限りマンネリ化，劣化という運命を逃れられるものでは

ないからだ。

　たしかに最初のうちは，自らも新しい知識を得て，それを教材化する喜びがあ

り，授業での生徒の積極的な，ときに思いもかけないような反応に驚くことも多

いだろう。それらの喜びや驚きが，教員を「緊張」させ，授業を生き生きとした

ものに保つ。だが，それが何年か続くと，授業がワンパターン化してゆくのが自

分でも分かる。

　教員にとって，たとえそれがどのように重要な内容であろうと，同じ講義内容

を新鮮味をもって話し続けることは容易なことではない。対象となる生徒こそ毎

年度変わるが，かれらの反応とて次第にある程度予測できるようになる。…

　このような変化は，どのような授業についても問題であるのだが，とりわけ「死

の授業」においては致命的な変化なのではないかという気がしてならない。死と

いう非常にデリケートなテーマを扱う授業にふさわしい「緊張」が，そのような

授業展開のスムーズさによって欠け落ちてしまうように思えるからだ16。

「授業のパターン化」によって，教える技術が練磨されるなど，それ自体が必ずしも

マイナス面だけをもたらすものではないが，熊田はそれによって失われてしまいがち

な緊張感こそ，「死の授業」では大切である，と実際の経験から指摘する。高校での「死

の授業」では，教師の側の真剣さや熱意などの言外の姿勢を含め，死というテーマに

相応しい授業の環境づくりも課題となる。

4.3　子供たちの成長段階に応じた教育

以上，中学と高校での「死の授業」の実施例を紹介した。両者の相違点は，中学校

での事例では，生徒たちの心理的ストレスを緩和する配慮が課題として挙げられたも

のの，他方で，高校での事例では，むしろある程度の心理的ストレスとしての緊張感

を保ちつつ，授業が実施されることが望ましい，ということになるだろう。授業の内

16　同 148-149頁。
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容や難易度もさることながら，生徒たちの成長段階に応じた授業展開は，空間づくり

の重要性も含め，必要になってくる。

ここで紹介した二つの事例ともキリスト教学校での実施例ではないため，どのよう

な教材を選ぶのか，またどのような主題を設定するのかは，キリスト教学校ならでは

の選択肢も加わるだろう。

むすびにかえて

最初に引用した高木の「欧米では子どもたちに『死について』教えるのは宗教，つ

まり教会の役割です」という言葉に示されるように，キリスト教学校で「生と死の問

題」の教育の担い手として期待されるのは，やはり教務教師になるだろう。また，多

くの牧師たちが非常勤講師としてキリスト教学校の聖書の授業を担当している点も鑑

みれば，教会の牧師たちにとっても，この問題は決して「対岸の火事」のテーマでは

ないはずである。むしろ「教会の役割」として，牧師たちも問題意識を共有し，この

問題に自覚的に取り組む必要があるだろう。

今日，キリスト教学校の教務教師たちが生徒たちに死の問題について教えることを

念頭に置き，その準備をはじめることは喫緊の課題であると言えるのではないだろう

か。そして，ここで論じた問題意識を持ちながら，デス・エデュケーションを自らの

教育に取り入れる可能性を検討する段階にすでに来ているだろう。適切なデス・エデュ

ケーションは生徒たちの人格的成長と霊的成長の一助となる。そのためにも，教える

者自身が，聖書的，キリスト教的な死生観を確立するだけでなく，その教育的効果を

踏まえつつ，生と死に関わる多様な問題を見渡す幅広い視野も具えて，これに取り組

むことが，教育の現場に立つわたしたちの課題である。

（文学部総合人文学科　助教）
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死と葬儀をめぐる牧会

保科　　隆

は じ め に

人間の死と教会の葬儀に対する関心をなぜ，いつ持つようになったのか。私として

の二つ目の任地。北陸，富山県高岡の教会の牧師として過ごした約十年の間で特に強

く関心を持つようになった。自分の関心は教会と日本という二つの問題に長年あり，

現在も考え続けている。特に，日本人の死の理解については，高岡時代以後に自分の

持っている死についての意識の中に古層とでも呼ぶべき変わらない核のようなものが

あることに気付かされた。また高岡で，長年長老をして来た教会員の死と深く関わり

あい魂の看取りとしての牧会をしながら，またその葬儀を行いながら考えさせられた

ことが多かった。

古典としての『記・紀』や，江戸時代の本居宣長，平田篤胤など国学者の書物，明

治以後の近代の思想家としての，丸山眞男や加藤周一，柳田國男，宮本常一，折口信

夫，武田祐吉，谷川健一など多くの人の書物との出会がこの間にあった。それらの著

書から日本の文化や宗教，習俗の中には外からの思想，宗教によっては変化しない古

層のようなものがあることについて多くのことを学んだ。日本の伝道の壁は何か。日

本の伝道がなぜ進展しないのか。その理由はどこにあるのかなどを考えながら，日本

伝道の課題を考えてきた。その伝道の課題の一つが死と葬儀をめぐる牧会の問題であ

る。

［ 報 告 ］
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I.　日本人の死の理解について。

　○志賀直哉の『和解』の中から

「特別の場合の他は墓の前でお辞儀をしない癖が自分にあった。それは十六七年前

キリスト教を信じたころのある理屈から来た習慣だったが，墓の前を只ぶらぶら歩い

ているうちに，他の場所では到底それ程はできない近さと明瞭さで，その墓の下の人

が自分の心裡に蘇ってくる。

自分は祖父の墓の前をしばらく歩いていた。そのうち祖父が自分の心裡に蘇ってき

た。その祖父に対して自分には『今日祖母に合いに行きたいと思うが』という相談す

るような気持が浮かんだ。『合いに行ったらよかろう』とすぐその祖父答えた。自分

の想像が祖父にそう答えさしたと言うにしてはあまりに明らかに，あまりに自然に，

直ぐそれが浮かんだ。それは夢の中で出会う人のように客観性を持っていて，自分に

は如何にも生きていた時の祖父らしかった。」

志賀直哉のこの文章から読みとれる日本人の死生観はどのようなものか。死者が生

きているものに語りかけてくる。そのような存在として意識されている。しかも，そ

の場所が墓地であることに注目すべきである。

また民俗学者の柳田國男に「魂の行くえ」という論文がある。その中で柳田は次の

ように書いている。「ひとりこういう中においてこの島々にのみ，死んでも死んでも

同じ国土を離れず，しかも故郷の高みから，永く子孫の生業を見守り，その繁栄と勤

勉を顧念しているものと考えたことは，いつの世の文化の所産であるかは知らず，限

りもなく懐かしいことである。」つまり，柳田によれば日本では死者の魂は死後に遠

いところにはいかない。生活した場所の近くの山に魂はとどまるとの発想である。こ

のような考えとどのような対話ができるのだろうか。教会の牧会の現場でも問題にな

ることである。

II.　葬儀に対する二つの立場について。

　①　いわゆる福音派の教会と言われる人たちの律法的な立場。

「キリスト者は，キリストに従うことを何より大切にしなければならない。主は，

私についてきなさいと招いたのち，まず行って，私の父を葬ることを許してください，

とためらうその人に対して，死人たちに彼らの中の死人たちに葬らせなさい，と言わ
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れた。（ルカ 9章 59～ 60節）父を葬るという大切なことでさえ，主イエスに従うこ

とを遅らせたり，曖昧にしたりすることの言い訳となってはならないのである。その

結果，村八分になるなら，それをうけるべきである。」井戸垣彰『この国で主に従う』

からの引用。このような立場は非常に旗色鮮明にして明解で分かりやすい。しかし，

律法的であることは否めない。福音派の教会には若い人々が多いことと律法的になる

こととは関連があるように思われる。

　②　カトリック教会の第二バチカン公会議以後の立場

「第二バチカン公会議の精神に従って，私達は日本人が古来から実践してきた，祖

先を祭ることに深い宗教的感情や霊的感覚を発見し，それを評価しなければなりませ

ん。祖先崇拝は，根本的には日本人が先祖に対して抱いている愛と尊敬と家族の情緒

的連帯感から発したものですが，云々」『祖先と死者についてのカトリック信者の手

引き』（カトリック中央協議会）。このような言葉で示されるようなカトリック教会の

立場は福音派の人たちとの理解とは異なる。むしろ日本人の祖先崇拝を退けずに，そ

の中に聖なる者があると考えている。キリスト論からでなく創造論にシフトして他の

宗教について寛容な姿勢になる。我々はどちらの立場に立って死と葬儀を考えるのか。

III.　キリスト教の葬儀をどのようなものとして理解し，また実際に行うのか。

　①　日本語の「葬る」の意味をめぐって

「葬る」は，「はぶる」と読み「追放する」の意味がある。つまり死の穢れを追放す

ることが「葬る」ことの意味であった。死者を遠くへ追いやることが葬りであった。

両墓制の問題はそこから出ている。

　②　どのような今日の状況の中で。

葬儀業者の主導型，葬儀の無宗教化，お別れ会としての葬儀，密葬や家族葬の増加

「千の風になって」の歌のような墓には私はいないとする死生観。

○教会は葬儀を礼拝の時として理解する。したがって，葬儀を礼拝として整える必

要がある。整えるものとして葬儀の場所から始まり，会堂の飾り付けから，受付，弔

辞の言葉の内容や献花その他のこともすべて含まれる。教会員の葬儀は基本的に教会

ですることが原則である。なぜかといえば，葬儀を教会ですることによって人々を教
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会へ足を一歩でもむけさせることになるからである。教会に一番人の集まる機会は，

なんといっても葬儀の場である。また，葬儀がある時には教会員の全員に連絡をする

連絡網をつくる。しかし，福音派の方たちのように，どんな場合でも「ねばならない」

ではない，柔軟な対応が必要。そして，遺体を教会堂に運んで葬儀を行うことを原則

とする。特別な理由のない場合以外は，先に火葬にはしない。なぜならキリスト教で

は死を汚れとは理解していない。日本の古来からの両墓制などは，死を汚れと理解す

ることや，魂を重視することにより，埋墓と詣墓の区別をする。そのような立場を教

会はとらない。

IV.　教会の葬儀と牧会のまとめとして

◎葬儀は，教会にとって礼拝の時と同じように理解したい。したがって礼拝の場と

して整えられることが必要である。また，礼拝であるからこそ伝道の場でもある。し

かし，実際にはこの世の中の常識やら習慣でとりしきられる可能性が十分にあること

を認識しておかねばならない。

◎日本人でありながもキリスト者として生きる道があることを信じること。福音派

の人々のように日本の宗教や習俗を一概に異教的と考えて退けない。日本の宗教につ

いてある程度の理解と知識も必要である。しかし，またカトリック教会のように先祖

崇拝でも「なんでもよし」でもない。キリスト者の自由の立場に立ちながら葬儀につ

いて考えていくことが大切である。

◎他宗教の葬儀に出席する場合は，遺族に対しても，また出席している他者に対す

る配慮も必要とする場合がある。自分のしていることが他者の信仰のつまずきとなら

ないように行動する。「信仰の弱い人を受け入れなさい」（ローマ 14章 1節）

◎葬儀の問題は結局，教会と教会に生きる個人の信仰告白の問題になる。この国に

あってイエス，キリストをどのような方として信じるのかということ。その信仰の告

白はただ紙に書かれたものとしてだけあるのでなく，信仰者の心に記され，また体を

もってあらわされるものでもある。「信仰告白の公共性は次のことの中でーすなわち

教会と世のただ中において，（略）信仰告白が言葉で語ることを，彼らの現実存在の

中で表現し，まさにそのことでもって信仰告白者がいるということの中でー出来事と

なって起こる。」カール，バルト『教会教義学』IIの三「聖書」から。
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世のための教会論の現代的意味を問う :  
Annelore Siller, Kirche für die Welt, Karl 
Barths Lehre vom prophetischen Amt  

Jesu Christi, TVZ, 2009
佐　藤　司　郎

　M・バイントカーによれば，カール ･バルト研究は，彼の没後，その思惟の社会的・政

治的諸連関を巡ってなされるか，そうでなければ近代神学との関係という原理的な問題に

移されるか，そのどちらかに偏ってなされたとし，後者においてバルトが断固として斥け

た新プロテスタント主義の構想の再評価と批判的なバルト像の形成が進んだという（RGG4

の項目「バルト」）。バルトの教会論研究─ドイツ語圏の研究は英語圏にくらべれば少な

い─も，そうした流れの中で，1970年前後までの，ホネッカー，ボイムラー，ヴェン

デブルクら，バルト教会論の内的発展やその特色を明らかにするものから，90年代以降，

近代神学の教会論との比較研究や，現代におけるバルト教会論の意義を問うようなものが

多く書かれるようになり，その傾向が続いていることは，雑誌 ZDiThなどでも明らかで

ある。しかしこうしたバルト教会論研究において，「和解論」第三部の教会論（「世のため

の教会」）研究はじつは多くない。ここに紹介するモノグラフ（アンネローレ・シラー著『世

のための教会─カール・バルトの預言者キリスト論』TVZ, 338頁，2009年）はまさに

その和解論第三部の本格的研究として貴重であり，とくにその教会論の現代における意味

を究明していてまことに興味深い。以下，本研究の全体を紹介し，主要な論点を明らかに

しておきたい（本書の前書き等によれば，著者は 1962年生まれ。ベルンのW.リーネマン

のもとで研究を開始し，バルト研究は，とくに D.シェロングの影響を受けている。本書

は 2007年に完成しベルン大学に提出された彼女の博士論文に基づく。2009年現在で，ヘ

ルフォルトの教会施設の牧師）。

　はじめに本書の目次を記しておく。ここでは章だけを示し，それぞれ三つから七つある

分節は全体を紹介する中で触れていく（小数字によって示される）。最終章の「総括と展望」

［ 書 評 ］



̶ ̶

2

42

をやや詳しく紹介し，論点を明らかにする（KD＝『教会教義学』）。

　　前書き

　　序論〔0.1～0.3〕

　　第 1章　モダンのコンテキストにおける教会〔1.1～1.3〕

　　第 2章　教会とキリスト教のバルトの解体〔2.1～2.3〕

　　第 3章　KDの和解論のコンテキストにおける預言者キリスト論〔3.1～3.5〕

　　第 4章　預言者キリスト論における教会と世の関係の基礎づけ〔4.1～4.7〕

　　第 5章　預言者キリスト論の教会論における教会と世の関係（§72）〔5.1～5.4〕

　　第 6章　総括と展望〔6.1～6.2〕

　「序論」の冒頭で，著者は，本書の研究主題を次のように示す，「本書で，私は，カー 

ル ･バルトの預言者キリスト論（KDIV/3）はモダン（Moderne）の諸条件のもとにある

教会と世の関係に対してどこまで実りあるものとされるのかを問う」（S.11）と。この教

会と世の問題を原理的に問うたのが和解論第三部（KDIV/3, 1959年）であったが，この問

題は今日も依然としてアクチュアルであると著者は言う。その上で「KDIV/3におけるバ

ルトの出発点」（0.1）を確認する。和解論第三部の問題は和解がどのようにして人間に認

識されるか，現実のものとなるかということである。それに対するバルトの答えが，預言

者キリスト論であり，和解の自己証言という考え方であった。バルトはその事態を「イエ

ス ･キリストのリアルプレゼンス」という言葉も用いて説明した。著者はこのバルトの概

念を中核にすえて，先述の問題を解明していく。「序論」で論じているもう一つの問題は，

「バルト神学の近代性の問題」（0.2）である。「バルト神学の近代的性格が個々にどこにあ

るかという問題がたとえ激しく論争的に議論されても，バルトが徹底して《近代の神学者》

と見られることについては，全体として一致が成り立っている」（S.24f.）という認識に立っ

て，「われわれは，バルトの近代性の関連枠
0 0 0

を，二重に
0 0 0

，すなわち，一方でバルト神学そ

のものからと，他方で『近代』（Neuzeit）や『モダン』（Moderne）という概念のもとに

一般的に主題化されるものからと，規定しなければならない。それゆえに，一方で，イエ

ス ･キリストのリアルプレゼンスというバルトの主要思想を，近代ないしモダンにおける

教会と世の関係との関連において提示することが重要であり，他方でモダンにおけるキリ

スト教への外的なパースペクティヴを認め，リアルプレゼンスの思想と結び合わせること

が重要なのである。それゆえ私の見方によれば，人は，その思想をただ純粋に内在的に解
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釈するのでもなく，さりとて純粋に外的な基準をもって取り組むのでもないときにはじめ

て明察することになるのである」（S.44f.）。じっさいこうした神学ないし教会，あるいは

キリスト教に対する内的なパースペクティヴと外的なパースペクティヴ，この両方向から

問題を考察していくことが，著者が本書で採用する方法論にほかならない。

　「序論」につづく六つの章は，大きく二つに分けられる。すなわち，第 1章～第 2章と

第 3章～第 5章である。すなわち，本書の前半では，バルトが，近代という枠の中で，ど

のような教会論を模索していったかが論じられる。後半は，和解論第三部の直接の解明に

当てられる。第六章は「総括と展望」。

　「第 1章」は「モダンのコンテキストの中にある教会」を考察する。そのために著者は

はじめに「近代（Neuzeit），モダン（Moderne），ポストモダン（Postmoderne）」（1.1）の

概念の説明をおこない，「キリスト教とモダン」（1.2）の関係，「後期モダンの中の教会」（1.3）

を描き出す。

　ここでは二つのことに触れておこう。

　一つは，著者が，「モダン」という言葉をあくまで歴史的な期間を表示するものとして使っ

ていることである。著者はモダンの三つの期間を区別する。西ヨーロッパでルネサンスと

宗教改革と共にはじまった時代，それを「初期モダン」（Frühmoderne）ないし「近代」

と呼ぶ。次に，啓蒙と産業の発展による多様な社会文化的・知的な変化が起こった時代，

それを「モダン」ないし「盛期モダン」（Hochmoderne）と呼ぶ。そして最後に二十世紀

のはじめ，とり分け第一次大戦によってモダンが自己自身と対立するにいたった時代，そ

れを「後期モダン」（Spätmoderne）ないし「ポストモダン」（Postmoderne）とする。

　さてもう一つは，著者が「後期モダンの中の教会」（1.3）をどう見ているかである。著

者の見ている教会は直接にはむろん西ヨーロッパのプロテスタント教会である。一方で若

い世代の教会離れが進む中，他方，神のことが語られなくなったというわけではないこの

世の状況である。著者は三つの解釈モデルを提示する。第一に
0 0 0

，世俗化
0 0 0

。それに批判的な

モデルとして，第二に
0 0 0

，個人化
0 0 0

。第三に
0 0 0

，多元化
0 0 0

。そしてそれぞれにその妥当性を問うて

いる。たとえば，神学が世俗化理論を受け入れることは困難を呼び起こす。というのもそ

れは「（宗教の）内的なパースペクティヴと（社会学ないし文化人類学の）外的なパース

ペクティヴの間の差異がもはや認識されない」という結果を引き起こし，それは「人間の

共同生活のもっぱら世界内在的な解釈だけが主張される」（S.66f.）ことになるからである。

個人化について言えば，その立場に立つ人には，「モダンの宗教的生産性」（S.67）が見え

るであろうが，前提されている宗教概念の問題性，あるいは共同生活との関連性の喪失な
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どの問題が著者によって指摘される。「後期モダンにおける教会」について教会の特殊な

諸機能との関連で次のように総括される。「第一に
0 0 0

現代において，観察されるのは，教会

外の宗教の諸形態の一層の拡大である。その拡大には，個人化された宗教のスタイルの発

展と，教会の社会的重要性の喪失が伴っている。世俗化のテーゼを支持する人々の考え方

にそって，私がよりいっそう確かだと考えているのは，教会性や宗教性に反対するところ

から出発せずに，伝統的な教会性と教会外の宗教性の新しい諸形式とのあいだには何の意

味ある関連はないというところから出発することである。それゆえに，非キリスト教的な，

宗教混交的な，そして個人化された宗教性は，伝統的な宗教性のオールタナティヴにはな

らない。それは少数派の現象である。むしろ教会は，人々が宗教への関心を広く失い，宗

教的無関心や無神論的な態度をつくり出すその過程を考慮に入れなければならない。第二
0 0

に
0

，世俗化のテーゼに批判的な人々から学ばされるのは，社会の近代化の過程にその都度

様々の仕方で反応する種々の形態あるいはタイプの後期モダンの宗教性が存在することで

ある。教会はこれらの宗教運動を簡単に無視することはできない。むしろ教会外の宗教性

がどんな欲求に基づいているのか，そしてそれらの宗教運動はいかにしてこれらの欲求を

扱おうとしているのか，という問いの前に立っているのである」（S.73）。

　「第 2章」で著者は，「第 1章」で提示したモダンにおけるキリスト教を巡る論議と，

KDIV/3における教会の宗教批判的な教会理解とのあいだを結ぶために，バルトの宗教批

判を取り上げる。それが「初期バルトにおける近代キリスト教批判の諸根拠」（2.1）､「KDI/2, 

§17による宗教と教会の区別」（2.2）である。その上で「バルトの教会概念への接近」（2.3）

を試みる。

　ここではこの最後の分節（2.3）によって，著者の示すバルトの教会概念の基本の方向

性を辿っておきたい。何よりもバルトの教会論がキリスト論的教会論であることが指摘さ

れる。教会とは「イエス ･キリストの地上的-歴史的な現実存在の形」であり，その意味

はキリスト論において開示される。次にその教会論は「機能論的」（S.105）である。バル

トにおいて教会は和解を受けた全人類，否さらに全被造物の「暫定的表示」として，つね

に他との関係の中にある。とくに KDIV/3が語るのは世へと派遣された教会である。「教

会が教会
0 0

であるかは，歴史的ないし社会的に見れば，教会が世のためのこの機能を認識す

ることにおいて決定される」（ibid.）。したがってバルトにとって，この機能における教会

の業がこの世の他の諸々の要素と力の業とに世界歴史の中でどこまで向き合わせられるの

か，が問題なのである。この機能において活動する教会は，むろん経験的・可視的教会で

ある。著者が指摘するように，バルトにおいて，問題は，はじめから，可視的教会であっ
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た（「キリスト教宣教の危急と約束」1922年）。また二十年代半ば過ぎ，ディベリウスの『教

会の世紀』に代表される教会改革を批判する中で，可視的教会の「在り方（Art）」（S.106）

がバルトによって問われる（「福音主義教会の危急」1931年）。国家的・民族的規範との

関連において教会を理解し改革することをバルトは批判したが，それは垂直次元からの理

解と規定だけでいいということを意味していない。「バルトにとって，教会の現実存在を

文化や社会に対するその意味から基礎づけないことが問題であった時でも，神学的に理解

された教会は，無関係なままに，社会文化的なコンテキストの中にあるのではない」

（S.107f）。この近代の教会を見るバルトの視点は，究極的に，神学的なパースペクティヴ，

換言すれば，信仰の対象からしてあらかじめ指示されているパースペクティヴであった。

その意味で KDの冒頭に出るイエス ･キリストを「教会の存
ザイン

在」と言い換えた表現に著者

は注目する（S.108ff.）。この「存在」とはバルトにおいて一貫して「行為」として理解さ

れた。バルトは，「左」に対し，すなわち，リベラルな神学に対しては教会を神の
0 0

行為と

して理解することを，「右」に対し，すなわち，ローマ ･カトリック教会に対しては，神

の行為
0 0

として理解するように主張する。教会が神の行為からとらえられるとき，「存在と

活動，静力学と動力学，本質と現実存在等の普通行われている区分を放棄しなくてはなら

ない」（IV/1, 727）。「教会は，教会が生起する
0 0 0 0

時に，存在する
0 0 0 0

。そして教会は，一定の人

間的諸活動の結果また連関という形において生起する」（S.728）。ここに言われる「人間

的諸活動」は教会の「招集」（§62），「建設」（§67），「派遣」（§72）のことにほかならず，

それが和解論のバルトの教会論の骨格を形成した。この教会論全体を貫く，著者の言う「赤

い糸」（S.108）とは，証人，そして証しという概念であったことは言うまでもない。もう

一つ重要なことを著者は，この「第 2章」の序説に当たるところで指摘する。「バルトにとっ

て一切は，イエス ･キリストにおいて教会だけでなく人間総体が神によって選ばれ召され

ているということにかかっている」（S.111）。バルト自身の言葉─「教会の存在は，たん

にその意味だけでなくその根拠もその可能性も，外部にいる人々に対するその派遣・奉仕・

証し・委託の中にだけ，したがって彼らに対するその積極的関係の中にだけ，持っている

のだからである。教会は，彼らに対する関係と共に，立ちまた倒れる」（KDIV/3, 947）。

それゆえ教会と世とはバルトにおいてなるほど区別される。しかし区別されつつ，和解論

第三部の「召命」という観点から見て，これらは関連し合った全体と認められる（S.111）。

その場合召命を受けた者とまだ召命を受けていない者との区別のため，「説教と聖礼典」

を指示しても，十分でない。イエス ･キリストは聖霊のみ業において「説教と聖礼典に拘

束されずに，教会ノ壁ノ外デ，彼において神との和解を与えられた世と人類の中での彼の
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教
ゲマインデ

団の奉仕に左右されずに，まったく別の効力ある召命の可能性のまったく別の道をも知

り，また歩みたもうかも知れないということを，予想しなければならないのである」

（KDIV/3, 594）。それなら教会を世から区別するのは何かというような問いがここから誘

発されるであろう。こうした諸々の問いに，イエス ･キリストのリアルプレゼンスから答

えを与えようとしたのが和解論第三部のキリスト論（§69「仲保者の栄光」）であった。

以上をまとめて著者は，バルトの教会論の理解を方向づけるものとして，三つのことを挙

げた。第一に，バルトの教会理解は機能的に方向づけられていること。第二に，バルトは，

彼の教会論で，教会と世の間の境界を流動化していること。第三に，バルトの教会論は，

イエス ･キリストにおけるすべての人間の選びにその基礎をもっていることである。

　「第 3章」から「第 5章」は，先述したように和解論第三部（§69～ 73）の直接的解明

に当てられる。いわば KDを「内側から問う」（S.115）。

　「第 3章」の主題は，「KDの和解論のコンテキストにおける預言者キリスト論」。預言

者キリスト論が和解論のコンテキストにおいてどこまで中心的か，また預言者キリスト論

という伝統的な教説をバルトがどのように受け入れたかが問題とされる。和解論第三部の

特別の問題は，神の行為と人間の宗教性との間の「媒介」であったが，著者によれば，「疑

いもなく，媒介の問題は，バルトによれば，キリスト論の地平において答えられなければ

ならない。なぜなら，イエス ･キリストの人格において，神のすべての道と人間の道とが

出会うからである。イエス ･キリストの名が，モダンにおける神学と教会の場の探究の上

での，いわばトポグラフィーをなす」（S.115）。この章の第一ステップとして著者は，和

解論における預言者の職務論の位置を描く（3.1）。それに関連して，この伝統的な教説を

バルトがとのように解釈し，自分の構想に役立てたかが問題になる。著者は KDIV/3にお

けるこの教説の特別な方向性を問う（3.2）。この第二ステップと関連して，一方で，バル

トによればモダンにおける神学にとって中心的重要性を強調する諸々の神学的論証が語ら

れる（3.3），他方で，そこにはまた，バルトが伝統的な預言者の職務論について包括的な

批判を不可避と見た諸点も含まれる（3.4）。最後に問われるのは，バルトはどこまで，預

言者の職務論を，モダンの諸条件をその機能やその効果において減殺することなく可能な

神学の新しい基礎づけと見たか，そしてその場合近代の教会史がどんな役割を果たすのか

である（3.5）。

　「第 4章」は七つの分節からなり，分量的にも本書の中心となる章である。ここで預言

者キリスト論が全面的に論究される（S.45）。じっさい教会論を問う者も，教会と世の関

係を問う者も，バルトにあって，キリスト論へと差し戻される。預言者キリスト論を解明
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する上で，著者が「鍵概念」（S.162）と考えているのは，イエス ･キリストの「リアルプ

レゼンス」，ないしは「自己証言」である。著者は，KDIV/3の「はしがき」を引照しなが

ら次のように述べる。「預言者キリスト論の問題は─すでに述べたように─和解論の

認識の問題である。神学的認識の可能性の問題に対するバルトの答えは，次のような一つ

の命題に表される，すなわち，復活したキリストご自身が，自らリアルプレゼンスである

ことによって和解の認識を伝達する，と。そのかぎりにおいて，バルトは，預言者キリス

ト論において，和解論の認識問題に対する答えを求めるだけではない，和解そのものに対

する答えを求める。和解は生けるイエス ･キリストの人格との『コミュニケーション』と

して生起する。したがってキリスト者がキリスト者であるか，また『キリスト教会がキリ

スト教会であるか，あるいはそうでないか』は，『証しの問題』において決定される』（IV/3, 

VII）」（S.161）。

　さてバルトの和解論第三部の預言者キリスト論においても，和解論第一部，第二部の構

成と同じように，はじめにイエス ･キリストの人格
0 0

が問題になる（「生の光」§62, 2）。問

われるのは「イエス ･キリストはどこまで啓示の主体かということ，したがって和解の普
0

遍的な
0 0 0

告知をコミュニケートする預言者かということである。それに対するバルトの答え

は，簡単に言えば，キリストは神の言葉である，そしてこの方は，われわれに語りかけら

れることによってご自身の自己啓示の主体であるというものである（S.163）。かくて世に

おける和解の認識の問題を，バルトは，認識する（信仰する）人間の場においてではなく，

イエス ･キリストの預言の特別の空間から出発して展開する（S.164）。次に，イエス ･キ

リストの業
0

についてバルトが語るのは「イエスは勝利者だ！」（§62, 3）。ここでバルトが

強調するのは，和解の歴史性である。和解は救済史として起こる。それはこの世にあって

「世の抵抗」との闘いとして遂行されるほかない。いずれにせよ「歴史の概念は…比喩な

いし類比の概念があるのと同じ平面にある。根本的にはここでも問題は，イエス・キリス

トの自己告知と他のすべての人間との間の関係にほかならない。そしてポイントはここで

もかしこでも，和解の認識が生起するとき，換言すれば，イエス・キリストが人間に対し

てリアルプレゼンスするようになるとき，和解そのものが現在化するのであってそれ以下

ではないということである」（S.165）。ここまで来れば，当然のことながら，聖霊の働き

が考慮されなければならないであろう。「バルトにおいても，聖霊なしに，和解は認識さ

れない」（S.165f.）。バルトはキリスト論の最後に，これを締めくくる形で，聖霊論を置い

た（「御霊の約束」§62, 4）。著者が注意を促しているように，バルト自身が，最初のキリ

スト論だけでは和解の認識問題が十分解決されたとは見ていない。和解は言葉と歴史とい
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う形態において人間に向き合うだけでは十分ではない。いわば人間の中に入っていくとい

うこと，それが問題なのである。ただここでも中心点がイエス ･キリストの普遍的な自己

告知にあったことは，忘れてはならない（S.167）。

　以上略述されたバルトの預言者キリスト論，及びそれに関連する種々の問題が本章で取

り上げられる。最初に著者は，バルトにおいてイエス ･キリストはどこまで啓示の主体か

を問う（「預言者の使
ミシオン

命におけるイエス ･キリスト」（4.1）。次に，この仲保者の預言がイ

スラエルの歴史における預言と関連づけられている次第を考察する（「キリストとイスラ

エル」（4.2）。和解論第三部は和解の認識の問題であったが，バルトがアンセルム研究（1931

年）を引き合いに出し神学的な認識の問題を省察していることが取り上げられる（「バル

トの認識方法」（4.3）。「どこまでイエス ･キリストは生の唯一の光か？」（4.4）は，キリ

スト教信仰にとって他の真理要求はどこまで拘束的なものかを問う。考察は，ここから，

更に創造の領域へと広げられる（「人間の言葉との相違におけるイエス ･キリストの預言

の単一性」（4.5）。最後のところで，バルトは，諸真理あるいは天国の《比喩》を世俗性

の中に明示的に取り入れることができる（「教会ノ壁ノ外におけるイエス ･キリストのリ

アルプレゼンス」（4.6）──「イエス ･キリストのリアルプレゼンスの決定的基準は，文

化や社会のキリスト教化ではなく（宗教についての語りはこの章には一切ない），人間の

人間性である」（S.285）。以上のような「思想行程のポイント」は，著者によれば，「バル

トの和解論の普遍的かつ包括的な出来事であり，そのしるしを教会はすでにこの世におい

て目の前に見て取ることができるのである」（S.170）。最後の節「イエス ･キリストの奉

仕における学問と宗教」（4.7） は，《天国の比喩》から区別される，この世に固有なもので

あって，それ自身としては天国を証しすることのできない，しかしイエス ･キリストの預

言によって奉仕の中へと取り上げられる諸真理について，バルトが神学的にどのように考

えたかを取り扱う。

　「第 5章」で，和解論題三部の教会論（§72），すなわち，「世のための教会」論が，と

くに教会と世の関係という観点から取り上げられる。

　この章について著者は総括的に次のように言う。「本書が教会と世の関係をめぐる今日

の議論の中にカール ･バルトの預言者キリスト論を持ち込む試みをしているのは，現代の

諸条件のもとにある教会論に，こうした方法で，基本の方向を獲得するためである。預言

者キリスト論の叙述ですでに明らかになったのは，バルトは教会と世の関係をダイナミッ

クな関係として理解していて，み言葉とサクラメントだけによっても，キリスト教的伝統

によっても，構成されないということである。教会にとって決定的なのは十字架につけら
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れ復活した仲保者の現臨であり，この方は，教会と《キリスト教》を越えて，世俗的な環

境の中でも，キリスト教共同体を基礎づけることができるということである。それが，イ

エス ･キリストの地上的-歴史的な現実存在の形として，キリストの体なのである。それ

ゆえにバルトは，預言者キリスト論の教会論についても，これをもっぱらキリスト論に基

礎づけ，教会の現実存在は後期モダンの諸条件のもとにあって最終的に普遍的な宗教概念

によってもキリスト者の信仰との関連においても基礎づけられえないという事実を考慮し

た」（S.291）。本章の分節は，KDの「聖霊とキリスト教団の派遣」（§72）に沿っている。

「世界の出来事の中にある神の民」（5.1）。「世のための教会」（5.2）。「教会の使命」（5.3）。

「教会の奉仕」（5.4）。著者の考えによれば，これらによって示されるもっとも重要な基本

方向は，バルトにならって，後期モダンの諸条件のもとでの教会論にとって「中心的」

（S.292）なものである。

　「第 6章」は「総括と展望」。ここで著者は，本書第 1章～第 3章（6.1）と第 4章～第

5章（6.2）とに分けて総括し，展望を示す。

　本書が集中して問うたのは，現代（後期モダン）の諸条件のもとでの教会と世の関係を

巡る議論に，バルトの預言者キリスト論はどこまで「建設的」（S.311）な貢献をなしうる

かということであった。「バルトは，彼が一方でモダンの諸条件をポジティヴに評価し彼

の神学的思惟の前提とすることによって，他方でモダンの諸影響と根本的に戦うことに

よって，断固としたモダンの神学に道を用意すべく試みる，というのが本書の私のテーゼ

である」（ibid.）。そうした理解を可能にする鍵概念が，「イエス・キリストのリアル・プ

レゼンス」であると著者は見る。むろんバルト神学とモダンの関係を解明するのは容易で

はない。そこで「この研究においては，私は方法論的に，バルト神学の関連枠を二重に
0 0 0

規

定する道をで採った」という。すなわち，「一方で，バルト神学そのものから，他方で，

一般に近代，モダン，そして後期モダンないしポストモダンとして理解されるものから」

規定する道である。「それゆえに問題の中心は，モダンにおけるキリスト教への外的なパー

スペクティヴを，バルトの主要思想，すなわち，イエス・キリストのリアルプレゼンスに

結びつけることである。というのもモダンにおける教会と世の理解のための関連枠
0 0 0

は，バ

ルトでは，イエス ･キリストの人格における和解のリアルブレゼンスの思想によって定め

られているからである」（ibid）。さらにそれと結びついた鍵となる教会論的な問題は，イ

エス・キリストのリアルプレゼンスと後期モダンの諸条件のもとにある教会共同体のリア

ルな形態とのあいだは，いかに描かれうるのか，というものである。いずれにせよ，この

最終章で総括と展望が示される。そして著者は，「後期モダンの諸条件のもとにある教会
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と世の関係のためのバルトの試みから，どんな重要な帰結が生じるか」，これを示したい

と言う（S.312）。

　さて第 1章～第 3章（6.1）を総括し，著者は二つのことに触れる。一つは，とくに後

期モダンにおける教会の現状と，それをどのように受けとめていくべきかという問題提起

である。「この展開〔人々が宗教的関心を失い無神論的な態度へと向かいつつあること〕は，

教会外の宗教の諸形式の拡大と個人化した宗教のスタイルの形成を伴う。後期モダンの

様々の形式とタイプの宗教が存在し，それらはそれぞれ異なった仕方で社会のモダニゼー

ションのプロセスに反応する。教会は，これらの展開をどのように判断し，どのようにこ

れに取り組もうとしているか，という問いの前に立っている。教会は，教会の未来の問題

の克服との関連で，《キリストの体》としての自らの独自性において自らを把握するよう

に勇気づけられるのか，それとも，アクセントは，むしろ，大組織としての教会がその社

会的な環境において関係する諸問題の克服にあるのであろうか。人がここで重点をどこに

置くか，その都度それに従って，後期モダンにおける教会の自己記述は，別な結果になる

であろうし，それゆえ社会的な環境世界像も別なものになるであろう」（S.313）。もう一

つは，バルトが何か近代についての理論を展開するようなことをしていないことが指摘さ

れる。それは彼が神学的な視点で見ているということと，近代が不徹底なままで，目標に

達していないこととによる。近代そのものに反対しているのではない。むしろ「彼は，彼

の根本態度おいて，モダンのこれらの〔自由や成人性の希求など，モダンの目指すものに

おける〕努力と連帯的である」（S.315）。「直ちに神の啓示において神学をはじめることは，

バルトに以下のことを，すなわち，一方で（自らの原則を放棄した）近代との絶縁と，他

方で，多元性ゆえの真理問題の拒否とのあいだのオールタナティヴから抜け出すことを可

能にする。バルトが，断固とし近代における教会に目を注ぎつつ，イエス ･キリストの預

言における神の自己開示を，預言者キリスト論で仕上げるとき，彼は以下のことを，すな

わち，キリストにおける世との和解へのキリスト者の信仰と，彼らの生活状況における非

和解性とのあいだの克服不可能に見える対立が，その究極性の見かけを失ったことを示す。

キリストご自身が和解の歴史の主体なのだから，キリスト教神学は《キリスト教西洋》を

社会的あるいは文化的に懐かしむことを止め，むしろ神認識のテーマに集中することで，

自らの世俗化を逃れるということができるのである」（ibid.）。簡単に言えば，著者の洞察は，

モダンと絶縁せず，さりとて真理の相対性に陥らないこと，その道をバルトは示している

のだということであろう。

　最後に，そうしたことを可能にした「カール・バルトの預言者キリスト論における組織
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神学的根本決定」（6.2）を，本章の後半で著者は明示し，そのことの含み持っている可能

性にも言及する。そしてその中心にある概念はやはりイエス・キリストのリアルプレゼン

スであった。

　著者によれば，この概念には，三つの思想が含まれる。第一に，神との世の和解は，そ

れが真であり現実であるためにまずもって信じられなければならないものではないという

ことである。和解はその真理を，和解自身がその認識を可能にする前に，いわば客観的に

自己自身のうちに持っている（S.317）。第二に，バルトにおけるリアルプレゼンスの概念

は，和解が，それ自身において，コミュニカティヴな出来事であるということを語ってい

る（S.318）。そして第三に，バルトは，KDII/2の選びの教説と関連して，イエス・キリス

トのリアルプレゼンスを，普遍的な出来事として解釈する。したがってこの出来事は，特

別なキリスト論的空間にも，教会という空間にも制限されることなく，むしろ全世界へと

及ぶ（S.319）。「この思想行程に従えば，キリスト教的現実存在にとっての尺度は，もは

や現に存在する制度化されたキリスト教でも，キリスト教的刻印をもつ文化でもない，そ

うではなくて，イエス ･キリストの使信と一致する人間性である」（ibid.）。バルトは，「隠

れたキリスト教性」（ibid.）というようなものを考えていない。「世俗性における人間の言

葉と行為は，いかなるキリスト教的解釈もまさに知らず，そのものとして，神の民にとっ

てイエス ･キリストのリアルプレゼンスの証しとなる」（ibid.）。その場合キリストの出来

事の普遍性は，何か「キリスト教的価値の一般性」とか，「人間の自然的な宗教的能力」

というようなものに依拠しない。和解の実現は宗教からでも，キリスト教的宗教からも来

るのではない。「和解は人間に心地よい現象としてでも，歓迎すべき現象としてでも出会

うのでもない，そうではなくて，人間には疎遠な不気味なものである。バルトにとってイ

エス・キリストの預言の排他性と真理性は，ゴルゴタの十字架につけられた方の忌避すべ

き形態にかかっている」（S.320）。バルトが宗教の価値を認めていないというのではない。

「創造の光」との関連で宗教についても暗黙のうちに語っている。諸宗教の真理を，それ

自身からして評価する。「非キリスト教的諸宗教が…天国の比喩になりうるときでも，神

の民にとってそれらがイエス・キリストの普遍的な預言の構成部分として認識されるパー

スペクティヴの中へと持ち込まれる。その場合基準となるのは，もっぱら十字架につけら

れたキリストの歴史との一致にほかならない」（S.320）。かくて次のように言われる，「教

会ノ壁ノ外デノイエス・キリストのリアルプレゼンスの思想をもってバルトは，モダンの

多元的諸条件を受け入れるとともに，イエス・キリストにおける神の啓示を相対化しない

ことに成功する。私はその中に更に，他のあらゆる排他性メカニズムを取り除くキリスト



̶ ̶

12

52

教共同体を描く試みを見て取る，なぜなら，その共同体は，共通のキリスト教的伝統によっ

ても，共通の文化的な根によっても構成されず，ただ教会の主体に対する信実によっての

み構成されるからである」（S.321）。これはわれわれとして本研究の結びの言葉と受け取っ

てもよいであろう。

　その上で著者は最後に，いくつかのことを付け加える。それによれば，バルトの教会論

の強みは，教会を─むろんこの世にある可視的教会も含めて─一貫して神学的に考え

ていることであり，バルトの立場における挑発的なものとはキリスト教共同体の構成を説

明するに当たり，文化あるいは社会における結合点を一切用いないことである。そして著

者はこの教会の構成という点で決定的な言葉を《コミュニケーション》に見る。それはま

ずもって生けるキリストとのコミュニケーションである。聖霊によって召された人間は，

キリストの体，すなわち，イエス・キリストの地上的-歴史的現実存在の形とされる。コミュ

ニケーションはこれだけではない。そこから，宣
ミッション

教という観点で，著者は，他の信念に生

きる人間とのコミュニケーションも考慮する。「キリストにおいて，この方が真に人間で

あることと，真の神性とが，混ざり合うことなしに一つとされているように，キリスト者

たちは，人間の人間性に方向づけられているとき，たとえば他の宗教に属する人々とも，

同じ信仰告白にいたることなしに，一つの交わりを形成することができる」（S.321）。じっ

さいバルトがモダンにおける教会論に関連して見いだした新しいものとは，教会はその意

味と目的を自己自身に持っておらず，世への派遣に持っているということであったのだか

ら（S.321f.）。世への派遣という観点からすれば，現在における教会は，和解を表示する

場として形成されることを必要とするものであろう。バルトは教会の形成という側面と，

全人類，いな全被造物への召しの暫定的な「表示」という側面を結びつける。神の民は，

世のための教会としても，一つの比喩であり，比喩でありつづけ，世におけるイエス ･キ

リストの和解の行為と同一視されない（S.322）。さてまさにバルトはモダンの諸条件のも

とにある教会の現実存在を機能的に基礎づけたが，そこから生じる教会の行為のための「最

後のパースペクティヴ」（ibid.）は，著者によれば，教会が自分自身のための「会員の獲得」

（ibid.）を断念し，そうするかわりにすべての人間一人一人にすでに発せられた神の民へ

の招きをはっきりと想起することである。「教会は，教会を取り囲む世界に対して可能な

かぎり開かれていることによって，人間を，キリストの体という表示の場に組み入れるこ

とを試みるであろう。最後的に問題の中心は，後期モダンの人間がとらわれている諸対立

を克服し，自分をこえて指し示す人間の共同体となることを試みる行為である。教会は最

後的には全く何の保証も持っていないというところからバルトは出発するがゆえに，彼は，
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まさにモダンの神学者として，教会から，そうした共同体になることを期待することがで

きるのである」（ibid.）。

　以上，本書の全体を要約的に紹介した。本書がバルトの和解論第三部の誠実な研究であ

り，類書の多くない中で貴重な研究成果であることを評価したい。著者の結論は，簡単に

言えば，和解論第三部に展開されたバルト神学は，そもそもまさに近代の神学としての刻

印をもっているのだが，その中核として展開された預言者キリスト論，とくにイエス・キ

リストのリアルプレゼンスの思想は近代の神学に対して独自の意味をもっており，それは

同時に後期モダンの宗教状況の中で，教会の未来にとって重要な貢献をなす，と要約でき

るであろう。

　本書における世俗化，あるいは多元化，個人化の流れの中にある近代およびモダンの教

会の分析と理解（序論～第 2章）は，ヨーロッパ，とくにドイツの状況のそれとしてわれ

われにも理解し得る。また和解論第三部の分析（第 3章～第 5章）は厳密であり，この分

野の今後の研究にとって道しるべともなるものでもあろう。私個人も大いに啓発されたこ

とを書き添えておきたい。その上でしかし，5章の KD§72の展開が分量的にも十分でな

いのは，バルト自身の記述も多くないとはいえ，少し残念な気がする。バルトが「世のた

めの教会」の教会の「奉仕」の中に「教会の使徒的な語りと行動」（KDIV/3, S.999）とし

て「福音伝道」（Evangelisation）と「ミッション」（Mission）をあげたのは周知の通りで

ある。この側面が本書では十分評価されていないように思われる。「終末論的現実」（W・

クレートケ）としての教会は新約の時代から今日まで神の国の宣教に励んできた。バルト

の「世のための教会」論はそうした方向でも展開されることが求められる。またそれを期

待したいと思う。世俗化，個人化，多元化の流れの中にある世界の教会にとって，とくに

日本の教会にとっては重要なことだと考えている。その展開は，われわれに課せられた最

重要の課題の一つであろう。

（2014年 1月 15日）
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（
16
）　

V
gl. E

. Jüngel, G
renzen des M

enschseins, aaO
, 199ff.

（
17
）　

V
gl. E

. Jüngel, Tod, 1973³, 148
-154.
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2
）

̶ ̶56

一
時
的
に
よ
り
多
く
且
つ
よ
り
強
く
興
奮
さ
せ
ら
れ
、そ
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
」

（D
as christliche L

eben. D
ie K

irchliche D
ogm

aik IV
/4, Fragm

ent aus dem
 

N
achlaß , Vorlesungen 1959

-1961. hg. von H
. -A

.D
rew

es und E
. Jüngel, 

K
arl -B

arth
-G

esam
tausgabe II,. A

kadem
ische W

erke 1959
-1961, 1976, 

207f.

）。

（
2
）　

V
gl. oben S 38

-43 （
原
著
）.

（
3
）　

明
白
性
と
不
可
逆
性
の
連
続
性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
た
が
っ
て
絶
対

的
妥
当
性
を
要
求
す
る
神
の
恵
み
の
経
験
か
ら
、
こ
の
要
求
の
虚
偽
性
を
結
論
づ

け
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
神
賛
美
と
、
感
謝
は
言
語
的
に
あ
の
経
験
に
対
応
し

て
お
り
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
の
両
者
に
つ
い
て
、
誰
も
、
い
つ
も
神
を

ほ
め
、
神
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
求
が
な
さ
れ
な
い
場
合
で
さ
え
、
そ
れ

は
い
つ
も
起
こ
る
べ
き
で
あ
る
と
は
主
張
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
抽
象

的
主
張
に
よ
り
、
ひ
と
は
む
し
ろ
賛
美
と
感
謝
か
ら
そ
の
賛
美
と
感
謝
と
し
て
の

そ
れ
ら
の
性
格
を
奪
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
い
つ
も
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
つ
も
真
理
で
あ
る
、

そ
の
よ
う
な
真
理
を
信
仰
が
そ
の
お
の
お
の
の
時
に
表
現
す
る
こ
と
を
助
け
る
こ

と
は
、
信
仰
の
特
色
に
属
し
て
い
る
。
そ
し
て 

│ 

非
存
在
か
ら
救
い
出

す 

│ 

神
の
恵
み
の
不
可
逆
性
の
経
験
の
特
色
に
属
す
る
の
は
、
こ
の
経
験
が
、

そ
の
都
度
自
分
の
時
を
も
つ
経
験
の
行
為
と
、
経
験
さ
れ
た
も
の
を
区
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
賛
美
し
感
謝
す
る
理
由
を
も
つ
者
は
、
差

し
迫
っ
た
諸
々
の
試
練
の
可
能
性
を
知
っ
て
い
る
。

（
4
）　V

gl. E
. Jüngel, G

renzen des M
enschseins, in

:
Problem

e biblischer T
heologie.　

G
erhard von R

ad zum
 70. G

eburtstag, 1971, 199ff.

（
5
）　

聖
書
の
黙
示
文
学
的
本
文
は
、
そ
の
物
語
的
言
語
の
う
ち
に
、
こ
の
問
題
を
概

念
的
に
記
述
し
よ
う
と
す
る
い
く
つ
か
の
体
系
的
試
み
よ
り
も
、
こ
の
存
在
論
的

事
態
に
つ
い
て
よ
り
明
確
な
概
念
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
本
文
は
、
力
と
栄

光
の
う
ち
に
現
れ
る
神
の
神
的
出
現
な
い
し
人
間
の
子
の
出
現
に
つ
い
て
語
る
と

き
、
い
わ
ば
あ
ら
か
じ
め
世
界
の
終
り
に
つ
い
て
物
語
っ
て
い
る
。

（
6
）　

し
た
が
っ
て
神
の
永
遠
性
を
、
時
間
と
抽
象
的
に
対
立
す
る
「
別
の
空
間
」
と

し
て
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
神
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
す
べ
て
と
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
（
I
コ
リ
一
五
・
二
八
）。
そ
し
て
、
神
が
す
べ
て
の
う
ち
に
お

ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
す
べ
て
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
神
が
す
べ
て 

（
神
！
） 

の
う
ち
に
お
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
神
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
も

の
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
が
す
べ
て
の
う
ち
に
お
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
神
は
ま
だ
す
べ
て
に
お
い
て
《
す
べ
て
》
で
は
な
い
。
し
か
し
す
べ
て
に
お

い
て
神
は
永
遠
な
る
方
で
あ
り
、
そ
し
て
永
遠
な
る
方
と
し
て
神
は
す
べ
て
の
う

ち
に
お
ら
れ
る
。
も
し
も
神
が
す
べ
て
に
お
い
て
ま
だ
《
す
べ
て
》
で
は
な
い
と

し
て
も
、
神
は
す
で
に
す
べ
て
に
お
い
て
《
神
》
で
あ
る
。
神
が
ど
こ
に
到
来
し

よ
う
と
も
、
神
は
常
に
神
へ
到
来
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は
《
存
在
し
》
つ
つ
、

神
は
ご
自
身
か
ら
ご
自
身
へ
到
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
7
）　

V
gl. T

hom
as von A

quin, S. th. I, q. 34 a. 3.

（
8
）　

M
artin Luther, W

A
 42, 37, 30f. （zu G

en 1, 20

）. K
arl B

arth, K
D

 I/1, 460
-

470.

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

（
9
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、K

arl B
arth

を
参
照
。
彼
は
、
和
解
論
の
断
片
的
倫
理
に

お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
生
の
状
況
を
、
神
の
呼
び
か
け
の
状
況
と
し
て
指
示
し
、

そ
こ
か
ら
、
主
の
祈
り
を
手
が
か
り
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
生
を
規
定
す
る
命

令
法
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
（D

as christliche L
eben, aaO

, 67ff. und 75ff.

）。

（
10
）　

M
. Luther, D

er kleine K
atechism

us, B
SL

K
 511f.

（
11
）　

こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、W

. K
reck, D

ie Zukunft des G
ekom

m
enen. G

rud-

nproblem
e des E

schatologie, 1966.

を
参
照
。

（
12
）　

V
gl. G

. E
beling, E

inführung in theologische Sprachlehre, 1971, 246.

（
13
）　

V
gl. zum

 A
usdruck. J.G

. H
erder, Ideen zur P

hilosophie der G
eschichte 

der M
enschheit, 1 Teil, 4. B

uch, Säm
m

tliche W
erke, hg. von B

. Suphan, 

B
d.13. B

erlin 1887 （=
1967

）, 146.

（
14
）　

V
gl. oben S.435ff.

（
15
）　C

alvin, Institutio C
hristianae religionis （1559

）, III, cap. 2, 42, O
pera selecta, 

hg. von P. B
arth und W

. N
iesel, B

d.4, 1959, 52.

「
し
か
し
信
仰
が
生
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
と
共
に
、
そ
の
分
離
不
可
能
な
同
伴
者
と
し
て
永
遠
の
救

い
の
望
み
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
自
身

か
ら
希
望
を
発
生
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
の
希
望
が
取
り
去
ら
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ

わ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
雄
弁
に
、あ
る
い
は
上
品
に
信
仰
に
つ
い
て
議
論
し
よ
う
と
も
、

わ
れ
わ
れ
は
有
罪
で
あ
り
、
何
も
も
っ
て
い
な
い
と
宣
告
さ
れ
る
」。
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そ
の
神
は
、
死
ぬ
前
に
神
と
し
て
死
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
神
は
、
本
来
、
苦

し
み
と
死
に
お
い
て
《
神
》
で
は
あ
り
え
な
く
、
し
た
が
っ
て
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
神
は
、
せ
い
ぜ
い
、
そ
の
苦
し
み
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
不
死
性
の
ゆ
え
に
神
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ

る 
│ 
神
々
の
父
ゼ
ウ
ス
に
よ
っ
て
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
「
非
常
に
古
き
神
」

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
、
苦
し
ん
で
い
る
間
、
彼
は
不
死
で
あ
り
、
結
局
、
解
放
さ
れ
、

神
と
し
て
名
誉
が
回
復
さ
れ
る
、
と
自
分
を
慰
め
て
い
た 

（vgl. Lukian, 
P

rom
etheus

;
dazu M

. H
engel, M

ors turpissim
a crucis. D

ie K
reuzigung in 

der antiken W
elt und die„ Torheit “des „W

ortes vom
 K

reuz, “ in
:  R

echt-

fertigung. Festschrift für E
. K

äsem
ann zum

 70.　

G
eburtstag, 1976, 

131f.

）。
こ
の
神
理
解
に
よ
る
と
、「
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
は
、
せ
い
ぜ
い
し

ば
ら
く
苦
し
め
ら
れ
る
が
、
決
し
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」（H
engel, aaO

, 132

）。

し
か
し
十
字
架
の
言
葉
に
よ
る
と
、
真
の
神
は
ア
パ
シ
ー
的
で
は
な
い
。
特
に
旧

約
聖
書
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
神
の
熱
情
性
は
、
す
で
に
神
の
苦
し
む
能
力

を
証
言
し
て
い
る
。

第
二
四
節

（
1
）　

E
rnst Fuchs

は
、 R

udolf B
ultm

ann

の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
解
釈
と
対
決
し
、

こ
う
強
調
し
た
。
こ
の
福
音
書
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、《
愛
か
ら
生
ず
る
、

愛
に
対
す
る
喜
び
が
行
う
》
奇
蹟
で
あ
る
、
と 

（M
arburger H

erm
eneutik, 

1968, 157

）。

（
2
）　

Schelling 

（P
hilosophie der O

ffenbarung, Säm
m

tliche W
erke, hg. von  

K
.F.A

. Schelling, B
d. II/4, Stuttgart und A

ugusburg 1858, 353

） 

と
の
緩
や

か
な
関
連
で
、
神
は
、
自
分
自
身
に
お
い
て
自
分
を
高
め
ず
に
、
自
分
を
放
棄
す

る
こ
と
は
な
い
、
と
ひ
と
は
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）　

H
. M

ühlen 

（aaO
, 27

） 

と
共
に
こ
う
言
う
こ
と
が
で
き
る
。「
神
の
諸
位
格
の

絶
対
的
同
一
性
と
同
じ
く
絶
対
的
区
別
は
相
互
に
排
除
さ
れ
ず
、
い
わ
ば
相
互
に

高
め
ら
れ
る
」 

│ 

ま
さ
に
霊
の
力
の
中
で
。
こ
の
霊
は
、
も
し
も
そ
れ
が
新
し

い
関
係
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
ま
で
に
至
る
子
と
父
の
区
別
を

《
放
棄
せ
ず
》、
こ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
た
も
の
の
間
の
こ
の
関
係
で
あ
る
。
た
し

か
に
こ
の
よ
う
に
し
て
の
み
、
神
を
通
し
て
、
神
な
き
者
の
義
認
に
つ
い
て
語
る

こ
と
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
五
節

（
1
）　

K
arl B

arth

は
『
教
会
教
義
学
』
に
関
す
る
最
後
の
講
義
に
お
い
て
も
っ
と
も

な
理
由
か
ら
、「
数
十
年
来
、
次
第
に
、
単
純
に
、
几
帳
面
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

優
勢
に
な
っ
た
」「
キ
リ
ス
ト
教
的
、
ま
た
神
学
的
思
考
と
言
葉
」
の
傾
向
全
体

か
ら
も
う
一
度
距
離
を
置
い
た
。「
今
や
、
哀
れ
な
う
ぬ
ぼ
れ
、
あ
る
い
は
虚
栄

に
満
ち
た
嘆
き
が
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ひ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
次
の
こ
と
を
繰

り
返
し
何
度
も
保
証
す
る
。
つ
ま
り
、今
世
紀 （
あ
た
か
も
こ
の
点
で
、一
九
世
紀
、

あ
る
い
は
一
六
世
紀
、
あ
る
い
は
中
世
が
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
か
の
如
く
）、
教

会
は
、
と
り
わ
け
全
く
根
源
的
か
つ
打
算
的
な
仕
方
で
神
か
ら
疎
外
さ
れ
た
世
界

の
中
で
、
す
な
わ
ち
脱
宗
教
化
さ
れ
、
自
律
的
に
な
り
、
成
人
し
、
そ
し
て
世
俗

化
さ
れ
た
世
界
の
中
で
、
ひ
と
り
の
神
に
関
わ
っ
て
い
る
！　

と
。
今
や
、
悔
い

改
め
の
な
い
態
度
が
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ひ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
そ
れ

自
体
に
お
い
て
、
神
が
は
な
は
だ
し
く
見
知
ら
ぬ
存
在 

（U
nbekanntsein

） 

と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
全
く
問
わ
ず
、
今
日
、
い
わ
ゆ
る
恐
ろ
し
い
ほ
ど
無

神
的
に
な
っ
た
現
世
主
義
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
せ
い
ぜ
い
彼
ら
の
感
受
性
の

な
さ
、
流
行
遅
れ
、
そ
し
て
無
不
器
用
さ
を
非
難
し
よ
う
と
し
て
い
る
！　

今
や
、

心
理
学
的
、社
会
学
的-

批
判
的
時
代
分
析
が
溢
れ
て
い
る
。ひ
と
は
こ
れ
に
よ
り
、

現
世
主
義
者
た
ち
を
理
解
し
、
彼
ら
に
到
達
し
よ
う
と
望
む
が
、
実
際
に
彼
ら
を

理
解
し
、
彼
ら
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ひ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
方

法
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
神
が
見
知
ら
ぬ
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
、

目
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
ひ
と

が
こ
の
問
題
に
向
け
る
す
べ
て
の
喜
び
と
愛
は
、
神
を
知
る
喜
び
が
足
り
な
い
こ

と
を
意
味
し
、
ひ
と
は
こ
の
神
を
知
る
喜
び
を
も
つ
と
き
に
の
み
、
現
世
主
義
者

た
ち
に
冷
静
に
、
ま
た
効
果
的
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
、
特
に
、
誤
っ
た 

（
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
中
心
か
ら
見
て
、
不
可
能
で
あ
る

が
ゆ
え
に
） 

規
模
の
、
思
考
と
言
葉
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
ひ
と

は
、こ
の
世
に
お
け
る
も
ち
ろ
ん
否
定
し
が
た
い
神
の
見
知
ら
ぬ
存
在
を
通
し
て
、

あ
た
か
も
そ
れ
が
神
の
知
ら
れ
た
存
在 

（B
ekanntsein

） 

に
初
め
か
ら
深
く
従
属

さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
の
如
く
、
神
の
知
ら
れ
た
存
在
を
通
し
て
よ
り
も
、
た
だ



八
五

エ
ー
バ
ハ
ル
ト
・
ユ
ン
ゲ
ル
「
神
の
人
間
性
に
つ
い
て
」（
2
）

̶ ̶58

K
reuzestheologie in A

useinandersetzung m
it der altkirchlichen C

hristolo-

gie, 1969, 25

）
と
共
に
、
こ
う
言
う
こ
と
が
で
き
る
。「
神
的
諸
位
格
の
区
別
は
、

そ
れ
ら
が
位
格
で
あ
る
《
か
ぎ
り
》、
…
… 

そ
れ
以
上
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き

く
、
そ
の
統
一
性
は
、
…
… 

そ
れ
以
上
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
集
中
し
て
い
る
」。

（
10
）　

神
の
創
造
意
志
に
先
立
つ
、
人
間
に
対
す
る
神
の
愛
の
関
係
性
の
客
観
的
前
秩

序
を
、K

arl B
arth 

は
次
の
よ
う
な
仕
方
で
表
現
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
契
約
を

創
造
の
内
的
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
に
対
し
創
造
を
契
約
の
外
的
根
拠
と
し
て
解
釈

し
た
。
こ
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
拙
論
を
参
照
。D

ie M
öglichkeit theolo-

gischer A
nthropologie auf dem

 G
runde der A

nalogie. E
ine U

ntersuchung 

zum
 A

naologieverständnis K
arl B

arths, E
vT

 22, 1962, 535ff.

（
11
）　

H
eribert M

ühlen
は
そ
れ
ゆ
え
こ
う
主
張
し
て
い
る
。《
神
の
存
在 

（
エ
イ
ナ

イ
）、
神
の
本
質
の
本
質
は
、
最
も
固
有
な
も
の
の
譲
渡
で
あ
る
》（aaO

, 31

）。

も
し
も
こ
の
定
式
が
、《
な
お
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
自
己
関
係
性
に
お
け
る
》

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
無
私
性
の
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ

れ
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
三
一
的
な
我
々
│
行
為
の
歴
史
的
自
己
貫
徹
」

と
し
て
解
釈
さ
れ
る
十
字
架
の
出
来
事
の
解
釈
は
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
た

だ
し
そ
こ
で
は
「
ま
さ
に
父
と
子
の
間
の
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
対
立
の
中
で
、
そ

の
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
近
さ
と
統
一
性
が
出
現
す
る
」（aaO

, 33

）。

（
12
）　

古
代
の
神
学
は
、
神
の
子
の
能
動
的
か
つ
受
動
的
派
遣
に
つ
い
て
語
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
は
、
派
遣
者
と
し
て
の
父
は
、
彼
が
子
と
共
に
彼
の
最
も
固
有
な
も
の
を

犠
牲
に
す
る
か
ぎ
り
で
、
派
遣
の
受
動
性
に
間
接
的
に
参
与
し
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
反
対
に
、
子
は
、
彼
が
《
自
由
な
》

服
従
の
中
で
ご
自
身
を
犠
牲
に
す
る
か
ぎ
り
で
、
派
遣
の
能
動
性
に
参
与
し
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
け
る
、
派
遣
の
概

念
と
犠
牲
の
概
念
の
平
行
性
に
つ
い
て
は
、W

. Popkes, C
hristus Traditus. 

E
ine U

ntersuchung zum
 B

egriff der H
ingabe im

 N
euen Testam

ent, 1967 

（Züricher D
issertation

）
を
参
照
。

（
13
）　

釈
義
的
に
注
目
を
ひ
く
の
は
、
神
に
よ
る
子
の
犠
牲
と
子
の
自
己
犠
牲
が
一
緒

に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る （vgl. Popkes , aaO

, 193

）。
明
ら
か
に

両
方
の
定
式
は
、
内
容
的
に
は
同
じ
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
前
述
の

組
織
的
解
釈
は
、
ま
す
ま
す
納
得
の
行
く
も
の
に
な
る
。

（
14
）　

A
dolf Schlatter （Jesu G

ottheit und das K
reuz, B

FC
hT

h, 5Jg., 5H
eft, 1919², 

78, A
nm

）
は
こ
う
注
釈
し
て
い
る
。「
呪
い
は
、
行
為
と
な
る
怒
り
、
交
わ
り
を

破
棄
し
、
し
て
神
に
よ
っ
て
は
ね
つ
け
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。『
罪
』
と
は
、
神

の
喜
び
の
全
面
的
消
失
、
完
全
に
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
」。

（
15
）　

M
artin, K

ähler, D
as K

reuz. G
rund und M

aß für die C
hristologie, B

FC
hT

h, 

15. Jg., 1911, 1. H
eft, 70.

（
16
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
、E

. B
iser, T

heologie und A
theism

us. A
nstöße zu 

einer theologischen A
poretik, 1972.

を
参
照
。

（
17
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、W

. E
lert, D

er A
usgang der altkirchlichen C

hristologie. 

E
ine U

ntersuchung über T
heodor von P

haran und seine Zeit als E
infüh-

rung in die atle D
ogm

engeschichte, hg. von W
. M

auer und E
. B

ergsträsser, 

1957.

を
参
照
。

（
18
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
、H

. M
ühlen, D

ie Veränderlichkeit G
ottes als H

ori-

zont einer zukünftigen C
hristologie. A

uf dem
 W

ege zu einer K
reuzesthe-

ologie in A
useinandersetzung m

it der altkirchlichen C
hristologie, 1969.

を

参
照
。

（
19
）　

神
学
は
、
こ
の
決
定
的
突
破
を
遂
行
す
る
上
でH

egel

の
哲
学
的
研
究
の
助
け

を
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
点
で
感
謝
を
表
明
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
は
な
ら

な
い
。
こ
こ
で
は
、H

egel

に
関
す
る
次
の
二
冊
の
書
物
を
挙
げ
て
お
く
。H

. 

K
üng, M

enschw
erdung G

ottes. E
ine E

inführung in H
egels theologisches 

D
enken als P

rolegom
ena zu einer künftigen C

hristologie, 1970
;

M
.

T
heunissen, H

egels L
ehre vom

 absoluten G
eist als theologisch

-politscher 

Traktat, 1970.

（
20
）　

し
か
し
そ
れ
は
、
こ
こ
で
は
三
一
論
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

G
erhard E

bering 

（E
xistenz zw

ischen G
ott und G

ott. E
in B

eitrag zur 

Frage nach der E
xistenz G

ottes, in
:

W
ort und G

laube, aaO
, 257ff.

） 

の
場

合
と
異
な
る
仕
方
で
理
解
さ
れ
た
。

（
21
）　

神
の
ア
パ
シ
ー
の
命
題
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、根
底
に
お
い
て
、

そ
の
神
に
確
信
を
も
て
な
い
神
理
解
で
あ
る
。
ア
パ
シ
ー
公
理
は
、
結
局
、
神
の

神
性
に
対
す
る
不
信
の
表
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
神
論
を
正
し
い
と
認
め
て
し
ま

う
。
な
ぜ
な
ら
《
ア
パ
シ
ー
的
》
神
が
《
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
》
と
し
た
ら
、
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̶ ̶59

gie. D
ie existentiale Interpretation, G

es. A
ufs. I, 1965², 270

）、
キ
リ
ス
ト

は
わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
苦
し
み
、
沈
黙
し
、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も

し
も
彼
が
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理
人
と
し
て
能
動
的
に
生
き
た
と
す
れ
ば
、
彼

は
人
類
の
代
理
人
と
し
て
受
動
的
に
死
ん
だ
。
人
間
イ
エ
ス
が
《
神
の
立
場
で
働

く
方
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
そ
の
人
格
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
苦

し
む
方
》
で
あ
り
、し
か
も
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
死
を
耐
え
忍
ぶ
方
で
あ
る
こ
と
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
人
間
と
し
て
同
時
に
、そ
の
中
で
神
ご
自
身
が
人
類
の
「
神

に
見
捨
て
ら
れ
こ
と
」
を
耐
え
る
人
格
で
あ
る
こ
と
、こ
の
こ
と
に
よ
り
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
上
の
死
は
絶
対
的
な
意
味
で
救
い
の
出
来
事
と
さ
れ
た
。
古

代
教
会
は
こ
の
救
い
の
出
来
事
を 

│ 

そ
の
時
代
の
哲
学
の
言
語
を
用
い

て 

│ 

そ
の
よ
う
に
生
き
、
そ
し
て
死
ん
だ
人
格
は
、
徹
頭
徹
尾
人
間
で
あ
り
、

ま
た
徹
頭
徹
尾
神
で
あ
る
と
解
釈
し
た
が
、
こ
れ
は
正
し
い
。
キ
リ
ス
ト
論
的
両

性
論
を
特
徴
づ
け
て
い
た
実
体-

形
而
上
学
に
対
抗
し
、
ひ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ま

さ
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
二
重
に
代
理
さ
れ
た
現
存
在
か
ら
、
そ
の
人
間
存
在

と
神
存
在
を
、
ひ
と
り
の
人
格
の
二
つ
の
側
面
と
し
て
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
神

人
的 

（gottm
enschlich

） 

人
格
を
規
定
す
る
究
極
的
相
違
と
緊
張
関
係
の
二
つ
の

極
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
神
と
人
間
の
《
対
向
》
は
、
人
間

と
な
っ
た
神
の
人
格
の
統
一
性
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
人
格
の
存
在
の

キ
リ
ス
ト
論
的
な
よ
り
詳
細
な
規
定
も
す
べ
て
こ
の
対
向
か
ら
理
解
さ
れ
、
概
念

的
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
55
）　

イ
エ
ス
と
神
の
同
一
性
が
な
け
れ
ば
、
ひ
と
は
せ
い
ぜ
い
次
の
よ
う
な
人
間
的

悲
劇
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
そ
の
者
の
不
自

由
が
自
由
に
対
し
て
抵
抗
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
由
の
た
め
の
自
由
の
戦
士
を
苦
し

め
る
者
た
ち
の
自
由
の
た
め
に
、
人
び
と
が
苦
し
む
と
き
、
常
に
存
在
す
る
人
間

的
悲
劇
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
「
代
理
」
に
お
け
る
す
ば
ら
し
さ
で
は
あ

る
が
、
決
し
て
救
い
で
は
な
い
。

（
56
）　

K
. B

arth, K
D

 IV
/1, 252.

（
57
）　

E
rnst Steinbach, m

ündlich.

『
世
界
の
神
秘
』
註
（
そ
の
三
）

第
二
三
節

（
1
）　

V
gl. G

. E
beling, G

ott und W
ort, in

:
W

ort und G
laube II. B

eiträge zur Fun-

dam
entaltheologie und zur L

ehre von G
ott, 1969, 418.

（
2
）　

K
. R

ahner, D
er dreifaltige G

ott als transzendenter U
rgrund der H

eilsge-

schichte, in
:

M
ysterium

 Salutis. G
rundriß heilsgeschictlicher D

ogm
atik, 

hg. von J. Feiner und M
. L

öhrer, B
d.2, 1967, 328. V

gl. dazu m
einen 

A
ufsatz

:
D

as Verhältnis von „ökonom
ischer “ und „im

m
anenter “ Trinität.

E
rw

ägungen über enine biblische B
egründung der Trinitätslehre  im

 

A
nschluß an und in A

useinandersetzung m
it K

arl R
ahners L

ehre vom
 

dreifaltigen G
ott als tranzendentem

 U
rgrund der H

ielsgeschichte, ZT
hK

 

72, 1975, 353ff.

（
3
）　

R
. Seeberg, Zum

 dogm
atischen Verständnis der Trinitätslehre, 1908, 5.

（
4
）　

E
bd.

（
5
）　

F. Schleierm
acher, D

er christliche G
laube, nach den G

rundsätzen der evan-

gelischen K
irche im

 Zusam
m

enhange dargestellt. hg. von M
. R

edeker, 

1960, B
d.2, 461 （

§170, 3

）.

（
6
）　

E
bd.

（
7
）　W

. Schulz, D
ie Transform

ierung der theologia crucis bei H
egel und Schlei-

erm
acher, N

ZST
h 6, 1964, 314f.

（
8
）　

F. Schleierm
acher, aaO

, 469 （

§172

）.

（
9
）　

わ
た
し
は
以
下
に
お
い
て
、
わ
た
し
がB

arth

の
三
一
論
の
釈
義
に
お
い
て
関

係
性
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
（G

ottes Sein ist im
 W

erden, 

1976³

）
を
前
提
と
し
て
い
る
。
神
の
本
質
を
構
成
す
る
諸
関
係
と
い
う
概
念
は
、

三
一
論
的
「
位
格
」
の
概
念
と
一
致
す
る
。
後
者
は
そ
れ
自
体
と
し
て
そ
の
絶
対

的
区
別
に
お
い
て
、
そ
の
相
互
関
係
の
凌
駕
し
が
た
い
強
度
を
構
成
し
、
そ
の
絶

対
的
相
互
関
係
性
に
お
い
て
再
び
、
そ
の
相
互
区
別
の
凌
駕
し
が
た
い
徹
底
性
を

構
成
し
て
い
る
。
あ
る
い
はH

eribert M
ühlen （D

ie Veränderlichkeit G
ottes 

als H
orizont einer zukünftigen C

hristologie, A
uf dem

 W
ege zu einer 



八
三

エ
ー
バ
ハ
ル
ト
・
ユ
ン
ゲ
ル
「
神
の
人
間
性
に
つ
い
て
」（
2
）

̶ ̶60

そ
し
て
こ
の
か
ぎ
り
で
、
わ
れ
わ
れ
は
同
時
に
一
歩
前
進
し
て
い
る
。

（
37
）　

V
gl. P. Stuhlm

acher, aaO
, 92.

「
第
一
コ
リ
ン
ト
一
五
・
三
b
│
五
の
信
条
に

お
い
て
、
イ
エ
ス
の
全
存
在
は
彼
の
贖
罪
死
と
彼
の
復
活
に
凝
集
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
使
徒
言
行
録
一
〇
・
三
四
以
下
の
、
ほ
と
ん
ど
マ
ル
コ
福
音
書
の
梗
概
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
伝
承
は
、
イ
エ
ス
の
業
全
体
を
、
神
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
終

末
の
平
和
の
開
始
を
告
げ
る
救
い
の
業
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
こ
の
救
い
の
業

は
十
字
架
刑
で
終
る
が
、
復
活
の
力
に
よ
り
神
に
よ
っ
て
信
仰
の
可
能
根
拠
へ
と

高
め
ら
れ
る
。
こ
の
信
仰
は
、
罪
の
許
し
を
経
験
し
、
こ
れ
に
よ
り
神
と
の
交
わ

り
と
し
て
の
終
末
論
的
救
い
に
与
か
る
こ
と
が
で
き
る
」。

（
38
）　

V
gl. zum

 B
eispiel Ignatius, P

hld 7, 1.

「
わ
た
し
が
あ
な
た
と
い
た
と
き
、

…
… 

わ
た
し
は
叫
ん
だ
、
わ
た
し
の
声
、
そ
れ
は
神
の
声
だ
っ
た
」。

（
39
）　

わ
た
し
の
見
る
か
ぎ
り
、E

rnst Fuchs

を
除
い
て
、W

olfhart Pannenberg

だ
け
が
、
遡
及
力
を
も
つ
、
存
在
的
に
条
件
づ
け
る
出
来
事
の
存
在
論
的
可
能
性

に
つ
い
て
真
剣
に
論
じ
た
。
わ
た
し
は
彼
の
こ
れ
に
対
応
す
る
詳
論
に
は
っ
き
り

と
同
意
す
る
（G

rundzüge der C
hristologie, 1972⁴, 332 vgl. 317

）。「
時
間
的

に
、
究
極
的
な
も
の
の
重
要
性
と
共
に
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
初
め
て
、
神
の
永
遠

性
に
お
い
て
真
実
で
あ
る
こ
と
が
、
遡
及
的
妥
当
性
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
イ
エ
ス
と
神
の
統
一
性 

│ 

そ
れ
ゆ
え
受
肉
の
真
理 

│ 

も
、
一
方

に
お
い
て
、
イ
エ
ス
の
人
間
的
現
存
在
の
全
体
に
と
っ
て
、
他
方
で
、
神
の
永
遠

性
に
と
っ
て
も
、
イ
エ
ス
の
復
活
か
ら
遡
及
的
に
は
じ
め
て
決
定
さ
れ
る
」。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
論„T
hesen zur G

rundlegung der C
hristologie “, 

in
:

U
nterw

egs zur Sache, aaO
, 274ff.

を
参
照
。

（
40
）　

J.W
.v. G

oethe, D
ichtung und W

ahrheit, 4. Teil, 20. B
uch, W

eim
arer A

us-

gabe, B
d.29, 1891, 177

;
zum

 Verständnis vgl. C
arl Schm

itt, Politische 

T
heologie II. D

ie L
egende von der E

rleidung jeder Politischen T
heologie, 

1970, 122f. D
agegen

:
H

. B
lum

enberg, A
rbeit an M

ythos, 1990⁵, 567
-604.

（
41
）　

G
ogarten

の
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト 

│ 

世
界
の
方
向
転
換 

」
と
い
う
表
現

は
、
わ
た
し
の
考
え
で
は
、「
世
界
の
救
い
主
」
と
い
う
古
い
概
念
を
解
釈
す
る

の
に
特
に
適
し
て
い
る
。
救
い
主
は
、
こ
の
世
を
方
向
転
換
す
る
方
で
あ
る
。

（
42
）　

信
ず
る
と
い
う
こ
と
に
関
わ
る
人
び
と
に
対
す
る
、
こ
の
《
一
度
か
ぎ
り 

（
エ

パ
フ
ァ
ッ
ク
ス
）》
と
い
う
す
で
に
起
こ
っ
た
方
向
転
換
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
結

論
（
ヨ
ハ
ネ
五
・
二
四
、
I
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

三
・
一
四
） 

を
参
照
。

（
43
）　

V
gl. E

. Jüngel, vom
 Tod des lebendigen G

ottes, in
:

U
nterw

egs zur Sache, 

aaO
, 123f.

（
44
）　

B
ultm

ann

は
、ヨ
ハ
ネ
三
・
一
六
で
は
《
ア
ペ
ス
タ
ル
ケ
ン
》
が
《
エ
ド
ー
ケ
ン
》

と
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る 

（D
ie drei Johnnesbriefe, 

1967, 72

）。

（
45
）　

B
ultm

ann, ebd.

（
46
）　

律
法
と
の
「
自
由
な
」
関
わ
り
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
律
法
と
の
「
任
意

の
」
あ
る
い
は
「
鷹
揚
な
」
関
わ
り
と
は
異
な
る
。
ひ
と
は
こ
れ
を
、
律
法
と
の

律
法
主
義
的
関
わ
り
と
異
な
り
、
律
法
と
の
福
音
的
関
わ
り
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

（
47
）　

F. Schiller, D
as Ideal und das L

eben, Säm
tliche W

erke, hg. von G
. Fricke, 

u.a., B
d.1, 1965⁴, 204.

（
48
）　

M
. Luther, In epistolam

 S. Pauli ad G
alatas C

om
m

entarius （1531

）, W
A

 

40/I, 44, 10
-45, 1.

（
49
）　

A
ristoteles, N

ik. E
thik B

, 1103a 34f.

（
50
）　

M
. Luther, B

rief an Spalatin vom
 19. 10. 1516, W

A
B

r 1, 70, 29f. （=
B

oA
 6, 

2, 29
-31

）.

（
51
）　

M
. Luther, W

A
 40/I, 44, 7.

（
52
）　

こ
の
前
提
か
らIm

m
anuel K

ant

の
宗
教
理
解
と
対
決
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ

ろ
う
。
こ
の
宗
教
理
解
は
、
宗
教
改
革
者
の
神
理
解
の
遺
産
と
、
そ
れ
に
対
す
る

根
源
的
異
論
の
独
特
な
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。

（
53
）　

義
認
論
の
こ
の
存
在
論
的
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
拙
論
を
参
照
。D

ie W
elt als 

M
öglichkieit und W

irklichkeit.　

Zum
 ontologischen A

nsatz der R
echtfer-

tigungslehre, in
:

U
nterw

egs zur Sache, aaO
, 206ff.

（
54
）　

し
か
も
代
理
の
範
疇
は
、
キ
リ
ス
ト
論
的
に
二
重
の
仕
方
で
援
用
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
ひ
と
つ
は
、
神
の
立
場
で
行
為
す
る
人
間
イ
エ
ス
を

指
す
名
称
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
苦
し
む
神
の
子
を
指

す
名
称
と
し
て
。
も
し
も
イ
エ
ス
が
、
生
き
て
い
る
間
、
あ
え
て
神
の
立
場
で
語

り
、
そ
し
て
行
為
し
た
と
す
れ
ば 

（vgl. E
rnst Fuchs, D

ie biblische A
uffas-

sung vom
 M

enschen, in
:

Zum
 herm

eneutischen P
roblem

 in der T
heolo-



八
二

̶ ̶61

代
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、
そ
も
そ
も
律
法
そ
れ
自
体
が
与
え
ら
れ
る
《
前
に
》、
ひ
と

が
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
を
行
う
な
ら
ば
、
律
法
は
最
も
適
切
に
成
就
さ
れ
る
と

の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
例
と
し
て
、Seder E

lahu Zuta 4 G
en 35, 

2
-4

「
わ
れ
わ
れ
の
父
ヤ
コ
ブ
は
、
律
法
が
与
え
ら
れ
る
前
に
、
律
法
全
体
を
成

就
し
た
」
が
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
たN

um
 R

 14, 2

に
は
、「
ほ
め
た
た
え

ら
れ
よ
、
聖
な
る
方
は
言
っ
た
。
ヨ
セ
フ
よ
、
汝
は
、
律
法
が
与
え
ら
れ
る
前
に
、

安
息
日
を
守
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
興
味
深
い
の
は
、「
い
っ
た

い
誰
が
、わ
た
し
が
彼
に
報
復
す
る
よ
う
な
こ
と
あ
ら
か
じ
め
行
っ
た
の
か
」（
ヨ

ブ
四
一
・
三
） 

と
い
う
神
の
非
現
実
的
な
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
ヨ
セ
フ

は
い
わ
ば
次
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
そ
れ
は
ヨ
セ
フ
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
。
彼
は
彼
の
た
め
に
何
か
を
あ
ら
か
じ
め
行
い
、
そ
し
て
安
息

日
を
守
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
が
命
じ
ら
れ
る 

（
も
し
く
は
律
法
が
与
え
ら
れ
る
） 

前
に
」。
こ
こ
で
は
、
律
法
の
先
取
り
さ
れ
た
成
就
が
、
賞
賛
に
値
す
る
行
為
を

さ
ら
に
強
め
て
い
る
。
双
方
の
本
文
に
お
い
て
要
点
は
、
行
為
に
報
い
る
報
酬
に

あ
る
。

（
36
）　

方
法
論
的
に
ひ
と
は
自
ら
を
こ
の
確
認
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
ひ
と
は
、
イ
エ
ス
は
彼
の
業
に
基
づ
い
て
、
彼
に
強
制
さ
れ
た

死
を
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
言
わ
な
い
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
た
し
か
に
、
イ
エ
ス
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
《
後
に
》、
こ
の
死
を
彼

の
生
の
帰
結
と
思
わ
せ
ず
に
お
か
な
い
客
観
的
な
関
連
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
比

較
的
最
近
の
釈
義
的
研
究
も
同
様
に
判
断
し
て
い
る
。B

ultm
ann

学
派
の
中
で

E
. Fuchs

は
、
イ
エ
ス
の
暴
力
的
死
は
彼
の
業
の
帰
結
で
あ
り
、
イ
エ
ス
自
身
に

よ
っ
て
、
彼
の
業
に
対
応
す
る
死
と
し
て
徹
底
的
に
肯
定
さ
れ
た
と
い
う
見
解
を

発
表
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
ずB

ultm
ann

に
よ
っ
て
再
び
退
け
ら
れ
た （D

as Ver-

hältnis der urchristlichen C
hristusbotschaft zum

 historischen Jesus, 

SH
A

W
. P

H
 1960, 3. A

bh., 11f.

）。
し
か
し
よ
り
最
近
の
批
判
的
研
究
は
、
イ
エ

ス
の
業
と
彼
の
暴
力
的
な
死
の
間
の
内
容
的
関
連
を
再
び
肯
定
し
た
。
例
え
ば
、

E
. L

ohse 

（aaO
, 49

） 

は
こ
う
判
断
し
て
い
る
。「
そ
れ
ら
を
通
し
て
律
法
の
あ
ら

ゆ
る
拘
束
性
が
問
い
に
付
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
説
教
と
彼
の
行
為
に
よ
り
、
彼
は
、

当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
指
導
者
た
ち
と
鋭
く
対
立
し
た
。
…
… 

彼
の
要
求
し
た
全

権
は
、
承
認
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
決
定
的
な
敵
意
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
の
結

果
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
は
彼
の
使
信
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
」。

ま
たP. Stuhlm

acher （aaO
, 98f.

）
は
、M

. H
engel （W

ar Jesus R
evolutionär ?　

C
w

H
 110, 1970, 14

;
G

ew
alt und G

ew
altlosigkeit, aaO

, 43f.

） 

お
よ
びF. H

ahn 

（M
ethodologische Ü

berlegungen, aaO
, 41ff.

） 

の
類
似
の
判
断
に
続
い
て
、
さ

ら
に
こ
う
説
明
し
て
い
る
。
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
諸
集
団
の
い
ず
れ
も
、
結
局
、

イ
エ
ス
を
許
容
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
彼
の
暴
力
的
死
は
「
不
可
避
的
に
」
な
っ

た
、
と
。「
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
律
法
と
の
イ
エ
ス
の
自
由
な

関
わ
り
方
と
、
レ
ビ
人
的
な
潔
め
の
理
想
に
対
す
る
彼
の
無
頓
着
さ
は
耐
え
難
い

も
の
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
熱
心
党
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
宗
教
上
の
敵
を
含
む

愛
敵
の
戒
め
、
ロ
ー
マ
の
軍
人
に
対
し
て
さ
え
偏
見
の
な
い
イ
エ
ス
の
態
度 

（
ル

カ
七
・
一
以
下
、
平
行
箇
所
）、
皇
帝
の
人
頭
税
に
対
す
る
彼
の
意
見
の
表
明 

（
マ

ル
コ
一
二
・
一
三
以
下
） 

は
、
挑
発
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
ド
カ
イ
派
と
貴

族
で
あ
る
大
祭
司
は
、
イ
エ
ス
の
自
由
な
、
祭
儀
的
贖
罪
に
依
存
し
な
い
罪
の
赦

し
、
神
殿
の
崩
壊
に
関
す
る
彼
の 

（
曖
昧
な
） 

言
葉 

（
マ
ル
コ
一
四
・
五
八
、
平
行

箇
所
、
ヨ
ハ
ネ
二
・
一
八
以
下
） 

に
よ
っ
て
、
ま
た
も
ち
ろ
ん
神
殿
の
純
化
の
際

の 

│ 

た
し
か
に
多
く
の
人
に
よ
っ
て
歴
史
的
で
は
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い

る 

│ 

犠
牲
を
扱
う
取
引
と
両
替
に
対
す
る
態
度
に
よ
っ
て
、
こ
の
上
な
く
激

し
く
挑
戦
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
一
時
、
イ
エ
ス
の
も
と

に
民
が
殺
到
し
た
こ
と
は
、
結
局
、
国
の
政
治
的
諸
権
力
、
つ
ま
り
ヘ
ロ
デ
に
従

う
者
た
ち
、
最
高
法
院
、
も
ち
ろ
ん
ロ
ー
マ
人
に
も
、
強
い
疑
い
を
抱
か
せ
た
。

イ
エ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
上
る
こ
と
を
決
心
し
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

問
題
な
っ
た
の
は
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
…
… 

こ
れ
は
、
歴
史
的
に

避
け
が
た
く
、
同
時
に
よ
く
分
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
イ
エ
ス
の
死

は
彼
の
派
遣
と
彼
の
メ
シ
ア
的
業
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
死
を
は
っ
き

り
と
見
る
目
を
も
ち
、
逃
亡
し
た
り
、
自
己
防
衛
し
た
り
し
な
か
っ
た
」。 

│ 

今

や
わ
れ
わ
れ
は
、
歴
史
的
論
理
を
考
慮
し
て
い
る
根
本
命
題
、
つ
ま
り
《
あ
る
可

能
性
が
、
こ
れ
ら
の
帰
結
を
要
求
し
な
い
》
を
心
に
留
め
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ

の
《
歴
史
的
判
断
》
の
面
で
少
し
だ
け
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
で
の
暴
力
的
死
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
の
生
き
た
こ
と
が
、

す
な
わ
ち
律
法
を
律
法
と
衝
突
さ
せ
、
そ
し
て
ご
自
身
に
お
い
て
こ
の
衝
突
に
決

着
を
つ
け
た
、
先
行
す
る
愛
の
生
活
が
、
極
端
な
仕
方
で
完
成
さ
れ
る
の
を
見
る
。
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書
の
諸
々
の
約
束
が
な
か
っ
た
な
ら
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
存
在
に
基
づ
い
て
、

ま
さ
に
そ
れ
ら
は
発
明
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

（
20
）　

V
gl. H

. M
ühlen, D

ie Veränderlichkeit G
ottes als H

orizont einer zukünfti-

gen C
hristologie. A

uf dem
 W

ege zu einer K
reuzestheologie in A

usein-

andersetzung m
it der altkirchlichen C

hristologie, 1969, 33
;

J. M
oltm

ann, 

D
er gekreuzigte G

ott. D
as K

reuz C
hristi als G

rund und K
ritik christlicher 

T
heologie, 1973², 228.

（
21
）　

B
. Steffen, D

as D
ogm

a von K
reuz. B

eitrag zu einer staurozentrischen 

T
heolgie, 1920, 152. Steffen

は
「
神
の
十
字
架
の
行
為
」
を
、「
そ
の
中
で
《
父

が
聖
霊
を
通
し
て
子
を
犠
牲
に
す
る
》」
行
為
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。H

. M
üh-

len 

（aaO
, 33

） 

は
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
十
字
架
の
出
来
事
を
神
の
愛
の
出
来
事

と
し
て
、
ま
た
こ
の
神
の
愛
を
三
一
の
神
の
存
在
と
し
て
叙
述
す
る
た
め
に
、
へ

ブ
ル
九
・
一
四
と
の
関
連
で
こ
の
解
釈
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

以
下
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
思
想
と
近
い
関
係
に
あ
る 

│ 

た
と
え
、
こ
れ
と

一
致
す
る
聖
書
の
例
証
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
表
現
と
結
び
つ
い
た
全
く
根
絶

し
が
た
い
誤
解
の
ゆ
え
に
、
犠
牲
は
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
。

（
22
）　

次
の
こ
と
は
、
そ
の
教
義
学
的
構
造
と
個
々
の
組
織
的
論
証
に
お
い
て
も

B
arth

の
『
教
会
教
義
学
』
を
規
定
し
て
い
る
偉
大
な
三
一
論
的
建
築
物
の
弱
点

に
属
す
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
に
お
け
る
三
一
論
の
《
基
礎
づ
け
》

が
、
誤
解 

│ 

あ
た
か
も
神
の
三
一
性
の
認
識
が
、
啓
示
の
出
来
事
の
主
語
、

目
的
語
、
述
語
と
い
う
形
式
的
区
別
の
助
け
を
得
て
、「
神
は
自
ら
を
主
と
し
て

啓
示
す
る
」
と
い
う
公
理
的
に
前
提
と
さ
れ
た
命
題
か
ら
、
い
わ
ば
演
繹
さ
れ
る

か
の
よ
う
な
誤
解 

│ 

を
引
き
起
こ
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
解

が
避
け
ら
れ
る
の
は
、
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
が
、
三
一
の
神
へ
の
信
仰
の
地
平
に

お
い
て
教
義
学
的
に
解
釈
さ
れ
る
だ
け
で
な
く 

（vgl.

特
にK

D
IV

/2

） 

、
三
一
の

神
へ
の
信
仰
が
ま
ず
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
の
関
連
の
中
で
教
義
学
的
に
基
礎
づ
け

ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
説
明
さ
れ
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。

（
23
）　

F. H
ahn

は
最
近
、
こ
の
遡
っ
て
問
う
問
い
の
解
釈
学
的
妥
当
性
を
詳
細
に
検

討
し
た
。:

M
ethodologische Ü

berlegungen zur R
ückfrage nach Jesus, in

:  

R
ückfrage nach Jesus, hg. von K

. K
ertelge, 1974, 11ff.

（
24
）　

V
gl. E

. Fuchs, D
ie Frage nach dem

 historischen Jesus, in
:

Zur Frage 

nach dem
 historischen Jesus, G

es. A
ufs. II, 1960, 157

-161
;

M
. H

engel, 

G
ew

alt und G
ew

altlosigkeit. Zur „politischen T
heologie “ in neutesta-

m
entlicher Zeit, C

w
H

 118, 1971, 43f.;
E

. L
ohse, aaO

, 49
;

F. H
ahn, aaO

, 

41ff.

（
25
）　

V
gl. m

einen A
ufsatz

:
Jesu W

ort und Jesus als W
ort G

ottes.　
E

in her-

m
eneutischer B

eitrag zum
 christologischen P

roblem
, in

:
U

nterw
egs zur 

Sache. T
heologische B

em
erkungen, 1972, 129.

（
26
）　

V
gl. H

. C
onzelm

ann, A
rt. „R

eich G
ottes. I. Im

 Judentum
 und N

T
“, R

G
G

³  

V, 915.

（
27
）　

E
. G

rässer, Jesus und das H
eil G

ottes. B
em

erkungen zur sogenannten,  

Indvidualisierung des H
eils ‘, in

:
Jesus C

hristus in H
istorie und T

heolo-

gie, N
eutestm

entliche Festschrift für H
. C

onzelm
ann, zum

 60. G
eburtstag, 

1975, 172.

（
28
）　

わ
れ
わ
れ
は
、
福
音
書
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
神
と
、
人
間
の

魂
の
不
死
的
価
値
で
あ
る
と
い
うA

. von H
arnack

の
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
理
解
を

思
い
起
こ
す
（D

as W
esen des C

hristentum
s, N

euauflage 1964, 52

）。

（
29
）　

わ
れ
わ
れ
はG

oethe （W
est

-östlicher D
ivan B

uch Suleika, W
eim

arer A
us-

gabe, B
d.6, 1888, 162

） 

の
少
な
か
ら
ず
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
見
解
を
思
い
起
こ
す
。

（
30
）　

E
. G

rässer

は
、
あ
の
個
人
化
に
「
救
済
の
普
遍
性
」
が
対
応
し
て
い
る
こ
と

も
強
調
し
て
い
る 

（aaO
, 183

）。
そ
の
結
果
、

│ 

と
り
わ
けR

. B
ultm

ann

の

神
学
に
反
対
し
て 

│
、「
救
済
の
個
人
化
か
、
そ
れ
と
も
集
団
化
か
？
」
と
い

う
「
問
題
」
は
「
見
掛
け
上
の
問
題
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た （aaO

, 184

）。

（
31
）　

V
gl. G

. B
ornkam

m
, Jesu von N

azareth, 1974⁹, 67ff.

（
32
）　

F. G
ogarten, aaO

, 100.

（
33
）　P. Stuhlm

acher, Jesus als Versöhner. Ü
berlegungen zum

 Problem
 der D

arste-

llung Jesu im
 R

ahm
en einer B

iblischen T
heologie des N

euen Testam
ents, 

in
:

Jesus C
hristus in H

istorie und T
heologie.　

N
eutestam

entliche Fest-

schrift für H
. C

onzelm
ann, aaO

, 97.
（
34
）　

K
. B

arth

は
、
こ
れ
と
同
じ
表
題
で
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
を
叙
述
し
て
い
る
の

で
、K

D
 IV

/2, 173
-293.

を
参
照
。

（
35
）　

わ
た
し
の
同
僚H

.P. R
üger

は
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
く
れ
た
。
つ
ま
り
古
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zitiert nach C
, H

. R
atschow

, Lutherische D
ogm

atik zw
ischen R

eform
ation 

und A
ufklärung, Tei IIl, 1966, 82. 

（
3
）　

M
. Luther, D

e sevo arbitrio, W
A

 18, 685, 12f. （=
B

oA
 3, 177, 25

）.

（
4
）　

V
gl. Schm

alkaldische A
rtikel, 1 Teil, B

SL
K

, 415
:

「
こ
の
条
項
は
口
論
や

争
論
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
部
分
に
お
い
て
同
じ

事
柄
を
（
信
じ
）
告
白
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら

に
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
」。

（
5
）　

A
aO

, 414.

（
6
）　

D
e servo arbitrio, W

A
 18, 685, 6 und 14 （=

B
oA

, 3, 177, 17 und 26f.

）.

（
7
）　

D
ie A

ugsburgische K
onfession, A

rt.1, B
SL

K
, 50.

（
8
）　

C
.H

. R
atschow

, aaO
, 88.

（
9
）　

M
. C

hem
nitz, L

oci theologici I, 33. Zitiert nach H
. Schm

id, D
ie D

ogm
a-

tik der evangelisch
-lutherischen, K

irche, 1893⁷, 95, A
nm

. 8.

（
10
）　

V
gl. R

athchow
, aaO

, 89.

（
11
）　

A
aO

, 91.

（
12
）　B

eispiele
:

Q
uelle, Fluß und M

ündung （A
nselm

 von C
anterbury

）;  W
esen, 

Form
 und K

raft （Luther

）;
G

ram
m

atik, D
ialektik und R

hetorik （Luther

）;  
m

em
oria, intellectus und voluntas （A

ugustin

）, aber auch die drei Zeitalter 

（Joachim
 von Fiore

） etc.

（
13
）　

K
. B

arth, K
D

1/1, 354. V
gl. E

. Jüngel, G
ottes Sein ist im

 W
erden. Verant-

w
ortliche R

ede von Sein G
ottes B

ei K
arl B

arth. E
ine Paraphrase 1976³,  

16ff.

（
14
）　

自
か
ら
な
る
特
別
な
歴
史
は
、
そ
れ
自
身
の
質
の
力
に
よ
り
啓
示
を
《
規
定
す

る
》
歴
史
で
あ
ろ
う
。
啓
示
と
歴
史
の
関
係
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
あ
る
論
理

的
必
然
性
を
も
っ
て
、「
諸
々
の
救
い
の
事
実
」
か
ら
成
り
立
つ
「
救
済
史
」
の

構
成
に
行
き
着
く
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
議
論
を
し
な
い
で
お
く
。

（
15
）　

R
udolf B

ultm
ann

は
、
こ
の
こ
と
を
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
研
究
に
お
い
て
徹
底

的
に
際
立
た
せ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
不
在
の
方
が
不
在
の
方
と
し
て
そ
こ
に
居
合

わ
せ
る
組
織
的-

解
釈
学
的
構
造
は
、G

. E
beling

の
言
語
理
解
に
と
っ
て
決
定
的

に
重
要
で
あ
る
。V

gl. G
. E

beling, E
inführung in theologische Sprachlehre, 

1971, 53ff., 246 u.ö.

（
16
）　

復
活
の
キ
リ
ス
ト
論
的
豊
か
さ
は
そ
の
自
ら
の
起
源
を
、
イ
エ
ス
の
地
上
に
お

け
る
実
存
の
キ
リ
ス
ト
論
的
貧
し
さ
の
う
ち
に
見
い
だ
す
。
い
わ
ゆ
る
マ
ル
コ
の

秘
密
の
理
論
は
、
文
献
的
福
音
書
の
形
態
に
お
い
て
こ
の
事
態
を
考
慮
す
る
た
め

の
神
学
的
手
段
で
あ
る
。V

gl. dazu H
. C

onzelm
ann, G

egenw
art und Zukunft 

in der synoptischen Tradition, in
:

T
heologie als Schriftauslegung. A

ufsä-

tze zum
 N

euen Testam
ent, 1974, 42ff.

（
17
）　

こ
の
事
態
の
方
法
論
的
帰
結
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
イ
エ
ス

の
「
実
際
に
い
た
存
在 

（D
agew

esensein

）」
の
少
な
く
と
も
《
事
実
的
》
結
果

と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
に
注
意
を
払
う
と
き
に
の
み
、
歴

史
的
イ
エ
ス
に
対
す
る
問
い
は
核
心
に
触
れ
た
仕
方
で
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
は
、
人
間
イ
エ
ス
の
「
実
際
に
い
た
存
在
」

の
《
内
容
的
》
結
果
で
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
決
し
て
誤
解
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
た
し
か
に
す
で
に
自
分
自
身
を
越
え
た
信
仰
の
言
明
で
あ
る
。
両
者
の
間

に
は
い
か
な
る
歴
史
的
調
整
も
存
在
し
な
い
。「
遠
ざ
か
る
こ
と 

（E
ntzug

）」
な

し
に
啓
示
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
次
の
こ
と
は
内
容
に
即
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、「
こ
の
出
来
事
は
、
そ
の
本
質
か
ら
し
て
、
歴
史
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
信
仰
に
の
み
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
」

（F. G
ogarten, Jesus C

hristus. W
ende der W

elt. G
rundfragen zur C

hristolo-

gie, 1966, 55

）。

（
18
）　

V
gl. H

. C
onzelm

ann, A
rtikel „Jesus C

hristus “, R
G

R
³III, 633.

（
19
）　

E
. L

ohse

は
こ
の
事
態
を„G

rundriß der neutestam
entlichen T

heologie “, 

1974, 14f.

の
中
で
、
次
の
よ
う
な
仕
方
で
考
慮
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
い
わ

ば
キ
リ
ス
ト
教
的
原
現
象
と
し
て
、
自
明
性 

│ 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
物
語

の
交
換
不
可
能
な
《
特
別
な
》
意
味
が
「
聖
書
の
助
け
に
よ
っ
て
の
み
」
理
解
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
き
の
自
明
性 

│ 

を
主
張
し
た
。
そ
の
際
、
聖
書
の

伝
承
史
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
存
在
の
関
係
は
、
諸
々
の
約
束
が
、
い
わ
ば
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
死
を
理
解
す
る
た
め
の
解
釈
の
手
助
け
を
提
供
す
る

と
い
う
具
合
に
、
外
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
今
や
成

就
さ
れ
た
諸
々
の
約
束
の
必
然
性
は
、
ま
ず
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
存
在
か
ら
証

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仮
説
的
か
つ
誇
張
的
に 

（
し
た
が
っ
て
も
ち
ろ
ん
再

び
誤
解
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
） 

定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
し
も
旧
約
聖
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る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
信
仰
は
、
そ
の
専
ら
要
請
す
る
性
格
を
通
し
て
、
神
学

的
に
理
解
さ
れ
た
信
仰
と
区
別
さ
れ
る
。

（
43
）　

K
arl M

arx

とFriedrich E
ngels

は
そ
れ
ゆ
え Feuerbach 

に
対
し
、
彼
は
天

を
批
判
し
た
だ
け
で
、
地
を
批
判
し
て
い
な
い
、
と
異
議
を
唱
え
た
が
、
そ
れ
は

全
く
正
し
い
。「
彼
は
哲
学
者
と
し
て
も
中
途
半
端
で
あ
り
、
下
半
身
は
唯
物
論

者
で
上
半
身
は
観
念
論
者
で
あ
っ
た
」。「
彼
は
、
大
げ
さ
な
愛
の
宗
教
と
痩
せ
て

無
力
な
道
徳
以
上
の
実
証
的
な
も
の
は
何
も
完
成
し
な
か
っ
た
」（F. E

ngels, 

L
udw

ig Feuerbach und der A
usgang der klassischen deutschen P

hiloso-

phie, M
E

W
 21, 291

;
vgl. K

. M
arx, Zur K

ritik der H
egelschen R

echtsphi-

losophie, M
E

W
 1, 379

;
ders., T

hesen über Feuerbach, M
E

W
 3, 5ff.;

K
. 

M
arx/F. E

ngels, D
ie deutsche Ideologie, M

E
W

 3, 17ff.

）。
一
般
に
、M

arx

の
宗
教
批
判
は
、Feuerbach
の
宗
教
批
判
よ
り
も
神
学
に
よ
っ
て
は
る
か
に
容

易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る 
│ 
も
し
も
後
者
が
前
者
の
う
ち
に
前
提
さ
れ
て
い
な

い
と
す
れ
ば
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ひ
と
は
、
神
学
に
対
す
るM

arx

の
宗
教
批
判
の

特
殊
な
関
心
を
、
徹
底
的
に
批
判
し
つ
つ
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う 

│ 

そ
し
て
様
々
な
観
点
か
ら
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ

は
目
下
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
点
に
関
し
て
神
学
的
に

行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
わ
ず
か
で
あ
る
。V

ideant consules !

（
44
）　

こ
の
句
は
、E

K
U

の
神
学
委
員
会
の
宣
言
に
も
み
ら
れ
る
。Zum

 Verständ-

nis des Todes Jesu, hg. von F. V
iering 1968, 22. 

を
参
照
。

（
45
）　

V
gl. E

. Fuchs, Jesus. W
ort und Tat, 1971, 121.

「
愛
は
愛
で
あ
る （die L

iebe 

ist L
iebe

）。
な
ぜ
な
ら
愛
は
、
そ
れ
自
身
に
期
待
し
つ
つ
語
り
、
し
た
が
っ
て

そ
れ
自
身
に
お
い
て
将
来
的
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
不
可
逆
的
に
な

る
。
そ
の
結
果
、
愛
は
将
来
を
開
示
す
る
か
ら
で
あ
る
」。
こ
の
意
味
で
ひ
と
は 

E
rnst Fuchs 

（M
arburger H

erm
eneutik, 1968, 197

） 

と
共
に
、
そ
れ
ゆ
え
に

た
し
か
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
に
な
ら
ず
に
、「
信
仰
を
愛
の
中
間
規
定 

（Zw
ischen-

bestim
m

ung

） 

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」。
し
か
し
な
が
ら
ま
さ
に
こ
の
中
間
規

定
は
お
の
ず
か
ら
姿
を
現
す
こ
と
は
な
い
。Fuchs

は
「
信
仰
が
『
言
葉
』
と
固

く
結
び
つ
い
て
」（
ロ
ー
マ
一
〇
・
八
以
下
） 

い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（ebd.

）。

し
た
が
っ
て
ひ
と
は
、
次
の
こ
と
に
用
心
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
愛
す

る
者
た
ち
が
、愛
の
将
来
に
向
け
ら
れ
て
い
る
信
頼
と
、信
仰
と
愛
の
そ
れ
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
区
別
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
証
明
の
よ
う
な
も
の
を
作

り
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
信
頼
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
と
信
頼
の
出
来
事

は
二
つ
の
異
な
る
事
柄
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
愛
を
考
慮
す
る

場
合
と
同
様
に
、
義
を
考
慮
す
る
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
義
に
飢
え
渇
く
者
の

祝
福 （
マ
タ
イ
五
・
六
） 

は
、
す
で
に
信
仰
を
授
け
る
、
神
の
名
に
お
い
て
語
ら
れ

た
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
世
の
受
難
の
歴
史
は
た
し
か
に
、
事
実
、
そ
の
中
で
神
へ

の
信
仰
が
可
能
と
な
る
時
間
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
そ
の
た
め
の
根
拠
で
は

な
い
。殺
人
者
が
無
実
の
犠
牲
者
に
勝
利
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
、

も
ち
ろ
ん
道
徳
的
に
な
だ
め
難
い
渇
望
は
、「
他
者
へ
の
渇
望
と
し
て
」
明
確
に

表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
渇
望
は
、神
を
前
提
と
し
て
の
み
、

神
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
ひ
と
り
の
神
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
そ
の
神
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
も
し
も
ひ
と
り
の
神
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
信
ず
る
と

す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
神
が
義
で
あ
り
、
義
を
創
造
す
る 

（
し
か
し
ど
の
よ
う

に
し
て
！
） 

こ
と
を
、
ひ
と
り
の
神
に
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と

も
終
わ
り
に
は
、
不
義
が
勝
利
す
べ
き
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
ひ
と
り
の
神
が
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
り
の
神
の
実
存
に
と
っ
て
、
お

そ
ら
く
こ
の
神
ご
自
身
を
幾
分
傷
つ
け
る
実
存
根
拠
で
あ
る
。
神
は
、
審
判
者
で

あ
る
が
ゆ
え
に
神
な
の
で
は
な
く
、
神
は
、
神
で
あ
る
が
ゆ
え
に
審
判
者
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
彼
の
裁
き
は
、
罪
び
と
の
義
認
を
意
味
す
る
。
殺
人
者
が
無
実
の

犠
牲
者
に
勝
利
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
道
徳
的
に
も
ち
ろ
ん
不
可

欠
な
渇
望
を
表
現
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
、
も
し
も
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教

か
ら
そ
の
同
一
性
を
奪
お
う
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、い
ず
れ
に
せ
よ
殺
人
者
を
、

義
と
す
る
恵
み
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
二
節

（
1
）　

わ
た
し
は
喜
ん
で
次
の
こ
と
を
認
め
る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
物

語
ら
れ
る
べ
き
歴
史
と
、
そ
れ
を
概
念
的
に
論
ず
る
三
一
論
の
関
係
に
関
す
る
こ

の
テ
ー
ゼ
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
論
じ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
は
、
他
の
著
者
の
書
物
に
も
文
献
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
肯
定
的
に
論
じ
ら
れ
た
。

（
2
）　J.F. K

önig, T
heologia positiva acroam

atica, R
ostock 1699², Pars prim

a, 

§80
;  
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つ 

│ 

次
の
よ
う
な
説
得
力
の
あ
る
証
明
を
行
っ
て
い
る
。「
も
し
も
こ
の
よ
う

な
愛
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
高
い
実
存
形
式
に
対
す
る
神
性
の
努
力
と
し

て
の
み
、
そ
れ
は
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
形
式
は
、
そ
の
中
で
《
エ
ロ
ー
ス
》

が
み
ず
か
ら
を
現
す
形
式
、
し
か
も
唯
一
の
形
式
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

さ
い
神
性
は
次
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
存
在
に
対

し
、
よ
り
完
全
な
存
在
が
、
そ
の
神
性
が
こ
れ
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
仕
方
で
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
不
合
理
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
神
は

自
ら
最
も
完
全
な
存
在
だ
か
ら
。
…
…
」（ebd.

）。「
そ
れ
を
動
か
す
も
の
以
上

に
強
い
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
こ
れ
は
よ
り
神
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

で
あ
ろ
う
）。
そ
れ
に
は
欠
陥
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
積
極
的
に
抵
抗
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
… 
そ
れ
は
、
適
切
な
卓
越
さ
を
欠
い
て
い
な
い
。

そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
「
欠
け
た
卓
越
さ
」
を
獲
得
す
る
た
め
の
運
動
が
そ
の

後
に
続
く
。
こ
の
ゆ
え
に
、
そ
し
て
こ
の
ゆ
え
に
《
の
み
》、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

的
神
性
は
「
不
変
」
な
い
し
「
不
動
」
で
あ
る
」（aaO

, 56f., A
nm

. 1

）。Scholz 

（ebd.

）
は
適
切
な
註
解
書
と
し
てM

aurus （A
ristotelis opera III, 298a

） 

を
引

用
し
て
い
る
。「
動
く
も
の
、
あ
る
い
は
変
え
ら
れ
る
も
の
は
す
べ
て
、
何
ら
か

の
悪
を
避
け
る
た
め
に
動
か
さ
れ
る
か
、
何
ら
か
の
善
を
獲
得
す
る
た
め
に
動
か

さ
れ
る
。
し
か
し
最
初
の
存
在
は
、
逃
げ
る
べ
き
悪
を
も
た
ず
、
獲
得
す
べ
き
善

も
必
要
と
し
な
い
」。

（
37
）　

E
. B

loch, T
übinger E

inleitung in die Philosophie, G
esam

m
tausgabe, B

d.13, 

1970, 13.

（
38
）　

H
. Scholz, aaO

, 57f.

（
39
）　

A
aO

, 56.

い
ず
れ
に
せ
よ　

彼
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
「
来
た
り
ま
せ
聖
霊
よ
」

と
い
う
呼
び
か
け
とA

ugustin

のC
onfessiones 

（X
/27

「
あ
な
た
を
愛
す
る
こ

と
が
遅
す
ぎ
ま
し
た
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
古
く
、
そ
し
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
新
し

く
卓
越
さ
れ
る
方
を
、
愛
す
る
こ
と
が
遅
す
ぎ
ま
し
た
。」） 

を
通
し
て
、「
事
実
、

愛
に
は
、
プ
ラ
ト
ン
的
な
も
の
へ
移
行
す
る
場
」（aaO

, 67

） 

が
あ
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。「
そ
れ
を
感
ず
る
者
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
エ
ロ
ー

ス
が
、
こ
の
最
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
箇
所
で
、《
愛
の
》
無
愛
想
な
形
而
上
学
の
中

に
侵
入
し
て
い
る
の
だ
か
ら
」（aaO

, 66

）。
ひ
と
は
、
思
考
に
強
制
さ
れ
た
幸
せ

な
矛
盾
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
首
尾
一
貫
し
た
思
想
家

を
尊
敬
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
！

（
40
）　

神
は
、
そ
こ
に
お
い
て
人
間
が
も
は
や
何
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
限
界
と
呼

ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
人
間
は
も
は
や
何
も
《
行
う
》
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
彼
は
《
も
は
や
》
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
汲
み
尽
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
根
本
命
題
に
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
《
思
考
》
も
、
神

思
想
に
お
い
て
初
め
て
そ
の
極
度
の
限
界
に
到
達
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
神
を

考
え
た
と
き
、
初
め
て
自
ら
を
実
現
し
た
の
で
あ
る 

（s.o. S.188
-195

）。
神
は

い
つ
も
可
能
性
の
限
界
で
あ
る
。

（
41
）　

H
. Scholz, aaO

, 58
;

vgl. A
ristotles, N

ik. E
thik H

, 1154 b 25ff.

（
42
）　

こ
こ
で
は
む
し
ろ
ひ
と
つ
の
哲
学
的
論
証
に
注
目
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
自
然
の
領
域
お
け
る
、
愛
と
愛
の
な
い
状
態
の
首
尾
一
貫
し
た
区
別
を
実

際
に
貫
徹
で
き
な
い
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る 

│ 

こ
の
領
域
が
歴
史
の
領
域

と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
相
対
的
に
正
し
い
と
い
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
。
ひ
と

は
、
た
し
か
に
こ
の
領
域
に
あ
る
一
定
の
形
の
（
エ
ロ
ー
ス
的
な
）
愛
を
認
め
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
は
、
あ
の
「
生
の
た
め
の
、
生
と
死
の

統
一
性
」 

│ 

わ
れ
わ
れ
は
、
愛
で
あ
る
神
を
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 

│ 

と
の
あ
る
類
比
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
愛
の
衝
動
と
冷
酷
な
欲
動
の
こ
の
よ
う
な
統
一
性
に
お
い
て
、

ま
さ
に
生
の
《
た
め
に
》
常
に
《
殺
さ
れ
》、
そ
の
結
果
、
生
の
た
め
の
、
生
と

死
の
統
一
性
の
よ
り
大
き
な
親
和
性
の
中
で
、
逆
説
的
に
死
が
勝
利
す
る
。
自
然

の
領
域
に
お
い
て
愛
は
、
常
に
、
そ
れ
に
よ
り
愛
に
つ
い
て
た
だ
一
義
的
に
語
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
一
種
の
愛
の
な
い
状
態
を
伴
う
。
歴
史
的
存
在
と
し
て
《
人

間
》
は
た
し
か
に
自
然
の
領
域
に
属
し
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
の
領
域
か
ら
区
別

さ
れ
て
い
る
。
特
に
人
間
は
愛
へ
と
《
一
義
的
》
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
人
間
の
存
在
と
共
に
、
愛
は
、
愛
で
な
い
す
べ
て
の
も
の

と
明
白
に
対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
人
間
は
こ
の
対
立
の
中
に
留
ま
り
、
愛
と
愛

の
な
い
状
態
の 

│ 

今
や
た
し
か
に
区
別
し
う
る 

│ 

並
存
の
中
に
巻
き
込
ま

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
人
間
は
、
そ
の 

│ 

専
ら
哲
学
的
に
理
解

さ
れ
た 
│ 
存
在
の
中
で
、
一
義
的
で
《
ま
た
》
徹
頭
徹
尾
愛
で
あ
る
別
の
存

在
を
求
め
て
、
い
わ
ば
た
め
息
を
つ
く
。
こ
の
た
め
息
は
、《
哲
学
的
な
》
意
味

で
信
仰
と
し
て
、
愛
で
あ
る
神
へ
の
哲
学
的
信
仰
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
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エ
ー
バ
ハ
ル
ト
・
ユ
ン
ゲ
ル
「
神
の
人
間
性
に
つ
い
て
」（
2
）
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人
間
の
関
係
に
関
す
る
語
り
方
と
し
て
不
可
能
な
語
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

よ
う
な
語
り
方
は
あ
の
と
こ
ろ
で 

│
│ 

す
な
わ
ち
、
人
が
す
べ
て
の
、
人
間
の

愛
に
と
っ
て
確
か
に
不
可
欠
な
、愛
す
る
者
か
ら
区
別
さ
れ
る
愛
さ
れ
た
《
対
象
》

と
い
う
﹇
必
﹈
要
﹇
な
道
﹈
具 

（R
equisit

） 

を
考
慮
し
て
、
ま
た
神
の
愛
を
も
、

本
質
的
に
、
そ
の
よ
う
な
《
他
者
》
の
存
在
と
結
び
つ
け
、
神
の
愛
を
も
こ
の
他

者
と
の
関
係
の
中
で
解
消
し
て
し
ま
お
う
と
欲
す
る
と
こ
ろ
で 

│
│
、
有
無
を

言
わ
せ
ず
可
能
に
な
る
し
、
若
干
の
首
尾
一
貫
性
を
も
っ
て
し
て
は
そ
の
こ
と
は

ま
さ
に
必
然
的
に
な
る
の
で
あ
る 

」（
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
『
教
会
教
義
学　

神
論 

1/2 

神
の
現
実　

上
』
吉
永
正
義
訳
、
新
教
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
五
二
頁
）。

（
13
）　

A
ngelus Silesius, aaO

, 136 （V, 270

）.　
﹇「
救
い
は
す
べ
て
神
に
よ
る
」（
下
）

一
五
六
頁
﹈

（
14
）　

A
aO

, 5.

（
15
）　

A
aO

, 56 （II, 178

）.﹇「
す
べ
て
の
も
の
は
わ
れ
と
な
ん
じ （
創
造
主
と
被
造
物
） 

の
関
係
に
あ
る
」（
上
）
一
四
五
頁
﹈

（
16
）　

A
aO

, 58 

（II, 207

）.

﹇「
神
こ
そ
あ
な
た
の
中
に
あ
る
生
命
で
あ
る
」（
上
）

一
五
四
頁
﹈

（
17
）　

A
aO

, 138 

（V, 297

）.

﹇「
神
な
く
し
て
神
を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
下
）

一
六
四
頁
﹈

（
18
）　

A
aO

, 46 

（II,  59

）.

﹇「
人
間
よ
り
は
む
し
ろ
神
と
呼
ば
れ
る
人
は
誰
か
」（
上
）

一
一
一
頁
﹈

（
19
）　

A
aO

, 39 （I,  293

）.

﹇「
神
格
化
さ
れ
る
と
き
」（
上
）
九
一
頁
﹈

（
20
）　

A
aO

, 135 

（V,  259

）.

﹇「
わ
た
し
は
か
つ
て
神
の
前
に
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

神
は
わ
た
し
に
な
っ
て
く
れ
る
」（
下
）
一
五
三
頁
﹈

（
21
）　

A
aO

, 33 

（I, 224

）.

﹇「
神
が
わ
た
し
に
対
す
る
関
係
と
わ
た
し
が
神
に
対
す
る

関
係
」（
上
）
七
一
頁
﹈
こ
れ
は
、
ル
タ
ー
派
的
に
理
解
さ
れ
た
属
性
の
交
流
の

一
つ
の
帰
結
か
？

（
22
）　

A
aO

, 38 （I, 278

）.

﹇「
も
う
一
方
の
神
」（
八
六
頁
）﹈

（
23
）　

K
D

 II/1, 316.

（
24
）　

フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
は
、
事
実
、
た
し
か
に
歴
史
的
に
も
、
ア
ン
ゲ
ル
ス
・
シ
レ
ー

ジ
ウ
ス
の
格
言
の
影
響
史
の
中
に
立
っ
て
い
る
。
二
百
年
後
に
、G

ottfried 

K
eller 

が
そ
の
著„G

rünen H
einrich “

の
中
で
、｢

ケ
ル
ビ
ム
の
さ
す
ら
い
人｣

の
頁
を
め
く
っ
て
拾
い
読
み
す
る
伯
爵
に
、「
満
足
げ
に
」
こ
う
言
わ
せ
て
い
る
。

「
な
ん
と
極
端
な
も
の
が
互
い
に
触
れ
合
い
、
一
方
が
他
方
へ
と
向
き
を
変
え
、

急
変
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」。「
わ
た
し
は
神
と
同
様
に
大
き
く
、
神
は
わ
た

し
と
同
様
に
小
さ
い
。
神
は
わ
た
し
の
上
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
わ
た
し
は

神
の
下
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。こ
の
句
を
読
む
と
き
、人
は
、わ
れ
ら
の
ル
ー

ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
の
言
葉
を
聞
い
て
い
る
と
思
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
… 

こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
完
全
に
次
の
よ
う
な
印
象
が
与
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
た
か
も
親
し
い
ア
ン
ゲ
ル
ス
が
今
日
も
生
き
て
い
る
必
要
が

あ
り
、
彼
は
若
干
の
変
更
を
加
え
ら
れ
た
だ
け
の
外
的
運
命
の
み
を
必
要
と
し
、

そ
し
て
力
強
い
神
の
観
察
人
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
同
様
に
力
強
く
活
力
に
満

ち
た
哲
学
者
に
な
る
と
い
う
印
象
で
あ
る 

（D
er G

rüne H
einrich, Zw

eite Fas-

sung, IV
/12, Säm

tliche W
erke und ausgew

ählte B
riefe, hg. con C

. H
esel-

haus, B
d.1, 1963², 1064f. V

gl. auch
:

E
rste Fassung, IV

/12, aaO
, 727

）.

（
25
）　

L
. Feuerbach, D

as W
esen des C

hritentum
s, A

usgabe in zw
ei B

änden, hg. 

von W
. Schuffenhauer, B

d.2, 1956, 400f.

（
26
）　

A
aO

, 376.

（
27
）　

E
bd.

（
28
）　

A
aO

, 376f.

（
29
）　

A
aO

, 408.

（
30
）　

V
gl. dazu J. W

allm
ann, Ludw

ig Feuerbach und die theologische Tradition, 

ZT
hK

 67, 1970, 56ff., und O
. B

ayer, G
egen G

ott für den M
enschen. Zu 

Feuerbachs Lutherrezeption, ZT
hK

 69, 1972, 34ff.

（
31
）　

V
gl. W

. H
am

ilton, D
eath

-of -G
od

-T
heology in den Vereinigten Staaten.B

eri-

cht über einen Trend theologischen D
enkens, Past T

h 56, 1967, 429  und 

433.

（
32
）　

M
. Luther, In epistolam

 S. Pauli ad G
alatas C

om
m

entarius （1531

）, W
A

 

40/1, 212, 10
-213, 3.

（
33
）　

H
. Scholz, aaO

, 54, A
nm

. 1.
（
34
）　

A
aO

, 55f.

（
35
）　

A
aO

, 56.

（
36
）　

E
bd. Scholz

は
、

│ A
ristoteles, D

e caelo I 9, 279a 33f.

を
引
証
し
つ
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を
表
す
る
強
化
・
増
加
（Steigerung

）
で
あ
る
。
た
し
か
に
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
生
成
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
人
間
的
で
な
か
っ

た
し
、
人
間
的
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
世
界
を
《
も
っ
て
い
る
》。

過
多
と
過
少
に
よ
っ
て
の
み
余
り
に
も
特
徴
づ
け
ら
れ
た
世
界
の
中
で
、
わ

れ
わ
れ
は
依
然
と
し
て
も
つ
者
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
、

も
つ
こ
と
な
し
に
何
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
十
分
に
も
つ
こ

と
は
、
依
然
と
し
て
、
所
有
物
が
そ
の
根
本
構
造
に
属
し
て
い
る
世
界
に
お

い
て
戦
い
取
ら
れ
る
べ
き
目
標
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
愛
は
、
も
つ
者
た

ち
か
ら
存
在
す
る
者
た
ち
を
つ
く
り
出
す
。
存
在
す
る
者
た
ち
は
、
あ
た
か

も
も
た
な
い
か
の
ご
と
く
な
る
す
べ
を
理
解
し
て
い
る
。す
な
わ
ち
彼
ら
は
、

愛
で
あ
る
神
と
は
区
別
さ
れ
る
中
で
、
し
か
も
そ
の
豊
か
な
関
係
の
中
で
、

そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る 

│ 

こ
の
愛
で
あ
る
神
は
、
こ
っ
そ
り
手
に

入
れ
る
こ
と
も
、
強
奪
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
、
全
く
必
要
不
可
欠
で
も
な

く
、し
か
し
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
し
て
必
然
的
な
も
の
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
固
有
な
仕
方
で
人
間
的
で
あ
り
、
し
か
も
ま
す
ま
す
人
間
的
に
な

る
人
間
で
あ
る
。

『
世
界
の
神
秘
』
註
（
2
）

第
二
一
節

（
1

）　

H
. Scholz, E

ros und C
aritas. D

ie platonische L
iebe und die L

iebe im
 

Sinne des C
hristentum

s, 1929, 54, A
nm

. 1.

（
2
）　

A
ngelus Silesius, C

herubinischer W
andersm

ann （G
eistreiche Sinn

-und 

Schlussreim
e

）, hg. Von G
. E

llinger, H
alle 1895 （N

eudrucke deutscher L
it-

eraturw
erke des X

V
I. und X

V
II . Jahrhunderts, N

r. 135
-138

）, 130 （V, 200

）.　

D
ie Verse w

erden hier m
öglichst in m

oderner Schreibw
eise w

iedergege-

ben.

﹇
訳
注
・
植
田
重
雄
・
加
藤
智
見
訳
『
シ
レ
ジ
ウ
ス
瞑
想
詩
集
』（
上
）（
下
）

岩
波
文
庫 

（
一
九
九
二
） 

で
は
、
各
詩
に
「
小
見
出
し
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

本
文
の
訳
は
私
訳
で
あ
る
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
え
て
、
以
下
に
お
い
て
も
、
適

宜
こ
の
「
小
見
出
し
」
の
部
分
を
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。「
愛
す
る
も
の

の
中
に
あ
っ
て
お
の
れ
も
変
わ
る
。（
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
よ
り
）」（
下
）

一
三
七
頁
﹈

（
3
）　

A
aO

, 162 

（IV, 128

）.

﹇「
神
の
も
と
に
行
き
た
い
と
思
う
も
の
は
、
神
に
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」（
下
）
二
三
一
頁
﹈

（
4
）　

A
aO

, 131 （V, 219

）.﹇「
人
間
は
人
間
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
な
ら
な
い
」（
下
）

一
四
二
頁
﹈

（
5
）　

A
aO

, 15 （I, 10

）.

﹇「
わ
た
し
は
神
の
よ
う
で
あ
り
、
神
は
わ
た
し
の
よ
う
で
あ

る
」（
上
）
一
〇
頁
﹈

（
6
）　

E
bd. （I, 18

）.

﹇「
わ
た
し
は
神
と
同
様
に
振
舞
う
」（
上
）
一
二
頁
﹈

（
7
）　

A
aO

, 31 （I, 200

）.

﹇「
神
は （
実
体
的
に
は
） 

無
で
あ
る
」（
上
）
六
〇
頁
﹈

（
8
）　

A
aO

, 23 （I, 100

）.

﹇「
一
方
が
他
方
を
支
え
る
」（
上
）
三
六
頁
﹈

（
9
）　

A
aO

, 15 

（I, 8

）.

﹇「
わ
た
し
が
い
な
け
れ
ば
、
神
は
生
き
て
い
な
い
」（
上
）

一
〇
頁
﹈

（
10
）　

A
aO

, 68 （III, 37

）.

﹇「
惚
れ
っ
ぽ
い
神
」（
上
）
一
八
三
頁
﹈

（
11
）　

A
aO

, 15 

（I, 9

）.

﹇「
わ
た
し
は
神
か
ら
受
け
取
り
、
神
は
わ
た
し
か
ら
受
け
取

る
」（
上
）
一
〇
頁
﹈

（
12
）　

K
. B

arth 

（K
D

II /1, 316

）.

「
こ
れ
ら
の
敬
虔
な
冒
瀆
的
な
言
葉
が
書
か
れ
て

い
る
『
ケ
ル
ビ
ム
の
よ
う
な
さ
す
ら
い
人
』
は 

（
同
じ
こ
と
で
、
ラ
イ
ナ
ー
・
マ

リ
ヤ
・
リ
ル
ケ
も
心
を
と
が
め
て
い
る
が
） 

そ
の
当
時
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

の
司
教
の
出
版
許
可
を
得
て
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
司
教
は
頭
が
弱
か
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
現
代
的
な
な
ら
ず
者
と
ひ
そ
か
に
結
託
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か 

（
人
は
そ
う
問
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
）。
確
か
に
そ
の
こ
と
は
、
神
と
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コ
リ
一
三
・
一
二
）
見
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
終
り
を
見
て
、
ひ
と
は
「
希
望
を
も
っ
て
喜
ぶ
」（
ロ
ー
マ

一
二
・
一
二
）
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
喜
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

彼
の
決
定
的
諸
限
界
と
、特
に
彼
の
死
の
前
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
間
は
、

そ
の
あ
き
ら
め
に
よ
り
、 

│ 

い
わ
ば
断
念
の
話
法
で 

│ 

相
変
わ
ら
ず

「
自
己
を
も
つ
こ
と
」
と
自
己
所
有
と
い
う
、人
間
存
在
の
存
在
論
的
に
誤
っ

た
方
向
性
を
も
つ
理
想
に
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
到
来
し
つ
つ
あ
る
神
を
終

末
と
し
て
待
ち
望
む
人
間
は
、
自
分
自
身
を
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
非

常
に
正
確
な
意
味
に
お
い
て
、
彼
は
《
自
分
を
行
か
せ
る
》
こ
と
が
で
き

る 

│ 

ま
さ
に
、
到
来
し
つ
つ
あ
る
神
に
向
か
っ
て
。

　

信
仰
に
お
い
て
、
ご
自
身
か
ら
世
界
へ
到
来
し
た
神
へ
と
戻
り
、
愛
に
お

い
て
、
死
の
中
で
も
自
分
自
身
へ
到
来
し
つ
つ
あ
る
人
間
的
神
に
よ
っ
て
導

か
れ
、
そ
し
て
希
望
に
お
い
て
、
神
と
し
て
到
来
し
、
そ
し
て
愛
に
勝
利
を

え
さ
せ
る
神
に
向
か
っ
て
行
く
と
き
、
人
間
は
神
を
世
界
の
秘
密
と
し
て
保

持
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、《
存
続
す
る
》
の
は
、
信
仰
、
愛
、
そ
し
て
希

望
で
あ
る
（
Ⅰ
コ
リ
一
三
・
一
三
）。
そ
れ
ら
は
、 

│ 

そ
れ
ら
の
共
属
性
に

お
い
て 

│ 

人
間
的
な
仕
方
で
、
神
の
存
在
は
到
来
の
う
ち
に
あ
る
こ
と

を
表
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
、
人
間
の
行
為
と
存
在
様
式
と

し
て
、
世
界
の
秘
密
で
あ
る
神
に
属
す
る
。
し
か
し
愛
の
出
来
事
に
お
い
て

神
と
人
間
は
す
で
に
同
じ
秘
密
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
愛
は
そ

れ
ら
の
う
ち
で
も
っ
と
も
大
い
な
る
も
の
で
あ
る
（
Ⅰ
コ
リ
一
三
・
一
三
）。

し
か
し
、
そ
れ
を
越
え
て
さ
ら
大
き
い
も
の
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
は
な

い
！　

愛 

│ 

そ
れ
は
む
し
ろ
神
、
人
間
的
な
仕
方
で
信
じ
ら
れ
ず
、
そ

し
て
期
待
し
え
な
い
方
で
あ
る
。
愛 

│ 

ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
は
同

時
に
力
、
人
間
を
人
間
的
な
も
の
に
し
、
そ
し
て
さ
ら
に
人
間
的
な
も
の
に

す
る
力
で
あ
る
。《
こ
の
》
力
に
対
す
る
信
仰
に
お
い
て
、
ま
た
《
そ
の
》

勝
利
に
対
す
る
希
望
に
お
い
て
、
人
間
は
、《
人
間
》
と
な
る
こ
と
を
決
し

て
止
め
な
い
。
混
乱
の
中
に
お
い
て
さ
え
、
愛
か
ら
全
く
明
確
に
区
別
さ
れ

る
仕
方
で
、
神
な
し
に
生
き
る
人
間
に
も
、
愛
の
出
来
事
に
お
い
て
、
そ
の

力
に
対
す
る
信
仰
に
お
い
て
、そ
し
て
そ
の
勝
利
に
対
す
る
希
望
に
お
い
て
、

よ
り
多
く
の
も
の
が
分
か
ち
与
え
ら
れ
る 

│ 

つ
ま
り
、
自
分
自
身
を
も

つ
我
（Ich

）
が
そ
も
そ
も
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
り
も
多
く
の
も
の
、
ま

た
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ

が
獲
得
す
る
よ
り
も
多
く
の
も
の
が
、
分
か
ち
与
え
ら
れ
る
。
神
な
し
に
生

き
て
い
る
人
間
は
依
然
と
し
て 

│ 

多
か
れ
少
な
か
れ
、
自
分
自
身
で
あ

れ
す
べ
て
で
あ
れ 

│ 《
も
つ
者
》で
あ
る
。愛
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、《
な

る
・
成
長
す
る
（w

erden

）》
こ
と
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
《
存
在
す

る
者
》
に
な
る
。「
も
つ
こ
と
」
の
次
元
に
お
い
て
、
生
成
（W

erden

）
は

依
然
と
し
て
過
多
と
過
少
の
間
の
過
程
で
あ
る
。愛
に
対
応
す
る
存
在
か
ら
、

よ
り
自
由
な
生
成
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
生
成
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
凌
駕
さ

れ
た
も
の
を
非
難
せ
ず
、
欠
乏
と
し
て
拒
絶
せ
ず
、
自
明
な
先
行
者
と
し
て

保
持
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
そ
の
比
較
が
、
凌
駕
さ
れ
た
も
の
に
敬
意
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で
無
限
に
実
存
し
よ
う
と
す
る
者
、
あ
る
い
は
永
続
的
諸
限
界
を
自
己
価
値

と
み
な
し
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
変
革
不
可
能
な
も
の
と
し
て
保
持
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
希
望
を
も
た
な
い
。
限
界
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
希
望
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。い
ち
ど
き
に
す
べ
て
を
望
む
者
、し
た
が
っ

て
制
約
さ
れ
ず
に
無
限
で
あ
ろ
う
と
欲
す
る
者
は
、
自
分
自
身
を
も
つ
存
在

と
し
て
の
人
間
を
、
自
分
自
身
を
所
有
す
る
存
在
と
し
て
の
人
間
を
、
し
た

が
っ
て
徹
頭
徹
尾
希
望
を
も
た
な
い
存
在
と
し
て
の
人
間
を
欲
す
る
。
彼
は

革
命
的
巨
人
（
タ
イ
タ
ン
）
の
姿
勢
を
と
り
、
人
間
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た

諸
限
界
を
偽
っ
て
永
遠
の
諸
限
界
と
称
す
る
反
動
主
義
者
と
同
様
に
、
到
来

し
つ
つ
あ
る
神
の
秘
密
を
否
定
す
る
。
な
ん
と
絶
望
的
な
人
間
た
ち
で
あ
る

こ
と
か
！　

と
こ
ろ
が
、到
来
し
つ
つ
あ
る
神
へ
の
目
に
見
え
な
い
希
望
は
、

将
来
へ
の
人
間
の
道
が
希
望
に
満
ち
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
的
道
で
あ

る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
人
間
が
絶
え
ず
新
し
く
措
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

諸
限
界
の
絶
え
ず
新
し
い
加
工
修
正
の
中
で
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
人
間
の
希
望
は
、
こ
の
世
に
お
い
て
進
む
こ
と
が
で
き
る

道
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
希
望
か
ら
、
人
間
に
と
っ
て
動
か

し
が
た
く
措
定
さ
れ
た
諸
限
界
が
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
全

く
そ
の
反
対
に
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
は
、
人
間

が
到
来
し
つ
つ
あ
る
神
を
通
し
て
の
み
最
終
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
価
値
が
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
特
に
苦
し
い

限
界
と
し
て
視
野
に
入
っ
て
く
る
存
在
の
終
り
、
世
界
の
時
間
の
終
り
、
そ

し
て
自
分
の
人
生
の
終
り
も
、存
在
と
時
間
の
、到
来
し
つ
つ
あ
る
神
に
よ
っ

て
措
定
さ
れ
た
終
り
と
し
て
、同
時
に
最
も
集
約
的
な
希
望
の
対
象
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
神
が
終
り
を
作
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
、
つ
ま
り
神
は
、
そ
こ
に

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、

終
り
の
後
に
続
く
の
は
、
無
で
は
な
く
《
変
革
・
変
容
（Verw

andlung

）》

で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
を
ご
自
身
と
共
に
限
定
し
、
そ
し
て
終
わ

ら
せ
る
神
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
、
そ
し
て
終
ら
さ
れ
る
地
上

的
現
存
在
の
《
変
革
・
変
容
》
で
あ

）
17
（る

。
存
在
と
時
間
が
互
い
に
分
離
す
る

と
こ
ろ
に
の
み
、
初
め
と
終
わ
り
が
存
在
す
る
。
し
か
し
到
来
し
つ
つ
あ
る

神
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
終
り
は
、
存
在
と
時
間
の
内
部
に
お
け
る
終
り
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
相
違
の
終
り
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
神
は
、
存
在
と

時
間
の
終
り
と
し
て
そ
れ
ら
の
絶
対
的
同
一
性
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
同

時
に
、
存
在
と
時
間
の
中
で
制
約
さ
れ
た
地
上
の
現
存
在
の
、
永
遠
の
生
へ

の
変
革
・
変
容
、
神
と
の
凌
駕
し
え
な
い
交
わ
り
の
う
ち
に
あ
る
生
へ
の
変

革
・
変
容
で
あ
る
。

　

し
か
し
存
在
と
時
間
の
終
り
と
共
に
、
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
の

区
別
も
不
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
だ
か
つ
て
だ
れ
も
見
た
こ
と
の
な
い

神
は
、
そ
の
と
き 

│ 

な
ぜ
な
ら
ま
さ
に
「
そ
の
と
き
」、
も
は
や
過
去
も
、

現
在
も
、
そ
し
て
未
来
も
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら 

│ 

そ
の
熟
知
性

の
中
で
ま
た
愛
と
し
て
見
え
る
よ
う
に
な
り
、「
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
」（
Ⅰ
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ん
地
上
の
す
べ
て
の
申
し
分
の
な
い
希
望
に
対
し
、
親
し
く
、
し
か
し
批
判

的
に
近
づ
く
。
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
神

ご
自
身
と
等
し
い
愛
か
ら
出
て
く
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
、
愛
の
た
め
に
希

望
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
お
い
て
、
人
間
の
実
存
が
、
わ
れ
わ
れ
の
も
と

へ
近
づ
い
て
く
る
も
の
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
は
む

な
し
く
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。ま
さ
に
、

キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
は
、
完
全
に
は
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
諸
々
の
希
望

の
可
能
性
を
考
慮
し
、
そ
し
て
そ
の
空
虚
さ
に
つ
い
て
そ
れ
ら
に
語
り
か
け

る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
自
体
、
愛
す
る
が
ゆ
え
に
当
然
希
望
を
も
つ
す
べ
て
の

ひ
と
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
希
望
で
あ
る
。
こ
の
世
の
諸
々
の
希
望
と
の
こ
の

批
判
的
連
帯
性
の
中
で
、
神
を
待
ち
望
む
人
間
は
、
神
が
到
来
す
る
が
ゆ
え

に
そ
の
中
で
彼
が
将
来
を
も
つ
世
界
を
通
し
て
、
彼
の
道
を
切
り
開
く
。
そ

し
て
こ
の
世
の
諸
々
の
希
望
と
の
、
到
来
し
つ
つ
あ
る
神
へ
向
か
う
希
望
の

こ
の
批
判
的
連
帯
性
の
ゆ
え
に
、
希
望
は
一
般
に
、
そ
れ
に
基
づ
き
人
類
が

自
分
自
身
に
向
か
っ
て
前
進
し
、
そ
し
て
そ
の
世
界
を
前
進
さ
せ
る
道
の
人

間
性
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
。
人
類
は
、
そ
の
自
分
の
《
有
限
性
》
を
知

り
、
肯
定
し
、
そ
し
て
消
化
吸
収
す
る
と
き
に
の
み
、
自
分
自
身
へ
と
至
る

道
に
お
い
て
前
進
す
る
。
限
界
の
な
い
道
は
先
へ
と
導
か
な
い
。

　

人
間
は
希
望
を
も
ち
つ
つ
、
人
間
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
世
界
も
限
界
を

も
つ
と
い
う
人
間
学
的
真
理
と
取
り
組
む
。
ひ
と
は
、
こ
の
真
理
と
の
取
り

組
み
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ひ
と
は
、
死
の
限
界
と
そ
の
「
こ
こ
ま

で
が
限
度
で
あ
る
こ
と
」
に
直
面
し
て
特
に
苦
し
む
自
分
の
有
限
性
と
い
う

非
情
な
現
実
の
前
に
あ
き
ら
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
ひ
と

は
、
人
間
の
人
間
存
在
に
対
し
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
の
前
に
、
断
念
し
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
と
き
人
間
は
、
も
ち
ろ
ん
、
信
仰
へ
の
彼
の

招
き
と
無
関
係
に
と
い
う
だ
け
で
な
く
、愛
へ
の
彼
の
規
定
と
も
無
関
係
に
、

理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
自
分
自
身
の
前
に
あ
き
ら
め
る
人
間
の
全
く
特
別

な
人
間
性
は
、
非
人
間
性
へ
と
激
変
す
る
人
間
性
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
照
的

に
希
望
は
真
剣
な
認
識
で
あ
り
、
し
か
も
ま
さ
に
自
分
自
身
の
有
限
性
と
の

人
間
の
同
じ
よ
う
に
本
当
に
真
剣
な
対
決
で
も
あ
る
。
希
望
を
も
ち
つ
つ
自

分
の
限
界
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
、
人
間
存
在
の
有
限
性
と
世
界
の
有

限
性
を
肯
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
人
間
に
諸
々
の
限
界
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
、
人
間
は
、
希
望
を
も
ち
つ
つ
真
剣
に
受
け
と
め
る
。「
こ
こ
ま

で
が
限
度
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
し
、
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
動
か
し
が
た

く
措
定
さ
れ
て
い
る
あ
の
諸
限
界
と
、
人
間
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
絶
え
間

な
く
拡
大
し
、
変
革
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
も
う
一
度
よ
り
身
近
に
引

き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
何
も
の
か
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
自
分

自
身
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
の
非
常
に
異
な
る
諸
限
界
を
区
別
す
る

こ
と
を
ま
ず
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
人
間
は
、
希
望
の
行
為
の
中
で
こ
の
真
理

と
積
極
的
に
対
峙
す
）
16
（る
。
そ
こ
に
希
望
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
人
間
が
自

分
自
身
で
措
定
し
、
そ
し
て
（
他
の
）
人
間
の
た
め
に
そ
の
人
間
に
よ
っ
て

措
定
さ
れ
る
諸
々
の
限
界
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ



七
二

̶ ̶71

れ
る
も
の
に
対
す
る
根
拠
を
与
え
ず
に
、
現
在
の
欠
乏
の
耐
え
が
た
さ
を
忘

れ
さ
せ
る
と
い
う
ア
ヘ
ン
の
機
能
を
も
つ
こ
と
も
で
き
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
希
望
は
そ
れ
自
体
、
現
実
に
は
空
虚
な
妄
想
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
る
価
値
を
も
つ
。
し
か
し
空
虚
な
妄
想
は
、
世
界
へ
到
来
し
つ
つ

あ
る
神
に
ふ
さ
わ
し
い
希
望
と
は
言
え
な
い
。
希
望
は
自
分
の
決
断
に
基
づ

い
て
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
か
ぎ
り
で
、
次
の
よ
う
な
治
療
法
的

機
能
と
根
本
的
に
区
別
さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
人
間
か
ら
希
望
を
奪
い

取
る
こ
と
は
非
人
間
的
な
こ
と
で
あ
る
と
ひ
と
が
言
う
と
き 

│ 

こ
れ
は

正
し
い
！ 

│ 

に
、
希
望
一
般
に
帰
さ
れ
る
治
療
法
的
機
能
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
と
こ
の
世
に
お
け
る
適
切
な
す
べ
て
の
希
望

の
間
に
は
、
十
分
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
類
縁
性
と
近
隣
性
が
存
在
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
こ
の
類
縁
性
と
近
隣
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
希
望
と
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
希
望
の
治
療
的
機
能
と
の
根
本
的
相
違
に
基
づ
い
て
の
み
、
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
は
、
自
分
の
決
断
に
基
づ
い
て
い
わ
ば
で
た
ら
め
に

起
こ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
そ
の
根
拠
は
、
そ
れ
が
《
愛
の
結
果
》
で
あ
る

と
い
う
事
実
に
あ
る
。
愛
す
る
者
は
、愛
の
将
来
を
希
望
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
啓
示
さ
れ
た
愛
を
経
験
し
、
そ
の
結
果
、
愛

の
約
束
を
信
じ
、
そ
し
て
無
条
件
に
愛
す
る
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
、
将
来
を
、

つ
ま
り
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
希
望
す
る
。
主
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
す
で
に
到
来
し
た
存
在
に
向
け
ら
れ
て
い
る
信
仰
、
愛
の
う
ち
に
現

に
働
く
信
仰
は
、
同
時
に
希
望
と
し
て
将
来
に
向
か
う
。
信
仰
が
こ
の
よ
う

に
行
う
の
は
、
そ
れ
が
神
の
到
来
を
希
望
し
、
そ
し
て
神
が
す
で
に
こ
の
世

界
へ
到
来
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
希
望
す
る
根
拠
を
も
つ
か
ら

で
あ
る
。
将
来
は
、
そ
の
場
合
、
信
仰
に
と
っ
て
、
そ
の
中
で 

│ 

お
そ

ら
く 

│ 

神
が
も
う
一
度
到
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
の
、
い
ず
れ
に

せ
よ
差
し
迫
っ
た
あ
り
方
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
反
対
で
あ
り
、
望
ま
れ

る
神
の
到
来
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
ま
ず
第
一
に
将
来
と
し
て
何
も
の
か
を
開

示
す
る
。
人
間
学
的
に
表
現
す
る
と
、
こ
う
な
る
。
つ
ま
り
、
ま
さ
に
、
い

ず
れ
に
せ
よ
到
来
し
つ
つ
あ
る
将
来
の
中
で
、
例
外
と
し
て 

│ 

た
と
え

絶
対
的
例
外
と
し
て
で
あ
れ 

│ 

常
に
自
ら
を
貫
徹
す
る
愛
が
助
け
を
得

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
勝
利
し
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
現
実
に
も
起
こ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
反
対
に 

│ 

も
ち

ろ
ん
相
変
わ
ら
ず
絶
対
的
例
外
と
し
て
の
み
貫
徹
さ
れ
る 

│ 

現
在
の
愛

そ
れ
自
体
か
ら
、
そ
の
普
遍
的
勝
利
に
対
す
る
十
分
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
信

頼
が
出
て
く
る
。カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、希
望
し
な
い
者
は
信
じ
て
い
な
い
と
言
っ

た
が
、
そ
れ
は
正
し
）
15
（い
。
も
っ
と
正
し
い
の
は
、
愛
さ
な
い
者
は
希
望
も
し

な
い
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
愛
す
る

者
は
、
希
望
す
る
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
上
お
そ
ら
く
愛
す
る
者
だ
け

が
希
望
の
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
彼
は
、神
ご
自
身
が
愛
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

ま
さ
に
こ
の
ゆ
え
に
の
み
、
そ
れ
を
も
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
の
こ
の
根
拠
か
ら
、
こ
の
希
望
は
、
も
ち
ろ
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う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
決
定
的
基
準
を
も
っ
て
い
る
。
愛
に
仕
え
る
も
の

（W
as

）
は
人
間
的
で
あ
る
。
愛
に
仕
え
る
も
の
は
す
べ
て
人
間
を
よ
り
人

間
的
に
し
、
人
間
を
、
神
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
性
と
な
る
道
へ
と
さ
ら
に
導

く
。
反
対
に
愛
を
阻
止
す
る
も
の
は
非
人
間
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
も
確
実

な
諸
伝
統
で
あ
り
、
最
も
聖
な
る
諸
秩
序
か
も
し
れ
な
い 

│ 

も
し
も
そ

れ
ら
が
愛
の
勝
利
に
反
対
す
る
な
ら
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
自
体
絶
望
的
に
す
た

れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
を
無
関
係
に
す
る
死
の
諸
制
度
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
さ
ら
に
も
っ
と
偉
大
な
諸
々
の
前
進
も
、

諸
々
の
革
命
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い 

│ 

も
し
も
そ
れ
ら
が
愛
の
勝
利

に
逆
ら
う
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
、
た
し
か
に
世
界
の
現
実
を
動
か
す
が
、
あ

ら
ゆ
る
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
た
だ
袋
小
路
の
中
で
う
ま
く
立
ち
回
る
事
件

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
た
し
か
に
徹
底
的
に
反
動
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
そ
れ
ら
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
死
を
促
進
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
最
後
に
は
、
生
そ
れ
自
体
が
な
お
さ
ら
に
非
常
に
讃
美
さ
れ
、
そ
し

て
死
は
、
自
由
に
入
手
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
反
駁
さ
れ
る
で
あ

ろ
う 

│ 

も
し
も
生
を
支
持
し
、
死
に
抵
抗
す
る
闘
い
が
愛
に
仕
え
な
い

な
ら
ば
、
結
局
そ
れ
は
、
愛
の
な
い
生
の
抽
象
的
栄
光
化
、
つ
ま
り
死
の
不

自
由
な
栄
光
化
に
行
き
つ
く
だ
け
で
あ
る
。
世
界
を
人
間
の
道
に
そ
っ
て
導

く
た
め
に
、
人
類
が
神
の
道
と
一
致
し
た
仕
方
で
そ
の
道
を
切
り
開
く
の
か

ど
う
か
を
決
定
す
る
の
は
、
愛
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
自
ら
を
死
に
さ
ら
す
愛

の
み
が
死
と
同
じ
よ
う
に
強
く
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
死
よ
り
も
た
し
か
に
強
い

か
ら
で
あ
る
。
人
間
が
希
望
の
存
在
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
は
、

愛
で
あ
る
。

（
c
）
形
式
的
構
造
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
今
や
、《
希
望
》
に
お
い
て
も

重
要
な
の
は
、
希
望
が
人
間
を
、
自
分
自
身
を
所
有
す
る
こ
と
か
ら
守
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
所
有
す
る
者
は
、自
分
自
身
を
も
つ
者
は
、

希
望
し
な
い
。
希
望
の
行
為
に
お
い
て
も
、
こ
の
人
間
の
存
在
様
式
に
お
い

て
も
、
ひ
と
は
、
神
が
世
界
へ
到
来
し
た
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
世
界
へ
と
到
来
す
る
方
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
秘
密
に
よ
っ
て
生
き
て
い

る
。
結
局
、
希
望
は
い
ず
れ
も
、
た
と
え
そ
れ
が
実
存
的
に
何
か
全
く
別
な

も
の
に
向
か
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
人
間
は
自
分
を
も
た
な
い
こ
と
、
そ
し

て
彼
の
世
界
の
存
在
も
「
自
己
を
も
つ
こ
と
（Selbsthabe

）」
で
は
な
い

こ
と
、つ
ま
り
自
己
所
有
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て
行
く
。
し
か
も
、

最
も
完
全
な
自
己
所
有
、
最
も
完
全
な
「
自
己
を
も
つ
こ
と
」
が
い
つ
か
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
も
多
く
の
も
の
が
、
世
界
へ
到
来
し
つ
つ
あ
る

神
と
共
に
、
人
間
と
世
界
に
提
供
さ
れ
る
か
ら
で
は
な
い
。

　

希
望
は
、
神
の
す
で
に
到
来
し
た
存
在
に
基
づ
い
て
そ
の
将
来
の
到
来
に

向
か
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
単
な
る
「
ま
だ
な
い
」
と
い
う
欠
乏
状
態
の
解

消
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
希
望
に
は
、
そ
れ
が
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱

の
中
に
残
っ
て
い
る
エ
ル
ピ
ス
と
同
様
に
、
良
い
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は

悪
い
も
の
な
の
か
、
た
し
か
に
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
希
望
は
、
望
ま
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（
b
）《
愛
》
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
そ
の
形
式
的
構
造
に
お
い
て
、
そ
の

愛
が
人
間
を
、
自
分
自
身
を
所
有
せ
ず
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
点
で
現
実
に

人
間
的
で
あ
る
存
在
と
し
て
立
証
し
て
い
る
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
自
分
自

身
を
所
有
す
る
者
は
、
愛
さ
な
い
。
彼
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
し
て
愛
さ

れ
た
人
（Person
）
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
献
身
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。

愛
の
中
で
、
自
分
自
身
に
対
す
る
人
間
の
基
本
的
な
心
構
え
で
あ
る
「
も
つ

こ
と
」
の
変
革
が
起
こ
る
。
し
か
し
特
徴
的
な
こ
と
に
、
そ
の
変
革
は
、
ま

さ
に
自
分
自
身
の
存
在
に
対
す
る
人
間
の
誤
っ
た
心
構
え
で
あ
る
「
も
つ
こ

と
」
の
単
な
る
告
発
を
通
し
て
で
は
な
く
、
愛
す
る
我
が
、
愛
さ
れ
る
汝
を

も
た
ず
に
自
分
自
身
を
も
と
う
と
し
な
い
こ
と
を
通
し
て
起
こ
る
。ひ
と
は
、

た
し
か
に
こ
れ
を
人
間
の
現
存
在
の
所
有
構
造
の
強
化
と
し
て
解
釈
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
愛
の
あ
る
種
の
堕
落
は
ま
さ
し
く
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
「
も
つ
こ
と
」
そ
れ
自
体
は
、
た
し
か
に
愛
の
出
来
事
の
中
で
変
革

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
中
で
人
間
が
諸
々
の
事
物
を
も
つ
所
有
関
係

（B
esitzrelation

）
と
の
そ
の
類
比
性
を
喪
失
す
る
。
愛
の
中
で
、《「
も
つ

こ
と
」》
か
ら
《
存
在
》
が
生
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
「
も
つ
こ
と
」
も
根
源
的

に
は
同
じ
く
《「
も
た
れ
る
こ
と
」（G

ehabtw
erden

）》
だ
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
こ
れ
に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
論
及
し
た
の
で
、
そ
れ

を
参
照
し
て
も
ら
い
た
）
14
（い

。
単
純
に
、
愛
の
出
来
事
は
、
自
己
被
剥
奪
性

（Selbstentzogenheit

）
と
、新
し
く
創
造
的
な
自
己
関
係
性
（Selbstbezo-

genheit

）
の
集
約
的
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
そ
れ

で
十
分
で
あ
ろ
う
。
愛
は
そ
の
中
で
、
あ
る
我
が
も
は
や
そ
れ
だ
け
で
我
で

あ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
あ
る
汝
と
の
関
連
の
中
で
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
実
存
す
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
し
ま
す
ま
す
、
そ
し
て
凌
駕

し
難
い
意
味
で
我
で
あ
る
よ
う
な
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で

十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
た
し
か
に
愛
の
関
係
は
自
分
を
越
え
て
光
を
放

ち
、
社
会
に
介
入
す
る 

│ 

そ
れ
は
、（
例
え
ば
家
族
の
よ
う
な
）
自
分
自

身
の
諸
制
度
と
諸
秩
序
を
創
造
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
人
間
存

在
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
と
諸
々
の
客
体
化
（O

bjektvationen 

﹇
諸
制
度
﹈）
に

お
け
る
愛
の
勝
利
の
た
め
に
、
既
存
の
す
べ
て
の
秩
序
と
制
度
を
批
判
的
に

問
う
た
め
で
も
あ
る
。
愛
の
出
来
事
に
お
い
て
人
間
は
、
世
界
へ
到
来
し
た

神
に
、
同
時
に
、
つ
ま
り
最
も
集
中
的
か
つ
外
延
的
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
に

な
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
神
は
愛
だ
か
ら
で
あ
る
。
愛
の
出
来
事
に
お
い
て
、

人
間
は
最
も
秘
密
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
間
が
一
番
不
可
解
な
仕
方

で
自
分
を
愛
し
、
ま
た
愛
さ
れ
る
（
あ
る
意
味
で
こ
れ
は
た
し
か
に
い
つ
で

も
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
）
か
ら
で
は
な
く
、
人
間
が
、
愛
し
愛
さ
れ
つ
つ
、

神
に
、
つ
ま
り
自
ら
を
愛
と
し
て
啓
示
し
、
し
か
し
愛
と
し
て
目
に
見
え
な

い
仕
方
で
働
く
神
に
、
対
応
す
る
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
愛
の
出
来
事

に
お
い
て
、
神
と
人
は
同
じ
秘
密
を
分
か
ち
合
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
信
仰
者
は
、
愛
の
出
来
事
の
う
ち
に
、
自
由
へ
と
解
放
さ
れ
た

人
間
が
彼
の
信
仰
を
通
し
て
見
い
だ
し
、
ま
た
そ
こ
へ
行
く
気
に
さ
せ
ら
れ

る
、
自
分
自
身
に
至
る
人
間
性
の
道
が
、
は
た
し
て
人
間
的
な
道
な
の
か
ど
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身
を
所
有
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
信
仰
の
、
欠
乏
と
称
さ
れ
る
も
の
を
補
う

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
信
仰
は
、
自
分
自
身
を
も
た
な
い
経
験
を
人
間
学

的
恩
恵
と
し
て
知
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
。
つ
ま

り
「
も
つ
こ
と
」
の
自
己
関
係
は
、
も
つ
こ
と
が
で
き
る
諸
々
の
事
物
と
の

交
わ
り
へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
人
間
学
的
に
誤
っ
た
心
構
え（Fehlein-

stellung

）
に
起
因
し
て
い
る
。
自
己
所
有
、「
自
己
を
も
つ
こ
と
（Selbst-

habe

）」
は
ひ
と
つ
の
範
疇
で
あ
る
。
こ
の
範
疇
は
、
存
在
論
的
に
事
物
│

形
而
上
学
へ
と
方
向
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
誤
っ
て
方

向
づ
け
ら
れ
た
範
疇
で
あ
る
。
こ
の
範
疇
は
、
人
間
存
在
に
対
す
る
、
人
間

の
た
し
か
に
理
論
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
き
わ
め
て
実
践
的
な
誤
っ
た
心
構

え
に
起
因
す
る
。
し
か
し
神
が
、
世
界
へ
到
来
し
つ
つ
あ
り
、
そ
し
て
そ
の

よ
う
に
し
て
人
間
（
個
人
と
し
て
、ま
た
類
と
し
て
！　

の
人
間
）
に
近
く
、

ま
た 

│ 

人
間
が
自
分
自
身
に
近
く
あ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
も 

│ 

一

層
近
く
到
来
す
る
方
と
し
て
経
験
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
自
分
自
身
を
も
た

な
い
経
験
は
、
人
間
学
的
増
大
・
上
昇
（Steigerung

）
の
経
験
と
な
る
。

常
に
自
分
自
身
に
も
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
人
間
の
存
在
が
、
自
分
自
身
か

ら
の
自
由
へ
と
高
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
由
の
中
で
人
間
は
、
自
分
自

身
を
所
有
せ
ず
に
、
本
当
に
自
分
自
身
に
到
達
す
る
、
つ
ま
り
た
っ
た
独
り

で
は
な
く
、
神
と
共
に
自
分
自
身
に
到
達
す
る
。（
繰
り
返
し
、
そ
し
て
常

に
自
分
自
身
に
の
み
遡
る
代
わ
り
に
）
神
と
共
に
進
み
、
そ
し
て
す
べ
て
の

人
間
の
世
界
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
神
に
よ
っ
て
語
り
か
け
ら
れ
、
自
分

自
身
が
破
ら
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と 

│ 

そ
れ
は
、
人
間
が
信
ず
る

と
き
に
、
人
間
を
襲
う
増
大
・
上
昇
で
あ
る
。
そ
し
て
《
こ
の
》
意
味
で
、

信
ず
る
人
間
は
、
自
分
自
へ
の
固
着
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
信
仰
者

た
ち
は
「
創
造
の
最
初
に
解
放
さ
れ
た
捕
虜
た
）
13
（ち
」
で
あ
る
。
自
分
自
身
を

解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と 

│ 

こ
れ
が
、
人
間
を
秘
密
に
満
ち
た
者

と
す
る
世
界
の
秘
密
と
し
て
の
神
の
《
解
放
す
る
》
経
験
で
あ
る
。
自
分
自

身
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
間
は
、
彼
が
自
分
の
自
由
の
力
で
ま
ず
自
ら
切
り
開

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
の
途
上
に
《
い
る
》。
こ
れ
も
欠
乏
で
は
な
く
、

過
剰
（P

lus

）
で
あ
る
。（
ル
タ
ー
に
従
っ
た
）
神
学
的
伝
統
と
哲
学
的
伝

統
（
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
ま
で
）
と
比
べ
て
、
人
間
の
存
在
は
生
成
で

あ
る
と
の
認
識
は
、
そ
の
栄
誉
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
信
仰
者

が
人
間
を
神
に
対
応
す
る
秘
密
と
し
て
守
り
続
け
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ

の
栄
誉
は
信
仰
に
お
い
て
肯
定
さ
れ
る
。
世
界
の
中
で
自
分
自
身
に
至
る
人

間
性
の
新
し
い
道
が
可
能
に
な
る
と
い
う
仕
方
で
、
世
界
へ
到
来
し
つ
つ
あ

る
神
に
導
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
者
は
こ
れ
を
行
う
。
そ
れ
は
、
歩
き

始
め
る
前
に
は
そ
こ
に
存
在
し
な
い
道
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ひ
と
は
、
た
だ

制
約
さ
れ
た
仕
方
で
そ
の
道
を
あ
ら
か
じ
め
見
通
し
、
預
言
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
人
間
的
な
道
に
な
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
を

見
極
め
る
た
め
に
、
自
分
自
身
を
解
放
す
る
信
仰
的
人
間
は
二
つ
の
判
断
基

準
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
愛
と
希
望
だ
け
で
あ
る
。
信
仰
も
、

愛
と
希
望
な
し
に
自
分
自
身
で
あ
ろ
う
と
は
し
な
い
。
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研
究
の
中
で
そ
の
基
礎
づ
け
に
従
事
し
て
き
た
。
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
神
の

諸
々
の
自
己
運
動
に
対
応
す
る
人
間
の
諸
行
為
と
諸
存
在
様
式
を
問
う
こ
と

に
よ
り
、
神
の
存
在
を
世
界
の
秘
密
と
し
て
物
語
る
神
学
の
基
礎
づ
け
を
終

え
た
い
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
神
は
世
界
の
秘
密
と
し
て
神
の
人
間
学
的

諸
対
応
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
諸
対
応
を
展
開
す
る
こ
と
も
、
同
様
に
、
世
界
の
神
的
秘
密
を
物
語

る
神
学
の
課
題
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
人
間
が
世
界

の
秘
密
と
し
て
の
神
に
関
わ
る
そ
の
よ
う
な
人
間
的
諸
行
為
と
諸
存
在
様
式

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
人
間
的
諸
行
為
と
諸
存
在
様
式
は
、
そ
れ
ら
を
特
徴
づ
け
る
特
殊
な
性
質

に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
、
見
知
ら
ぬ
、
目
に
見
え
ぬ
も
の
と
は
全
く
異
な
る

も
の
と
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
を
は
っ
き
り
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中

で
人
間
は
、
神
が
世
界
へ
到
来
し
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
が
自

分
自
身
を
所
有
す
る
よ
う
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
信
仰
と
愛
と
希
望
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

信
仰
、
愛
、
そ
し
て
希
望
は
、
そ
こ
で
信
じ
ら
れ
、
愛
さ
れ
、
そ
し
て
希

望
さ
れ
る
ご
と
に
、
人
間
の
諸
行
為
お
よ
び
諸
存
在
様
式
と
し
て
、
わ
れ
わ

れ
は
わ
れ
わ
れ
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三

つ
の
行
為
す
べ
て
に
お
い
て
人
間
は
、
神
の
不
可
視
性
が
、
そ
の
熟
知
性
の

増
加
と
し
て
具
体
的
に
な
る
と
い
う
仕
方
で
、
世
界
へ
到
来
し
つ
つ
あ
る
神

に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
信
仰
、
愛
、
そ
し
て
希
望
に
お
い
て
、

人
間
は
《
語
り
か
け
ら
れ
》、
自
分
か
ら
語
る
神
が
人
間
に
非
常
に
近
づ
き
、

そ
の
結
果
、
人
間
は
、
聖
霊
な
る
神
に
よ
っ
て
「
現
実
の
諸
々
の
現
象
様
式

『
の
中
で
、
と
共
に
、
の
も
と
）
12
（で

』」
し
た
が
っ
て
徹
頭
徹
尾
見
え
な
い
仕
方

で
、
し
か
も
徹
頭
徹
尾
具
体
的
に
規
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
a
）
こ
の
こ
と
は
ま
ず
《
信
仰
》
に
当
て
は
ま
る
。
自
分
自
身
を
所
有

す
る
者
は
信
じ
な
い
。
彼
は
自
分
自
身
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の

か
ぎ
り
で
ま
さ
に
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
た
し
か
に
全
く
信
じ
な

い
。
そ
し
て
彼
は
い
つ
も
、
自
分
自
身
を
受
け
取
る
こ
と
（Sich

-selber
-

E
m

pfangen

）
は
、
そ
の
中
で
同
時
に
自
己
没
収  

│ 

そ
れ
は
、
ひ
と
が

も
つ
も
の
、
所
有
物
（H

abe

）
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、「
も
つ
こ
と 

（H
aben

）」
そ
れ
自
体
の
行
為
と
状
態
に
対
し
て
全
く
新
し
い
関
係
を
作
り

出
す 

│ 

に
見
舞
わ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
信

仰
は
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
い
わ
ゆ
る
内
容
に
よ
っ
て
た
し
か
に
全
く

規
定
さ
れ
る
信
仰
の
形
式
的
構
造
に
お
い
て
す
で
に
、
人
間
は
自
分
自
身
を

も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
す
実
存
論
的
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
信
仰
は
同

時
に
、
こ
れ
は
欠
乏
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
る
。
希
望
の
行

為
に
お
い
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
た
し
か
に
、
い
つ
の
日
か
最
終
的
に
自
分
を

所
有
す
る
で
あ
ろ
う
と
希
望
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
愛
の
出
来
事
に
お
い

て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
自
身
を
所
有
す
る
者
と
し
て
自
分
を
た
し
か
に
実

際
に
経
験
す
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
希
望
と
愛
は
、
人
間
に
自
分
自
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か
つ
鮮
明
に
描
か
れ
る
。
パ
ウ
ロ
に
よ
る
と
霊
は
、「
到
来
し
た
も
の
の

将
）
11
（来

」
の
た
め
の
《
ア
ラ
ボ
ー
ン
》
つ
ま
り
手
付
金
、担
保
で
あ
る
。
霊
は
、

わ
れ
わ
れ
を
こ
の
人
格
的
将
来
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
の

も
と
に
お
い
て
、
神
は
、
わ
れ
わ
れ
も
神
に
と
っ
て
目
標
で
あ
る
こ
と
な
し

に
、
ご
自
身
の
目
標
で
あ
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
告
知
と
告
白

の
中
に
力
強
く
臨
在
す
る
神
の
霊
は
、
一
方
で
、
神
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

に
お
い
て
こ
の
彼
の
目
標
に
《
到
達
》
し
た
事
実
を
実
行
す
る
。
神
の
霊
は
、

し
か
し
他
方
で
彼
の
言
い
表
し
が
た
い
溜
息
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

目
標
に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
神
は
そ
の
目
標
と
共
に

こ
れ
か
ら
到
来
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
さ
に
霊
は
そ
の
賜
物

を
も
っ
て
、
そ
の
中
で
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
こ
か
ら
神
が
到
来
す
る
将
来
に
向

か
う
、
信
仰
の
、
動
か
さ
れ
た
、
そ
し
て
動
き
つ
つ
あ
る
待
機
状
態
の
中
へ

飛
び
込
ん
で
く
る
。
神
ご
自
身
の
生
へ
の
霊
的
参
与
は
、
し
た
が
っ
て
将
来

へ
の
参
与
を
意
味
す
る
。
神
は
わ
れ
わ
れ
と
共
に
こ
の
将
来
を
共
有
し
よ
う

と
し
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
今
や
す
で
に
こ
の
将
来
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
く
。

　

し
た
が
っ
て
聖
霊
な
る
神
を
信
ず
る
と
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
わ
れ

わ
れ
の
将
来
と
し
て
承
認
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
喜
ぶ
こ
と
を
意
味
す
る
。
神

と
人
間
は
、
愛
を
そ
の
共
通
の
将
来
と
し
て
も
つ
で
あ
ろ
う
。
聖
霊
に
対
す

る
信
仰
は
、今
や
す
で
に
愛
の
道
に
沿
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
導
く
こ
と
に
よ
り
、

わ
れ
わ
れ
を
こ
の
将
来
へ
と
連
れ
て
行
く
。
し
か
し
愛
の
道
を
行
く
者
は
、

ひ
た
す
ら
待
ち
つ
つ
歩
く
旅
人
の
逆
説
の
中
に
実
存
し
て
い
る
。
彼
ら
は
こ

の
世
の
中
で
霊
な
る
神
と
共
に
先
頭
に
立
ち
、
そ
し
て
こ
の
世
か
ら
神
の
永

遠
な
る
愛
へ
と
救
い
出
さ
れ
る
希
望
を
も
ち
つ
つ
待
つ
。な
ぜ
な
ら
こ
れ
が
、

聖
霊
に
対
す
る
信
仰
が
究
極
的
結
論
と
し
て
意
味
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
神
は
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
彼
自
身
の
存
在
の
中
に
生
活
空

間
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
の
中
で
甘
受
さ
れ

た
否
定
を
、
わ
れ
わ
れ
の
死
す
べ
き
肉
体
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
地
上
の

生
に
お
い
て
、
愛
の
勝
利
に
満
ち
た
力
と
し
て
完
成
さ
せ
る
。
霊
は
、
神
の

う
ち
に
生
か
さ
れ
、
救
わ
れ
て
い
る
と
の
確
信
を
与
え
る
。
そ
の
結
果
、
わ

れ
わ
れ
の
生
も
、
神
の
存
在
と
共
に
到
来
の
う
ち
に
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
三
一
の
神
へ
の
信
仰
は
、
三
一
の
神
と
の
ひ
と
つ
の
共
通

の
生
に
至
る
。

三
　

神
の
不
可
視
性
の
、神
を
世
界
の
秘
密
と
し
て
保
持
す
る
理
解
に
と
っ
て
、

《
神
の
存
在
は
到
来
の
う
ち
に
あ
る
》
と
い
う
句
の
三
一
的
な
説
明
は
、
初

め
て
根
本
概
念
を
提
供
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
根
本
概
念
は
神
の
存
在
の

諸
々
の
自
己
運
動
を
あ
ら
わ
に
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
助
け
に
よ
っ
て
実
質

的
教
義
学
は
神
の
存
在
を
歴
史
と
し
て
、
ま
た
こ
の
歴
史
を
ま
さ
に
世
界
の

秘
密
と
し
て
物
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
的
存
在
の
こ
の
根
本
概
念
を

展
開
す
る
こ
と
が
物
語
の
神
学
の
課
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸



六
六

̶ ̶77

時
に
「
永
遠
の
乗
り
物
」
で
あ
る
。
愛
の
霊
と
し
て
、
神
は
永
遠
《
か
ら
》

永
遠
《
へ
》
と
向
か
っ
て
い
る
。
霊
と
し
て
神
は
永
遠
に
、「
そ
こ
に
い
る
方
」

ま
た
「
そ
こ
に
い
た
方
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
「
そ
こ
に
《
到
来

す
る
》
方
」
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
ま
た
す
べ
て
の
こ
と
を
、
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
に
お
い
て
起

こ
っ
て
い
る
神
の
啓
示
に
基
づ
い
て
語
る
。
イ
エ
ス
と
共
に
神
を
信
ず
る
者

は
、
永
遠
の
父
な
る
神
を
信
ず
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
知
る
。
永
遠
の
父

な
る
神
を
信
ず
る
者
は
、
し
か
し
同
時
に
必
然
的
に
永
遠
な
る
子
を
信
ず
る

の
で
あ
り
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
け
る
父
の
判
決
に
よ
る
と
こ
の
子
は
人
間
イ

エ
ス
と
同
一
で
あ
る
。
父
に
よ
る
こ
の
同
一
性
の
判
決
は
人
間
に
よ
っ
て
追

体
験
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、「
イ
エ
ス
主
は
で
あ
る
」
と
い

う
句
は
「
聖
霊
に
お
い
て
」
の
み
信
じ
ら
れ
る
（
Ⅰ
コ
リ
一
二
・
三
）。
Ⅰ
ヨ

ハ
ネ
の
手
紙　

四
・
二
に
よ
る
と
、
神
の
霊
は
次
の
こ
と
に
基
づ
い
て
認
識

さ
れ
る
。
つ
ま
り
神
の
霊
は
、
神
の
子
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
肉
の
同
一

性
を
告
白
し
、
他
方
反
対
に
、
神
の
子
を
人
間
イ
エ
ス
と
し
て
告
白
し
な
い

霊
は
す
べ
て
、
神
か
ら
出
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
反
キ
リ
ス
ト
の
霊
で
あ

る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
認
識
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
の
霊
な
し
に
は
、
神

と
イ
エ
ス
の
同
一
性
は
、
人
間
の
現
在
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
な
い
過
去
の

ま
ま
で
あ
る
。
神
の
霊
な
し
に
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
と
し
て
の
イ

エ
ス
を
、
ま
た
し
た
が
っ
て
永
遠
の
子
を
《
信
ず
る
》
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
「
わ
た
し
は
自
分
の
理
性
や
力
に
基
づ
い
て
、
わ
た
し
の
主
で
あ

る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た
り
、
あ
る
い
は
彼
の
と
こ
ろ
に
来
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
）
10
（る
」。
聖
霊
な
し
に
こ
う
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
つ
ま
り
、
神
は
ご
自
身
の
目
標
で
あ
る
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
を
も
目

標
と
し
て
も
た
ず
に
、
自
分
自
身
の
目
標
で
あ
ろ
う
と
は
し
な
い
、
と
。
霊

に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
《
到
達
す
る
》
の
は
、
神
と
人
間
を
一
つ
に
す
る
父

な
る
神
の
判
断
で
あ
る
。
霊
に
お
い
て
神
は
、
ご
自
分
を
わ
れ
わ
れ
と
、
そ

し
て
わ
れ
わ
れ
を
神
と
結
び
つ
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
だ
れ
で
も
水
《
と
霊
》

に
よ
っ
て
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
神
の
国
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
ヨ
ハ

ネ
三
・
五
）。
な
ぜ
な
ら
「
キ
リ
ス
ト
の
霊
を
も
た
な
い
者
は
、
キ
リ
ス
ト
に

属
さ
な
い
」（
ロ
ー
マ
八
・
九
）
か
ら
で
あ
る
。
神
の
愛
は
彼
の
う
ち
に
啓
示

さ
れ
て
い
る
（
ロ
ー
マ
八
・
三
九
）。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
霊
に
よ
っ

て
初
め
て
愛
に
対
し
生
き
生
き
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
Ⅱ
コ
リ
三
・
六
、
ヨ

ハ
ネ
六
・
六
三
）。
つ
ま
り
霊
は
、
愛
で
あ
る
神
の
生
へ
と
わ
れ
わ
れ
を
関
係

づ
け
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
て
霊
を
神
ご
自
身
の
生
へ
の
参
与
と
し
て
理
解
し
て

き
た
。
し
か
し
神
ご
自
身
の
生
へ
の
こ
の
参
与
は
、
そ
れ
自
体
、
例
え
ば
神

関
係
の
構
造
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
人
格
的
力
で

あ
る
。
こ
の
力
は
、
将
来
を
開
示
す
る
力
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
も
と
へ
到
来

す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
り
違
え
よ
う
の
な
い
仕
方
で
わ
れ
わ
れ
に
襲
い
か

か
っ
て
く
る
。
聖
霊
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
将
来
は
、
す
な
わ
ち
空
虚
な
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
輪
郭
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に
よ
っ
て
具
体
的
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行
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
神
は
異
郷
に
お
い
て
自
分
に
と
っ
て
見
知
ら
ぬ

も
の
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
神
は
消
失
の
中
に
お
い
て
さ
え
自
分
を
疎
外

し
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
神
は
死
と
消
失
を
疎
遠
に
す
る
。
ま
さ
に
神
が
消

失
を
恐
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
神
の
存
在
は
消
失
の
た
だ
中
で
、
到
来
の
う

ち
に
留
ま
る
。
神
の
存
在
が
到
来
の
う
ち
に
《
留
ま
る
こ
と
》、
神
自
身
が

破
壊
し
が
た
い
自
ら
の
起
源
で
あ
り
、
取
り
消
し
が
た
い
自
ら
の
目
標
で
あ

る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
神
は
、
起
源
と
目
標
と
し
て
、
父
と
子
と
し
て
、
ご

自
身
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
神
か
ら
神
へ
到
来
す
る

こ
と
を
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
要
す
る
に
神
ご
自
身
が
仲
介
で
あ
る
こ

と  

│ 

こ
れ
が
神
の
第
三
の
存
在
様
式
、
つ
ま
り
聖
霊
な
る
神
で
あ
る
。

　

聖
霊
と
し
て
の
神
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
神
が
、
神
自

身
で
あ
る
起
源
の
も
と
に
い
る
と
き
に
は
、
他
の
仕
方
で
再
び
自
分
自
身
で

あ
る
目
標
に
は
た
し
か
に
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
目
標
が
そ
れ
に
よ
り

も
ち
ろ
ん
終
わ
り
と
な
ら
ず
に
、
起
源
か
ら
目
標
へ
と
至
る
現
実
的
運
動
が

存
在
す
る
。
神
の
存
在
は
そ
れ
自
体
到
来
の
う
ち
に
あ
る
。
目
標
と
起
源
の

関
連
性
の
中
で
、ま
た
目
標
か
ら
起
源
へ
と
向
か
う
再
帰
的
関
連
性
の
中
で
、

神
が
到
来
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
し
か
し
こ
の
出
来
事
も
神
に
対
抗

す
る
異
質
な
運
命
で
は
な
く
、
再
び
神
ご
自
身
で
あ
る
。
神
は
、
ご
自
身
か

ら
ご
自
身
へ
《
到
来
す
る
》
こ
と
に
よ
り
、
ご
自
身
の
将
来
で
あ
る
、
と
わ

れ
わ
れ
は
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
が
、
神
は
神
と
し
て
到
来
す
る
と
い

う
句
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
中
に
神
の
存
在
が
あ
る
到
来
は
、
し
た
が
っ
て
神
自
身
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
到
来
は
、
由
来
、
到
着
（A

nkunft

）、
そ
し
て
将
来
と
し
て
理
解

さ
れ
る
と
き
、
初
め
て
完
全
に
考
え
抜
か
れ
る
。
神
は
、
ご
自
身
の
起
源
で

あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
ご
自
身
の
由
来
で
あ
る
。
神
の
由
来
は
彼
の
消
失

し
な
い
過
去
で
あ
る
。
神
は
、
ご
自
身
の
目
標
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

ご
自
身
の
到
着
で
あ
る
。
神
の
到
着
は
神
の
消
失
し
な
い
現
在
で
あ
る
。
神

は
、
ご
自
身
の
仲
介
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
ご
自
身
の
将
来
で
あ
る
。

神
の
将
来
は
、
彼
の
過
去
と
現
在
の
非-

消
失
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
神
の
前
進
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
自
身
の
起
源
と
し
て
、
ま
た

彼
自
身
の
目
標
と
し
て
、
神
は
さ
ら
に
進
み
、
神
は
先
立
つ
。
そ
し
て
そ
の

よ
う
に
し
て
神
は
、
起
源
と
目
標
の
一
致
の
中
で
神
と
し
て
到
来
す
る
方
で

あ
る
。
し
か
し
神
が
、
起
源
と
目
標
か
ら
自
分
へ
到
来
す
る
か
ぎ
り
で
、
神

と
し
て
到
来
す
る
方
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
は
こ
の
存
在
様
式
に
お
い
て
、

父
《
と
》
子
か
ら
（
フ
ィ
リ
オ
ク
エ
！
）
発
出
す
る
霊
で
あ
る
。
霊
に
お
い

て
父
と
子
は
相
互
に
肯
定
す
る
。
霊
は
、
起
源
と
目
標
の
一
致
と
し
て
神
を

前
進
さ
せ
る
《
愛
の
》
霊
で
あ
る
。
愛
と
し
て
神
の
存
在
は
到
来
の
う
ち
に

あ
る
。
愛
の
霊
と
し
て
神
は
、そ
の
中
で
神
が
永
遠
に
自
分
の
起
源
で
あ
り
、

自
分
の
目
標
で
あ
る
永
遠
の
将
来
を
自
分
自
身
に
与
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
の

こ
の
第
三
の
存
在
様
式
は
昔
か
ら
「
愛
の
絆
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
「
愛
の
絆
」
は
拘
束
せ
ず
、
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
を
永
遠
に
「
新
し

い
も
の
に
向
け
て
」
動
か
す
。
し
た
が
っ
て
聖
霊
は
「
愛
の
絆
」
と
し
て
同
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に
置
き
つ
つ
、「
御
子
は
、
ご
自
身
の
う
ち
に
神
的
尊
厳
の
み
な
ら
ず
す
べ

て
の
被
造
物
の
像
を
も
っ
て
い
）
8
（る
」
と
の
命
題
を
あ
え
て
主
張
す
る
た
め
に

は
、
ひ
と
は
、
伝
）
7
（統

の
対
応
す
る
諸
言
明
を
決
定
的
に
神
の
子
の
人
間
存
在

と
関
連
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

神
を
言
葉
に
も
た
ら
す
人
間
イ
エ
ス
と
の
同
一
性
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
歴

史
的
一
回
性
の
点
で
、
す
べ
て
の
人
間
と
す
べ
て
の
歴
史
的
現
実
に
直
接
現

臨
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
性
に
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
最

も
強
く
関
わ
る
も
の
が
、
特
に
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
的
現
実
に
到
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
出
来
事
の
重
要
性
は
、
そ
れ
自
体
出
来
事
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は
神
の
子
に
お
い
て
神
と
し
て
語
ら
れ
、

呼
び
か
け
ら
れ
、
見
ら
れ
、
そ
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ゆ
え
彼
を
神
と
し
て
認
識
し
、
熟
視
し
、
話
し

か
け
、
呼
び
か
け
る
こ
と
が
ま
だ
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
神
が
聖
霊
と
し

て
、
わ
れ
わ
れ
の
も
と
で
自
ら
を
貫
徹
す
る
た
め
に
、
も
う
一
度
わ
れ
わ
れ

と
関
係
を
も
つ
こ
と
な
し
に
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
神
へ
と
突
進
す
る
の
で
は
な
く
、
聖
霊
が
わ
れ
わ
れ
の

も
と
へ
突
進
し
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
起
こ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の

言
語
は
、
今
や
わ
れ
わ
れ
を
本
格
的
に
表
現
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ

れ
を
神
の
前
に
連
れ
て
行
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
力
を
獲
得
す
る
。
聖
霊
に

お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
神
が
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
自
ら
を
語
っ
た
よ
う
に
、

神
の
前
で
わ
れ
わ
れ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
霊
の
力
に
お
い
て
人

間
は
、
自
分
自
身
を
所
有
す
る
代
わ
り
に
、
む
し
ろ
自
ら
他
者
に
心
を
開
き

交
わ
る
。
そ
し
て
ひ
と
が
自
ら
自
分
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
で
初
め
て
、
し

た
が
っ
て
彼
の
存
在
全
体
が
、
事
実
上
、
神
の
呼
び
か
け
の
次
元
に
到
達
す

る
こ
ろ
で
初
め
て
、
彼
の
言
葉
は
も
は
や
神
に
つ
い
て
単
に
語
る
だ
け
で
な

く
、
本
当
に
神
つ
い
て
語
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
神
は
た
し
か

に
神
《
と
し
て
》《
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
》、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
た
し

か
に
彼
の
地
上
の
子
供
た
ち
《
と
し
て
》《
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
》

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
聖
霊
に
お
い
て
神
は
神
と
し
て
《
語
る
こ
と
が
で

き
る
》
よ
う
に
な
っ
た
。
神
が
神
と
し
て
語
る
と
は
、
常
に
、
人
間
が
完
全

に
自
分
か
ら
出
て
行
く
と
い
う
具
合
に
、
自
分
の
人
間
存
在
を
差
し
出
す
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
霊
の
力
の
中
で
起
こ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
た
し
か
に
異
論
の
余
地
が
な
く
、
そ
し
て
取
り

消
し
が
た
い
《
権
利
》、
つ
ま
り
神
を
も
わ
れ
わ
れ
の
父
と
呼
ぶ
権
利
を
取

得
し
た
。
し
か
し
聖
霊
に
お
い
て
初
め
て
わ
れ
わ
れ
は
、
神
に
わ
れ
わ
れ
の

父
と
呼
び
か
け
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
命
を
神
の
呼
び
か
け
の
行
為
と
し
て

生
き
る
《
必
要
》
と
《
力
》
を
も
つ
よ
う
に
な

）
9
（る
。
そ
れ
ゆ
え
永
遠
の
子
な

る
神
へ
の
信
仰
は
、
同
時
に
聖
霊
な
る
神
へ
の
信
仰
で
あ
る
。

（
c
）《
神
は
神
と
し
て
到
来
す
る
》

　

神
が
イ
エ
ス
の
死
へ
赴
く
と
き
、
神
は
異
郷
へ
向
か
う
、
と
わ
れ
わ
れ
は

言
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
永
遠
な
る
神
は
、
事
実
、
消
え
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こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
事
実
、
神
と
人
間
の
真
の
対
応
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
ひ
と
つ
の
類
比
が
生
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
類
比
の
中
で
、
永

遠
の
父
な
る
神
と
子
な
る
神
の
関
係
は
、
天
の
父
な
る
神
と
、
彼
の
地
上
の

子
供
た
ち
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
人
間
と
の
関
係
の
中
に
対
応
関
係
を
見
い
だ

す
。
注
意
せ
よ
、
こ
の
関
係
の
類
比
が
《
生
じ
て
い
る
》
こ
と
に
。
人
間
は

そ
れ
自
体
で
神
に
基
づ
く
類
比
的
な
も
の
を
も
た
な
い
。
神
は
、
存
在
す
る

者
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
類
比
的
な
も
の
を
も
た
な
い
。
し
か
し
神
の
子
の
死

を
通
し
て
、
ま
た
神
の
子
の
身
に
起
こ
っ
た
死
者
か
ら
の
甦
り
を
通
し
て
、

類
比
が
生
じ
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
に
、
神
の
子
に
類
比
的
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

神
の
子
に
お
い
て
神
は
、
神
が
神
の
も
と
へ
到
来
す
る
よ
う
に
、
人
間
の
も

と
へ
到
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
そ
し

て
甦
ら
さ
れ
た
神
の
子
の
存
在
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
存
在
に
お
い
て
新

し
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
三
一
の
神
に

対
応
す
る
人
間
と
な
る
た
め
に
、
神
に
対
応
す
る
神
の
子
た
ち
の
地
位
を
獲

得
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
神
に
対
応
す
る
人
間
は
、
自
分
自
身
を
も
つ
我
（Ich
）、
自

分
自
身
を
所
有
す
る
我
と
全
く
異
な
る
。
前
者
は
、少
な
く
と
も
二
人
の「
わ

れ
わ
れ
」
と
言
う
人
間
の
交
わ
り
に
お
い
て
の
み
三
一
の
神
に
対
応
す
る
が

ゆ
え
に
、
た
し
か
に
後
者
と
異
な
る
。
彼
の
特
徴
の
本
質
は
、
彼
が
、
自
分

自
身
を
も
つ
代
わ
り
に
、
彼
を
内
側
か
ら
父
な
る
神
に
関
連
づ
け
る
神
の
霊

を
も
つ
こ
と
に
あ
る
。「
あ
な
た
方
が
子
で
あ
る
こ
と
は
、
神
が
、『
ア
ッ
バ
、

父
よ
』
と
叫
ぶ
御
子
の
霊
を
、
わ
た
し
た
ち
の
心
に
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
事

実
か
ら
分
か
り
ま
す
」（
ガ
ラ
四
・
六
。
ロ
ー
マ
八
・
一
五
以
下 

を
参
照
）。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
神
は
神
か
ら
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ

て
の
存
在
す
る
も
の
と
類
比
性
を
も
た
な
い
神
は
、
た
し
か
に
彼
の
子
に
お

い
て
、わ
れ
わ
れ
が
神
と
し
て
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
相
手
と
な
っ
た
。

彼
、
子
は
、
は
た
し
か
に
神
の
像
で
あ
り
（
Ⅱ
コ
リ
四
・
四
）、
し
か
も
目
に

み
え
な
い
神
の
像
で
あ
り
（
コ
ロ
一
・
一
五
）、
神
の
栄
光
の
反
映
と
神
の
存

在
の
刻
印
で
あ
る
（
ヘ
ブ
一
・
三
）。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
彼
は
神
の
自

己
伝
達
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
子
で
あ
り
、
彼
を
通
し
て
神
は
究
極
的
に
語
っ

た
（
ヘ
ブ
一
・
二
）。
子
な
る
神
に
お
い
て
神
は
初
め
て
、
彼
が
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
語
り
う
る
よ
う
に
な
る
仕
方
で
、自
ら
を
語
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、

永
遠
な
る
子
と
し
て
同
時
に
神
の
永
遠
の
言
葉
で
も
あ
る（
ヨ
ハ
ネ
一
・
一
）。

こ
の
言
葉
に
お
い
て
神
は
神
と
し
て
認
識
さ
れ
、
語
ら
れ
、
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
言
葉
を
聞
く
者
は
、
父
の
言
葉
を
聞
く
の
で
あ
り
、
神

の
永
遠
の
言
葉
で
あ
る
方
を
見
る
者
は
、
父
を
見
る
か
ら
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ

一
四
・
九
、一
二
・
四
五
を
参
照
）。

　

し
か
し
ひ
と
が
神
の
永
遠
の
言
葉
を
聞
い
て
、見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

た
だ
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
言
葉
は
、
人
間
イ
エ

ス
と
人
格
的
一
体
性
の
う
ち
に
あ
っ
た
、
そ
し
て
こ
の
彼
の
既
存
在

（D
agew

esensein

）
に
お
い
て
《
神
の
似
像
》
で
あ
る
と
共
に
《
世
界
の

原
像
》
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
神
の
子
と
人
間
イ
エ
ス
と
の
同
一
性
を
念
頭
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使
徒
と
共
に
（
Ⅱ
コ
リ
五 

・
一
四
）
わ
れ
わ
れ
を
こ
の
よ
う
な
判
断
へ
と
駆

り
立
て
る
の
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
愛
で
あ
る
神
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
お
い
て
も
神
へ
到
来
す

る
か
ら
で
あ
る
、
神
が
自
ら
こ
の
死
に
お
い
て
も
自
ら
の
目
標
だ
か
ら
で
あ

る
、
ま
さ
に
神
の
子
と
人
間
イ
エ
ス
の
同
一
化
の
無
私
性
の
中
で
、
神
の
愛

が
実
証
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、
父
と
子
の
永
遠
の

関
連
の
中
で
神
的
自
己
愛
が
、
人
間
の
た
め
に
神
の
無
私
性
の
こ
の
行
為
を

目
指
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
神
は
人
間
の
た
め
の
こ
の
無
私
性
に
お
い
て
ご
自
身
を
与
え
る
、
つ
ま

り
神
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
お
い
て
も
彼
自
身
の
目
標
で
あ
る
こ
と

を
放
棄
せ
ず
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
を
神
の
愛
さ
れ
た
子
と
し
て
肯
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
の
子
が
そ
の
神
性
を
死
の
介

入
に
さ
ら
す
と
こ
ろ
で
も
、
依
然
と
し
て
ご
自
身
の
起
源
で
あ
り
続
け
る
永

遠
な
る
父
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
実
証
さ
れ
る
。
古
い
教
義
学
の
言
葉

を
用
い
て
表
現
す
る
と
、
彼
は
「
永
遠
の
発
生
」
を
死
に
お
い
て
も
終
ら
せ

ず
、
死
の
殺
害
に
お
い
て
そ
れ
を
完
成
す
る
。
神
は
永
遠
の
起
源
性
に
お
い

て
、
人
間
イ
エ
ス
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

た
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
彼
自
身
の
神
性
を
肯
定
す
る
。
こ
う
し
て
神
は
、

死
人
た
ち
か
ら
甦
ら
せ
る
父
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
の
自
己
肯
定
は
、
永
久

に
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
裁
か
れ
た
、
そ
し
て
そ
れ

自
身
の
終
り
に
直
面
す
る
こ
の
世
に
対
す
る
彼
の
肯
定
と
同
一
で
あ
る
。
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
死
の
無
化
す
る
力
に
対
向
し
自
ら
を
絶
対
的
起
源
と

し
て
確
証
す
る
父
な
る
神
の
愛
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
古
い
も
の
の

終
り
と
し
て
、
同
時
に
新
し
い
存
在
の
初
め
と
根
拠
で
あ
る
。「
だ
か
ら
キ

リ
ス
ト
と
結
ば
れ
る
人
は
だ
れ
で
も
、
新
し
く
創
造
さ
れ
た
者
な
の
で
す
。

古
い
も
の
は
過
ぎ
去
り
、
新
し
い
も
の
が
生
じ
た
」（
Ⅱ
コ
リ
五
・
一
七
）。

　

し
か
し
今
や
、
神
が
永
遠
の
子
な
る
神
と
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
人
間
イ

エ
ス
と
の
同
一
性
を
肯
定
し
、
確
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
な
る
神
へ
の
行

動
を
通
し
て
、
永
遠
な
る
子
の
永
遠
な
る
父
は
、
同
時
に
、
人
間
と
い
う
被

造
物
の
天
の
父
で
も
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
神
は
、
彼
の
永
遠
な
る
子

と
時
間
的
人
間
イ
エ
ス
と
の
同
一
性
を
肯
定
し
、
確
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
同
一
性
を
肯
定
す
る
人
間
を
彼
の
地
上
の
子
供
た
ち
と
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
永
遠
の
子
な
る
神
を
信
ず
る
と
は
、
父
な
る
神
の
愛
を
信
じ
、
そ
れ
に
よ

り
わ
れ
わ
れ
を
彼
の
愛
さ
れ
る
子
供
た
ち
と
し
て
肯
定
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
わ
れ
わ
れ
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
真
の
神
の
子
、
そ
し
て
真
の
人
間

と
し
て
告
白
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
時
間
と
永
遠
、
神
と
人
間
の
区
別

を
保
持
す
る
信
仰
の
類
比
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
を
神
の
時
間
的
息
子
た
ち
お

よ
び
娘
た
ち
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
「
時
が
満
ち
る

と
、
神
は
、
そ
の
御
子
を
（
父
な
る
神
か
ら
永
遠
に
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

今
や
時
間
的
に
も
）
女
か
ら
、
し
か
も
律
法
の
下
に
生
ま
れ
た
者
と
し
て
お

遣
わ
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
律
法
の
支
配
下
に
あ
る
者
を
贖
い
だ
し

て
、
わ
た
し
た
ち
を
神
の
子
と
な
さ
る
た
め
で
し
た
」（
ガ
ラ
四
・
四
以
下
）。



六
一

エ
ー
バ
ハ
ル
ト
・
ユ
ン
ゲ
ル
「
神
の
人
間
性
に
つ
い
て
」（
2
）

̶ ̶82

源
で
も
、
自
ら
神
性
の
源
泉
で
も
な
く
、
父
な
る
神
の
本
質
と
同
じ
く
根
源

的
で
あ
る
。
神
ご
自
身
が
そ
れ
で
あ
る
目
標
は
、
起
源
と
同
じ
で
は
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は
起
源
と
同
等
で
あ
る
。
子
は
《
父
と
同
質
（
ホ
モ
ウ
ー
シ
オ

ス
・
パ
ト
リ
）》
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
子
は
ま
さ
に

自
ら
創
造
的
存
在
で
あ
る
。

　

父
な
る
神
の
目
標
と
し
て
の
、子
な
る
神
の
こ
の
創
造
的
存
在
に
お
い
て
、

神
は
人
間
を
目
指
し
て
い
る
。
父
な
る
神
が
子
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
神
的
自
己
愛
の
出
来
事
に
お
い
て
、
神
は
す
で
に
無
私
的
に
神
の
被
造
物

を
目
指
し
て
い
る
。
永
遠
な
る
子
を
信
ず
る
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
が

神
を
主
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
が
わ
れ
わ
れ
自
身
に

喜
び
を
見
い
だ
す
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
が
（「
生
ま
れ
た
者
と
し
て
で
は
な
く
、

造
ら
れ
た
者
と
し
て
」）
神
と
異
な
る
わ
れ
わ
れ
自
身
を
甘
受
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
神
の
善
き
被
造
物
と
し
て
の
自
分
自
身
に
全
く
喜
び
を
見
い
だ

さ
な
い
者
は
、
神
の
永
遠
な
る
子
を
信
じ
て
い
な
い
。
こ
の
子
に
お
い
て
、

神
は
、
ま
さ
に
愛
に
満
ち
た
仕
方
で
わ
れ
わ
れ
を
目
指
す
こ
と
を
、
ご
自
身

の
目
標
と
し
て
い
る
。
自
分
自
身
を
甘
受
し
な
い
者
、
そ
っ
と
、
あ
る
い
は

暴
力
的
に
自
死
を
選
ぶ
者
は
、
神
に
対
し
自
分
の
手
を
挙
げ
る
者
で
あ
り
、

し
か
も
神
の
神
的
自
己
愛
の
出
来
事
の
中
で
、
自
由
に
、
ま
た
自
ら
を
忘
れ

て
や
さ
し
く
わ
れ
わ
れ
に
向
か
っ
て
く
る
神
に
対
し
手
を
挙
げ
る
者
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
た
し
か
に
神
の
自
己
愛
を
、
永
遠
な
る
神
の
子

の
死
の
無
私
性
の
中
で
自
ら
を
完
成
す
る
出
来
事
と
し
て
理
解
し
た
か
ら
で

あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
お
い
て
父
が
子
へ
、
死
ん
だ
人
間
イ
エ

ス
と
同
一
で
あ
る
神
の
子
へ
到
来
す
る
よ
う
に
、
神
の
永
遠
の
自
己
愛
は
、

わ
れ
わ
れ
を
救
い
だ
す
神
の
無
私
性
の
起
源
で
あ
る
。

　

し
か
し
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
お
い
て
、
神
は
、
同
時
に
わ
れ
わ
れ

の
時
間
的
存
在
の
《
終
り
》
で
あ
る
。
存
在
の
原
像
は
存
在
と
時
間
の
終
り

を
含
ん
で
い
る
。ア
ル
フ
ァ
と
し
て
永
遠
な
る
神
の
子
は
オ
メ
ガ
で
も
あ
る
。

時
間
は
死
の
中
で
終
る
。
存
在
は
死
の
中
で
突
然
中
断
す
る
。
死
せ
る
人
間

イ
エ
ス
と
の
彼
の
同
一
性
の
中
で
、
永
遠
な
る
神
の
子
は
あ
ら
ゆ
る
時
間
の

終
り
で
あ
り
、
彼
は
存
在
の
中
断
で
あ
る
。
こ
の
死
の
う
ち
に
す
べ
て
の
死

が
呼
び
集
め
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、す
べ
て
の
消
失
が
統
合
さ
れ
て
い
る
。

彼
に
お
い
て
古
い
も
の
は
す
べ
て
過
ぎ
去
る
（
Ⅱ
コ
リ
五
・
一
七
）。
そ
し
て

彼
と
共
に
、
は
か
な
い
も
の
は
す
べ
て
消
え
失
せ
た
。
彼
は
ひ
と
り
の
方
と

し
て
、
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
死
ん
だ
、
そ
の
結
果
、
彼
に
お
い
て
す
べ
て

の
者
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
（
Ⅱ
コ
リ
五
・
一
四
b
）。
し
た
が
っ
て
復
活
の

賛
歌
は
、「
彼
が
復
活
し
な
か
っ
た
な
ら
、
世
界
は
消
え
失
せ
た
で
あ
ろ
う
」

と
非
現
実
話
法
で
語
る
だ
け
で
は
な
い
。彼
に
お
い
て
世
界
は
過
ぎ
去
っ
た
。

「
お
お
、
偉
大
な
苦
境
、
神
自
身
が
死
ん
で
横
た
わ
っ
て
お
ら
れ
る
！
」
こ

れ
は
本
当
に
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
世
界
は
、
そ
こ
で
本
当
に
自
分
の
「
命

が
十
字
架
の
上
で
漂
い
」、《
世
界
の
》「
救
い
が
死
の
中
へ
と
沈
ん
で
行
く
」

の
を
見
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、世
界
の
た
め
に
役
立
つ
言
明
で
あ
る
。
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う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
神
は
そ
の
独
自
な
生
成
に
お
い
て
、
被
造
物
の
生

成
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
創
造
者
な
る
神
の
（
単

に
）《
被
造
的
》
道
具
で
は
な
い
こ
と
、
そ
う
で
は
な
く
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
は
永
遠
な
る
神
と
し
て
自
ら
《
原
像
》
で
あ
り
、
し
か
も
彼
と
永
遠
に
区

別
さ
れ
る
被
造
物
の
神
的
原
像
で
あ
る
こ
と
を
、（
ア
リ
ウ
ス
派
に
反
対
し

て
）
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
、
父
な
る
神
が
彼
に
お
い
て
創
造

を
目
指
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
創
造
の
原
像
で
あ
る
。

　

し
か
し
世
界
を
目
指
す
神
の
こ
の
目
標
は
、
神
の
恵
み
の
、
神
の
存
在
に

お
い
て
啓
示
さ
れ
る
表
現
と
し
て
の
み
理
解
で
き
る
も
の
に
な
る
。
神
は
ご

自
身
の
目
標
で
あ
る
。
そ
し
て
神
が
ご
自
身
の
目
標
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い

て
の
み
、
神
は
、
創
造
さ
れ
る
べ
き
存
在
、
つ
ま
り
被
造
物
を
も
目
指
す
。

神
は
、
人
間
を
目
指
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
初
め
て
ご
自
身
の
目
標
に
な
る

の
で
は
な
い
。
神
は
ご
自
身
に
満
足
し
て
い
る
。
し
か
し
神
は
ま
さ
に
ご
自

身
に
満
足
す
る
が
ゆ
え
に
、
横
溢
す
る
存
在
で
あ
り
、
彼
の
溢
れ
出
る
存
在

は
彼
の
恵
み
の
表
現
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
彼
の
契
約
の
原
像
で
あ
る
。
こ
の

相
手
は
、
神
で
は
な
く
、
た
し
か
に
ま
ず
第
一
に
決
し
て
神
で
は
な
く
、
初

め
て
神
の
相
手
と
し
て
創
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
、
つ
ま
り
人
間

で
あ
る
。
ま
さ
に
自
ら
創
造
さ
れ
ず
、
父
な
る
神
か
ら
永
遠
に
到
来
す
る
永

遠
の
神
の
子
に
お
い
て
、
ま
さ
に
こ
の
《
永
遠
に
》
神
か
ら
到
来
し
つ
つ
あ

る
神
の
子
に
お
い
て
、
神
は
《
時
間
的
に
》
神
か
ら
到
来
し
つ
つ
あ
る
人
間

を
目
指
し
て
い
る
。

　

両
者 

│ 

神
は
永
遠
に
神
か
ら
由
来
す
る
こ
と
と
、
人
間
は
時
間
的
に

神
か
ら
由
来
す
る
こ
と 

│ 

は
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
両
者
の
間
に
存
在
す
る
事
実
的
関
係
を
認
識
し
、
神
の
永
遠
の
生

成
と
信
仰
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
時
間
的
生
成
の
間
の
事
実
的
恵
み
の
関
係

を
認
識
す
る
た
め
で
あ
る
。
永
遠
な
る
神
の
子
は
、
神
が
、
創
造
さ
れ
た
存

在
へ
向
か
う
こ
と
の
原
像
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
神
の
永
遠
の
存
在
に
お
い
て

す
で
に
神
の
恵
み
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
事
実
上
、
神
が
「
即

自
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
永
遠
な
る

子
を
念
頭
に
置
き
、「
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
」

と
い
う
具
合
に
区
別
さ
れ
、
そ
し
て
告
白
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
自
身
の
存
在
も
創
造
的
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
す
べ
て
の
も
の
は
彼
を
通
し
て
作
ら
れ
た
」（
ヨ
ハ
ネ
一
・
三
、一
・
一
〇
、

Ⅰ
コ
リ
八
・ 

六
、
コ
ロ
一
・
一
五
以
下
、
ヘ
ブ
一
・
二
を
参
照
）。《
神
は
神
へ

到
来
す
る
》
と
い
う
句
は
、《
神
は
神
か
ら
到
来
す
る
》
と
い
う
句
な
し
に
、

真
実
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
が
神
へ
到
来
す
る
こ
と
に

よ
り
、
神
は
、
神
か
ら
到
来
す
る
こ
と
を
止
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

神 

│ 
神
が
ご
自
身
の
起
源
で
あ
る
か
ぎ
り 

│ 

と
、
神 

│ 

神
が
ご

自
身
の
目
標
で
あ
る
か
ぎ
り 

│ 

は
、
た
し
か
に
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、神
の
二
つ
の
異
な
る
存
在
様
式
（
ト
ゥ
ロ
ポ
イ
・
ヒ
ュ

パ
ル
ク
セ
オ
ー
ス
）
で
あ
る
。
目
標
は
起
源
と
同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
神

に
お
い
て
、
目
標
は
起
源
と
同
じ
く
根
源
的
で
あ
る
。
子
な
る
神
は
自
ら
起
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る
！　

神
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
お
い
て
も
ご
自
身
へ
、
父
は
子
へ
、

到
来
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
神
は
、
人
間
の
終
末
論
的
目
標
と
し

て
人
間
の
も
と
へ
到
来
す
る
。
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
神
は
、
ひ
と
つ
の
同

じ
出
来
事
に
お
い
て
、
神
と
し
て
神
の
も
と
へ
、
ま
た
神
と
し
て
（
決
定
的

に
！
）
人
間
の
も
と
へ
、
父
と
し
て
子
の
も
と
へ
、
ま
た
子
と
し
て
イ
エ
ス

の
も
と
へ
到
来
す
る
。
こ
の
死
は
、
そ
の
中
で
神
が
神
と
人
間
の
双
方
へ
到

来
す
る
あ
の
出
来
事
の
封
印
、
し
た
が
っ
て
そ
の
中
で
神
が
人
間
と
し
て
ご

自
身
の
目
標
で
あ
る
あ
の
出
来
事
の
封
印
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
神
は
ま
さ
に
死
に
お
い
て
、
生
け
る
方
、
永
遠
に
満
ち
た
方
、

永
遠
な
る
神
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
神
は
永
遠
に

ご
自
身
の
目
標
で
あ
り
、
神
は
ど
こ
へ
到
来
し
よ
う
と
も
、
常
に
神
へ
到
来

す
る
こ
と
は
確
か
で
あ

）
6
（る

。
神
は
、
ご
自
身
か
ら
到
来
す
る
か
ぎ
り
に
お
い

て
、
た
し
か
に
た
だ
ご
自
身
へ
到
来
す
る
。
神
は
ご
自
身
の
目
標
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
神
は
ご
自
身
の
起
源
だ
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
目
標
と
し
て
神
は
、

起
源
と
し
て
の
ご
自
身
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
神
は
現
実
に
ご
自
身
へ
《
到
来

す
る
》。神
は
起
源
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。神
は
生
み
だ
す
だ
け
で
は
な
い
。

神
は
ま
た
永
遠
に
生
み
だ
さ
れ
た
子
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
し
て
父

な
る
神
と
全
く
同
じ
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
も
う
一
度
、
同
じ
で
、
し
か
し

ご
自
身
の
目
標
と
し
て
ご
自
身
の
起
源
か
ら
区
別
さ
れ
る
方
で
あ

る 

│ 「
永
遠
に
お
け
る
永
遠
の
繰
り
返
し
」。

　

こ
の
こ
と
は
、
イ
エ
ス
の
死
（
時
間
の
絶
滅
！
）
に
お
い
て
啓
示
さ
れ
た

「
時
間
に
お
け
る
永
遠
の
繰
り
返
し
」
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
イ
エ
ス
と
共
に
神
を
信
ず
る
と
は
、
し
た
が
っ
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
死
の
相
の
も
と
に
お
い
て
神
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
信
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
イ
エ
ス
と
共
に
神
を
信
ず
る
者
は
、
イ
エ
ス
と
共
に
永
遠
の
父
な
る
神

を
信
ず
る
。
神
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者
は
、
永
遠
の
子
な
る
神
を
信

ず
る
。

　
《
永
遠
な
る
》
子
を
信
ず
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
神
を
原
像
と
し
て
、

ま
た
存
在
の
終
わ
り
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
永
遠
な
る
子
に

対
す
る
信
仰
に
お
い
て
、
神
は
、
そ
の
方
を
通
し
て
す
べ
て
の
も
の
が
存
在

し
、
ま
た
そ
の
方
を
目
指
し
て
す
べ
て
の
も
の
が
存
在
す
る
方
と
し
て
主
張

さ
れ
る
。
ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
信
条
は
、
新
約
聖
書
の
本
文

に
し
た
が
っ
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
彼
に
対
し
、
生
み
だ
さ

れ
た
神
の
子
と
告
白
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
白
に
「
彼
を
通
し
て
万
物
が
造

ら
れ
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
永
遠
な
る
子
が
永
遠
に
父
か
ら
存
在
す
る
間

に
、
神
は
彼
に
お
い
て
す
で
に
、
そ
の
中
で
神
が
神
か
ら
到
来
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
越
え
て
人
間
が
そ
の
世
界
と
共
に
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
動

か
さ
れ
、
創
造
さ
れ
る
生
成
を
も
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
ま
さ
に
、
神
は

ご
自
身
に
お
い
て
こ
の
他
者
を
《
目
指
し
て
い
る
》。
神
は
、
そ
の
永
遠
の

神
的
生
成
の
中
で
、
人
間
が
人
間
と
な
る
こ
と
、
世
界
の
生
成
を
目
指
し
て

い
る
。
神
は
そ
の
永
遠
の
産
出
の
中
で
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
さ
に
ひ

と
は
「
神
は
即
自
か
つ
向
自
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
致
命
的
命
題
を
避
け
よ
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の
民
で
な
い
民
を
「
わ
が
民
」
と
呼
び
、愛
さ
れ
な
い
者
を
「
愛
さ
れ
る
者
」

と
呼
ぶ
。
彼
の
民
と
呼
ば
れ
る
必
要
の
な
い
者
で
さ
え
生
け
る
神
の
子
た
ち

と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
父
と
し
て
の
彼
の
存
在
に
対
応
し
て
い
る
（
ロ
ー
マ

九
・
二
二
│
二
六
。
ホ
セ
ア
二
・
一
を
参
照
）。

　

神
の
こ
の
恵
み
深
い
父
性
は
、永
遠
な
る
神
の
子
の
死
の
中
で
起
こ
っ
た
、

神
に
見
捨
て
ら
れ
た
者
の
義
認
に
お
い
て
こ
の
上
な
く
明
ら
か
に
実
証
さ
れ

る
。
彼
に
お
い
て
神
は
、
い
か
な
る
罪
も
知
ら
な
か
っ
た
方
を
わ
れ
わ
れ
の

た
め
に
罪
と
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
は
彼
に
お
い
て
神
の
義

な
る
者
と
な
る（
Ⅱ
コ
リ
五
・
二
一
。ロ
ー
マ
八
・
二
以
下
を
参
照
）。し
た
が
っ

て
永
遠
な
る
神
は
、《
子
の
》
派
遣
に
お
い
て
《
父
》
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
（
ガ
ラ
四
・
四
、
ロ
ー
マ
八
・
三
）。
永
遠
な
る
父
と
し
て
、
神
は
こ
の

子
と
共
に
永
遠
の
う
ち
に
実
存
す
る
。
神
は
、
た
し
か
に
永
遠
な
る
父
と
し

て
自
ら
の
起
源
で
あ
る
。
そ
し
て
神
は
ご
自
身
の
起
源
で
あ
り
続
け
る
。
し

か
し
神
は
自
ら
起
源
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
神
は
こ
の
起
源
に
基
づ
き
、

神
は
ご
自
身
が
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
具
合
に
ご
自
身
に
対
向
す
る
。

神
は
自
ら
の
目
標
で
も
あ
る
。
神
は
た
し
か
に
神
か
ら
到
来
す
る
。
し
か
し

ま
さ
に
神
が
ご
自
身
に
も
到
来
す
る
よ
う
に
、神
は
神
へ
到
来
す
る
。
父
は
、

子
供
な
し
に
は
父
で
は
な
い
。
神
は
、《
子
の
》父
と
し
て
父
な
る
神
で
あ
る
。

永
遠
な
る
父
と
し
て
の
神
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、し
た
が
っ
て
同
時
に
、

永
遠
な
る
子
と
し
て
の
神
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

（
b
）《
神
は
神
へ
到
来
す
る
》

　

わ
れ
わ
れ
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
間
存
在
に
基
づ
い
て
キ
リ
ス
ト

の
神
性
に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
、
こ
の
句
を
す
で
に

根
拠
づ
け
た
。《
神
は
神
へ
到
来
す
る
》
と
い
う
句
は
、
神
が
人
間
の
も
と

へ
到
来
し
た
と
い
う
認
識
の
結
果
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
単

純
に
、《
神
は
神
か
ら
到
来
す
る
》
と
い
う
句
と
並
行
し
て
、
神
は
、
ご
自

身
が
専
ら
ご
自
身
の
起
源
で
あ
る
よ
う
に
、
今
や
ご
自
身
の
目
標
で
も
あ
る

と
単
純
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
は
た
し
か
に
神
か
ら
、
そ
し
て

た
だ
神
か
ら
到
来
す
る
。
し
か
し
神
は
た
だ
神
へ
だ
け
到
来
す
る
の
で
は
な

い
。
神
は
《
人
間
》
へ
も
到
来
す
る
。
神
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に

お
い
て
人
間
へ
到
来
《
し
た
》。
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
神
認
識
は
こ
こ

か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に
お

い
て
到
来
し
た
と
い
う
こ
の
認
識
の
結
果
、
た
し
か
に
ま
ず
第
一
に
、
キ
リ

ス
ト
教
の
神
認
識
が
成
立
し
た
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
神
は
神
か
ら
到
来

す
る
と
い
う
真
理
の
認
識
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
神
は
、
人
間
の
も
と
へ
到

来
す
る
と
き
、
何
か
他
の
も
の
と
し
て
到
来
す
る
の
で
は
な
く
、
他
な
ら
ぬ

神
と
し
て
、つ
ま
り
い
つ
も
す
で
に
あ
る
者
と
し
て
、し
か
も
ご
自
身
に
と
っ

て
そ
う
で
あ
る
者
と
し
て
到
来
す
る
。
神
は
、
イ
エ
ス
の
死
へ
赴
く
と
き
、

異
郷
へ
と
向
か
っ
て
行
く
。
し
か
し
神
は
死
に
お
い
て
も 

│ 

た
し
か
に

無
を
引
き
受
け
る
が 

│ 

無
に
没
し
な
い
。
神
は
死
の
異
郷
に
お
い
て
も

ご
自
身
へ
到
来
す
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
神
は
、
死
に
対
す
る
勝
利
者
で
あ
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統
治
者
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
永
遠
な
る
父
を
信
ず
る
と
は
、

神
を
、
存
在
だ
け
で
な
く
無
の
よ
う
な
す
べ
て
の
存
在
す
る
も
の
か
ら
区
別

さ
れ
る
主
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
永
遠
な
る
父
は
、
存
在

の
統
治
者
と
し
て
、
む
し
ろ
、
彼
の
肯
定
が
肯
定
さ
れ
る
も
の
か
ら
区
別
さ

れ
る
よ
う
に
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
た
し
か

に
質
的
に
無
限
で
あ
る
が
、
ご
自
身
に
お
け
る
積
極
的
な
区
別
は
、
永
遠
の

父
な
る
神
に
対
す
る
信
仰
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
。
永
遠
の
父

な
る
神
は
、
存
在
へ
と
呼
び
だ
す
方
と
し
て
、
存
在
す
る
も
の
か
ら
区
別
さ

れ
る
。
ご
自
身
に
お
い
て
絶
対
的
に
起
源
的
な
神
の
卓
越
し
た
凌
駕
性
と
の

出
会
い
は
、
神
へ
の
信
仰
の
経
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
パ
ウ
ロ
が
次
の
よ
う

に
問
い
か
け
た
と
き
、
明
ら
か
に
前
提
と
し
て
い
た
同
意
を
可
能
に
す
る
。

つ
ま
り
「
人
よ
、
神
に
口
答
え
す
る
と
は
、
あ
な
た
は
何
者
か
。
造
ら
れ
た

も
の
が
作
っ
た
者
に
、『
ど
う
し
て
わ
た
し
を
こ
の
よ
う
に
造
っ
た
の
か
』

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
焼
き
物
師
は
同
じ
粘
土
か
ら
、
一
つ
を
尊
い
こ
と

に
用
い
る
器
に
、
一
つ
を
尊
く
な
い
こ
と
に
用
い
る
器
に
造
る
権
限
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」（
ロ
ー
マ
九
・
二
〇
以
下
）。
要
す
る
に
、
永
遠
な
る
父
を

信
ず
る
こ
と
は
、
ま
ず
創
造
者
な
る
神
を
信
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
か
し
父
の
概
念
は
、
今
や
、
孤
立
す
る
方
と
い
う
概
念
で
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。「
父
は
」、
常
に
、「
父
と 

…
…
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え

永
遠
な
る
父
を
信
ず
る
と
は
、
さ
ら
に
、
そ
し
て
よ
り
正
確
に
、
神
を
、
社

交
的
存
在
と
し
て
、
つ
ま
り
《
承
諾
し
、
授
け
る
》
存
在
の
交
わ
り
と
し
て
、

存
在
に
《
参
与
す
る
》
存
在
の
統
治
者
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
う
し
て
神
は
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
、
永
遠
的
か
つ
好
意
的
に
関

わ
り
、
そ
の
卓
越
し
た
凌
駕
性
の
中
で
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
無
制

約
的
に
関
わ
り
、
そ
れ
を
無
制
約
的
に
保
持
す
る
方
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。

永
遠
な
る
父
と
し
て
、神
は
存
在
と
時
間
の
《
恵
み
深
い
》
統
治
者
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
永
遠
な
る
神
を
信
ず
る
と
は
、
神
を
主
と
し
て
《
喜
ん
で
受
け
入

れ
る
》
こ
と
で
あ
る
。
存
在
に
参
与
す
る
神
の
出
会
い
は
、
次
の
よ
う
な
神

の
経
験
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
。
つ
ま
り
神
は
た
し
か
に
殺
す
が
、
そ
れ
は
生

か
す
た
め
で
あ
り
、
た
し
か
に
打
ち
砕
く
が
、
そ
れ
は
救
う
た
め
で
あ
り
、

た
し
か
に
誰
も
そ
の
手
か
ら
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
ま
さ

に
神
の
み
が
救
う
方
だ
か
ら
で
あ
る
（
申
命
記
三
二
・
三
九
。
ヨ
ブ
五
・
一
八

と
六
・
一
を
参
照
）。
も
し
も
神
が
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
か
ら
、
存
在

の
統
治
者
と
し
て
永
遠
に
区
別
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
存
在
に
関
与
す
る
永
遠

な
る
父
は
、
悪
い
者
の
上
に
も
善
い
者
の
上
に
も
太
陽
を
昇
ら
せ
、
正
し
い

者
の
上
に
も
正
し
く
な
い
者
の
上
に
も 

│ 

慈
悲
深
く 

│ 

雨
を
降
ら
せ

る
（
マ
タ
イ
五
・
四
五
）。
も
し
も
《
永
遠
な
る
》
創
造
者
が
、
神
の
肯
定
が

神
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
の
被
造
物
と
区
別
さ
れ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
は
永
遠
な
る
父
と
し
て
、
栄
光
の
た
め
に
準
備
し
た

憐
れ
み
の
器
に
そ
の
栄
光
の
豊
か
さ
を
伝
え
る
た
め
に 

（
！
）
破
滅
の
た
め

に
作
ら
れ
た
怒
り
の
器
に
も
耐
え
る
。
そ
の
方
は
永
遠
な
る
《
父
》
と
し
て
、

彼
の
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
だ
け
で
な
く
異
邦
人
か
ら
も
信
仰
者
を
呼
び
集
め
、
彼



五
六

̶ ̶87

こ
と
に
よ
り
、
神
で
あ
る
。

（
a
）《
神
は
神
か
ら
到
来
す
る
》

　

神
の
起
源
と
し
て
は
、
神
自
身
を
除
い
て
何
も
の
も
問
題
に
な
ら
な
い
。

存
在
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
無
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
神
は
ご
自
身
の
起
源

で
あ
る
。
神
は
生
き
て
お
り
、し
か
も
神
は
全
く
ご
自
身
か
ら
生
き
て
い
る
。

　

神
の
起
源
と
し
て
、
存
在
も
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
句
は
、
一
見
、
論

理
的
に
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
。
神
の
起
源
と
し
て
、
無
も
問
題
に
な
ら
な
い

と
い
う
句
の
場
合
に
は
、な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。こ
の
困
難
の
中
に
あ
っ

て
、
伝
統
は
次
の
よ
う
な
仕
方
で
助
け
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
伝
統
は
、
神
と

存
在
、
あ
る
い
は
神
と
無
を
同
一
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
く
は
神
の

存
在
の
彼
岸
性
（
エ
ペ
ケ
イ
ナ
・
テ
ー
ス
・
ウ
ー
シ
ア
ス
）
と
い
う
命
題
に

避
難
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
こ
の
命
題
は
た
し
か
に
、
神
の
た
め
に
神
と
存

在
を
区
別
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
。
し
か
し
こ
の
命
題
に
は
、
次
の
点
で
欠

陥
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、神
に
つ
い
て
《
積
極
的
に
》

語
る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
の
代
わ
り
に
神
を
、
本
来
語
り
え
ず
、
ま
た
本
来
考

え
ら
れ
な
い
方
と
し
て
表
現
し
た
。
こ
れ
と
対
照
的
に
重
要
な
の
は
、
神
を

ご
自
身
か
ら
到
来
す
る
方
と
し
て
、
ま
た
ご
自
身
か
ら
語
る
方
と
し
て
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
《
ご
自
身
か
ら
》
を
次
の
よ
う
な
仕
方

で
考
え
る
、
つ
ま
り
存
在
概
念
を
も
神
概
念
に
従
属
さ
せ
、
そ
の
結
果
、《
神

は
存
在
す
る
》
と
い
う
句
に
お
い
て
、
述
語
が
主
語
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う

な
仕
方
で
考
え
る
。
そ
れ
は
、
神
が
神
か
ら
到
来
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の

み
、
存
在
も
存
在
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
神
は
、
ご
自
身
の
起
源
で
あ

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
そ
も
そ
も
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
も
存
在

の
よ
う
な
何
も
の
か
が
神
の
絶
対
的
起
源
性
の
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
無

の
よ
う
な
何
も
の
か
も
、
ま
ず
第
一
に
、
神
が
ご
自
身
か
ら
到
来
す
る
こ
と

の
結
果
で
あ
る
。
も
し
も
神
の
絶
対
的
起
源
性
が
存
在
を
構
成
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
と
同
時
に
無
を
も
構
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
が
神

ご
自
身
か
ら
到
来
す
る
が
ゆ
え
に
、
ま
た
そ
の
か
ぎ
り
で
、
そ
も
そ
も
存
在

と
無
も
ま
た
存
在
す
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
父
な
る
神
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
伝
統
と
共
に
、
神
の
絶

対
的
起
源
性
に
言
及
し
て
い
る
。神
が
神
か
ら
到
来
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

神
は
《
父
》
と
呼
ば
れ
る
。
父
な
る
神
と
し
て
、
神
は
神
ご
自
身
の
起
源
で

あ
る
。
し
か
し
神
ご
自
身
の
起
源
と
し
て
、
神
は
同
時
に
す
べ
て
生
け
る
も

の
と
す
べ
て
の
父
た
ち
の
父
で
あ
る
（
エ
フ
ェ
三
・
一
五
）。
も
ち
ろ
ん
神
が

神
ご
自
身
の
起
源
と
し
て
存
在
と
非-

存
在
よ
り
も
前
に
存
在
す
る
か
ぎ
り
、

神
は
永
遠
な
る
父
と
し
て
、
存
在
と
非
存
在
の
相
違
と
い
う
前
提
の
も
と
に

あ
る
す
べ
て
の
も
の
か
ら
永
遠
に
区
別
さ
れ
る
。
神
は
し
た
が
っ
て
存
在
す

る
も
の
（Seienden

）
の
父
で
は
な
い 

│ 

神
ご
自
身
が
そ
う
な
ろ
う
と

望
む
の
で
な
け
れ
ば
。
そ
し
て
神
が
そ
れ
を
望
む
と
き
、
彼
は
初
め
て
、
ご

自
身
に
お
い
て
永
遠
な
る
父
で
あ
る
神
と
し
て
信
じ
ら
れ
る
。

　

永
遠
な
る
父
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
た
が
っ
て
ま
ず
神
を
存
在
の
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二
　

神
が
世
界
へ
到
来
し
た
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
到
来
す
る
方

で
あ
る
と
い
う
洞
察
は
、
神
と
世
界
の
根
本
的
相
違
を
含
意
し
て
い
る
。
こ

の
相
違
は
、
世
界
の
存
在
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
世
界
の
欠
陥
と
し
て

で
は
な
く
、
神
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
世
界
の
栄
誉
と
し
て
理
解
さ
れ

る
と
き
に
初
め
て
、
神
学
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
わ

れ
わ
れ
は
神
の
存
在
に
基
づ
く
神
と
世
界
の
相
違
を
も
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
神
の
存
在
を
、
こ
の
相
違
が
積
極
的
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
う

る
と
い
う
具
合
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
神
が
世

界
へ
到
来
し
た
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
到
来
す
る
方
で
あ
る
と

い
う
洞
察
は
、
わ
れ
わ
れ
が
神
を
す
で
に
ご
自
身
に
お
い
て 

│ 

そ
し
て

ま
ず
世
界
の
現
存
在
に
基
づ
い
て
で
は
な
く 
│ 
到
来
す
る
方
と
し
て
理

解
す
る
と
き
に
の
み
、
神
ご
自
身
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
洞
察
と
し
て

把
握
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
神
の
存
在
は
到
来
の
う
ち
に
あ
る
と
述
べ
た

と
き
、
す
で
に
展
開
し
た
諸
研
究
の
中
で
こ
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た
。
わ
れ

わ
れ
は
そ
の
三
一
的
構
造
と
意
味
を
問
う
こ
と
に
よ
り
、
今
や
再
び
こ
の
句

を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
際
、
今
や
問
題
に
な
る
の
は
、
二
つ
の
先
行
す
る
段

落
の
中
で
三
一
論
的
│
救
済
論
的
に
説
明
さ
れ
た
神
の
自
己
区
別
の
、
三
一

論
的
│
存
在
論
的
諸
含
意
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

　
《
神
の
存
在
は
到
来
の
う
ち
に
あ
る
》
と
い
う
句
は
ま
ず
第
一
に
、
神
の

存
在
は
、
神
の
「
ご
自
身
へ
の
到
来
（Zu

-sich
-selbst

-K
om

m
en

）」
の
出

来
事
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
神
の
存
在
は
神
の
「
ご
自
身
へ
の
到
来
」

の
出
来
事
で
あ
る
と
い
う
と
き
の
こ
の
出
来
事
は
、
伝
統
が
永
遠
に
つ
い
て

語
る
と
き
に
、
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
永
遠
は
、
神
か
ら

区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
神
ご
自
身
が
永
遠
で
あ
る
。
神
は
永
遠
に
ご

自
身
へ
と
到
来
す
る
。

　

神
が
ご
自
身
か
ら
到
来
す
る
こ
と
、
神
が
ご
自
身
か
ら
ご
自
身
へ
到
来
す

る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
句
は
類
語
反
復
以
上
の
も
の
で

あ
る
。
神
は
常
に
神
か
ら
到
来
す
る
。
神
は
ご
自
身
の
絶
対
的
起
源
で
あ
る
。

し
か
し
今
や
神
は
現
実
に
、
ご
自
身
か
ら
ご
自
身
へ
到
来
す
る
。
神
は
神
へ

到
来
す
る
。
神
は
ご
自
身
の
目
標
で
あ
る
。
し
か
し
神
は
目
標
と
し
て
、
起

源
か
ら
逃
げ
去
る
た
め
に
努
力
す
る
の
で
は
な
い
。
神
は
起
源
と
し
て
自
ら

を
置
き
去
り
に
し
な
い
。
神
は
常
に
神
と
し
て
神
か
ら
神
へ
到
来
す
る
。
神

は
ご
自
身
の
仲
介
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
、
イ
エ
ス
の
人
間
存

在
の
う
ち
に
啓
示
さ
れ
た
神
の
到
来
の
痕
跡
に
基
づ
い
て
語
っ
た
。
神
は
、

人
間
イ
エ
ス
と
の
自
己
同
一
化
の
出
来
事
の
中
で
父
な
る
神
か
ら
到
来
し

た
。
そ
し
て
神
は
、神
の
愛
さ
れ
る
子
で
あ
る
イ
エ
ス
の
も
と
に
到
来
し
た
、

し
た
が
っ
て
異
郷
へ
と
向
か
う
道
に
そ
っ
て
ご
自
身
へ
と
、
子
な
る
神
へ
と

到
来
し
た
。
し
か
し
神
は
全
く
到
来
の
う
ち
に
留
ま
っ
た
、
す
な
わ
ち
聖
霊

な
る
神
と
し
て
。
そ
れ
は
、
神
が
す
で
に
ご
自
身
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ

う
な
秘
密
で
あ
る
、
三
位
一
体
の
秘
密
、
神
の
三
一
性
の
秘
密
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
神
は
、
ご
自
身
へ
到
来
す
る 

│ 

神
か
ら
神
と
し
て
神
へ 

│  
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し
な
が
ら
神
と
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
同
一
化
は
神
の
三
一
的
自
己
区

別
を
含
意
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
神
と
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
人
間
イ
エ

ス
と
の
統
一
性
の
教
理
は
、
三
一
論
の
根
拠
づ
け
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
示
さ

れ
た
。
し
か
し
神
の
三
一
性
は
、
世
界
の
地
平
で
は
、
天
に
お
け
る
《
目
に

見
え
な
い
》
父
の
、
地
上
に
お
け
る
人
間
と
し
て
《
目
に
見
え
る
》
子
と
の

自
己
区
別
、
ま
た
天
に
お
け
る
目
に
見
え
な
い
父
と
地
上
で
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
子
の
間
の
統
一
性
お
よ
び
愛
の
絆
と
し
て
支
配
し
、
そ
し
て
わ

れ
わ
れ
の
間
で
《
目
に
見
え
な
い
》
仕
方
で
《
目
に
見
え
る
》
諸
々
の
影
響

を
引
き
起
こ
す
霊
と
の
自
己
区
別
を
意
味
す
る
。し
た
が
っ
て
神
の
聖
霊
は
、

父
と
子
の
間
の
、
神
の
愛
を
構
成
す
る
関
係
で
あ
り
、
ま
た
父
に
対
す
る
子

の
関
係
の
う
ち
へ
と
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
取
り
込
ま
れ
る
人
間
に
向
か
っ
て

行
く
そ
の
強
力
な
思
い
や
り
で
あ
る
。
神
は
、
聖
霊
と
し
て
世
界
の
秘
密
で

あ
る
。
神
は
、
こ
の
霊
が
、
目
に
は
見
え
な
い
が
強
力
な
関
係
で
あ
る
か
ぎ

り
に
お
い
て
、
世
界
の
秘
密
で
あ
る
。
こ
の
関
係
に
お
い
て
、
一
方
で
、
人

間
と
し
て
目
に
見
え
る
神
の
子
は
自
ら
を
天
い
ま
す
目
に
見
え
な
い
父
に
関

係
づ
け
、
他
方
で
、
人
間
と
し
て
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
神
の
子

は
自
ら
を
、
す
べ
て
の
も
の
を
自
分
に
引
き
寄
せ
る
た
め
に
（
ヨ
ハ
ネ

一
二
・
三
二
）
わ
れ
わ
れ
に
関
係
づ
け
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
で
も
、
神

の
不
可
視
性
は
神
の
不
明
性
と
し
て
理
解
さ
れ
ず
、そ
れ
は
む
し
ろ
神
の「
よ

く
知
っ
て
い
る
こ
と
」
の
目
に
見
え
な
い
仲
介
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

神
を
世
界
の
秘
密
と
し
て
保
持
す
る
、
神
の
不
可
視
性
の
こ
の
理
解
を
展

開
す
る
こ
と
が
、
具
体
的
な
教
義
学
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
教
義
学
は
、
概

念
の
厳
密
さ
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
に
、
神
を
世
界
の
秘
密
と
し
て
物
語
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
提
示
さ
れ
、
専
ら
具
体
的
教
義
学
の

基
礎
づ
け
に
仕
え
る
諸
々
の
試
み
の
最
後
に
、
今
や
一
方
で
三
一
的
に
捉
え

ら
れ
る
神
の
存
在
か
ら
、
他
方
で
神
の
存
在
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
特
別
な
人

間
的
行
為
と
存
在
様
式
に
基
づ
い
て
、
ど
の
点
で
神
は
、
世
界
へ
到
来
し
つ

つ
あ
る
方
と
し
て
世
界
の
秘
密
で
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
試
み
が
、
さ
ら
に

な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
論
証
の
最
後
の
方
向
転
換
に
お
い
て
、
神
学
的
に

も
人
間
学
的
に
も
、
ど
の
よ
う
な
点
で
神
は
必
然
以
上
の
方
で
あ
る
の
か
を

説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る 

│ 

そ
の
結
果
、
人
間
の
存
在
と
そ
の
世

界
の
存
在
は
、
自
分
自
身
を
所
有
す
る
能
力
と
異
な
っ
て
お
り
、
人
間
は
こ

の
こ
と
を
、や
が
て
神
を
通
し
て
再
び
調
整
さ
れ
る
欠
乏
と
し
て
で
は
な
く
、

そ
の
自
立
性
と
自
由
を
基
礎
づ
け
る
栄
誉
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
自
分
を
も
た
ず
、
自
分
を
も
つ

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
否
定
的
に
定
式
化
さ
れ
た
事
実
を
、
そ
の
積
極
的

現
象
性
の
中
で
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
が
、
今
な
お
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
る
課

題
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
出
発
点
は
、
神
が
世
界
へ
到
来
し
た
、
そ
し
て
神
が

そ
の
よ
う
な
方
と
し
て
到
来
す
る
方
で
あ
る
と
い
う
洞
察
で
あ
る
。
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ら
で
あ
る 

│ 

こ
の
世
界
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
時
間
と
空
間
へ
と
、
そ

れ
ゆ
え
時
間
の
中
で
も
再
び
種
々
の
時
制
へ
と
分
か
れ
て
行
）
4
（き

、
そ
れ
ゆ
え

永
遠
の
神
を
、
永
遠
の
、
す
な
わ
ち
神
の
方
法
で
出
現
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
も
し
も
《
こ
の
よ
う
な
》
出
現
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、そ
れ
は
、

そ
の
出
現
を
通
し
て
起
こ
る
世
界
の
止
揚
と
し
て
の
み
で
あ
ろ

）
5
（う
。
し
か
し

ひ
と
は
他
方
で
、
も
し
も
世
界
が
神
の
目
に
見
え
る
到
来
に
よ
っ
て
終
ら
な

い
と
す
れ
ば
、「
神
の
世
界
へ
の
到
来
」
を
不
気
味
な
出
現
へ
と
変
造
す
る

で
あ
ろ
う
。
幽
霊
が
つ
け
加
わ
る
が
、そ
の
場
面
に
は
属
さ
な
い
。
そ
れ
は
、

属
さ
な
い
も
の
と
し
て
そ
こ
に
い
る 

│ 

こ
れ
は
関
連
の
な
い
付
加
で
あ

り
、
ど
ん
な
点
か
ら
み
て
も
正
常
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
神
は
、
次
の

よ
う
な
仕
方
で
世
界
へ
到
来
す
る
。
神
は
世
界
に
付
加
的
に
属
す

る 

│ 

つ
ま
り
神
は
、
世
界
を
、
神
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、「
彼
の
所
有

物
」（
ヨ
ハ
ネ
一
・
一
一
）
と
し
て
要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
付
加
的

に
属
す
る
。
闇
の
中
に
輝
く
光
が
、
ま
さ
に
闇
を
明
る
く
す
る
こ
と
に
よ
り

こ
の
闇
を
「
彼
の
所
有
物
」 

と
し
て
要
求
す
る
よ
う
に
、
世
界
が
根
本
か
ら

新
し
く
規
定
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、
こ
の
世
界
は
、
神
に
属
す
る
も
の
と
し

て
体
験
可
能
に
な
る
。
た
し
か
に
闇
が
闇
と
し
て
、
そ
の
中
に
輝
く
光
を
自

分
自
身
か
ら
捉
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
界
が

神
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
闇
を
明
る

く
す
る
光
は
、
闇
の
終
り
で
あ
る 

│ 

神
と
し
て
顕
現
す
る
神
は
、
世
界

の
終
り
で
あ
る
よ
う
に
。
し
た
が
っ
て
神
が
神
的
な
方
法
で
顕
現
し
な
い
と

す
れ
ば
、「
神
の
世
界
へ
の
到
来
」
が
《
目
に
見
え
な
い
》
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
積
極
的
な
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
到
来
が
、
世
界
の
終
り
の
代
わ
り
に
世

界
の
方
向
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
神
の
不
可
視
性
に
つ
い
て
の
発
言
の
本
来
の

内
容
領
域
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
世
界
は
終
り
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
神
に
よ
っ
て
神

の
被
造
物
と
し
て
新
し
く
要
求
さ
れ
、
そ
し
て
正
さ
れ
る
。
そ
の
要
点
は
、

世
界
へ
到
来
し
つ
つ
あ
る
神
の
不
可
視
性
で
あ
る
。そ
の
際
わ
れ
わ
れ
は「
世

界
へ
到
来
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
、
そ
の
日
常
語
の
意
味
で
正
確
に

受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
神
は
《
人
間
と
し
て
》
世
界
へ

到
来
さ
れ
た
。
神
は
、
こ
の
人
間
と
し
て
目
に
見
え
る
も
の
に
な
っ
た
。
神

は
、
こ
の
人
間
と
し
て
世
界
に
属
し
た
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
世
界
は
神
に
属

す
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
世
界
が
自
分
自
身
を
所
有
せ
ず
、
そ
し
て

わ
れ
わ
れ
が
わ
れ
わ
れ
自
身
を
も
た
な
い
こ
と
を
表
す
た
め
の
、
世
界
を
特

徴
づ
け
る
根
拠
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
も
た
ず
に
、
し
た
が
っ
て
自
分
自
身

を
所
有
せ
ず
に
、
存
在
す
る
こ
と
、
し
か
し
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、

そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と 

│ 

こ
れ
が
、
被
造
的
実
存
の
秘
密
の
質
料
的
内

容
で
あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
の
同
一
性
に
お
い
て
、
神
は
世
界
の
本

来
的
秘
密
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
神
の
不
可
視
性
の
経
験
は
、
そ
れ
が
神
の
自
己
伝
達
の
経
験

の
増
大
と
し
て
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
三
一
の
神
の
秘
密
へ
と
至
る
。
し
か
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し
か
も
そ
の
際
、
そ
れ
に
よ
り
真
の
存
在
と
い
う
点
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
侵

害
さ
れ
ず
に
、
交
代
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
々
の
根
本

経
験
の
実
存
的
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ツ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
経
験
す
る
も
の
の
真

理
性
を
決
定
し
な
い
。
そ
し
て
ま
た 

│ 

そ
し
て
ま
さ
に
！ 

│ 

経
験
に

関
し
《
絶
対
的
》
重
要
性
を
要
求
す
る
経
験
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
も
っ
て

い
）
3
（る
。
し
た
が
っ
て
人
間
を
《
試
み
る
》
神
の
不
可
視
性
の
経
験
も
、
そ
の

中
で
神
の
不
可
視
性
が
そ
の
自
己
伝
達
の
経
験
の
増
加
と
し
て
現
れ
、
そ
の

結
果
、
神
の
不
可
視
性
の
経
験
が
そ
の
よ
う
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
神
へ
の
確
信
を
破
棄
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
神
の
不

可
視
性
は
、
積
極
的
事
態
の
否
定
的
側
面
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
神
を
世

界
の
秘
密
と
呼
ん
だ
と
き
、
こ
の
事
態
を
言
い
直
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
神
は
、
世
界
へ
《
到
来
す
る
》
か
ぎ
り
で
、
世
界
の
秘
密
と
し
て

理
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
神
が
世
界
へ
到
来
す
る
と
は
、
世
界
に
と
っ
て
、

世
界
が
決
し
て
自
ら
自
分
を
《
も
ち
》
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
例
え
ば
、
人
間
に
は
な
お
何
か
つ
け
加
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
人
間
が
全
く
完
全
で
す
べ
て
を
も
っ
て
い
る

と
し
て
も
、 

こ
の
人
間
は
自
分
自
身
を
所
有
し
て
い
な
い
。
彼
は
自
分
を

も
っ
て
い
な
い
。
世
界
も
ま
た
自
分
を
も
た
ず
、
自
分
自
身
を
所
有
し
て
い

な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
欠
乏
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
た
し
か
に
、
自
己
所
有

の
不
可
能
性
が
欠
乏
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
誤
解
さ

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
「
あ
る
我
（ein Ich

）」 

が
、
次
の
よ
う
な

理
由
で
、
つ
ま
り
「
他
の
我
（ein anderes Ich

）」
が
、
い
つ
も
「
あ
る
我
」

に
た
だ
《
つ
け
加
わ
る
》
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕
方
で
、
こ
の
「
あ
る
我

に
」《
属
し
て
い
る
》
と
い
う
理
由
で
、
自
分
自
身
を
所
有
し
て
い
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
は
欠
乏
以
外
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
反
対

に
、「
他
の
我
」
が
も
は
や
つ
け
加
わ
っ
て
属
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
仕
方
で
、
自
分
自
身
を
も
つ
可
能
性
は
、
欠
乏
と
し
て
非
難
さ
れ
る
に
ち

が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
世
界
を
視
野
に
入
れ
る
場
合
に
も
、
神
が
、
そ
の

人
間
性
に
お
い
て
世
界
へ
到
来
す
る
方
で
あ
る
《
が
ゆ
え
に
》、
世
界
が
自

分
自
身
を
も
た
な
い
と
き
、
世
界
が
自
分
自
身
を
所
有
で
き
な
い
と
き
、
そ

れ
は
世
界
の
欠
乏
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
神
が
世
界
へ
到
来
し
、
そ
の
よ
う

に
し
て
世
界
の
秘
密
で
あ
る
と
き
、
語
ら
れ
て
い
る
の
は
欠
乏
で
は
な
く
、

世
界
と
そ
の
中
に
い
る
人
間
の
栄
誉
（A

uszeichnung

）
で
あ
る
。
世
界
が

自
分
自
身
を
も
た
な
い
こ
と
を
通
し
て
、
神
が
何
か
必
然
的
な
も
の
に
な
る

の
と
同
様
に
、世
界
は
、神
が
世
界
へ
到
来
す
る
こ
と
を
通
し
て
、そ
の
諸
々

の
能
力
と
可
能
性
の
点
で
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
双
方
の
方
向
性
の

う
ち
に
は
依
然
と
し
て
、
神
は
必
然
性
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
神
が
世
界
へ
到
来
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
の
諸
条
件
の
も
と

で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
も
し
も
こ
の
こ
と
を
見
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
は
一
方
で
こ
の
世
の
終
り
を
要
請
す
る
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
神
の
神
的
顕
現
様
式
は
こ
の
世
界
の
諸
々
の
可
能
性
を
凌
駕
す
る
か
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の
原
理
的
不
明
性
の
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
非
キ
リ
ス
ト
者

に
お
け
る
、
キ
リ
ス
ト
者
の
場
合
の
熟
知
性
と
対
立
す
る
神
の
不
明
性
と
い

う
意
味
で
、
こ
の
不
明
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
理
由
は
た
し
か
に
次
の
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
際
ひ
と
は
、

世
界
に
お
け
る
神
の
不
明
性
に
非
常
に
簡
単
に
魅
了
さ
れ
、そ
れ
に
固
着
し
、

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
神
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
発
言
に
課

さ
れ
る
諸
課
題
を
、
最
終
的
に
そ
の
不
明
性
か
ら
規
定
す
る
か
ら
で
あ

）
1
（る

。

神
の
不
可
視
性
は
、
む
し
ろ
神
の
「
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
」（B

ekannt-

schaft 

﹇
面
識
﹈）
の
経
験
か
ら
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
経
験
の
地

平
に
お
い
て
、
い
ま
だ
か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な
い
と
い
う
真
理
は
、
初

め
て
そ
の
究
極
的
鋭
さ
を
獲
得
す
る
。

　

事
実
、
特
徴
的
な
の
は
、
神
の
不
明
性
と
、
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
の
新
約
聖
書
の
諸
言
明
が
、
一
貫
し
て
、
神
の
熟
知
性
を
よ
り
正
確
に
、

そ
し
て
鋭
く
規
定
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
タ
イ

一
一
・
二
七
の
ヨ
ハ
ネ
的
な
感
じ
を
抱
か
せ
る
言
葉
は
、
子
だ
け
が
父
を
知

り
、
し
た
が
っ
て
ひ
と
は
子
を
通
し
て
だ
け
父
を
知
る
と
い
う
真
理
の
よ
り

正
確
な
規
定
を
主
張
す
る
以
外
に
、
誰
も
父
な
る
神
を
知
ら
な
い
と
い
う
疑

う
余
地
の
な
い
正
し
さ
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
マ
タ
イ
一
一
・
二
八

に
も
直
ち
に
、
疲
れ
、
そ
し
て
重
荷
を
負
う
す
べ
て
の
人
び
と
に
対
す
る
子

の 

│ 

元
来
は
お
そ
ら
く
独
立
し
た 

│ 

偉
大
な
招
き
が
続
い
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
子
を
通
し
て
父
を
知
る
と
は
、
救
い
に
み
ち
た
緊
張
緩
和
を
見
い

だ
す
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。ヨ
ハ
ネ
一
・
一
八
と
六
・
四
六
以
下
は
、

神
な
る
父
の
一
般
的
不
明
性
と
、
子
に
お
け
る
、
ま
た
子
を
通
し
て
の
わ
れ

わ
れ
に
お
け
る
、
彼
の
さ
ら
に
大
き
な
具
体
的
で
正
確
な
熟
知
性
と
の
間
の

同
じ
弁
証
法
を
主
張
し
て
い
る
。
Ⅰ
テ
モ
テ
六
・
一
三
│
一
六
は
、
最
終
的

に
た
し
か
に
神
に
つ
い
て
、
神
は
、「
近
寄
り
が
た
い
光
の
中
に
住
ま
わ
れ

る
方
」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
言
明
は
、
信
仰
者
と
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
指
示
の
結
び
つ
き
を
ま
す
ま
す
強
化
す
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
歴
史
的
（
一
三
節
）、
そ
し
て
と
く
に
終
末
論
的
（
一
四
節
）
出
現

を
神
ご
自
身
の
業
と
し
て
評
価
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
、

い
ま
だ
か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な
い
と
い
う
句
と
内
容
的
に
近
い
他
の
諸

言
明
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

神
の
不
可
視
性
の
否
定
的
経
験
は
、
し
た
が
っ
て
神
の
自
己
伝
達
の
積
極

的
経
験
の
増
大
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
否
定
的
経

験
が
こ
の
積
極
的
経
験
の
問
題
化
と
し
て
も
実
際
に
起
こ
る
こ
と
を
決
し
て

排
除
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
経
験
に
基
づ
き
、
可
能
な
非
存

在
の
経
験
に
関
わ
っ
て
い
）
2
（る
。
こ
の
経
験
は
、
決
定
的
に
克
服
さ
れ
た
非
存

在
の
経
験
と
し
て
出
来
事
に
お
い
て
具
体
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、《
克

服
さ
れ
た
》
非
存
在
の
経
験
と
し
て
い
つ
も
抽
象
的
に
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で

な
い
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
根
本
経
験
の
明
白
性
と
不
可
逆
性
も
そ
れ
ぞ
れ

の
時
間
を
も
ち
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
そ
の
中
で
可
能
な
非
存
在
の
経
験
が
わ

れ
わ
れ
を
《
脅
か
す
》
別
の
時
間
に
よ
っ
て
交
代
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、
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で
あ
る
。第

二
五
節　

世
界
の
秘
密
と
し
て
の
三
一
の
神

一
　

い
ま
だ
か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は

聖
書
だ
け
で
は
な
い
（
ヨ
ハ
ネ
一
・
一
八
、六
・
四
六
、
Ⅰ
テ
モ
六
・
一
六
、
Ⅰ

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

四
・
一
二
）。
こ
れ
は
、
誰
で
も
自
分
自
身
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ひ
と
が
神
の
不
可
視
性
の
《
経
験
》
を
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
、

神
の
よ
う
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い 

│ 
ひ
と
は
お
そ
ら
く
こ
の

よ
う
に
表
現
せ
ざ
る
を
え
な
い 

│ 

と
い
う
《
経
験
抜
き
の
》
確
認
で
、

ひ
と
が
満
足
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
別
の
こ
と
で
あ

る
。
第
二
の
場
合
、
神
の
不
可
視
性
は
、
神
の
経
験
不
可
能
性
の
抽
象
的
主

張
と
な
り
、
他
方
、
第
一
の
場
合
、
神
の
不
可
視
性
は
、
神
と
の
経
験
の
根

本
構
造
に
属
し
て
い
る
。
い
ま
だ
か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
陳
腐
な
仕
方
で
無
神
論
へ
の
導
入
と
し
て
提
示
さ
れ
る
正
当
性
と
し

て
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
議
論
の
余
地
の
な
い
真
理
は
、

神
へ
の
信
仰
の
本
来
的
試
金
石
に
も
な
り
う
る
。
こ
の
句
は
た
し
か
に
正
し

い
。
し
か
し
諸
々
の
霊
は
そ
の
正
当
性
の
点
で
分
か
れ
る
。
こ
の
句
は
、
神

の
絶
対
的
不
明
性
（U

nbekanntheit

）
の
確
認
と
し
て
、
神
に
反
対
す
る

議
論
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る 

―
― 

そ
こ
に
は
、
も
ち
ろ
ん
少

な
く
と
も
、
あ
る
神
が
存
在
す
る
と
い
う
可
能
性
を
通
し
て
相
変
わ
ら
ず
不

安
が
現
れ
て
く
る
。
た
と
え
そ
の
ひ
と
が
そ
の
可
能
性
を
通
し
て
神
の
よ
う

な
も
の
に
よ
っ
て
真
剣
に
、
し
か
も
は
な
は
だ
し
く
不
安
に
さ
せ
ら
れ
て
い

な
い
と
し
て
も
、
彼
は
す
で
に
心
の
中
で
「
神
は
い
な
い
！
（
詩
一
四
・
一
、

五
三
・
二
を
参
照
）」
と
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
あ
の
疑
い
も

な
く
正
し
い
句
は
、
そ
れ
な
し
に
は
神
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
も
、
経
験
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
、
真
理
の
最
も
鋭
い
表
現
で
も
あ
り
う
る
。
い
ま
だ
か

つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
し
た
が
っ
て
神
の
不
明
性
の

確
認
で
は
な
く
、
世
界
の
諸
制
約
の
も
と
に
お
け
る
神
の
周
知
の
存
在

（B
ekanntsein

）
の
根
本
的
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
神

の
啓
示
と
熟
知
性
（B

ekanntheit

）
の
問
題
化
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
こ
の
啓
示
の
具
体
的
形
態
に
関
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
い

ま
だ
か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
秘
密
と
い
う
概
念
に

よ
っ
て
最
も
適
切
に
言
い
換
え
ら
れ
る
積
極
的
啓
示
の
た
め
の
否
定
的
表
現

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
研
究
は
、
神
の

不
可
視
性
の
こ
の
理
解
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
理
解
を
解
明
し
、
そ
の
十
分

な
根
拠
づ
け
を
説
明
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ

た
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
神
を
世
界
の
秘
密
と
し
て
考
え
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

神
の
不
可
視
性
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
不
可
視
性
を
神
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わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
神
と
人
間
の
最
も
根
本
的
な
区
別
に
関
わ
っ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
た
し
か
に
人
間
の
間
に
は
愛
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
、
人
間
自
身
は
決
し
て
愛
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
愛
で

あ
る
人
間
と
い
う
も
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
諸
関
係
の
関
係
と
し
て
の
神
の

霊
の
み
が
愛
の
存
在
を
出
来
事
と
し
て
構
成
す
る
。

　

こ
の
出
来
事
と
な
る
愛
が
初
め
て
神
性
の
本
質
を
構
成
す
る
。そ
の
結
果
、

ひ
と
は
三
つ
の
神
的
諸
関
係
の
中
で
、
つ
ま
り
自
分
か
ら
愛
す
る
父
、
す
で

に
い
つ
も
愛
さ
れ
、
そ
し
て
愛
す
る
子
、
霊
で
あ
る
、
父
と
子
の
間
の
愛
の

い
つ
も
新
し
い
出
来
事
の
中
で
初
め
て
、
神
的
本
質
と
神
的
実
存
の
完
全
な

同
一
性
を
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
愛
で
あ
る
三
一
的
な
神
の
概
念
は
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
永
遠
な
る
神
が
ご
自
身
の
将
来
で
あ
る
永
遠
の
新
し
さ
を
含
意
し

て
い

）
2
（る

。
神
と
愛
は
決
し
て
古
く
な
ら
な
い
。
そ
の
存
在
は
現
臨
し
、
し
か

も
到
来
の
中
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
よ
り
、
神
の
、
な
お
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
無
私

性
に
お
け
る
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
自
己
関
係
性
は
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
の
か
。
神
は
最
も
洗
練
さ
れ
た
エ
ゴ
イ
ス
ト
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
嫌
疑
は
正
し
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

神
を
ま
ず
、
愛
で
《
あ
る
》
方
と
し
て
規
定
す
る
「
愛
の
絆
」
が
存
在
し
な

い
と
し
た
ら
、
し
た
が
っ
て
神
の
聖
霊
が
同
時
に
、
そ
の
中
で
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
、
神
が
ご
自
身
を
人
間
に
関
係
づ
け
る 

│ 

そ
の
結

果
、
人
間
は
神
の
愛
の
出
来
事
の
中
に
効
果
的
に
取
り
込
ま
れ
る 

│ 《
賜

物
》
で
な
い
と
し
た
ら
。
神
と
異
な
る
他
者
の
た
め
の
父
と
子
の
無
私
的
区

別
に
《
基
づ
い
て
》
の
み
、
神
と
神
の
《
永
遠
に
新
し
い
》
関
係
と
し
て
の

神
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
永
遠
な
る
神
は
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
体

人
間
に
関
わ
っ
て
い
る
。
聖
霊
に
お
い
て
無
私
な
る
神
と
、
自
分
自
身
に
夢

中
に
な
っ
て
い
る
人
間
が
次
の
よ
う
な
仕
方
で
出
会
う
。
つ
ま
り
神
と
神
の

間
の
愛
の
永
遠
に
新
し
い
関
係
が
、
人
間
を
効
果
的
に
取
り
込
む
よ
う
な
仕

方
で
。
こ
こ
で
も
「
内
在
的
」
三
一
性
は
「
経
綸
的
」
三
一
性
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
妥
当
す
る
。
愛
で
あ
る
、
父
と
子
の
間
の
永
遠
に
新
し
い
関
係

は
、
し
た
が
っ
て
神
の
無
私
性
を
修
正
せ
ず
に
、《
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
》

そ
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
）
3
（る
。《
そ
れ
ゆ
え
に
》
霊
の
永
遠
に
新
し
い
関
係
を

通
し
て
、
父
と
子
の
対
向
に
引
き
込
ま
れ
た
人
間
に
、
人
間
自
身
が
新
し
く

な
る
、
つ
ま
り
誰
も
が
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
新
し
い
被
造
物
で
あ
る
（
Ⅱ
コ

リ
五
・
一
七
）
と
い
う
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
の
み
、
神

の
愛
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
を
通
し
て
の
み
、
ひ
と
は
神
を
《
確
信
》
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
神
の
確
実
性
は
、
人
間
の
意
識
の
状
態
で
は

な
く
、
そ
れ
に
よ
り
神
が
わ
れ
わ
れ
を
把
握
し
よ
う
と
し
、
そ
し
て
そ
の
中

で
各
人
が
神
に
よ
っ
て
完
全
に
把
握
さ
れ
る
、
愛
の
炎
に
よ
る
、
す
べ
て
の

人
間
的
関
係
の
更
新
の
出
来
事
、
つ
ま
り
も
ち
ろ
ん
そ
の
人
間
の
意
識
を
も

含
む
出
来
事
で
あ
る
。こ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
人
間
の《
言
葉
》、

つ
ま
り
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
物
語
を
、
す
べ
て
の
人
間
と
共
な
る
神
の
物

語
と
し
て
物
語
る
こ
と
に
よ
り
、三
一
の
神
を
言
葉
で
表
す
人
間
の
《
言
葉
》
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こ
の
問
い
に
対
応
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
自

分
自
身
を
放
棄
す
る
神
を
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
別
の
問
い

で
あ
る
。
も
し
も
神
の
無
私
性
が
同
時
に
神
ご
自
身
を
問
い
に
付
す
恐
れ
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
の
神
の
犠
牲
は
同
時
に
人
間
の
神
関
係

を
疑
問
に
付
す
恐
れ
が
あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
基
づ
き
、

わ
れ
わ
れ
は
、
愛
で
《
あ
る
》
神
に
つ
い
て
語
る
代
わ
り
に
、
愛
で
《
あ
っ

た
》
神
に
つ
い
て
語
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、

ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
の
「
世
界
に
関
す
る
死
ん
だ
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
、
つ
ま
り

神
は
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
引
用
さ
れ
、
そ
し
て
「
宇
宙
の
広
い
墓
の
中

で
、
だ
れ
も
が
な
ん
と
孤
独
で
あ
る
こ
と
か
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
《
も
し
も
》そ
う
だ
と
し
た
ら
、こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
諸
々
の
熟
考
は
、

事
実
、
無
用
な
、
そ
し
て
不
必
要
で
骨
の
折
れ
る
営
み
、
つ
ま
り
自
分
自
身

を
ば
か
ば
か
し
さ
へ
と
導
く
た
め
に
だ
け
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
営

み
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、た
と
え
よ
り
高
次
の
秩
序
に
お
い
て
で
あ
れ
、フ
ォ

イ
ア
バ
ッ
ハ
は
正
し
く
戦
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
れ
で
そ
も
そ
も
神
に
つ
い
て
語
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
愛
に
つ

い
て
本
当
に
語
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
苦
し
み
の
歴
史
で
あ
り
、ま
た
そ
う
で
あ
ろ
う
と
す
る
愛
の
歴
史
は
、

ニ
ー
チ
ェ
が
快
楽
に
つ
い
て
主
張
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
そ
れ
は
永
遠
を
欲
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
む
し
ろ
良
く
当
て
は
ま
る
愛
の
本
質
に
矛
盾
す
る
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
愛
に
対
す
る
喜
び
は
愛
に
属
す
）
1
（る
。
そ
し
て
愛
の
力

に
対
す
る
信
仰
は
愛
の
無
力
の
経
験
に
属
す
る
。

　

新
約
聖
書
は
、
事
実
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
物
語
、
神
の
犠
牲
の

物
語
を
嘆
き
と
し
て
物
語
っ
て
は
い
な
い
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架

に
対
応
す
る
の
は
、
讃
美
と
感
謝
の
歌
で
あ
っ
て
嘆
き
の
歌
で
は
な
い
、
希

望
で
あ
っ
て
あ
き
ら
め
で
は
な
い
。
希
望
、
讃
美
、
感
謝
は
、
神
に
向
け
ら

れ
て
い
る
。
神
と
神
を
区
別
す
る
よ
う
に
強
制
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

死
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に
基
づ
き
次
の
こ
と
が
経
験
さ
れ
た
と

き
に
初
め
て
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
死
の
中
で
、
そ
れ
以
上
考
え
ら

な
い
ほ
ど
大
き
な
区
別
を
も
っ
て
、
別
々
に
現
れ
る
、
父
と
子
の
存
在
様
式

が
、
そ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
も
う
一
度
相
互
に
新
し
く
関
係

づ
け
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
《
聖
霊
に
お
い
て
》
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
聖
霊
は
、
父
と
子
と
並
ぶ
第
三
の
神
的
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
父
と
子

の
諸
関
係
の
間
の
関
係
、
し
た
が
っ
て
諸
関
係
の
関
係
で
あ
る
、
そ
し
て
そ

の
か
ぎ
り
で
神
と
神
の
永
遠
に
新
し
い
関
係
で
あ
る
。
神
と
神
の
こ
の
《
永

遠
に
新
し
い
》
関
係
は
、キ
リ
ス
ト
論
的
に
は
死
者
か
ら
の
復
活
を
意
味
し
、

ま
た
存
在
論
的
に
は
愛
そ
れ
自
体
の
存
在
で
あ
る
。
神
は
、
犠
牲
に
す
る
父

と
犠
牲
に
さ
れ
る
子
の
《
統
一
性
》
に
お
い
て
初
め
て
、
愛
す
る
者
と
愛
さ

れ
る
者
の
関
係
に
お
け
る
愛
そ
れ
自
体
で
《
あ
る
》
犠
牲
の
出
来
事
で
あ
る
。

父
と
子
か
ら
発
出
す
る
《
霊
》
は
、そ
れ
が
区
別
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、

神
の
存
在
の
統
一
性
を
愛
そ
れ
自
体
で
あ
る
出
来
事
と
し
て
構
成
す
る
。
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い
。
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
は
キ
リ
ス
ト
教
の

神
概
念
に
属
す
る
。
な
ぜ
な
ら
神
の
永
遠
な
る
子
の
犠
牲
は
、
こ
の
十
字
架

に
つ
け
ら
れ
た
人
間
イ
エ
ス
の
時
間
的
実
存
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
彼
の
中
に
神
の
愛
が
現
れ
た
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

四
・
九
）。
な
ぜ

な
ら
神
の
愛
は
彼
の
中
で
出
来
事
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
十
字
架
に

つ
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
は
、
彼
が
神
と
神
を
区
別
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
概
念
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
神
が
人

間
に
な
る
こ
と
は
、
子
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
罪
と
呪
い
と
さ
れ
る
と
い
う

神
に
よ
る
過
酷
な
見
捨
て
に
ま
で
至
る
こ
と
と
し
て
、
真
剣
に
受
け
と
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
）
14
（る
。
こ
こ
で
は
、
神
と
神
と
の
区
別
を
、
罪
人
に
対
す
る
神

の
《
怒
り
》
と
し
て
主
張
す
る
律
法
の
こ
の
上
な
い
過
酷
さ
な
し
に
、
福
音

は
存
在
し
な
い
。
律
法
の
こ
の
厳
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
福
音
の
喜
び
の
た
め
に

の
み
存
在
す
る
。
神
の
怒
り
は
神
の
愛
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る 

│ 

こ

の
神
の
愛
は
、
神
と
神
の
区
別
の
中
に
も
存
在
す
る
、
し
か
も
そ
れ
が
隠
さ

れ
る
と
き
に
も
、
ま
た
「
十
字
架
上
で
、
一
歩
も
退
く
こ
と
な
く
、
全
く
歪

ん
だ
形
の
無
私
性
に
身
を
委
ね

）
15
（る
」
と
き
に
も
、
神
と
神
の
区
別
の
中
に
存

在
す
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
今
や
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
に
基
づ
く
神
と
神
の
区
別

に
よ
っ
て
、
古
典
的
神
論
を
た
し
か
に
大
幅
に
修
正
し
た
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
神
と
神
の
区
別
に
よ

り
、
絶
対
性
の
公
）
16
（理

、
そ
れ
と
共
に
ア
パ
シ
ー
の
公
）
17
（理

、
そ
し
て
不
変
性
の

公
）
18
（理
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
概
念
に
と
っ
て
不
適
切
な
公
理
と
し
て
破
壊
さ

れ
た
か
ら
で
あ
）
19
（る

。
律
法
と
福
音
の
区
別
は
こ
れ
を
必
要
と
す

）
20
（る

。
愛
で
あ

る
神
は
苦
し
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
有
限
な
人
間
の
た
め

に
そ
の
最
も
固
有
な
も
の
を
犠
牲
に
す
る
中
で
、
無
限
に
苦
し
む
こ
と
は
、

ル
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
を
通
し
て
訓
練
さ
れ
た
新
し
い

神
学
の
放
棄
し
え
な
い
認
識
で
あ
る
。
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
と
同
一
で

あ
る
神
の
み
が
わ
れ
わ
れ
に
神
の
愛
と
、
し
た
が
っ
て
神
ご
自
身
を
確
信
さ

せ
る
の
で
あ

）
21
（る

。

第
二
四
節　

霊
の
出
来
事
と
し
て
の
神

　

わ
れ
わ
れ
が
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
に
直
面
し
、
愛
で
あ
る
神
を

《
確
信
す
る
よ
う
に
な
る
》
こ
と
は
、
し
か
し
今
や
再
び
、
キ
リ
ス
ト
教
の

神
概
念
そ
れ
自
体
に
関
わ
る
問
題
を
含
意
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
二
重

の
仕
方
で
含
意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
も
し
も
愛
が
、
な
お
ま
す
ま
す
大
き

く
な
る
自
己
関
係
性
に
お
け
る
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
無
私
性
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
人
格
に
お
け
る
そ
の
最
も
固
有
な
も
の

を
犠
牲
に
す
る
神
を
念
頭
に
置
く
と
、
次
の
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
問
い
が
生

じ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
神
は
そ
れ
に
よ
り
彼
の
最
も
固
有
な
も
の
を
奪
わ
れ

た
の
か
ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
神
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
問
い
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
神
は
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
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今
や
、
三
一
論
が
ど
の
よ
う
に
神
の
受
難
物
語
を
概
念
化
し
て
い
る
の

か
を
少
な
く
と
も
手
始
め
に
定
式
化
す
る
前
に
、
伝
統
的
神
論
の
ア
ポ
リ
ア

が
何
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
い
か
に
し
て
克
服
さ
れ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、こ
の
ア
ポ
リ
ア
に
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
の
場
合
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
は
、
デ
カ
ル
ト
の
意
図
に
反
す
る
、
神

の
本
質
と
神
の
実
存
の
不
可
避
的
分
割
と
し
て
現
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
愛

と
し
て
理
解
さ
れ
た
神
は
、
単
な
る
「
理
性
的
区
別
」
と
し
て
の
神
の
本
質

と
神
の
実
存
の
区
別
と
い
う
も
の
を
決
し
て
認
め
な
い
。
愛
は
、
存
在
す
る

も
の
（Seienden

）
の
《
本
質
》
と
し
て
そ
の
《
実
存
》
か
ら
決
し
て
区
別

さ
れ
な
い
。
愛
で
あ
る
神
は
、
ま
さ
に
そ
の
実
存
に
お
い
て
こ
の
彼
の
本
質

と
徹
頭
徹
尾
一
致
す
る
。
神
の
実
存
は
神
の
本
質
で
あ
る
。
三
一
論
は
こ
の

こ
と
を
正
確
に
定
式
化
し
て
い
る
。
三
一
論
は
、
愛
で
あ
る
神
の
本
質
を
、

諸
関
係
を
通
し
て
構
成
さ
れ
る
本
質
と
し
て
、
ま
た
神
の
本
質
を
構
成
す
る

諸
関
係
を
、
神
の
実
存
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
こ
と
を
行
っ
て

い
）
9
（る

。し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

神
は
、
そ
の
存
在
を
ご
自
身
か
ら
関
係
づ
け
る
よ
う
な
仕
方
で
、
自
ら
を
ご

自
身
に
関
係
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
か
ら
愛
す
る
方
で
あ
る
。
神
学
的
伝

統
は
神
の
存
在
の
こ
の
様
式
を
、聖
書
と
の
関
連
で
《
父
な
る
神
》
と
呼
ぶ
。

し
か
し
自
分
か
ら
愛
す
る
こ
と
は
、
こ
の
愛
を
い
つ
も
た
し
か
に
受
け
入
れ

る
愛
さ
れ
る
方
と
の
関
係
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
自
分
か
ら
愛
す
る
方

は
、
い
つ
も
す
で
に
、
愛
さ
れ
る
方
、
す
な
わ
ち
《
神
の
子
》
と
関
係
づ
け

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
今
や
新
約
聖
書
は
、
常
に
人
間
と
そ
の
世
界
と
の
厳
し
い
関
係
に

お
け
る
神
の
愛
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
愛
で
あ
る
、
神
の
内
部
に
お
け
る

自
己
関
係
性
は
、し
た
が
っ
て
、神
に
対
抗
す
る
全
く
の
他
者
と
の
、 

│ 

し

た
が
っ
て
創
造
さ
れ
る
べ
）
10
（き 

│ 

人
間
存
在
と
の
、
神
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

関
係
性
と
し
て
出
来
事
に
な
る
。
人
間
と
の
神
の
こ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
関
係

性
は
、
彼
の
最
も
固
有
な
も
の
（das E

igensten

）
の
犠
）
11
（牲
の
中
で
、
つ
ま

り
子
を
死
へ
と
派
遣
す
る
こ
と
の
中
で
啓
示
さ
れ
る
。
神
の
存
在
の
こ
の
無

私
性
の
中
で
、
神
の
存
在
の
自
己
関
係
性
が
終
る
の
で
は
な
く
、
最
高
の
も

の
に
関
係
づ
け
ら
れ
、
実
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
約
聖
書
の
理
解
に

よ
る
と
、
父
が
子
を
犠
牲
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
が
ご
自
身
を
犠
牲
に
す

る
こ
と
の
中
で
ま
ず
第
一
に
明
ら
か
に
な
）
12
（る
。
子
は
犠
牲
の
対
象
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
主
体
で
も
あ
）
13
（る

。
子
は
、
父
を
通
し
て
犠
牲
を
彼
の
自
己

犠
牲
と
し
て
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
十
字
架
の
死
に
至
る
ま
で
従
順
で

あ
り
」（
フ
ィ
リ
二
・
八
）、
父
と
最
も
深
く
関
係
づ
け
ら
れ
る
。

　

ま
さ
に
神
が
人
間
に
な
る
と
い
う
《
無
私
性
》
の
中
で
、 

し
た
が
っ
て
凌

駕
し
が
た
い
仕
方
で
、神
の
神
性
の
自
己
関
係
性
が
出
来
事
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
神
の
人
間
性
に
つ
い
て
の
発
言
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
永
遠
な

る
神
と
並
ぶ
第
二
の
も
の
で
は
な
く
、
神
の
神
性
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
「
経
綸
的
」
三
一
性
は
「
内
在
的
」
三
一
性
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
正
し
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の
基
礎
づ
け
と
は
異
な
る
理
論
的
基
礎
づ
け
を
必
要
と
す
）
4
（る
」
と
い
う
結
論

を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
い
。
こ
こ
で
試
み
ら
れ
た
新
し
い
基
礎
づ

け
は
、も
ち
ろ
ん
、ゼ
ー
ベ
ル
ク
自
身
が
提
示
し
た
も
の
と
は
著
し
く
異
な
っ

て
い
る
。
た
し
か
に
偉
大
な
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
次
の
よ
う
な
考
え
を
も

ち
、そ
れ
を
明
確
に
「
重
要
な
も
の
」
と
し
て
説
明
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

「
神
は
キ
リ
ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
教
会
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
い
う
教
会
の
教

理
の
あ
の
主
要
な
要
点
が
、
三
一
論
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
」
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
）
5
（る

。
し
か
し「
正
統
的
三
一
論
は
、

わ
れ
わ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
自
己
意
識
に
関
す
る
諸
言
明
の
直
接
的
な
い
し

全
く
必
然
的
結
合
と
み
な
さ
れ
）
6
（る
」
と
い
う
こ
と
を
、
あ
え
て
主
張
す
る
者

は
誰
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
神
学
全
体
に
お
け
る
伝
統
的

三
一
論
の
事
実
的
役
割
に
関
す
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
観
察
は
的
を
射
て

い
る
。
ま
さ
に
「
わ
れ
わ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
自
己
意
識
」
一
般
が
「
教
会

の
教
理
」
の
基
準
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
わ
た
し
は
異
論

を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
ま
っ
た
く
反
対
で
あ
る
！　

し
か
し
判
断
基
準

と
原
理
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
が
三
一
論

か
ら
始
め
る
こ
と
が 

│ 

相
対
的
に 

│ 

ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
、
特
に
、
十
字
架
の
神
学
の
可
能
性
に
対
す
る
よ
そ
よ
そ
し
さ
と
関
連
し

て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
シ
ュ
ル
）
7
（ツ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
の
苦
し
み
の
解
釈
図
式
と
し
て
の
痛
み
の
古
代
的
解
釈
に
言
及
し
つ

つ
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
、 

│ 

し
か
し
ま
さ
に
改
革
派
の

神
学
者
で
あ
っ
た 

│ 

ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
派
の
人
間
に
よ
っ
て
高
次
の
秩
序

と
し
て
固
執
さ
れ
て
い
た
ア
パ
シ
ー
公
理
が
、
い
わ
ば
復
讐
し
て
い
る
﹇
訳

注
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
父
は
改
革
派
の
牧
師
で
あ
っ
た
が
、
敬
虔
派
に

転
じ
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
は
、
こ
の
父
の
勧
め
で
ニ
ー
ス
キ
ー
に
あ
る
ヘ

ル
ン
フ
ー
ト
派
の
大
学
予
備
校
で
学
ん
だ
﹈。
し
か
し
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー

を
批
判
す
る
代
わ
り
に
、
こ
こ
で
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
よ
っ
て
た
し

か
に
的
確
に
知
覚
さ
れ
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
カ
ー
ル
・
ラ
ー

ナ
ー
に
よ
っ
て
も
新
し
く
確
認
さ
れ
、
そ
し
て
批
判
さ
れ
た
事
情
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
三
一
論
」
は
た
し
か
に
教
会
の
典
礼
に
尊
敬
さ

れ
た
独
自
な
生
を
導
入
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
自
己
意
識
を

ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く
規
定
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
有
神
論
の
終
焉

に
よ
っ
て
初
め
て
、
た
し
か
に
初
め
て
新
し
く
基
礎
づ
け
ら
れ
る
べ
き
、
そ

し
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
三
一
論
の
実
存
論
的
妥
当
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が

徐
々
に
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ

ハ
ー
は
次
の
こ
と
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
福
音
主
義
教
会
が

確
立
さ
れ
る
際
に
、
こ
の
教
理
に
新
し
く
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
も
、
こ
の
教
理
を
完
結
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
…
… 

差
し
迫
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
最
初
に
戻
っ
て
、
改
革
す
る

こ
）
8
（と
」
に
違
い
な
い
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
偉
大
な
対
蹠
者
で
あ
り
尊
敬

者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
、
特
に
彼
の
『
教
会
教
義
学
』
の
最
終
巻
で

展
開
し
た
以
上
に
、
こ
の
た
め
に
尽
力
し
た
ひ
と
は
い
な
い
。
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し
て
一
緒
に
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
く
神
の
愛
の
本
質
を
無
視
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
愛
に
お
い
て
は
、
無
私
性
と
自
己
関
係
性
は
矛

盾
し
な
い
。
愛
す
る
者
は
誰
で
も
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
自
己
関
係
性

と
無
私
性
は
む
し
ろ
愛
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
《
対
応
し
て
い
る
》。
前
述

の
と
お
り
、
ひ
と
は
こ
こ
で
も
、
神
に
つ
い
て
の
福
音
的
発
言
の
根
本
構
造

を
、
必
要
な
変
更
を
加
え
て
、
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
さ
ら
に
よ

り
大
き
な 

│ 

当
然
、
さ
ら
に
よ
り
大
き
な 

│ 

自
己
関
係
性
の
中
で
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
無
私
性
に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
「
さ
ら
に
よ
り
大
き
な 

│ 

当
然
、
さ
ら
に
よ
り
大
き
な 

│ 

自
己
関

係
性
の
た
だ
中
で
、
な
お
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
無
私
性
」
は
、
自
由
に
お

い
て
自
分
自
身
を
凌
駕
し
、
流
入
し
、
そ
し
て
贈
与
す
る
自
己
関
係
、
つ
ま

り
溢
れ
出
る 

│ 

他
者
の
た
め
に
、
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
彼
自
身
の
た

め
に
溢
れ
出
る 

│ 

存
在
の
純
粋
な
溢
れ
（Ü

ber
-fluß

）
に
他
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
愛
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が
、
愛
で
あ
る
神
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
さ
ら
に
よ
り
大
き
な
自
己
関
係
性
の
中
で
、
ま
す
ま
す
無
私
的
に
な
る

方
、
そ
し
て
《
そ
の
よ
う
に
し
て
》
溢
れ
出
る
方
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
存

在
を
高
め
る
方
で
あ
る
。
こ
の
洞
察
に
基
づ
く
と
き
、
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー

の
《「
経
綸
的
三
一
性
」
は
「
内
在
的
三
一
性
」
で
あ
り
、
そ
の
逆
も
ま
た

真
で
あ
）
2
（る

》
と
い
う
命
題
に
、
無
条
件
で
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

命
題
は
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス
が
神
に
見
捨
て
ら
れ
、
そ
し
て
死
ん
だ

こ
と
（
マ
ル
コ
一
五
・
三
四
│
三
七
）
の
中
で
、神
ご
自
身
が
出
来
事
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
一
論
は
、
受
難
物
語
が
物
語
る
こ
と
を
、
概
念
を

用
い
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
二
二
節
を
参
照
）。

　
「
経
綸
的
」
三
一
性
は
「
内
在
的
」
三
一
性
で
あ
り
、
逆
も
真
で
あ
る
、

と
の
命
題
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
三
一
論
の
新
し
い
基
礎
づ
け
の
可
能
性

を
切
り
開
く
。
つ
ま
り
そ
れ
が
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
神
学
を
通
し

て
三
一
的
神
概
念
を
明
確
に
構
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ

り
、
三
一
論
の
古
典
的
形
態
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
よ
り
も
釈
義
的
問
題

領
域
を
よ
り
適
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
か
ぎ
り
に
お
い
て 

│ 

た
し

か
に
そ
の
古
典
的
形
態
も
暗
黙
の
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
十
分
に

表
現
し
よ
う
と
し
て
生
じ
た
の
で
あ
る
が
。
し
か
し
明
白
な
理
論
的
基
礎
づ

け
は
、
そ
の
発
生
の
事
実
的
な
根
拠
が
示
唆
す
る
の
と
は
異
な
る
仕
方
で
遂

行
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、「
内
在
的
」
三
一
性
と
「
経
綸
的
」
三
一

性
の
分
離
が
、
し
か
も
「
外
に
向
か
う
神
の
業
の
絶
対
的
統
一

）
3
（性

」
が
過
度

に
強
調
さ
れ
る
と
い
う
仕
方
で
、
生
じ
た
。
し
か
し
ゼ
ー
ベ
ル
ク
が
適
切
に

観
察
し
た
よ
う
に
、そ
れ
は
次
の
よ
う
な
「
思
想
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
ひ

と
は
、
具
体
的
現
実
の
中
に
神
の
全
く
統
一
的
な
業
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
三
一
的
な
も
の
は
神
性
の
内
在
的
生
の

う
ち
に
お
い
て
の
み
起
こ
り
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
実
際
的
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

主
義
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
す
た
れ
た
学
派
的
形
式
と
し
て
の
三
一
思
想
の

特
徴
づ
け
に
貢
献
し
た
」。
そ
れ
ゆ
え
ゼ
ー
ベ
ル
ク
は
、
三
一
論
は
「
古
代
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犠
牲
に
す
る
方
と
し
て
考
え
る
と
き
、
増
加
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
神
の
存
在

の
溢
れ
（Ü

berström
en

）
に
つ
い
て
語
る
。
神
が
こ
の
犠
牲
で
《
あ
る
》

か
ぎ
り
、
し
た
が
っ
て
犠
牲
に
す
る
方
、
そ
し
て
犠
牲
に
さ
れ
る
方
、
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
犠
牲
の
出
来
事
そ
れ
自
体
で
あ
る
か
ぎ
り
、「
神
は
愛
で

あ
る
」
と
い
う
新
約
聖
書
の
句
は
真
実
で
あ
る
。

　

こ
の
句
も
、
も
ち
ろ
ん
直
ち
に
区
別
を
必
要
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
愛
は
、

愛
す
る
者
な
し
に
起
こ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う

句
は
、
他
の
句
を
、
つ
ま
り
神
は
愛
す
る
と
い
う
句
を
含
意
し
て
い
る
。
し

か
し
、
あ
ら
か
じ
め
愛
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

愛
す
る
者
は
存
在
し
え
な
い
。
ひ
と
は
、
ひ
そ
か
に
す
で
に 

│ 

直
接
あ

る
い
は
間
接
に 

│
、
そ
っ
と
愛
が
手
渡
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
愛
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
ひ
と
は
、
自
分
か
ら
話
す
こ
と
が
少
な
け
れ
）
1
（ば

、
同
じ

く
自
分
か
ら
愛
す
る
こ
と
も
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
神
に
つ
い
て
、「
神
は
愛

で
あ
る
」
と
い
う
句
が
妥
当
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
は
自
分
か
ら
愛

す
る
方
で
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ひ
と
が
こ
の
よ
う

に
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
同
時
に
、
神
は
《
ご
自
身
》
を
愛
す
る
と
言

う
と
き
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
愛
と
し
て
の
神
は
、
同
じ
程
度
に
、
ま
た
同
じ
起
源

か
ら
互
い
に
区
別
さ
れ
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
し
て
互
い
に
関
係
づ

け
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
同
じ
存
在
の
三
つ
の
様
式
の
う
ち
に
実
存
す
る
、
つ

ま
り
聖
書
の
呼
称
に
な
ら
っ
て
昔
か
ら
定
式
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
父
、

子
、
霊
と
い
う
様
式
の
う
ち
に
実
存
す
る
。
愛
す
る
方
（
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え

に
再
び
愛
さ
れ
る
方
）、
愛
さ
れ
る
方
（
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
再
び
愛
す
る

方
）、（
愛
の
出
来
事
と
し
て
の
）
愛
の
絆
の
区
別
の
中
で
、
神
は
ご
自
身
を

愛
す
る
。

　

神
学
的
伝
統
は
事
実
そ
の
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
と
似
た
仕
方
で
繰
り
返
し

語
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
そ
れ
は
神
を
絶
対
的
自
己
関
係
的
存
在
と
し
て
理

解
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
内
在
的
」
三
一
論
も
、
神
的
自
己

関
係
の
言
明
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
言
明
は
十
字
架
の

言
葉
と
衝
突
す
る
。
後
者
は
、
神
は
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
た
め
に
彼
の
愛
す

る
子
を
犠
牲
に
し
た
（
ロ
ー
マ
八
・
三
二
。
三
・
一
六
を
参
照
）
と
語
っ
て
い

る
。
あ
る
い
は
、
神
の
子
は
わ
た
し
の
た
め
に
ご
自
身
を
犠
牲
に
し
た
（
ガ

ラ
二
・
二
〇
）
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
犠
牲
は
、
そ
の
つ
ど
明
確
に
愛

の
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方

の
神
学
か
ら
み
る
と
、
愛
で
あ
る
神
は
、
絶
対
的
無
私
的
本
質
と
し
て
よ
り

よ
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
神
の
自
己
関
係
性
と
無
私
性
を
相
互
に
対
立
さ
せ
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、愛
の
本
質
を
捉
え
そ
こ
な
う
で
あ
ろ
う
。そ
れ
は
、 

│ 

た

し
か
に
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な 

│ 「
内
在
的
」
三
一
論
と
「
経
綸
的
」

三
一
論
の
対
置
と
同
じ
く
、
う
ま
く
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
神
の
自

己
関
係
性
と
無
私
性
を
、
神
の
内
部
の
愛
と
、
人
間
に
対
す
る
神
の
愛
を
、

し
た
が
っ
て
「
内
在
的
」
三
一
性
と
「
経
綸
的
」
三
一
性
を
、《
逆
説
》
と
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に
の
み
、
こ
れ
は
意
味
の
あ
る
主
張
と
な
る
。
神
が
自
ら
を
ご
自
身
と
区
別

し
、
そ
し
て
《
そ
の
よ
う
に
し
て
》、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
と
の

統
一
性
に
お
い
て
、
子
が
神
と
し
て
、
父
な
る
神
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
た

こ
と
に
耐
え
る
と
き
、神
は
和
解
者
で
あ
る
。
神
が
、《
父
な
る
神
》
と
し
て
、

ま
た
《
子
な
る
神
》
と
し
て
、
ご
自
身
と
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
な
く
、
イ
エ

ス
の
死
に
お
い
て
自
分
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
よ
り
、
神
は
こ
の
世
を
ご
自

身
と
和
解
さ
せ
る
。
反
対
に
、
ま
ず
神
と
神
の
、
父
と
子
の
対
向
の
中
で
、

神
は
現
に
お
ら
れ
る
神
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
霊
で
あ
る
神
は
、
父
と

子
で
あ
る
神
を
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
真
に
区
別
し
つ
つ
、
し
た
が
っ
て

対
向
に
お
い
て
ひ
と
つ
と
す
る
方
で
あ
る
。「
愛
の
鎖
」
は
、
イ
エ
ス
の
死

に
お
い
て
愛
と
し
て
の
神
の
永
遠
の
存
在
を
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
神
は

ま
さ
に
そ
の
統
一
性
に
お
い
て
三
重
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
父
と

子
の
対
向
の
中
で
、
霊
と
し
て
互
い
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
神
は
、
致

命
的
対
向
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
《
ひ
と
り
の
》
神
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

神
は
、
父
と
し
て
、
ま
た
子
と
し
て
、
霊
に
お
い
て
依
然
と
し
て
ひ
と
り
の

「
神
の
出
来
事
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

全
く
父
か
ら
実
存
す
る
（ek

-sistieren

） 

イ
エ
ス
が
、
父
と
し
て
の
神
に

対
す
る
信
仰
を
可
能
に
す
る
と
す
れ
ば
、
死
に
お
い
て
ご
自
身
を
イ
エ
ス
と

同
一
化
す
る
神
は
、
子
な
る
神
へ
の
信
仰
を
基
礎
づ
け
る
。
イ
エ
ス
と
《
共

に
》（
父
な
る
） 

神
《
を
》
信
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
（
復
活
の
） 

必
然
性
と
共
に
、
イ
エ
ス
《
を
》（
子
な
る
） 

神
《
と
し
て
》
信
ず
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
し
か
し
こ
の
信
仰
は
人
間
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
人
間
の
も
と
に
到
来
す
る
霊
の
力
に
お
い
て
の
み
可
能
に
な
る
。

イ
エ
ス
と
共
に
神
《
を
》
信
じ
、
神
と
し
て
の
イ
エ
ス
《
を
》
信
ず
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
聖
霊
《
に
お
い
て
》
信
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
聖

霊
の
み
が
、
父
な
る
神
へ
の
信
仰
《
と
》
子
な
る
神
へ
の
信
仰
を
《
ひ
と
つ

の
》
信
仰
と
し
て
可
能
に
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
霊
《
に
お
け
る
》
信
仰
は
、
必

然
的
に
父
、
子
、
霊
と
し
て
の
神
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
一
の

神
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
し
か
し
三
一
の
神
へ
の
信
仰
は
、
神
と
愛
を
同
一
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
か
も
神
の
実
存
に
つ
い
て
心
配
せ
ず
に
そ
う
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
信
仰
は
、
神
に
つ
い
て
不
安
を
も
つ
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
）
57
（る
。

第
二
三
節　

父
と
子
の
区
別
に
お
け
る
神
の
存
在

　

十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
神
学
は
、
人
間
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
起

こ
っ
た
愛
と
し
て
の
神
に
つ
い
て
語
る
。
愛
は
本
質
的
に
存
在
の
増
化
・
向

上
（Steigerung

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
た
し
か
に
ま
さ
に
そ
の
独
自

な
無
私
性
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
エ
ス
の
言
葉
（
マ
タ
イ

一
〇
・
三
九
）
に
よ
る
と
、自
分
の
命
を
失
う
者
は
、そ
れ
を
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
神
に
も
当
て
は
ま
る
。
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
神
学
は
し
た

が
っ
て
、
神
を
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
間
の
た
め
に
完
全
に
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的
な
認
識
の
た
め
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
律
法
と
の
律
法
主
義
的
な

関
わ
り
方
は
、
律
法
と
の
自
由
な
関
わ
り
に
反
対
す
る
た
め
に
、
律
法
を
動

員
し
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
自
分
自
身
を
義
と
す
る
世
界
の
無
神
性
が
イ
エ

ス
を
十
字
架
へ
と
追
い
や
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
自
分
の
現
実
か
ら
結
果
と
し
て

生
ず
る
も
の
だ
け
を
、
可
能
な
も
の
と
み
な
す
世
界
）
53
（は
、
客
観
的
に
み
て
無

神
論
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
イ
エ
ス
の
死
は
、こ
の
無
神
性
の
《
帰
結
》
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
《
甘
受
》
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
こ
の
世
の
無
神
性
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
彼
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
律
法
と
律
法
の
衝
突
は
、
彼
自

身
に
お
い
て
決
着
が
つ
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
神
を
神
と
し
よ
う
と
し
な
い

無
神
性
は
、
律
法
に
よ
る
と
死
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
呪
い
の
死
は
神

な
き
世
界
の
運
命
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
、
こ
の
無
神
性
を
そ
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
同
一
化
し
た
が
《
ゆ
え
に
》、
律
法
が
神
な
き
者
に
規
定
す
る
死
を

耐
え
忍
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
の
人
格
に
お
い
て
決
着
の
つ
け
ら
れ
た
、

律
法
と
律
法
の
衝
突
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
の
う
ち
に
、
十
字

架
上
で
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
の
本
質
が
あ
る
。
神
学
的
伝
統
は
こ
の
た

め
に
代
理
の
範
疇
を
用
い
た
が
、
そ
れ
は
正
し
）
54
（い

。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
す

で
に
イ
エ
ス
と
神
の
同
一
性
を
前
提
と
す
る
範
疇
で
あ

）
55
（る

。
こ
の
同
一
性
に

基
づ
い
て
の
み
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
、
ひ
と
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
わ

れ
わ
れ
の
代
理
者
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
彼
は
「
す
で
に
ご
自
身

に
お
い
て
《
わ
れ
わ
れ
の
た
め
》
に
存
在
す
る 

│ 

す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ

が
彼
と
共
に
い
る
こ
と
《
な
し
に
》、
彼
の
存
在
の
、
後
か
ら
の
、
ま
た
そ

れ
と
共
な
る
、
い
か
な
る
遂
行
も
な
し
に 

│
、
反
対
に
（
ロ
ー
マ
五
・
六

以
下
）、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
弱
く
、
神
を
見
失
い
、
敵
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
さ
）
56
（え
」
と
い
う
意
味
で
。

　

わ
れ
わ
れ
の
身
代
わ
り
に
自
ら
を
罪
と
し
た
イ
エ
ス
に
つ
い
て
も
、
神
が

ご
自
身
を
イ
エ
ス
と
同
一
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
死
ん
だ
イ

エ
ス
と
神
の
生
の
こ
の
同
一
化
を
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
愛
の
出
来
事
と
し
て

認
識
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
そ
れ
自
体
、こ
の
世
の
方
向
転
換
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
神
は
、
致
命
的
な
仕
方
で
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
中
で
、
新
し
い
神

関
係
を
創
造
す
る
た
め
に
ご
自
身
を
賭
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
新
し

い
神
関
係
は
人
間
の
存
在
に
よ
っ
て
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
の
作
る

こ
と
の
で
き
な
い
将
来
が
、
そ
こ
か
ら
こ
の
世
に
近
づ
い
て
く
る
、
無
化
す

る
死
か
ら
生
じ
て
く
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
に
お
い
て
、
神
は
、
存

在
し
て
い
な
い
も
の
を
呼
び
出
し
て
存
在
さ
せ
る
方
（
ロ
ー
マ
四
・
一
七
） 

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
和
解
者
で
あ
る
が
《
ゆ
え
に
》
創

造
者
で
あ
る
方
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
句
の
三
一
的
意
味

に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
死
ん
だ
イ
エ
ス
と
ご
自
身
を
同
一
化
す
る

神
は
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
、
神
が
、
神
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
る
イ
エ

ス
の
経
験
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
仕
方
で
、
ご
自
身
に
立
ち
向
か
う
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
神
と
神
が
本
当
に
区
別
さ
れ
る
と
き
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と
に
よ
り
、
律
法
の
助
け
を
得
て
、
神
を
本
来
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
に
し

て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
神
だ
け
が
神
と
の
交
わ
り
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
律
法
が
人
間
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
場
合
に
は
、

神
は
、
律
法
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
て
神

は
、
人
間
の
自
己
確
認
の
原
理
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て

律
法
と
の
律
法
主
義
的
関
わ
り
方
は
、
最
終
的
に
、
神
の
神
性
に
異
論
を
唱

え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
神
性
は
、
神
が
ヨ
ブ
記
四
一
・
三
に
お
い
て
「
あ

え
て
わ
た
し
の
前
に
立
つ
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
に
は
褒
美
を
与
え
よ
う
」

と
問
い
か
け
た
と
き
、
い
わ
ば
神
ご
自
身
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
結
局
、
律
法
を
通
し
て
仲
介
さ
れ
る
救
い
の
授
与
は
、
自
分
の
業
の
返

還
要
求
と
い
う
形
式
に
お
け
る
神
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ひ
と
は

神
か
ら
新
し
い
こ
と
を
何
も
期
待
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
律
法
か
ら
救
い
を
要

求
す
る
た
め
に
、
律
法
の
要
求
に
進
ん
で
従
お
う
と
す
る
者
は
、
も
は
や
神

か
ら
新
し
い
も
の
を
何
も
期
待
す
る
こ
と
が《
で
き
》な
い
か
ら
で
あ
る
。「
律

法
、
そ
れ
は
拘
束
す
る
厳
格
な
足
か
せ
／
律
法
が
退
け
る
の
は
、
奴
隷
の
感

覚
だ
け
／
人
間
の
抵
抗
は
消
え
失
せ
る
／
そ
し
て
神
の
尊
厳
）
47
（も
」。
神
が《
要

求
す
る
方
》
と
し
て
だ
け
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
神
は
も
は
や
、
根
源

的
に
《
与
え
る
方
》
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
神

が
も
は
や
根
源
的
に
与
え
る
方
と
し
て
期
待
さ
れ
ず
に
、
返
済
す
る
方
と
し

て
の
み
な
お
問
い
に
付
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
神
の
神
性
も
問
い
に
付
さ
れ

て
し
ま
う
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
神
は
人
間
に
ま
さ
に
自
分
自
身
を
贈
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
つ
ま
り
《
古
い
》
人
間
か
ら
《
新
し
い
》
人
間
が
生
ず
る

と
い
う
贈
り
物
を
贈
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
律
法
は
神
を
、
根
源
的
に
与
え

る
方
と
し
て
で
は
な
く
、
返
済
す
る
方
と
し
て
の
み
知
る
が
ゆ
え
に
、
古
い

人
間
は
律
法
を
通
し
て
自
分
自
身
に
固
定
さ
れ
る
。「
法
と
古
い
人
間
は
共

属
し
あ
っ
て
い
）
48
（る
」。

　

し
た
が
っ
て
深
い
逆
説
が
支
配
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ま
さ
に
ひ
と
が
律

法
か
ら
、
そ
れ
が
何
か
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
何

も
与
え
ず
、
返
済
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
ロ
ー
マ
二
・

九
│
一
一
）。
そ
れ
ゆ
え
律
法
の
業
に
基
づ
い
て
要
求
さ
れ
る
救
い
は
、
ま

さ
に
「
自
分
の
義
」（「
わ
た
し
は
義
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
義
と
な
る
」） 

で
あ
）
49
（る
。
こ
れ
に
対
し
イ
エ
ス
は
、
ル
タ
ー
が
パ
ウ
ロ
と
共
に
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
に
反
対
し
て
定
式
化
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
義
と
な
り
つ
つ
、
義
で
あ

り
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
義
の
業
を
行
）
50
（う
」
と
い
う
定
式
で
表
し
た
こ
と
を
も

ち
だ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
律
法
は
「
そ
の
限
界
の
う
ち
）
51
（へ

」
と
突
き
返
さ
れ

た
。
ま
さ
に
、
さ
ら
に
要
求
す
る
に
す
ぎ
な
い
神
は
、
律
法
と
の
律
法
主
義

的
な
関
わ
り
方
が
、
世
界
を
絶
対
化
す
る
冒
瀆
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
）
52
（る
。
神
の
接
近
の
要
求
を
伴
う
神
の
支
配
の
告
知
は
、
律
法
を
、
そ
こ
に

お
い
て
律
法
と
の
律
法
主
義
的
な
関
わ
り
方
が
《
罪
》
と
し
て
認
識
さ
れ
る

純
粋
な
要
求
と
す
る
。
こ
の
罪
は
、
神
を
、
与
え
る
方
、
到
来
す
る
方
、
そ

し
て
す
べ
て
を
新
し
く
す
る
方
と
し
て
認
め
よ
う
と《
し
な
い
》、要
す
る
に
、

神
を
神
と
し
よ
う
と
《
し
な
い
》。
イ
エ
ス
は
、
こ
の
た
し
か
に
福
音
主
義



三
九

エ
ー
バ
ハ
ル
ト
・
ユ
ン
ゲ
ル
「
神
の
人
間
性
に
つ
い
て
」（
2
）

̶ ̶104

二
一
・
二
三
、
ガ
ラ
三
・
一
三
）。
律
法
が
そ
う
す
る
の
は
、
律
法
の
力
に
よ
っ

て
木
に
掛
け
ら
れ
た
者
は
、
神
に
よ
っ
て
呪
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
律
法
に
よ
る
い
ず
れ
の
死
刑
執
行
も
、
当
時
の
理
解
に
よ
る
と
、
創

造
の
破
ら
れ
た
秩
序
を
罰
す
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
律
法
の
呪
い
を
受

け
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
よ
る
と
、
彼
が
律
法
の
《
先
行
す
る
》

成
就
に
よ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
彼
の
《
自
由
》
に
よ
っ
て
、
律
法
を
律
法
と

衝
突
さ
せ
た
と
い
う
事
実
の
結
果
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
今
や
こ
の
衝
突

を
、
神
が
ご
自
身
を
こ
の
死
と
同
一
化
し
た
が
ゆ
え
に
、
ま
た
そ
の
か
ぎ
り

で
、
イ
エ
ス
は
《
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
》
死
ん
だ
と
い
う
洞
察
の
地
平
に
お

い
て
解
釈
す
る
。

　

イ
エ
ス
が
、
律
法
の
要
求
に
さ
ら
さ
れ
た
人
間
を
《
行
為
者
》
の
役
割
か

ら
、《
あ
ら
か
じ
め
受
け
入
れ
る
者
》
の
役
割
へ
と
移
し
か
え
た
か
ぎ
り
に

お
い
て
、
律
法
は
イ
エ
ス
の
告
知
と
イ
エ
ス
の
行
動
を
通
し
て
問
題
化
さ
れ

た
。
律
法
が
人
間
か
ら
要
求
す
る
愛
を
、
イ
エ
ス
は
自
ら
あ
ら
か
じ
め
与
え

た
。
彼
が
神
の
到
来
を
告
知
し
た
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
の
行
動
と
告
知
に

お
い
て
そ
れ
を
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
エ
ス
に
従
う
者
た
ち
に
神
の
善

が
分
か
ち
与
え
ら
れ
、
神
へ
の
愛
と
隣
人
へ
の
愛
が
、
最
も
近
い
目
標
と
し

て
彼
ら
に
開
示
さ
れ
た
。
律
法
の
諸
要
求
の
有
名
な
先
鋭
化
は
、
人
間
の
可

能
性
と
し
て
す
で
に
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
も
の
を
、
後
か
ら
強
調

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
て
、
救
い
の
道
と
し
て
の
律
法
は
根
本

的
に
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
も
律
法
が
要
求
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
す
で
に
《
与
え
ら
れ
て
》
い
た
と
す
れ
ば
、
も

は
や
律
法
か
ら
い
か
な
る
新
し
い
恵
み
も
期
待
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
あ

な
た
が
命
ず
る
も
の
を
与
え
よ
、
そ
し
て
あ
な
た
が
望
む
も
の
を
命
ぜ
よ
」

が
原
理
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、「
あ
な
た
が
与
え
る
た
め
に
わ
た
し

は
与
え
る
」
こ
と
は
も
は
や
効
力
を
失
う
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
ひ
と
が
律

法
を
満
た
し
た
と
し
て
も
、
律
法
は
も
は
や
い
か
な
る
救
い
も
与
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ひ
と
が
活
動
的
に
な
る
前
に
、
神
と
の
交
わ
り
と

い
う
救
い
を
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
律
法
は
、

純
粋
な
要
求
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
「
非
救
済
化
」
さ
れ
た
。
換
言
す

る
な
ら
ば
、
律
法
と
の
イ
エ
ス
の
自
由
な
関
わ
り
）
46
（は
、
徹
底
的
に
神
の
近
さ

を
通
し
て
の
要
求
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
神
の
近
さ
は
い
か

な
る
競
争
も
認
め
て
い
な
い
。

　

し
か
し
ま
さ
に
、
神
の
近
さ
を
通
し
て
徹
頭
徹
尾
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
の
神
の
要
求
を
非
難
し
た
の
は
、
律
法
を
証
拠
と
し
て
引
き
合
い
に
だ

す
敬
虔
で
あ
っ
た
。
こ
の
敬
虔
は
、
律
法
と
の
《
律
法
主
義
的
》
関
わ
り
方

を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
律
法
と
の
イ
エ
ス
の
《
自
由
な
》
関
わ
り
に
対

抗
し
た
。
そ
の
敬
虔
は
、
律
法
が
決
し
て
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、

つ
ま
り
神
と
の
交
わ
り
と
い
う
救
い
を
、
律
法
か
ら
要
求
す
る
た
め
に
、
必

要
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
律
法
は
何
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
律
法
は
要
求
し
、
そ
し
て
確
認
す
る
。
と
こ
ろ
が
律
法
と
の
律
法
主
義

的
関
わ
り
方
は
、
そ
の
成
就
と
し
て
神
と
の
交
わ
り
の
救
い
を
約
束
す
る
こ
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る
こ
の
世
の
出
来
事
で
は
な
く
、「
世
界
の
方
向
転
）
41
（換
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
「
彼
は
生
き
て
い
る
」
と
い
う
、
死
者
に
つ
い
て
正
し
く
言
わ
れ
て
い
る

言
葉
は
、
死
と
生
の
関
係
を
ひ
っ
く
り
返
す
か
ら
で
あ
）
42
（る

。
復
活
は
死
の
克

服
を
意
味
す
る
。
し
か
し
死
が
も
は
や
、そ
れ
を
排
除
す
る
生
を
破
壊
せ
ず
、

生
が
死
を
自
ら
の
う
ち
に
受
け
入
れ
た
と
き
に
の
み
、
死
は
も
は
や
存
在
し

な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ス
の
死
の
中
で
起
こ
っ
た
神
と
死
ん
だ
イ
エ
ス

の
同
一
化
に
基
づ
き
、
信
仰
が
希
望
す
る
死
に
対
す
る
勝
利
は
、
永
遠
の
生

を
意
味
す
る
生
へ
の
そ
の
受
容
を
通
し
て
起
こ
る
死
の
変
容
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
上
で
方
向
を
変
え
ら
れ
た
死
は
、「
神
の
現
象
」

と
呼
ば
れ

）
43
（た

。
短
絡
的
批
判
だ
け
が
こ
の
中
に
死
の
究
極
的
勝
利
を
見
よ
う

と
す
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、《
愛
》
の
本
質
で

あ
る
生
へ
と
死
が
変
革
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙 

三
・
一
四
の
「
愛
さ
な
い
者
は
死
の
う
ち
に
留
ま
っ
て
い

る
」
と
い
う
深
遠
な
句
の
真
理
で
あ
る
。
愛
な
し
に
、死
は
変
革
さ
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
愛
だ
け
が
、
死
の
全
き
冷
酷
さ
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
、
愛
そ
れ
自
体
が
働
き
、
神
を
愛
で
あ
る
方

と
し
て
啓
示
し
た
。
な
ぜ
な
ら
「
イ
エ
ス
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
、
命

を
捨
て
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
愛
を
知
っ

た
」（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

三
・
一
六
）
か
ら
で
あ
る
。「
神
は
、
独
り
子
を

世
に
遣
わ
さ
れ
た
。
そ
の
方
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
で
あ
る
。こ
こ
に
、神
の
愛
が
わ
た
し
た
ち
の
う
ち
に
示
さ
れ
た
」（
Ⅰ

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

四
・
九
）。

　
「
こ
の
世
に
遣
わ
さ
れ
た
」
と
は
、「
死
に
引
き
渡
さ
れ
た
」
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
意
味
で
あ
）
44
（る

。
す
で
に
説
明
し
た
と
お
り
、
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る

「
唯
一
の
方
」
は
、「
愛
さ
れ
た

）
45
（方

」
を
指
す
表
現
で
あ
る
。
神
の
愛
は
、
し

た
が
っ
て
愛
さ
れ
る
方
の
犠
牲
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
仕
方
で
啓
示
さ
れ

る
。
愛
は
、
愛
さ
れ
る
方
を
犠
牲
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
表
現
さ

れ
て
い
る
の
は
、神
は
ご
自
身
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し「
唯

一
の
方
」
と
い
う
用
語
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
、
神
の
ご
自
身
に
対
す
る
愛

は
、
無
私
性
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
、
彼
の
被
造
物
、

つ
ま
り
神
に
と
っ
て
全
く
の
他
者
を
愛
す
る
こ
と
な
し
に
、
ご
自
身
を
愛
そ

う
と
は
し
な
い
こ
と
に
お
い
て
、
神
は
愛
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
神
の
自
己
区

別
の
永
遠
の
、
神
的
動
機
で
あ
り
、
こ
の
自
己
区
別
が
な
け
れ
ば
、
人
間
イ

エ
ス
と
神
の
同
一
性
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

七
　

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
神
の
自
己
区
別
と
、
神
と
イ
エ
ス
の
自
己
同
一
化

と
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
論
究
す
る
前
に
、
こ
れ
な
し
に
は
神
と
神
の
区

別
が
不
十
分
に
し
か
理
解
さ
れ
な
い
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
け
る
神
に
見
捨
て

ら
れ
る
経
験
の
観
点
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
わ
れ
わ
れ

は
も
う
一
度
律
法
の
問
題
性
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
律
法

は
、
木
に
掛
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
者
を
呪
う
か
ら
で
あ
る
（
申
命
記
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ら
の
イ
エ
ス
の
復
活
は
、
神
が
こ
の
死
ん
だ
人
間
と
自
分
を
同
一
化
し
た
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
直
ち
に
、
神
が
ご
自
身
を
、
神
に
よ
る

イ
エ
ス
の
見
捨
て
と
同
一
化
し
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
さ

ら
に
、
神
が
ご
自
身
を
こ
の
死
者
の
生
き
て
き
た
生
と
同
一
化
し
た
こ
と
を

意
味
す
）
39
（る
。
こ
れ
は
何
を
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

他
の
異
質
な
存
在
と
同
一
化
す
る
こ
と
は
、
自
己
区
別
の
能
力
を
示
唆
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
た
し
か
に
、
人
間
と
人
間
の
同
一
化
の
非
常
に
制
約

さ
れ
た
可
能
性
に
も
当
て
は
ま
る
。
わ
た
し
が
自
分
を
他
の
人
間
と
同
一
化

す
る
と
主
張
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
来
誇
張
的
表
現
で
あ
る
。
し
か
し

誇
張
的
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
過
程
は
、
そ
も
そ
も
、
限
定
さ
れ
た
自
己
区
別

の
前
提
の
も
と
で
の
み
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
区
別
は
人
間
実
存

に
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
自
己
破
壊
に
な
り
う
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
己
破
壊
で
は
な
い
。
し
か
し
ひ
と
は
、
他
の
人
間
と
全
く
一
つ

に
な
ろ
う
と
し
て
、
自
分
自
身
と
不
和
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
己
区
別

は
、
た
し
か
に
他
者
と
の
同
一
化
の
含
意
と
し
て
、
他
者
が
わ
た
し
自
身
の

存
在
を
外
側
か
ら
、
し
か
も
心
の
底
か
ら
規
定
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

そ
の
他
者
は
、
い
わ
ば
わ
た
し
と
わ
た
し
の
間
に
入
っ
て
く
る
。

　

死
ん
だ
イ
エ
ス
と
神
の
同
一
化
は
、
こ
の
意
味
で
神
の
自
己
区
別
を
含
意

し
て
い
る
。
こ
の
死
者
の
存
在
は
神
ご
自
身
の
存
在
を
次
の
よ
う
に
規
定
す

る
。
つ
ま
り
ひ
と
は
、
神
と
神
の
間
の
区
別
に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
ち
ろ
ん
ひ
と
は
直
ち
に
こ
う
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
死
ん
だ
イ
エ
ス
と
神
の
同
一
性
と
、
そ
の
条
件
と
し
て
の
神
と
神
の

区
別
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
神
ご
自
身
の
行
為
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
は
、
死

を
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
解
す
る
理
解
に
直
面
す
る
と
き
、
本
当

に
特
に
重
要
な
、直
ち
に
さ
ら
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
観
点
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
神
と
神
の
区
別
は
、
神
の
存
在
に
強
制
さ
れ
た
対
立
と
し
て
理
解
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
ゲ
ー
テ
の
曖
昧
な
格
言
が
当
て
は
ま
る
。「
そ
れ

が
神
ご
自
身
で
な
け
れ
ば
、
誰
も
神
に
敵
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
）
40
（い

」。
神

的
動
機
だ
け
が
、
神
と
神
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ゆ
え

に
、
神
は
、
ご
自
身
を
死
ん
だ
イ
エ
ス
と
同
一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、《
ご

自
身
を
規
定
す
る
》、
と
ひ
と
は
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
神
は
こ
れ
に
よ
り
同
時
に
、
新
約
聖
書
の
古
い
定
式
が
語
っ
て
い
る
よ

う
に
、
人
間
イ
エ
ス
を
神
の
子
と
し
て
（
ロ
ー
マ
一
・
四
） 

規
定
す
る
。
復

活
者
の
ケ
リ
ュ
グ
マ
は
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
を
神
の
自
己
規
定
と
し
て

告
知
す
る
。

　

こ
の
主
張
の
真
理
性
が
肯
定
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、
復
活
者
に
つ
い
て
語

る
こ
と
が
、
し
た
が
っ
て
死
者
に
つ
い
て
、
彼
は
生
き
て
い
る
、
と
言
う
こ

と
が
そ
も
そ
も
意
味
を
も
つ
。
死
者
か
ら
の
イ
エ
ス
の
復
活
は
、
こ
の
世
の

中
に
新
し
い
事
実
を
残
す
が
、
神
の
存
在
そ
れ
自
体
に
は
関
わ
ら
な
い
、
世

界
の
関
連
に
お
け
る
神
の
「
操
作
」
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
の
復
活
に
お
い
て

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
神
の
行
為
だ
け
で
な
く
、
神
の
存
在
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
こ
の
出
来
事
は
そ
れ
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
も
の
の
間
に
お
け
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さ
れ
て
い
）
38
（る
。
し
か
し
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
イ
エ
ス
が
死
ぬ
と
き
に
叫

ん
だ
声
は
、
神
ご
自
身
の
声
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
イ
エ
ス
の
最

後
の
言
葉
と
彼
の
人
間
と
し
て
の
死
の
叫
び
は
《
神
の
言
葉
》
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
受
難
物
語
を
物
語
る
復
活
信
仰
も
、
事
実
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
信
仰
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
物
語
る

こ
の
物
語
の
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
信
仰
は
、
復
活
信
仰
と
し
て
、

神
の
子
《
と
し
て
》
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
へ
の
信
仰
に
他
な
ら
ず
、
あ

る
い
は
も
っ
と
正
確
に
言
う
と
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス

《
と
し
て
》
の
神
の
子
へ
の
信
仰
に
他
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
を
神
の
子
《
と

し
て
》
告
白
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
神
と
イ
エ
ス
の
同
一
化
は
、
同
時
に

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
発
生
で
あ
る
。
信
仰
は
、
キ
リ
ス
ト
論
的
《
と
し
て
》

の
う
ち
に
自
己
自
身
の
起
源
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、

イ
エ
ス
の
死
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
と
い
う
単
な
る
確
認
を
越
え
て
、

こ
の
よ
う
な
理
解
の
内
的
可
能
性
に
つ
い
て
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

　

神
の
子
と
し
て
の
イ
エ
ス 

│ 

こ
れ
は
、
十
字
架
上
で
神
に
見
捨
て
ら

れ
た
イ
エ
ス
と
ど
の
よ
う
に
調
和
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
点
で
十

字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
は
呪
い
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、《
わ
れ
わ
れ
の
た

め
の
》
呪
い
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
に
見
捨
て
ら
れ
て
死
に
行
く
者
へ

の
答
え
が
、
死
者
の
神
の
子
性
に
対
す
る
信
仰
告
白
で
あ
る
と
き
、
十
字
架

上
で
神
と
イ
エ
ス
の
間
に
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
同
時
に　

本
質
に
つ
い
て
の
、
今
日
特
に

緊
急
に
問
わ
れ
る
べ
き
問
い
、
あ
る
い
は 

│ 

今
日
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ

う
に 

│ 

キ
リ
ス
ト
教
の
同
一
性
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
な

る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
《
な
に
を
》
信
じ
て
い
る
の

か
を
語
る
だ
け
で
な
く
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
《
こ
と
》
の
根
拠
も
指
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
神
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
の
内
容
と
起
源
に
つ
い
て
の
問
い
に
答
え
を
与
え
る
。
そ
れ
は
《
形
式
的

に
は
》
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
自
分
自
身
と
信
仰
の
自
己
了
解
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
信
仰
が
あ
ら
ゆ
る
点
で
自
分
自
身
を
越
え
て
指
差
す
と
い
う
こ
と

は
、
信
仰
の
こ
の
合
意
の
《
内
容
的
》
結
論
に
属
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
必
然
的
に
、
復
活
し
た
者
に
つ
い
て
の
ケ
リ
ュ
グ
マ
が
最
初
の

言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て
何
か
が
起
こ
っ
た
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
死
は
出
来
事
の
正
反
対
で
あ
る
。
死
が
す
で
に

始
ま
っ
た
と
き
に
の
み
、
ひ
と
は
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
が

起
こ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
人
間
的
生
と
呼
ぶ
出
来
事
は
終
り
を
迎
え
る
。
死

は
真
の
出
来
事
で
は
な
い
。
死
は
い
わ
ば
非-

出
来
事
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
イ
エ
ス
の
復
活
の
ケ
リ
ュ
グ
マ
は
、
イ
エ
ス
の
死
に
お
い
て

何
か
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
も
し
も
死
の
存
在
が
出
来
事
の
正

反
対
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
す
で
に
、
こ
の
死
に
お
い
て
神
ご
自

身
が
出
来
事
に
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
強
調
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
は
難
解
な
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
も
繰
り

返
し
回
避
し
て
き
た
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
必
然
的
思
想
で
あ
る
。
死
者
か
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と
叫
ん
で
い
る
こ
と
は
、
無
実
の
、
律
法
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
神
か
ら
の
疎
隔
（G

ottesferne

） 

の
経
験
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
こ
の
叫
び
の
う
ち
に
神
の
到
来
に
対
す
る
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
生
き
ら

れ
た
こ
だ
わ
り
が
凝
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、
神
な
き
地
獄
に
勝
る

経
験
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
は
、「
キ
リ
ス
ト
は 

…
… 

呪
い
と
な
っ
て
」（
ガ
ラ

三 

・
一
三
） 
と
厳
し
く
、
し
か
し
正
確
に
解
釈
し
て
い
る
。

六
　

し
か
し
パ
ウ
ロ
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
越
え
て
、「
キ
リ
ス
ト
は
《
わ
れ
わ

れ
の
た
め
に
（für uns

）》
呪
い
と
な
っ
て
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
語
は
決
定
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
イ
エ
ス
の
死
に
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
彼
の
人
間
存
在
一
般
が
す
で
に
、
神
と
彼
の
死
の
同
一
化
の
地
平
の

中
で
解
釈
さ
れ
る
意
味
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
人
間
が
《
わ
れ

わ
れ
の
た
め
に
》
死
ん
だ
こ
と
、彼
が
《
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
》
呪
い
と
な
っ

て
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
こ
と
、
こ
れ
は
、
こ
の
死
の
、
神
に
よ
る
見
捨
て

を
《
積
極
的
に
》
解
釈
す
る
出
来
事
に
基
づ
い
て
の
み
、
主
張
さ
れ
う
る
こ

と
で
あ
る
。
も
し
も
イ
エ
ス
が
神
の
比
喩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
や
神
は
彼

の
比
喩
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
神
の
比
喩
は
神
か
ら
理
解
さ

れ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
エ
ス
が
《
わ

れ
わ
れ
の
た
め
に
》
呪
い
と
な
っ
た
こ
と
を
、
ひ
と
は
イ
エ
ス
の
十
字
架
に

お
い
て
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
」と
い
う
語
は
、

《
信
仰
告
白
》
で
あ
る
。「
呪
い
」
に
こ
の
「
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
」
を
付
け

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
が
す
で
に
キ
リ
ス
ト

の
十
字
架
と
し
て
、
神
の
子
の
十
字
架
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
《
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
》
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
存
在
は
今
や
そ
れ
自
体
、
イ
エ
ス
が
語
り
か
け
、
そ
し
て
開
示

し
た
《
神
と
の
新
し
い
交
わ
り
》
と
し
て
表
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
）
37
（る
。
こ
の

意
味
で
、
事
実
、
最
古
の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
告
白
は
イ
エ
ス
の
死
を
、

人
間
の
間
で
の
出
来
事
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
ひ
と
り
の
人
間
と
神
の

間
の
出
来
事
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
神
に
よ
っ
て
イ
エ
ス
が

見
捨
て
ら
れ
た
こ
と
が
、
神
の
最
も
固
有
な
業
と
思
わ
れ
た
。
マ
ル
コ
の
場

合
に
も
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
方
の
死
の
叫
び
の
後
に
、
イ
エ
ス
の
死
を

解
釈
す
る
《
信
仰
告
白
》
が
続
い
て
い
る
。
イ
エ
ス
に
向
か
い
合
っ
て
立
っ

て
い
た
異
邦
人
の
百
人
隊
長
は
、
イ
エ
ス
が
息
を
引
き
取
っ
た
（
フ
ー
ト
ー

ス
・
エ
ク
セ
プ
ニ
ュ
ー
セ
ン
） 

の
を
見
て
「
本
当
に
、
こ
の
人
は
神
の
子
だ
っ

た
」（
マ
ル
コ
一
五
・
三
九
） 

と
言
っ
た
。
そ
の
信
仰
告
白
は
、
こ
の
異
邦
人

に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
、
死
に
行
く
者
に
神
ご
自
身
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

叫
び
と
し
て
理
解
《
さ
れ
た
》、
イ
エ
ス
の
死
の
叫
び
に
応
答
し
て
い
る
。

マ
ル
コ
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
叫
び
は
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス
は
叫
び
つ
つ
死
ん
だ
、
彼
は
「
大
声
で
」

叫
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
《
大
声
で
（
フ
ォ
ネ
ー
・
メ
ガ
レ
ー
）》（
マ

ル
コ
一
五
・
三
四
、三
七
）
は
《
神
の
声
（
フ
ォ
ネ
ー
・
セ
ウ
ー
）》
と
み
な
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い
が
、《
律
法
を
律
法
と
衝
突
さ
せ
た
》。
と
こ
ろ
が
こ
の
世
は
反
対
に
律
法

を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
律
法
の
強
制
の
も
と
に
あ
る
こ
の
世

は
、
愛
を
通
し
て
律
法
に
先
行
す
る
自
由
に
対
し
、
た
だ
律
法
の
破
壊
と
し

て
、
ま
た
こ
の
世
の
独
自
な
正
義
を
確
立
す
る
た
め
の
、
こ
の
世
の
権
利
を

疑
問
視
す
る
も
の
と
し
て
の
み
、
反
駁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
世
は
こ

れ
を
行
っ
た
。
そ
し
て
ル
カ
福
音
書
の
証
言
（
ル
カ
二
二
・
四
四
） 

│ 

後

期
正
統
主
義
は
こ
の
記
事
に
明
ら
か
に
い
ら
立
っ
た 

│ 

に
よ
る
と
、
イ

エ
ス
は
死
の
不
安
を
抱
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
は
、
そ
の
中
で
彼
が
律
法

を
ご
自
身
と
衝
突
さ
せ
た
そ
の
衝
突
を
、
彼
自
身
の
人
格
に
お
い
て
広
く
耐

え
忍
ん
だ
、
と
。
イ
エ
ス
の
死
刑
執
行
は
、
た
と
え
そ
れ
が
、
イ
エ
ス
を
政

治
的
扇
動
者
と
み
な
す
ロ
ー
マ
当
局
の
誤
解
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
自
分
自
身
の
た
め
に
は
無
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
彼
の
自

由
の
《
外
的
》
確
証
で
あ
る
。
暴
力
的
死
は
、
あ
る
仕
方
で
彼
の
根
源
的
秘

密
の
帰
結
で
あ
り
、
こ
の
秘
密
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
暗
示
的
キ
リ
ス
ト
論
の
秘

密
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
他
の
い
か
な
る
人
間
も
、
自
分

自
身
の
た
め
に
無
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
最
初

か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
彼
に
強
制
さ
れ
た
死
は
彼
の
実
存
の

総
括
で
あ
っ
た
。
こ
の
死
は
、《
祭
り
の
後
で
》
不
可
避
的
に
、
こ
の
生
に

ふ
さ
わ
し
い
死
と
理
解
さ
れ
）
36
（た

。

　

特
に
イ
エ
ス
の
神
関
係
を
視
野
に
入
れ
る
と
き
、
彼
の
死
に
お
い
て
、
律

法
と
、
律
法
の
彼
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
衝
突
に
決
着
が
つ
い
た
か
ぎ

り
で
、
彼
の
死
は
彼
の
実
存
の
総
括
で
あ
っ
た
。
律
法
の
理
解
に
よ
る
と
、

犯
罪
者
の
十
字
架
刑
に
よ
る
死
は
、
完
全
に
神
に
見
捨
て
ら
れ
た
出
来
事
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
イ
エ
ス
は
、
神
の
凌
駕
し
が
た
い
接
近
に
対
す
る
彼
の
開
放

性
に
基
づ
き
、
愛
に
お
い
て
律
法
に
先
ん
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
た
し
か
に
律

法
を
律
法
と
衝
突
さ
せ
た
。彼
は
徹
底
的
に
神
に
信
頼
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

律
法
と
自
分
自
身
と
の
対
立
の
開
始
を
告
げ
た
だ
け
で
な
く
、
今
や
神
に
見

捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
終
る
こ
の
衝
突
に
身
を
さ
ら
し
た
。
徹
底
的
に
神
に
信

頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
生
は
完
全
に
神
に
見
捨
て
ら
れ
る
出
来
事
に

終
っ
た
。
十
字
架
上
に
お
い
て
イ
エ
ス
が
神
に
見
捨
て
ら
れ
た
こ
と
の
特
別

な
厳
し
さ
は
、
そ
れ
が
全
く
神
か
ら
受
け
取
と
っ
た
実
存
の
地
平
に
お
け
る

神
に
見
捨
て
ら
れ
る
経
験
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
マ
ル
コ
の
場
合
、
詩
篇

二
二
・
二
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
、
死
に
行
く
者
の
叫
び
は
、
神
関
係

が
そ
の
条
件
で
あ
る
が
ゆ
え
に
の
み
、
事
実
、
そ
こ
で
明
確
に
口
に
さ
れ
た
、

神
に
よ
る
見
捨
て
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
致
命
的
に

神
に
見
捨
て
ら
れ
る
イ
エ
ス
の
経
験
は
、
そ
れ
が
比
類
の
な
い
神
確
信
の
地

平
で
な
さ
れ
た
経
験
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
減
ぜ
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
の

上
な
く
高
め
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
が
そ
の
到
来
を
告
知
し
た
神
が
、
イ
エ
ス
を

十
字
架
上
で
見
捨
て
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
コ
に
よ
る
と
イ
エ
ス
は
、
自
分
を

見
捨
て
る
神
に
、「
わ
が
神
、わ
が
神
、な
に
ゆ
え
わ
た
し
を
見
捨
て
た
の
か
」
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べ
き
こ
と
を
為
す
。
そ
れ
ゆ
え
イ
エ
ス
は
、
事
実
、
彼
自
身
の
振
る
舞
い
を

も
、
全
く
明
ら
か
に
、
努
力
と
し
て
理
解
し
て
い
な
く
、
業
と
し
て
も
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
の
が
、
憐
れ
み
深
い
サ
マ
リ

ア
人
の
譬
え
（
ル
カ
一
〇
・
二
五
│
三
七
） 

で
あ
る
。
こ
の
譬
え
が
、
律
法

の
典
型
と
し
て
の
愛
の
二
重
の
戒
め
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
偶

然
で
は
な
い
。
同
じ
状
況
に
直
面
し
な
が
ら
、
サ
マ
リ
ア
人
を
祭
司
と
レ
ビ

人
か
ら
区
別
す
る
も
の
は
、
助
け
る
努
力
を
い
と
う
祭
司
と
レ
ビ
人
か
ら
で

は
な
く
、
専
ら
サ
マ
リ
ア
人
の
振
る
舞
い
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
マ
リ
ア
人
は
、
助
け
を
必
要
と
す
る
人
を
見
た
と
き
、
追
い
は
ぎ
に
身
ぐ

る
み
は
が
れ
た
人
を
《
憐
れ
に
思
っ
た
（
エ
ス
プ
ラ
グ
ニ
ス
セ
ー
）》。
彼
の

隣
人
を
愛
し
、
そ
し
て
業
を
通
し
て
律
法
を
成
就
す
る
気
に
さ
せ
た
の
は
、

律
法
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
苦
境
に
陥
っ
た
者
へ
の
愛
が
、
今

や
た
し
か
に
そ
れ
自
体
律
法
の
成
就
で
あ
っ
た
愛
の
た
め
の
自
明
な
行
為
へ

と
彼
を
促
し
た
。
ひ
と
は
こ
こ
か
ら
イ
エ
ス
自
身
の
実
存
を
推
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
福
音
書
記
者
の
総
括 

―
― 

そ
れ
よ
る
と
、
教
え
、
告
知
し
、

救
う
イ
エ
ス
は
同
時
に
、
困
窮
す
る
民
を
見
て
《
嘆
き
悲
し
む
（
エ
ス
プ
ラ

グ
ニ
ス
セ
ー
）》
人
間
で
あ
っ
た 

│ 

は
、
彼
の
人
間
存
在
の
根
本
的
特
徴

を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
、
愛
の
自
明
性
に
基
づ
い
て
律
法
に
先

ん
じ
、
た
と
え
新
し
い
と
し
て
も
、
よ
り
大
き
な
自
明
性
を
も
っ
て
律
法
を

満
た
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
ひ
と
は
律
法
に
《
先
ん
ず
る
》
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
律
法
一
般
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
こ
の
中
で

初
め
て
人
間
は
全
く
《
自
由
な
》
人
間
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

イ
エ
ス
は
こ
の
全
く
自
由
な
人
間
で
あ
っ
た
。
彼
は
他
者
の
た
め
に
自
由

に
そ
こ
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
た
め
に
は

全
く
無
で
あ
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
自
身
、
完
全
に
神
の
父
と
し

て
の
尊
厳
の
行
為
か
ら
実
存
し
た
（ek

-sistierte

） 

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
結

果
、
神
は
こ
の
人
間
に
お
い
て
、
律
法
の
《
も
と
に
あ
る
》
こ
の
世
に
反
対

し
て
ご
自
身
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
エ
ス
が
完
全
に
神
の
支
配
か

ら
実
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
自
身
の
存
在
を
完
全
に
神
の
父

と
し
て
の
尊
厳
の
行
為
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
生
と
し
た
が
っ

て
彼
の
死
も
、神
の
到
来
に
対
す
る
比
類
の
な
い
強
い
固
着
と
な
っ
た
。《
全

く
神
か
ら
実
存
す
る
人
間
と
し
て
、
イ
エ
ス
は
神
の
父
と
し
て
の
近
さ
、
つ

ま
り
父
と
し
て
の
神
の
近
さ
に
対
す
る
信
仰
を
可
能
に
し
た
》。

　

し
か
し
律
法
の
業
が
そ
れ
自
身
に
反
対
せ
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

は
、
神
か
ら
の
こ
の
実
存
に
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
神
の
到
来
へ
の
固

着
に
属
す
る
。
そ
れ
は
、自
明
的
に
行
う
が
ゆ
え
に
律
法
を
満
た
す
人
間
と
、

律
法
を
満
た
す
た
め
に
こ
の
こ
と
を
行
い
、
あ
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
の
世
界
の
間
の
耐
え
が
た
い
対
立
で
あ
る
。

安
息
日
に
つ
い
て
の
論
争
（
マ
ル
コ
三
・
一
│
六
、
マ
タ
イ
一
二
・
一
│

一
五
、
平
行
箇
所
） 

は
、
律
法
が
必
然
的
に
ひ
き
ず
り
込
ま
れ
る
に
ち
が
い

な
い
こ
の
耐
え
難
い
対
立
の
前
兆
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
律
法
に
先
行
す
る

愛
を
通
し
て
律
法
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
堅
い
表
現
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
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た
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
そ
れ
は
、
神
に
対
応
す
る
人
間
の
存
在
で
あ

り
、
愛
で
あ
る
神
の
人
間
的
比
喩
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
人
間
イ
エ
ス
自
身
は
、
神
と
の
新
し
い
交
わ
り
の
人
間
的

遂
行
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
が
、
彼
に
よ
っ
て
語
り
か
け
ら
れ
た
人

間
に
開
示
し
た
も
の
は
、
彼
自
身
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま
さ
に

こ
れ
に
よ
り
、
彼
は
、
そ
の
代
表
が
律
法
で
あ
る
諸
々
の
支
配
的
自
明
性
と

最
も
鋭
く
対
立
す
る
立
場
に
身
を
置
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
に
よ
る
と
、

律
法
の
み
が
神
と
の
交
わ
り
を
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
律
法
の
必
然
性
の
本

質
は
ま
さ
に
、
律
法
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
律
法
は
自
明
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
に
わ
ざ
わ
ざ
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
あ
）
35
（る
。
し
た
が
っ
て
律
法
は
、
人
間
の
努
力
と
人
間
の
行
為

が
対
応
す
る
強
制
の
自
明
性
の
代
表
で
あ
る
。
律
法
も
愛
す
る
こ
と
を
命
ず

る
。
し
か
も
神
と
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
は
、律
法
の
要
求
の
頂
点
で
あ
る（
マ

ル
コ
一
二
・
二
九
以
下
）。
し
か
し
ま
さ
に
こ
の
要
求
は
《
諸
々
の
努
力
》
に

よ
っ
て
の
み
正
し
く
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
パ
ウ
ロ
は
律
法
を
業
の
律
法

と
呼
ん
で
い
る
（
ロ
ー
マ
三
・
二
七
） 

│ 

こ
の
点
に
関
す
る
パ
ウ
ロ
の
詳

論
は
、
復
活
以
前
の
状
況
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
諸
業
績
は
律
法
に
対

応
し
、
そ
の
結
果
、《
律
法
の
業
（
エ
ル
ガ
・
ノ
ム
ー
）》
は
範
疇
的
地
位
を

も
つ
固
定
し
た
術
語
的
名
称
と
な
っ
て
い
る
（
ロ
ー
マ
三
・
二
〇
│ 

二
八
、九
・
三
二
、
ガ
ラ
二
・
一
六
、
そ
の
他
）。
業
の
努
力
を
通
し
て
ひ
と
は
、

神
と
世
界
の
前
で
正
し
く
あ
ろ
う
と
努
め
る
。
彼
は
、
為
さ
れ
る
べ
き
こ
と

を
為
す
こ
と
に
よ
り
、
為
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
自
分
自
身
に
関
心
を
も
つ
。

パ
ウ
ロ
は
こ
れ
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
自
分
自
身
の
義
を
確
立
し
よ

う
し
て
い
る
（
ロ
ー
マ
一
〇
・
三
、
フ
ィ
リ
ピ
三
・
九
）
と
。
律
法
は
こ
の
こ

と
を
強
制
す
る
。
そ
し
て
律
法
は
こ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
に

律
法
の
《
も
と
で
》（
ロ
ー
マ
六
・
一
四
）
行
為
者
と
な
る
こ
と
を
強
制
す
る
。

律
法
の
《
も
と
に
》
あ
る
人
間
は
、
自
分
自
身
か
ら
で
は
な
く
、
た
し
か
に

自
分
自
身
に
対
す
る
関
心
を
全
く
も
た
ず
に
で
は
な
く
、
為
す
べ
き
こ
と
を

為
す
人
間
で
あ
る
。
彼
は
、
自
分
自
身
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
人
間
、
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
者
と
し
て
不
自
由
な
人
間
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
対
す
る
彼

の 

│ 

究
極
的
に
は
無
限
の 

│ 

関
心
の
中
で
、
彼
は
、
パ
ウ
ロ
も
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
罪
の
も
と
に
い
る
（
ロ
ー
マ
三
・
九
）。
な
ぜ
な
ら
罪
は
、

人
間
が
自
ら
そ
の
身
を
そ
の
中
に
置
く
、
自
分
自
身
に
対
す
る
強
制
に
他
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
イ
エ
ス
に
と
っ
て
今
や
ま
さ
に
特
徴
的
な
の
は
、
彼
が
神
の
全
権

を
も
っ
て
罪
を
《
赦
し
》、
そ
の
よ
う
に
し
て
自
分
自
身
に
対
す
る
人
間
的

強
制
を
打
ち
破
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
罪
人
を
憐
れ
む
こ
と
に
よ

り
、
罪
と
闘
う
。
彼
は
、
罪
人 

│ 

彼
ら
は
、
自
分
自
身
を
自
分
自
身
に

縛
り
つ
け
る
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
分
自
身
に
縛
ら
れ
て
い
る 

│ 
の
悲
惨
を
《
嘆
き
悲
し
む
》
こ
と
に
よ
り
、
罪
の
力
を
《
打
ち
破
る
》。
し

か
し
彼
は
、
憐
れ
む
者
と
し
て
、
自
ら
強
制
な
し
に
行
為
す
る
者
で
あ
り
、

彼
は
、
自
分
か
ら
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
対
す
る
関
心
を
も
た
ず
に
、
為
す
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求
、
あ
る
い
は
つ
つ
ま
し
く
生
き
る
大
工
の
息
子
と
し
て
の
、
彼
の
諸
関
係

に
一
致
す
る
生
に
お
け
る
謙
遜
さ
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
な
ら
ば 

│ 

そ
れ

は
適
切
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
、
神
の
指
に
よ
り
悪
魔
を
追
い
払

い
つ
つ
、
彼
自
身
が
そ
の
到
来
を
引
き
起
こ
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
神
の

支
配
に
つ
い
て
（
ル
カ
一
一
・
二
〇
）、「
か
ら
し
種
」
の
譬
え
を
話
す
こ
と

が
で
き
た
だ
け
で
あ
る 

│ 

そ
れ
は
、
後
に
、「
空
の
鳥
が
来
て
枝
に
巣
を

作
る
ほ
ど
大
き
な
木
に
な
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ん
な
種
よ
り
も
小
さ

い
種
の
譬
で
あ
る
（
マ
タ
イ
一
三
・
三
一
以
下
）。
提
示
さ
れ
た
要
求
を
正
当

化
す
る
諸
々
の
行
為
を
見
た
い
と
願
う
者
は
、
そ
の
代
わ
り
に
、
自
ら
成
長

す
る
種
の
譬
え
、
つ
ま
り
そ
の
成
長
の
た
め
に
人
は
ま
さ
に
自
ら
全
く
何
も

為
し
え
な
い
種
の
譬
を
聞
く
（
マ
ル
コ
四
・
二
六
│
二
九
）。

　

し
か
し
な
が
ら
ま
さ
に
こ
の
平
静
さ
（G

elassenheit

）
は
イ
エ
ス
の
高

次
の
要
求
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
、
神
の

接
近
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
れ
ほ
ど
強
く
知
っ
て
い
た
の
か

を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
人
間
の
自
己
関
係
の
本
質
は
基
本
的
に
、
神
を
、

彼
の
生
涯
の
す
べ
て
の
行
為
に
お
い
て
、
ご
自
身
を
貫
徹
す
る
神
と
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
、
彼
が
自
分
自
身
に
近
く
あ
る
よ
り
も
、
神
が
さ

ら
に
自
分
の
近
く
に
来
ら
れ
る
こ
と
を
《
受
け
入
れ
た
》。
そ
の
中
で
彼
は

人
格
で
あ
っ
た
、
彼
は
自
分
自
身
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
わ
た
し
が
自

分
に
と
っ
て
親
し
い
よ
り
も
」、
神
は
「
も
っ
と
わ
た
し
に
と
っ
て
親
し
い
」

と
い
う
こ
と
だ
け
が
彼
の
自
己
存
在
に
属
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
彼
は
ま
だ
他
の
人
々
か
ら
区
別
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
イ

エ
ス
の
自
己
関
係
を
特
徴
づ
け
た
の
は
、
自
ら
の
人
間
存
在
の
遂
行
に
お
い

て
、｢

神
は
、
わ
た
し
が
自
分
に
と
っ
て
親
し
い
よ
り
も
、
も
っ
と
わ
た
し

に
と
っ
て
親
し
い｣

と
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
こ
の
神
的
態
度
に
対
し
、
比

類
の
な
い
仕
方
で
《
開
か
れ
て
い
る
こ
と
》
で
あ
る
。
彼
は
、
無
条
件
に
神

に
信
頼
し
て
い
た
の
で
、
彼
に
向
け
ら
れ
た
神
の
現
存
在
な
し
に
本
来
の
人

間
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
神
へ
の
彼
の
無
条
件
の
信
頼
の

ゆ
え
に
、
彼
は
、
根
本
的
な
意
味
で
自
分
自
身
に
対
し
て
は
控
え
め
で
、
他

者
に
対
し
て
は
全
体
的
で
あ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
し
か
に
神
に
つ
い
て
の

全
く
新
し
い
、
し
か
し
ま
さ
し
く
大
き
な
自
明
性
を
も
っ
て
、
イ
エ
ス
を
他

者
の
た
め
に
そ
こ
に
存
在
さ
せ
た
の
は
、
神
の
無
比
の
近
さ
に
対
す
る
開
放

性
で
あ
っ
た
。
彼
の
人
間
存
在
の
本
質
は
、《
自
分
自
身
の
た
め
に
》
は
無

で
あ
ろ
う
と
欲
す
る
自
由
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
王
的
自
由
で
あ
る
！　

し
た

が
っ
て
、道
徳
的
努
力
の
正
反
対
で
あ
る
！　

神
と
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
は
、

こ
の
人
間
に
と
っ
て
極
め
て
自
明
な
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
は
、《
自

分
自
身
の
よ
う
に
》
隣
人
を
愛
す
る
代
わ
り
に
、
ま
さ
に
、
彼
が
神
と
隣
人

を
愛
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
自
分
自
身
を
愛
し
た
。
こ
こ
で
は
無
私

性
と
自
己
関
係
性
の
平
衡
は
問
題
に
な
り
え
な
い
。む
し
ろ
こ
の
人
間
の《
存

在
》
は
、あ
ら
ゆ
る
自
己
関
係
性
を
凌
駕
す
る
無
私
性
の
《
出
来
事
》
で
あ
っ

た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
そ
れ
は
、
自
己
保
持
を
目
的
と
し
た
人
間
存
在
で
は

な
く
、各
生
活
行
為
に
お
い
て
自
ら
の
生
を
《
投
入
す
る
》
人
間
存
在
で
あ
っ
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的
特
徴
は
、
こ
の
対
立
が
彼
の
構
成
的
契
機
と
し
て
主
張
さ
れ
る
と
き
に
初

め
て
正
し
く
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
《
イ
エ
ス
と
い
う
人

間
の
存
在
に
お
い
て
》
和
解
の
新
し
い
自
明
性
と
、
そ
れ
と
共
に
与
え
ら
れ

た
、
諸
々
の
支
配
的
自
明
性
に
対
す
る
対
立
を
知
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
イ
エ
ス
自
身
の
理
解
に
よ
る
と
そ
こ

に
お
い
て
彼
と
神
と
の
比
類
の
な
い
関
係
が
現
れ
て
い
る
、
イ
エ
ス
の
比
類

の
な
い
神
関
係
か
ら
出
発
す
る
の
が
一
番
良
い
で
あ
ろ
う
。ひ
と
は
ま
さ
に
、

イ
エ
ス
の
自
己
理
解
と
し
た
が
っ
て
彼
の
人
格
存
在
は
、
根
本
的
に
、
彼
と

神
の
先
行
す
る
関
係
に
基
づ
く
、
神
と
の
関
係
《
と
し
て
》
遂
行
さ
れ
る
、

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
は
以
前
に
こ
れ
を
、
メ
シ
ア
の
自

己
意
識
と
い
う
不
幸
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
不
適
切
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
人
間
学
的
に

余
り
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
過
ぎ
、
ま
た
神
学
的
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
語

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
比
類
の
な
い
仕
方
で
神
に
属
し
、
そ
れ
ゆ

え
「
王
的
人
間
」
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
）
34
（は
、
人
間
学
的
漸
層

法
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
適
切
に
把
握
さ
れ
な
い
。
イ
エ
ス
は
ま
さ
に
珍
し

い
人
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
人
間
存
在
を
凌
駕
す
る
、「
神
的
な
も
の
」

に
で
き
る
だ
け
近
づ
く
人
間
で
も
、
あ
る
い
は
決
し
て
「
神
的
人
間
」
で
も

な
い
。
彼
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
た
神
の
支
配
は
「
見
え
る
形
で
来
る
こ
と
は

な
く
」、
し
た
が
っ
て
「
こ
こ
に
あ
る
、
そ
こ
に
あ
る
」（
ル
カ
一
七
・
二
〇

以
下
）
と
い
う
具
合
に
指
差
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
彼
の
比
類
の
な

い
神
関
係
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
際
立
っ
た
人
間
的
人
間
存
在
に
お
い
て
表
明
さ

れ
る
。「
狐
に
は
穴
が
あ
り
、
空
の
鳥
に
は
巣
が
あ
る
」（
ル
カ
九
・
五
八
、

平
行
箇
所
）
の
と
は
異
な
り
、
彼
に
は
「
枕
す
る
所
も
な
い
」。
そ
し
て
神

と
の
新
し
い
交
わ
り
を
始
め
る
よ
う
に
と
の
要
求
は
、
彼
は
大
食
漢
で
大
酒

飲
み
だ
（
マ
タ
イ
一
一
・
一
九
）
と
い
う
非
難
が
浴
び
せ
ら
れ
た
行
為
と
ど

の
よ
う
に
調
和
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼
の
神
学
的
に
非
常
に
要
求

の
多
い
告
知
と
、
彼
の
徹
底
的
に
こ
の
世
的
な
実
存
様
式
の
間
の
グ
ロ
テ
ス

ク
に
感
じ
さ
せ
る
対
比
で
あ
っ
た 

│ 

こ
れ
に
よ
り
、
彼
の
家
族
の
判
断

で
は
、
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
（
マ
ル
コ
三
・
二
一
）、
彼
を
快
く
思
わ

な
い
律
法
学
者
の
判
断
で
は
、悪
霊
と
結
託
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た（
マ

ル
コ
三
・
二
二
）。
た
し
か
に
彼
の
故
郷
で
は
、
彼
は
彼
の
親
戚
と
彼
の
家
族

に
全
く
軽
ん
じ
ら
れ
た
（
マ
ル
コ
六
・
四
）。
ひ
と
は
、
マ
ル
コ
福
音
書
の
こ

の
よ
う
な
記
事
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
の
地
上
の
現
存
在
を
特
徴
づ
け
て
い
る

緊
張
関
係
の
歴
史
的
記
憶
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
に

腹
を
立
て
な
い
者
に
救
い
を
語
る
（
マ
タ
イ
一
一
・
六
）
こ
の
人
物
の
特
異

性
は
、
し
た
が
っ
て
一
方
で
、
神
を
念
頭
に
お
い
た
最
高
の
要
求
と
、
他
方

で
、
自
分
自
身
に
対
す
る
明
白
な
謙
遜
（A

nspruchlosigkeit

）
が
同
時
に

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
う
ち
の
い
ず
れ
も
そ
れ
自
体
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、 

│ 

あ
る
い
は
補
足
的
に
見
え
る
も
の
に
よ
っ
て
補

わ
れ
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
雲
に
乗
っ
て
く
る
人
の
子
の
出
現
に
よ
る
要
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も
印
象
的
な
印
を
見
い
だ
し
た
。
こ
の
平
和
の
挨
拶
は
イ
エ
ス
の
地
上
で
の

態
度
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
場
合
に
も
、
こ
の
よ
う
に
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
ひ
と
が
、
批
判
的
視
点
か
ら
、
真
正
な
イ
エ
ス

│
伝
承
の
歴
史
的
最
小
限
の
も
の
に
自
ら
を
限
定
し
、「
主
の
祈
り
の
中
で

要
約
さ
れ
た
よ
う
に
、
イ
エ
ス
が
神
を
父
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
だ
け
出
発
す

る
と
き
、
ま
た
ひ
と
が
、
失
わ
れ
た
息
子
（
ル
カ
一
五
・
一
一
以
下
）、
ブ
ド

ウ
園
の
労
働
者
た
ち
（
マ
タ
イ
二
〇
・
一
以
下
）、
善
い
サ
マ
リ
ア
人
（
ル
カ

一
〇
・
三
〇
以
下
）、
フ
ァ
リ
サ
イ
人
と
徴
税
人
（
ル
カ
一
八
・
一
〇
以
下
）、

あ
る
い
は
仲
間
を
赦
さ
な
い
家
来
（
マ
タ
イ
一
八
・
二
三
以
下
）
と
い
う
際

立
っ
た
彼
の
譬
え
に
お
い
て
、
こ
の
神
の
告
知
が
新
し
い
独
自
な
表
現
を
獲

得
し
て
い
る
の
を
見
る
と
き
、
さ
ら
に
こ
の
新
し
い
告
知
に
は
、
次
の
よ
う

な
途
方
も
な
い
大
胆
な
行
為
が
伴
っ
た
こ
と
を
見
る
と
き
で
あ
る 

│ 

そ

れ
は
、
自
ら
の
全
権
を
も
っ
て
罪
の
許
し
を
与
え
（
マ
ル
コ
二
・
五
、
ル
カ

一
八
・
一
〇
以
下
）、
終
末
時
の
食
卓
の
交
わ
り
を
先
取
り
し
て
、
罪
人
た
ち

と
一
緒
に
食
事
す
る
と
い
う
象
徴
的
行
動
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
許
し 

…
… 

を
具
体
化
し
、
病
人
の
癒
し
を
、
し
た
が
っ
て
祭
儀
的
に
有
効
と
み
な
さ
れ

な
い
こ
と
を
安
息
日
の
戒
め
よ
り
も
重
視
し
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
失
わ
れ
、

不
法
と
み
な
さ
れ
た
者
た
ち
と
の
直
接
的
出
会
い
の
た
め
に
祭
儀
的
律
法
を

破
り
（
マ
ル
コ
一
・
二
一
以
下
、
三
・
一
以
下
、
七 

・
一
四
以
下
）、
さ
ら
に

律
法
の
フ
ァ
リ
サ
イ
的
解
釈
と
共
に
律
法
の
本
文
を
問
い
正
し
、
敵
へ
の
愛

を
神
の
根
源
的
意
志
と
し
て
宣
言
す
る （
マ
タ
イ
五
・
四
三
以
下
） 

と
い
う
こ

の
上
な
く
大
胆
な
行
為
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
生
ず
る
の
は
、『
あ
ら
ゆ
る
図

式
を
粉
砕
す
る
』（
E
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
）
神
の
支
配
の
告
知
者
と
い

う
像
で
あ
る
」。し
た
が
っ
て
彼
は
、諸
々
の
支
配
的
な
自
明
性
に《
反
対
し
》、

徹
底
的
に
「
彼
自
身
を
通
し
て
神
に
よ
っ
て
人
間
に
開
示
さ
れ
た
メ
シ
ア
的

和
解
の
顕
現
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
愛
の
新
し
い
自
明
性
を
与
え
て

い
）
33
（る
。

　

イ
エ
ス
を
通
し
て
開
示
さ
れ
た
神
と
の
新
し
い
交
わ
り
を
完
全
に
理
解
す

る
た
め
に
、
今
や
さ
ら
に
、
す
で
に
言
及
さ
れ
た
次
の
事
実
、
つ
ま
り
彼
自

身
の
人
格
に
お
い
て
、
世
界
時
間
の
現
在
と
到
来
し
つ
つ
あ
る
神
の
支
配
の

将
来
が
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
事
実
が
特
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
決
定
的
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
そ
し

て
次
の
こ
と
を
熟
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
自
身
は
到

来
し
つ
つ
あ
る
神
の
支
配
を
告
知
し
た
だ
け
で
な
く
、そ
の
告
知
者
と
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
神
が
こ
の
世
に
対
し
ご
自
身
を
貫
徹
す
る
尊
厳
の
行
為
を
彼

の
人
格
に
お
い
て
遂
行
し
た
。
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
、
イ
エ
ス
は
、
神
と

の
新
し
い
交
わ
り
の
一
員
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
交
わ
り
を
遂
行
す
る

人
格
で
あ
る
。
彼
の
人
格
に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
を
通
し
て
、
神
と
の
新
し

い
交
わ
り
が
遂
行
さ
れ
、
和
解
の
新
し
い
自
明
性
が
出
来
事
と
な
る
。
し
か

し
こ
れ
は
、
彼
の
人
格
に
お
い
て
、
諸
々
の
支
配
的
自
明
性
と
の
対
立
に
も

決
着
が
つ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
神
の
支
配
に
つ
い
て
の
言
葉

の
行
為
の
う
ち
に
あ
る
存
在
と
し
て
指
摘
し
た
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
の
根
本
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と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
決
し
て
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
失

わ
れ
、
そ
し
て
再
び
見
い
だ
さ
れ
た
羊
に
対
す
る
喜
び
の
譬
え
話
（
ル
カ

一
五
・
一
│
六
）
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
失
わ
れ
、
そ
し
て
再
び
見
い
だ

さ
れ
た
銀
貨
（
ル
カ
一
五
・
八
以
下
）
の
譬
え
話
に
お
い
て
、
そ
れ
は
た
だ

ち
に
明
ら
か
に
《
な
る
》。
こ
れ
ら
の
譬
え
話
が
、
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
び

と
と
律
法
学
者
た
ち
の
妨
害
が
引
き
起
こ
し
た
イ
エ
ス
の
行
動
の
弁
明
の
た

め
の
論
証
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
で
な
い 

│ 

フ
ァ
リ

サ
イ
派
の
人
び
と
や
律
法
学
者
た
ち
は
、「
こ
の
人
は
罪
人
た
ち
を
迎
え
て
、

食
事
ま
で
一
緒
に
し
て
い
る
」（
ル
カ
一
五
・
二
）
と
不
平
を
言
っ
た
。
し
た

が
っ
て
イ
エ
ス
の
行
動
も
ま
ず
そ
の
自
明
性
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、支
配
的
な
自
明
性
に
《
対
す
る
》

《
新
し
い
》
自
明
性
と
し
て
貫
徹
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
が
起
こ
る
と
き
、
そ
の
中
で
全
く
決
し
て
自
明
で
な
い
こ
と
が
、
す
べ
て

の
最
も
自
明
な
も
の
と
逆
説
的
に
ひ
と
つ
に
な
る
あ
の
態
度
が
生
ず
る
、
つ

ま
り
喜
び
が
生
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
喜
び
に
お
い
て
、
あ
の
出
来
事
は
、
そ
の

中
で
《
自
明
な
こ
と
が
驚
き
と
し
て
》
起
こ
る
そ
の
人
間
学
的
表
現
を
見
い

だ
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
喜
び
が
共
同
体
的
現
象
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
の
喜
び
に
つ
い
て
語
る
イ
エ
ス
が
ま
さ
に
そ
の

告
知
に
よ
り
喜
び
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
彼
の
言
葉

と
行
動
に
よ
っ
て
語
り
か
け
ら
れ
る
者
は
、
イ
エ
ス
が
こ
の
世
の
失
わ
れ
た

者
と
共
に
席
に
着
い
た
の
と
全
く
同
様
に
、
神
が
こ
の
世
に
対
し
自
ら
を
貫

く
こ
と
を
経
験
す
る
に
ち
が
い
な
）
31
（い
。
そ
の
中
で
神
が
こ
の
世
に
対
し
て
自

ら
を
貫
く
神
の
尊
厳
の
行
為
は
、
喜
び
を
与
え
る
出
来
事
と
し
て
明
ら
か
に

な
り
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
諸
々
の
支
配
的
な
自
明
性
の
主
張
者
た
ち
に

対
し
て
は
憤
激
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
世
に
対
し
て
自
ら
を
貫
徹
す
る
神
の

告
知
と
非
常
に
よ
く
結
び
つ
い
て
い
る
恐
怖
は
、
神
の
支
配
が
当
然
も
た
ら

す
喜
び
を
拒
絶
す
る
人
び
と
の
恐
怖
と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う

な
喜
び
を
拒
絶
す
る
《
律
法
の
》
恐
怖
で
あ
る 

│ 

そ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
、

「
そ
の
律
法
に
基
づ
き
こ
の
世
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
び
）
32
（と
」
と
共
存
し
、
ま

さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
神
の
人
間
的
な
譬
え
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
喜
び
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
、
律
法
の
支
配
的
自
明
性
に
対
し
神

と
の
新
し
い
交
わ
り
を
対
置
し
た
。
こ
の
対
比
は
、
あ
の
新
し
い
交
わ
り
の

開
示
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
明
ら
か
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
喜
び
を
呼
び
起
こ

す
新
し
い
自
明
性
の
性
格
を
与
え
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
《
和
解
の
自

明
性
》
と
名
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
概
念
を
も
つ
こ
と

に
な
る
。

　

和
解
は
、
そ
れ
が
起
こ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
決
し
て
自
明
で
な
く
、
ま
た
そ

れ
が
現
実
に
起
こ
る
と
き
、
直
ち
に
新
し
い
、
そ
し
て
常
に
新
し
い
、
も
は

や
古
く
な
る
こ
と
の
な
い
自
明
性
の
性
格
を
獲
得
す
る
。
い
く
つ
か
の
顕
現

伝
承
で
は
、
復
活
者
が
、
和
解
の
交
わ
り
に
招
か
れ
た
者
に
終
末
論
的
平
和

の
挨
拶
を
し
て
お
り
（
ル
カ
二
四
・
三
六
、
ヨ
ハ
ネ
二
〇
・
一
九
、二
一
）、
和

解
の
自
明
性
は
、
こ
の
終
末
論
的
平
和
の
挨
拶
の
中
に
、
そ
の
お
そ
ら
く
最
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し
た
「
人
間
の
魂
の
無
限
の
価

）
28
（値
」
に
基
づ
い
て
今
や
ま
さ
に
そ
う
な
の
で

は
な
く
、
あ
る
い
は
、「
地
上
の
子
ら
の
最
高
の
幸
せ
は 

…
… 

人
格
性
で

あ
）
29
（る

」と
い
う
真
理
に
基
づ
い
て
そ
う
な
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
イ
エ
ス
は
、

ま
さ
に
ご
自
身
が
そ
の
中
に
い
る
神
と
の
《
関
係
》
に
基
づ
い
て
、
彼
自
身

と
し
て
そ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
を
比
類
の
な
い
方

法
で
個
人
と
な
し
、
そ
の
個
人
と
し
て
の
現
存
在
に
お
い
て
代
替
不
可
能
な

特
別
な
人
格
と
な
し
、
特
定
の
点
で
す
べ
て
の
人
間
の
中
で
最
も
孤
独
な
存

在
と
な
し
た
の
は
、
神
と
の
《
交
わ
り
》
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
告
知
に
あ

の
「
著
し
く
個
人
化
す
る
傾
向
」
を
与
え
る
の
も
、
彼
を
通
し
て
開
示
さ
れ

た
神
と
の
新
し
い
《
交
わ
り
》
で
あ
）
30
（る
。
聴
衆
は
神
と
の
新
し
い
交
わ
り
へ

と
語
り
か
け
ら
れ
、
彼
自
身
の
新
し
い
理
解
、
新
し
い
自
己
理
解
を
獲
得
す

る
。
し
か
し
今
や
、
こ
の
新
し
い
自
己
理
解
に
属
す
る
の
は
、
神
と
の
交
わ

り
だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
を
必
要
と
す
る
隣
人
に
、
ま
た
わ
た
し
が
必
要
と

す
る
隣
人
に
解
消
し
が
た
く
差
し
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し

の
た
め
に
そ
こ
に
い
る
他
者
は
、
そ
し
て
わ
た
し
が
彼
の
た
め
に
そ
こ
に
い

る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
者
は
、
わ
た
し
が
新
し
い
神
の
交
わ

り
を
発
見
す
る
と
同
時
に
、
わ
た
し
の
隣
人
と
し
て
、
つ
ま
り
同
じ
神
の
交

わ
り
に
属
す
る
隣
人
と
し
て
発
見
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
の
告
知
が
開
示
し
た
こ

の
新
し
い
自
己
理
解
の
中
で
、
彼
に
よ
っ
て
語
り
か
け
ら
れ
た
者
は
す
で
に

隣
人
と
の
関
係
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
と
の
交
わ
り
と
、

他
者
と
の
交
わ
り
へ
と
規
定
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
彼
は
ま
ず
第
一
に
個
人

的
自
己
と
な
る
。

　

こ
の
《
社
会
的
構
造
》
を
越
え
て
、神
の
支
配
の
イ
エ
ス
の
告
知
は
、も
っ

と
正
確
に
言
う
と
、
そ
れ
が
《
完
全
に
規
定
さ
れ
た
》
交
わ
り
を
開
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、イ
エ
ス
に
よ
っ

て
開
示
さ
れ
た
交
わ
り
の
特
異
性
を
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
逆
説
）
と
し
て
特
徴

づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
徹
頭
徹
尾
自
明
で
は
な
い
自
明

性
と
し
て
特
徴
づ
け
る
。
逆
説
的
な
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
思
い
違
い
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
真
の
挨
拶
は
す
べ

て
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
諸
条
件
を
満
た
す
。
ど
の
よ
う
な
点
で
そ
れ
は
イ

エ
ス
の
告
知
の
特
徴
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
簡
単
に
明
ら
か
に
な
る
。
盗
賊

た
ち
に
身
ぐ
る
み
は
が
れ
た
人
を
助
け
る
こ
と
が
、
本
当
に
全
く
自
明
で
な

い
こ
と
は
、
傍
ら
を
通
り
す
ぎ
た
祭
司
と
レ
ビ
人
の
行
動
だ
け
で
な
く
、
助

け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
関
す
る
今
日
の
法
律
に
規
定
さ
れ

て
い
る
処
罰
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。例
話（
ル
カ
一
〇
・
三
〇
以
下
）

の
感
動
を
呼
び
起
こ
す
要
点
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
こ
の
世
で

最
も
自
明
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、

自
明
な
こ
と
が
、
そ
れ
が
ま
ず
そ
の
自
明
な
証
明
を
獲
得
す
る
と
い
う
仕
方

で
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
イ
エ
ス
の
告
知
一
般
に
と
っ
て
、
そ
し
て

少
な
か
ら
ず
彼
の
行
動
に
と
っ
て
も
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
る
。
天
に
お
い
て

は
、
悔
い
改
め
を
必
要
と
し
な
い
九
十
九
人
の
正
し
い
人
よ
り
も
、
悔
い
改

め
る
ひ
と
り
の
罪
人
の
上
に
よ
り
多
く
の
喜
び
が
あ
る（
ル
カ
一
五
・
七
、九
）
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と
の
質
的
に
新
し
い
交
わ
り
の
開
始
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
神
と
の
こ
の
救
い
の
交
わ
り
の
中
で
、
そ
れ
が
約
束
さ
れ
た
ひ
と
は
、

彼
の
幸
せ
に
到
達
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
今
飢
え
て
い
る
人
び
と

は
、
幸
い
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
は
満
た
さ
れ
る
。
今
泣
い
て
い
る
人
び
と

は
、
幸
い
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
は
笑
う
よ
う
に
な
る
」（
ル
カ
六
・
二
一
）。

神
の
支
配
の
救
い
は
、
困
窮
に
苦
し
む
者
の
幸
せ
を
伴
う
。

こ
の
重
要
な
事
態
は
わ
れ
わ
れ
に
、
イ
エ
ス
が
、
神
の
支
配
の
時
が
す
で

に
来
て
い
る
と
宣
言
し
た
と
き
、
彼
が
告
知
し
た
こ
と
の
よ
り
正
確
な
理
解

を
開
示
す
る
。
神
の
支
配
と
は
、
神
ご
自
身
の
た
め
の
表
現
で
あ
る
。
も
っ

と
正
確
に
言
う
と
、
こ
の
世
の
地
平
に
お
い
て
活
動
し
、
し
か
も
こ
の
世
を

根
底
か
ら
変
革
す
る
神
の
存
在
の
た
め
の
表
現
で
あ
る
。
神
の
支
配
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
神
が
こ
の
世
に
対
し
て
ご
自
身
を
貫
徹
す
る
神
の
尊
厳
の
行
為

で
あ
る
。
そ
の
際
、
す
べ
て
は
今
や
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
起
こ
る
こ
と
に
か

か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
エ
ス
の
告
知
の
独
自
性
が
、
彼
は
神
の
支
配

を
《
今
》
到
来
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
告
知
し
た
と
い
う
具
合
に
の
み
規

定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
《
ど
の
よ
う
に
》
お

こ
る
の
か
、
ま
た
、
決
断
の
時
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
現
臨
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
種
類
の
時
と
し
て
開
示
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
悲
し
む
時
が
あ
り
、
喜

ぶ
時
が
あ
り
、
断
食
す
る
時
が
あ
り
、
祝
う
時
が
あ
り
、
…
…
。
イ
エ
ス
の

聴
衆
は
、
彼
に
向
か
っ
て
神
の
支
配
の
時
が
す
で
に
来
た
も
の
と
し
て
告
知

さ
れ
る
と
き
、
何
に
向
か
っ
て
決
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
何
に

向
か
っ
て
そ
う
す
べ
き
な
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
問
い
に

答
え
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
の
告
知
と
、
そ
れ
を
注
釈
し
て
い
る
彼
の
行
動
に

遡
っ
て
考
え
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
こ
こ
で
今
内
容
的
に
実
証
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で

に
イ
エ
ス
の
譬
え
話
の
形
式
的
解
釈
学
的
特
質
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
、
つ

ま
り
、
イ
エ
ス
の
告
知
と
イ
エ
ス
の
行
動
は
際
立
っ
た
社
会
的
構
造
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。
彼
は
個
人
を
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
考
え
た
り
、
あ
る
集
団

の
た
め
に
端
的
に
無
視
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
！　

反
対
に
、
神
の

支
配
の
彼
の
告
知
は
、
さ
ら
に
「
著
し
く
個
人
化
す
る
傾
）
27
（向

」
が
証
明
さ
れ

る
よ
う
な
仕
方
で
、
各
個
々
人
を
直
接
神
に
直
面
さ
せ
）
26
（た
。
神
の
支
配
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
神
が
こ
の
世
に
対
し
ご
自
身
を
次
の
よ
う
な
具
合
に
貫
徹
す

る
神
の
尊
厳
の
行
為
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
と
違
う
こ

と
が
あ
り
え
よ
う
か
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
い
か
な
る
こ
の
世
の
制
度
も
、

い
か
な
る
こ
の
世
の
絆
な
い
し
交
わ
り
も
、
そ
し
て
父
も
母
も 

（
マ
ル
コ

一
〇
・
二
九
以
下
）、
神
と
個
人
と
し
て
の
私
（Ich

）
の
間
に
決
し
て
入
り

込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
各
人
は
直
接
彼
自
身
と
し
て
語
り
か
け
ら
れ
る
！　

イ
エ
ス
に
よ
っ
て
語
り
か
け
ら
れ
た
各
人
に
、
神
の
支
配
の
告
知
者
を
ま
さ

に
全
く
の
個
人
と
し
て
出
現
さ
せ
る
、
彼
自
身
を
際
立
た
せ
る
あ
の
個
人
と

し
て
の
現
存
在
か
ら
の
反
射
光 

│ 

そ
れ
と
も
、
影
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う

か
？ 

│ 

が
ふ
り
か
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
確
定
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今
や
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
ケ
リ
ュ
グ
マ
的-

キ
リ
ス
ト
論
的
に
刻
印
さ
れ

た
新
約
聖
書
の
伝
承
に
お
い
て
も
な
お
認
識
さ
れ
る
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
の

根
本
的
特
徴
を
表
現
し
た
い
と
思
）
23
（う

。
そ
の
目
的
は
、
姿
を
現
し
た
こ
の
認

識
を
、
神
の
存
在
に
関
す
る
言
明
と
し
て
の
あ
の
ケ
リ
ュ
グ
マ
的-

キ
リ
ス

ト
論
的
伝
承
の
復
活
に
関
わ
る
根
本
的
認
識
の
地
平
に
お
い
て
、
方
法
論
的

に
要
請
さ
れ
る
即
時
性 （U

nverzüglichkeit

）と
同
一
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

神
の
支
配
の
こ
の
上
な
く
独
自
な
彼
の
告
知
は
、
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
の

根
本
的
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

到
来
し
つ
つ
あ
る
神
の
支
配
は
、
そ
の
終
末
論
的
将
来
が
、
イ
エ
ス
ご
自
身

の
人
格
に
お
け
る
現
在
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
と
い
う
仕
方

で
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
神
の
支
配
は
今
や
到
来

し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
彼
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
、
そ
し
て
彼
の
現
在
の
時

は
、
こ
の
予
告
を
通
し
て
、
神
ご
自
身
に
よ
っ
て
開
始
を
告
げ
ら
れ
た
決
断

の
時
と
し
て
要
求
さ
れ
た
。
マ
ル
コ
一
・
一
五
は
、
イ
エ
ス
が
語
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
内
容
的
に
適
切
に
要
約
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
の

支
配
が
い
ま
到
来
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
決
定
的
な
時
が
そ
こ
に
き

て
い
る
。
神
の
支
配
の
こ
の
告
知
は
、
彼
の
言
葉
を
影
響
力
に
満
ち
た
行

為
│
言
葉
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
（
マ
ル
コ
一
・
二
二
と
平
行
箇
所
、
一
・
二
七

a
と
平
行
箇
所
、
二
・
一
〇
と
平
行
箇
所
） 

彼
の
言
葉
の
権
威
だ
け
で
な
く
、

彼
の
行
動
の
全
権
（
マ
ル
コ
一
・
二
七
b
、
三
四
と
平
行
箇
所
、
二
・
一
六
以

下
と
平
行
箇
所
、
ル
カ
九
・
四
一
│
四
三
、一
一
・
二
〇
│
二
二
と
平
行
箇
所
、

そ
の
他
）
を
規
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
言
葉
を
通
し
て
、
ま
た
彼
の
行

動
を
通
し
て
、
彼
自
ら
が
、
そ
れ
が
彼
の
運
命
と
な
っ
た
よ
う
な
仕
方
で
彼

の
物
語
に
参
与
し
た
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス
は
、
彼
の
要
求
に
基
づ
い
て
彼
の

暴
力
的
死
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
考
慮
し
た
と
推
測

さ
れ
る
か
ら
で
あ
）
24
（る
。
し
た
が
っ
て
ひ
と
は
こ
う
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
全
体
は
、
神
の
支
配
の
彼
の
告
知
に

よ
っ
て
無
制
約
的
に
刻
印
さ
れ
て
い
た
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
彼
の
人
間
存

在
は
ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
、
と
。
彼
の
人
間
と
し
て
の

生
は
、
そ
の
時
が
す
で
に
到
来
し
て
い
る
と
彼
が
宣
言
し
た
神
の
支
配
の
言

葉
の
行
為
に
の
う
ち
に
あ
る
存
在
で
あ
っ
）
25
（た
。
彼
は
、
神
の
支
配
の
到
来
を

通
し
て
徹
頭
徹
尾
要
求
さ
れ
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
比
較
し
が
た
い
要
求
を

掲
げ
た
告
知
者
で
あ
っ
た
。

イ
エ
ス
の
人
間
存
在
の
こ
の
根
本
的
特
徴
は
、
今
や
も
ち
ろ
ん
直
ち
に
よ

り
具
体
的
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
た
っ
た
今
説
明
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
例
え
ば
イ
エ
ス
の
告
知
が
ど
の
点
で
喜
び
の
使
信
と
し
て
作
用
す
る
の

か
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
特
に
彼
自
身
に
敵
対
関
係
と
危
害
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
ま
だ
決
し
て
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
も
し
も
、「
貧
し
い
人
び
と
は
幸
い
で
あ
る
。
神
の
支
配
は
あ

な
た
が
た
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
の
支
配
の
告
知

が
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
、
救
い
と
幸
せ
を
告
げ
る
慰
め
の
言
葉
と
し
て
実
践
さ

れ
た
こ
と
を
理
解
し
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
こ
の
神
の
支
配
の
告
知
は
、
神
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三
一
の
神
の
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
方
に
お
い
て
、
神
と
神
の
区
別
の
必
然
性
と
、
他
方
で
、
神
に

よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
区
別
さ
れ
た
神
の
存
在
様
式
の
関
係
性
を
主
張

す
る
必
然
性
が
、非
常
に
多
種
多
様
な
視
点
か
ら
、理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
主
要
な
動
機
は
、
常
に
、
人
間
イ
エ
ス
と
神
と
の
同
一

化
に
対
す
る
信
仰
で
あ
っ
た
。
神
の
思
考
可
能
性
と
神
の
語
り
う
る
可
能
性

に
関
す
る
形
式
的
諸
考
察
も
、す
で
に
こ
の
内
容
的
洞
察
に
導
か
れ
て
い
た
。

ま
ず
さ
ら
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
内
容
の
恒
常
的
解
釈
学
的
先
取
り
は
、
神
の

死
に
つ
い
て
の
曖
昧
な
発
言
の
キ
リ
ス
ト
論
的
起
源
の
先
行
的
解
明
に
よ
っ

て
、
外
見
上
、
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま

で
の
諸
研
究
が
何
に
よ
っ
て
内
容
的
に
す
で
に
完
全
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の

か
を
明
確
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
最
後
に
行
わ
れ
た
熟
考

の
中
で
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
人
間
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
は
三
一
性
の
痕
跡

と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
《
こ
と
》
が
表
現
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
今
や
、

彼
の
歴
史
は
《
ど
の
よ
う
な
点
で
》、
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
は
ど
の
よ
う
な

点
で
、
三
一
の
神
へ
の
信
仰
の
基
礎
づ
け
へ
と
導
く
痕
跡
で
あ
る
の
か
が
説

明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
22
（い
。

　

イ
エ
ス
の
生
涯
と
受
難
物
語
は
ど
の
点
で
、
三
一
の
神
へ
の
信
仰
の
基
礎

づ
け
に
通
ず
る
痕
跡
な
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
わ
れ
わ
れ
は
、
釈
義
的
要

旨
を
再
述
す
る
こ
と
に
よ
り
一
番
よ
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
よ
り
最
近
の
釈
義
的
認
識
に
基
づ
き
、
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
に
つ
い
て
、

教
義
学
的
に
語
ら
れ
う
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。
そ
の
さ
い
教
義
学
的
言
明

は
、
次
の
よ
う
な
仕
方
で
の
み
初
め
て
歴
史
学
的
言
明
か
ら
区
別
さ
れ
る
。

つ
ま
り
そ
の
教
義
学
的
言
明
が
、
イ
エ
ス
の
自
己
理
解
に
特
徴
的
な
比
類
の

な
い
《
神
と
の
関
係
》
を
、
地
上
の
イ
エ
ス
の
自
己
評
価
に
関
す
る
歴
史
学

的
研
究
報
告
の
範
疇
と
し
て
だ
け
で
な
く
、《
神
と
イ
エ
ス
の
関
係
》
の
客

観
的
表
現
と
し
て
真
剣
に
受
け
と
め
る
と
き
で
あ
る
。
歴
史
学
的
分
析
そ
れ

自
体
は
、
ひ
と
り
の
神
の
実
存
に
つ
い
て
の
問
い
を
提
起
す
る
こ
と
も
、
ま

た
決
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、《
神
と
の
》
比
類
の
な
い
《
関
係
》

が
属
し
て
い
る
、
明
ら
か
に
可
能
で
あ
っ
た
人
間
の
自
己
理
解
に
関
す
る
報

告
へ
と
導
く
だ
け
で
あ
る
。
他
方
、
教
義
学
的
言
明
に
お
い
て
は
、
こ
の
関

係
は
、
イ
エ
ス
と
神
の
同
一
性
に
対
す
る
信
仰
に
基
づ
き
、
遡
っ
て
《
イ
エ

ス
に
対
す
る
神
の
関
係
》
へ
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
《
神
》
が

歴
史
学
的
研
究
報
告
の
言
葉
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
全
く
規
定
さ
れ
た
出
来

事
を
通
し
て
独
特
な
現
実
を
指
示
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ぎ
り
、
復
活
の
ケ

リ
ュ
グ
マ
は
依
然
と
し
て
、
そ
の
中
で
イ
エ
ス
の
人
間
存
在
が
問
わ
れ
る
神

学
的
地
平
で
あ
る
。
釈
義
的
問
題
設
定
の
際
に
、
信
仰
の
こ
の
神
学
的
省
察

的
前
提
は
、
た
し
か
に
歴
史
学
的
分
析
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
が
、
歴

史
学
的
分
析
に
と
っ
て
必
然
的
に
何
も
な
い
空
間
を
表
示
す
る
《
神
》
と
い

う
言
葉
を
、
神
の
実
存
を
通
し
て
正
当
化
さ
れ
た
言
葉
と
し
て
受
け
入
れ

る 

│ 
そ
の
際
、
こ
の
神
の
実
存
は
、
神
の
本
質
の
啓
示
を
通
し
て
の
み
、

し
た
が
っ
て
神
的
本
質
と
の
直
接
的
同
一
性
に
お
い
て
の
み
経
験
さ
れ
る
。
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地
上
の
イ
エ
ス
の
同
一
性
を
宣
言
し
、
そ
し
て
物
語
る
新
約
聖
書
の
ケ
リ
ュ

グ
マ
は
、
も
し
も
そ
れ
が
そ
の
歴
史
的
起
源
の
場
を
越
え
て
、
神
話
論
的
な

神
々
の
物
語
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

三
一
の
神
の
概
念
を
要
請
す
る
。
も
し
も
、
父
な
る
神
、
子
な
る
神
、
聖
霊

と
い
う
聖
書
の
発
言
が
恣
意
的
な
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
べ
き
で
は
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
し
て
神
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
発
言
を
必
然
的
に
含
む
義
認

の
教
理
も
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
れ

ば
、
地
上
の
イ
エ
ス
の
生
の
歴
史
と
受
難
の
歴
史
を
問
う
問
い
は
、
十
字
架

に
か
か
り
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
世
の
主
と
し
て
告
白
す
る
告
知
か
ら

遡
っ
て
問
わ
れ
る
と
き
に
の
み
、
神
学
的
に
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
り
、
し

た
が
っ
て
人
間
イ
エ
ス
は
三
位
一
体
の
痕
跡
と
し
て
洞
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
と
し
て
の
イ
エ
ス
に
関
す
る
新
約
聖
書
の
伝
承
の
首
尾

一
貫
し
た
解
釈
は
、
必
然
的
に
三
一
の
神
の
認
識
に
行
き
着
く
。
こ
の
認
識

は
次
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
一
方

に
お
い
て
、「
父
と
し
て
の
神
の
叙
述
の
中
で
」
主
張
さ
れ
て
い
る
地
上
の

イ
エ
ス
の
「
救
い
の
約
束
の
絶
対

）
18
（性
」
と
、
他
方
に
お
い
て
、
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
イ
エ
ス
と
神
の
同
一
化
が
一
緒
に
考
え
ら
れ
、
し
か
も
両
者
が
あ

の
終
末
論
的
出
来
事
と
し
て
理
解
さ
れ
る
場
合
で
あ
る 

│ 

聖
書
の
諸
々

の
約
束
は
こ
の
終
末
論
的
出
来
事
の
中
で
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
旧
約
聖

書
の
《
自
ら
語
る
》
神
は
そ
の
中
で
《
ご
自
身
を
規
定
し
た
》
の
で
あ
る
。

ひ
と
は
、《
聖
書
の
約
束
の
歴
史
の
事
実
》
を
ま
さ
に
証
言 

（
あ
る
い
は
全

く
単
な
る
文
書
） 

と
し
て
だ
け
で
な
く
、《
神
概
念
に
属
す
る
現
象
と
し
て
》

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
）
19
（う 

│ 

も
し
も
ひ
と
が
、
神
ご
自
身
は

イ
エ
ス
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
こ
の
世
に
来
ら
れ
た
の
か
を
理
解
し

よ
う
と
望
み
、し
か
し
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
《
父
な
る
神
》
と
《
子
な
る
神
》

は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
望
む
の
で
あ
れ

ば
。
こ
の
区
別
が
成
功
す
る
の
は
、
約
束
の
歴
史
の
事
実
を
、《
自
分
自
身

か
ら
》
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
《
終
末
論
的
な
目
的
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
》

神
の
表
現
と
し
て
理
解
す
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。
神
と
神
の
矛
盾
の
な
い
区

別
は
、
聖
霊
と
し
て
の
神
の
出
来
事
を
含
ん
で
い
る
。

　

父
な
る
神
、
子
な
る
神
、
そ
し
て
聖
霊
な
る
神
に
関
す
る
聖
書
の
言
明
を

単
純
に
蒐
集
し
、
こ
の
資
料
か
ら
三
一
論
の
必
然
性
を
演
繹
す
る
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
い
。「
聖
書
の
資
料
」
は
そ
れ
自
体
三
一
論
の
可
能
性
を
提
供

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
く
、
決
し
て
そ
の
必
然
性
を
提
示
し
て
い
な
い
。
最
近

よ
く
引
用
さ
れ
）
20
（る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
の
命
題
は
こ
う
語
っ
て

い
る
。「
新
約
聖
書
の
わ
ず
か
な
三
一
論
的
定
式
で
は
な
く
、
十
字
架
の 

…
… 

一
貫
し
た
証
言
が
、
三
一
の
神
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
た
め
の
聖
書
的
根

拠
で
あ
り
、
ま
た
三
一
性
の
た
め
の
最
も
簡
潔
な
表
現
は
神
の
十
字
架
の
行

為
で
あ
）
21
（る

」。

五
　

わ
れ
わ
れ
の
諸
研
究
が
こ
れ
ま
で
何
度
も
指
摘
し
た
の
は
、
神
の
存
在
は
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で
に
共
に
把
握
さ
れ
て
い
る
、
世
俗
的
言
語
を
も
っ
た
人
間
の
歴
史
は
、
た

し
か
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
啓
示
の
出
来
事
に
よ
っ
て
《
規
定
さ
れ
た
》、
そ

し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
、
事
実
、（
み
ず
か
ら
で
は
な
）
14
（く

）《
特
別
な
》
人
間
の

歴
史
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
人
間
の
歴
史
が
み
ず
か

ら
そ
う
な
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

人
間
の
歴
史
は
、
そ
れ
自

身
の
歴
史
性
の
う
ち
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
生
成
の
力
に
よ
っ
て
そ
う

な
る
の
で
あ
る
。《
こ
の
よ
う
な
》
歴
史
は
、
そ
の
中
で
遂
行
さ
れ
る
啓
示

の
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
啓
示
す
る
神
に
つ
い
て
語
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
歴
史
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
三
一
の
神
の
痕
跡
で
あ
る
、
つ
ま
り
三
一
論
の

痕
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
間
イ
エ
ス
と
十
字
架
に
お
け
る
彼
の
死
は
、
も
し
も
こ
の
人
間
の
生
と

死
に
お
い
て
神
ご
自
身
が
こ
の
世
へ
と
来
た
の
で
な
け
れ
ば
、
結
局
、
神
へ

の
信
仰
と
全
く
関
係
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
反
対
に
、
人
間
イ
エ
ス
と

彼
の
歴
史
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
存
在
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
神
が
こ
の
人
間
の
生
と
死
に
お
い
て
こ
の
世

に
来
た
こ
と
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
的
に
も
、
ま
た
体
系
的
に
も
、
立

ち
も
倒
れ
も
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
さ
に
、
神
が
人
間
イ
エ
ス
の
存
在
に
お
い

て
こ
の
世
に
来
た
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
公
理
で
あ
る
。
こ
の
主
張

は
も
ち
ろ
ん
復
活
の
信
仰
告
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
人
間
の
生
の
《
終

り
》
と
彼
の
臨
在
の
新
た
な
様
式
を
前
提
と
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
の
直
接
的

存
在
の
終
り
、
彼
の
死
と
、
彼
が
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
よ
り
初

め
て
彼
の
存
在
を
神
の
到
来
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の

取
り
去
り
が
な
け
れ
ば
、
啓
示
は
存
在
し
な
い 

│ 

前
述
の
と
お
り
、
も

し
も
啓
示
と
は
、
不
在
の
方
が
不
在
の
方
と
し
て
居
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
あ
る
と
す
れ
）
15
（ば

。
不
在
者
と
し
て
の
神
が
ま
す
ま
す
現
臨
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
こ
の
世
に
お
け
る
啓
示
の
根
本
構
造
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
信
仰
は
、
た
し
か
に
人
間
学
的
に
啓
示
の
出
来
事
に
相
応
し
て
い
る
。

信
仰
に
お
い
て
の
み
、
不
在
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
不
在
の
方
と
し
て
居

合
わ
せ
る
が
ゆ
え
に
、
神
は
人
間
イ
エ
ス
の
存
在
に
お
い
て
こ
の
世
に
来
た

と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
事
実
、
信
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
と
き
信
仰
は
、

イ
エ
ス
の
人
間
存
在
に
お
け
る
神
の
到
来
の
痕
跡
を
も
知
覚
す

）
16
（る

。
信
仰
は

人
間
イ
エ
ス
を
三
位
一
体
の
痕
跡
と
し
て
理
解
す
）
17
（る
。

　

こ
の
意
味
で
、
し
か
し
な
が
ら
専
ら
、
そ
し
て
《
人
間
イ
エ
ス
だ
け
》
が

三
位
一
体
の
痕
跡
と
し
て
主
張
さ
れ
う
る
。
こ
の
人
間
の
人
間
存
在
が
な
け

れ
ば
、
彼
の
生
の
歴
史
と
受
難
の
歴
史
が
な
け
れ
ば
、
三
一
の
神
に
つ
い
て

の
発
言
は
、
せ
い
ぜ
い
神
秘
的
論
理
、
無
用
な
、
そ
し
て
自
ら
の
う
ち
に
根

拠
を
も
た
な
い
思
弁
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
同
時
に
重
要
な
の

は
、
こ
れ
と
反
対
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
神
の
啓
示
に
つ

い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
た
し
か
に
人
間
イ
エ
ス
は
《
三
位
一

体
の
痕
跡
》
と
し
て
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
の
子
《
と
し
て
》

の
イ
エ
ス
に
対
す
る
信
仰
も
、
愛
で
《
あ
る
》
神
に
対
す
る
信
仰
も
、
こ
れ

と
ち
が
っ
た
仕
方
で
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
挙
の
キ
リ
ス
ト
と
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ご
自
身
を
啓
示
さ
れ
た
方
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

）
11
（い
」
と
い
う

命
題
で
あ
る
。

四
　

三
一
論
の
一
定
の
痕
跡
が
存
在
す
る
と
い
う
古
く
か
ら
の
主
張
は
、
も
ち

ろ
ん
、
簡
単
に
飛
び
越
し
え
な
い
第
一
級
の
教
義
学
的
問
題
に
直
面
す
る
。

な
ぜ
な
ら
そ
の
主
張
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
確
に
信
仰
の

神
秘
と
呼
ば
れ
、
ま
た
神
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
的
知
識
か
ら
厳
密
に
区
別
さ
れ

る
啓
示
の
認
識
を
、
明
ら
か
に
自
然
的
な
諸
現
象
と
対
比
し
つ
つ
、
比
喩
的

に
叙
述
す
る
試
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
三
組
で
あ
り
つ
つ
一
つ
で
あ
る
世
界
の

諸
現
象
は
、
そ
の
三
一
的
存
在
配
置
の
点
で
、
存
在
す
る
も
の
に
お
け
る

三
一
の
神
の
痕
跡 

│ 

そ
れ
は
、
神
の
三
一
性
を
推
測
す
る
こ
と
を
許
す

か 

（
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
が
）、
あ
る
い
は
世
界
の
存
在
に
お
い
て
、
前
提

さ
れ
た
神
の
三
一
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る 

│ 
で
あ
る

と
理
解
さ
れ
た
。
古
代
教
会
と
ス
コ
ラ
に
お
い
て
し
ば
し
ば
、
し
か
し
宗
教

改
革
者
た
ち
と
近
代
神
学
に
お
い
て
も
ま
さ
に
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
例
は

大
変
興
味
深
い

）
12
（が

、
そ
れ
と
共
に
提
起
さ
れ
る
根
本
的
な
教
義
学
的
問
題
は

こ
の
上
な
く
興
ざ
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
説

明
さ
れ
る
信
仰
の
秘
密
は
本
当
に
信
仰
の
秘
密
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い
。

「
あ
の
三
一
論
の
痕
跡
の
存
在
と
認
識
可
能
性
の
主
張
」
に
よ
り
「
…
… 

《
三
一
論
》
の
根
底
に
つ
い
て
の
問
い
だ
け
で
な
く
、《
啓
示
一
般
》
に
つ
い

て
の
問
い
に
対
）
13
（し

」、
決
定
的
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
三
一
論
の
痕
跡
が
存
在
す
る
と
の
主
張
に
は
、
真
理
契
機
が
潜
ん
で

い
る
。

　

根
本
的
な
異
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
理
の
断
片
と
し
て
書
き
と
め
ら
れ

る
べ
き
、
三
一
論
の
痕
跡
の
主
張
の
相
対
的
権
利
を
、
バ
ル
ト
は
次
の
点
に

見
て
い
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
神
に
つ
い
て
《
語
ら
》
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
啓
示
は
こ
の
世
の
言
語
で
表
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

た
し
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
神
に
つ
い
て
の
こ
の
人

間
的
発
言
は
具
体
的
説
明
で
は
あ
り
え
ず
、
も
ち
ろ
ん
啓
示
の
解
釈
で
あ
り

う
る
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
バ
ル
ト
の

命
題
に
対
し
、
概
念
的
異
論
が
生
ず
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
啓
示
は
、
解

釈
を
通
し
て
初
め
て
世
俗
的
言
語
を
獲
得
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
啓
示
は

そ
れ
自
体
と
し
て
み
ず
か
ら
の
も
と
に
世
俗
的
言
語
を
も
っ
て
い
る 

│  

さ
も
な
け
れ
ば
そ
れ
は
何
も
啓
示
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
啓
示

の
概
念
に
お
い
て
す
で
に
世
界
が
共
に
把
握
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
言
語
が
人
間
の
歴
史
性
の
総
括
で
あ
る
か
ぎ
り
、
啓
示
の
概
念
と
共
に

す
で
に
人
間
の
歴
史
も
語
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
歴
史
は

啓
示
の
主
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
啓
示
は
歴
史
の
述
語
と
し
て

考
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
バ
ル
ト
の
関
心
事
は
、
決
し
て
こ
の
啓
示

概
念
と
共
に
放
棄
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
啓
示
の
概
念
に
お
い
て
い
つ
も
す
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拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
自
ら
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
の
中
で
定
式
化
さ
れ
て
い
る
宗
教
改
革
の

神
学
は
、
そ
れ
が
第
一
項
に
お
い
て
ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
信

条
に
遡
っ
て
、
三
一
論
を
強
調
し
た
と
き
、
た
ち
ま
ち
こ
の
問
い
に
直
面
し

た
。
こ
の
第
一
項
で
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
ニ
ケ

ア
公
会
議
の
決
議
に
一
致
し
て
、
唯
一
の
神
的
存
在
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ

れ
は
神
と
呼
ば
れ
、
本
当
に
神
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
唯
一
の
神
的
存

在
に
は
三
つ
の
位
格
が
あ
る
こ
と
が
、
満
場
一
致
で
教
え
ら
れ
、
保
持
さ

れ
）
7
（る

」
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
る
と
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
側
は
直
ち
に
論
駁
し
、「
聖
書
の
み
と
い
う
宗
教
改
革
の
根
本
命
題

は
、三
一
性
と
い
う
聖
書
に
異
質
な
信
仰
モ
デ
ル
を
認
め
る
」
の
か
ど
う
か
、

と
問
い
か
け
た
。
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
た
し
か
に
第
一
項
に

関
す
る
弁
証
の
中
で
、「
こ
の
条
項
は
聖
書
の
中
に
確
実
で
堅
固
な
証
言
を

も
っ
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
聖
書
の
あ
の
諸
々
の
証
言
を
挙
げ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。「
こ
の
前
奏
の
う
ち
に
、
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
に
お
け

る
三
一
論
の
内
的
弱
点
が
暗
示
さ
れ
て
い
）
8
（る
」。
後
に
な
っ
て
初
め
て
、
証

拠
と
な
る
聖
句
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
に
も
、
一
方
に
お
い
て

単
純
な
聖
書
的
用
語
法
と
名
称
の
間
に
見
ら
れ
る
明
ら
か
な
対
立
、
他
方
に

お
い
て
教
会
の
教
理
の
概
念
上
の
注
目
す
べ
き
微
妙
な
区
別
は
、
も
ち
ろ
ん

依
然
と
し
て
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。一
般
に
、こ
の
微
妙
な
区
別
は
諸
々

の
異
端
に
反
対
し
、
防
御
す
る
た
め
の
教
理
と
し
て
の
教
会
の
三
一
論
の
機

能
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
非
聖
書
的
な
諸
概
念
の
う

ち
に
表
現
さ
れ
て
い
る
事
柄
は
、聖
書
そ
れ
自
体
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
初
め
か
ら
教
会
に
お
い
て
も
信
じ
ら
れ
て
き
た
、と
さ
れ
た
。「
そ
れ
は
、

ニ
ケ
ア
公
会
議
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
、何
か
新
し
い
も
の
で
は
な
い（
三
一

の
教
義
は
ニ
ケ
ア
公
会
議
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
公
会
議
に
お
い
て
初

め
て
考
案
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
冒
瀆
的
主
張
で
あ
る
）。
そ
れ
以
前
に
教

会
は
、
ひ
と
り
の
神
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
敬
虔
に
信
じ
て
き
た
。
し
か
し
わ

れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
初
め
か
ら
教
会
の
最
も
古
く
、
常
に
調
和
し
た

証
言
で
あ
る
こ
と
を
厳
か
に
宣
言
す

）
9
（る

」。

　

宗
教
改
革
的
、古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
神
学
に
お
い
て
、三
一
論
は
、も
っ

ぱ
ら
そ
の
形
式
に
し
た
が
っ
て
教
会
の
教
理
的
発
展
の
産
物
と
し
て
理
解
さ

れ
た
。
内
容
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
聖
書
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と

み
な
さ
れ
た
が
、
後
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
、
三
一
論
の

聖
書
に
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
づ
け
も
試
み
ら
れ
た
。
次
の
事
実
は
こ
の
こ
と
と

関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
一
論
の
基
礎
づ
け
に
と
っ
て
初
期
の
（
例
え

ば
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
場
合
）
な
お
重
要
で
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
三
一
論
の
痕

跡 

│ 
し
た
が
っ
て
、
三
一
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
、
そ
し
て
そ

れ
ゆ
え
に
神
の
三
一
性
を
指
示
す
る
創
造
の
諸
々
の
構
造 

│ 

は
、
ま
す

ま
す
さ
れ
援
用
さ
れ
な
く
な
っ
）
10
（た

。
他
方
、
同
じ
く
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
に
よ
っ

て 

│ 
三
一
の
教
義
の
必
然
性
の
た
め
の
基
礎
づ
け
と
し
て 

│ 

提
示
さ

れ
た
命
題
は
ま
す
ま
す
受
け
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
。つ
ま
り
そ
れ
は
、「
神
は
、
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る
。
そ
れ
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
、
律
法
と
福
音
の

緊
張
関
係
は
神
ご
自
身
の
言
葉
に
と
っ
て
無
意
味
な
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
他

方
で
、
三
一
論
は
、
そ
の
中
で
神
が
人
間
の
神
と
な
ろ
う
と
し
、
ま
た
事
実

人
間
の
神
で
あ
る
歴
史
の
危
険
な
抽
象
化
に
陥
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
危
険

は
、
内
在
的
三
一
性
と
経
綸
的
三
一
性
の
間
の
伝
統
的
区
別
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
。
内
在
的
三
一
論
は
神
ご
自
身
を
、
人
間
に
対
す
る
神
の
関
係

を
度
外
視
し
て
理
解
す
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
経
綸
的
三
一
論
は
神
の
存
在

を
、
人
間
と
人
間
の
世
界
に
対
す
る
神
の
関
係
の
中
で
捉
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
三
一
論
の
内
部
に
お
け
る
区
別
は
、《
テ
オ
ロ
ギ
ア
》
と
《
オ
イ
コ

ノ
ミ
ア
》
と
い
う
古
い
区
別
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
経
綸
的

三
一
論
が
人
間
と
共
な
る
神
の
歴
史
を
考
え
、
内
在
的
三
一
論
が
《
そ
の
》

要
約
的
概
念
で
あ
る
と
き
に
の
み
、
妥
当
性
を
も
つ
。
こ
こ
で
は
、
三
一
論

の
伝
統
的
形
態
に
対
す
る
慎
重
な
訂
正
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
諸
々
の
訂

正
は
、
律
法
と
福
音
の
弁
証
法
を
「
神
ご
自
身
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
間
と
共
な
る
神
の
歴
史
を
熟
慮
す
る
経
綸
的
三
一
論
に
お
い
て
は
、
啓

示
さ
れ
た
神
と
隠
れ
た
神
の
区
別
の
中
で
、
律
法
と
福
音
の
弁
証
法
が
貫
徹

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
弁
証
法
は
、
も
し
も
神
の
言
葉
の
こ
の
方
法
が

神
ご
自
身
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
ま
た
も
し
も
神
の
言
葉
が
現
実
に

神
の
語
る
ペ
ル
ソ
ナ
で
あ
る
な
ら
ば
、
内
在
的
三
一
論
に
と
っ
て
も
同
様
に

実
り
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
神
自
身
が
ご
自

身
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
、
神
ご
自
身
に
つ
い
て
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る 

│ 

福
音
と
律
法
を
通
し
て
（E

lert

）。
経
綸
的
三
一
論

が
人
間
と
共
な
る
神
の
《
歴
史
》
に
つ
い
て
語
る
と
す
れ
ば
、
内
在
的
三
一

論
は
神
の
《
歴
史
性
》
に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
の
歴
史
は
、

人
間
へ
の
神
の
到
来
で
あ
る
。
神
の
歴
史
性
は
、
到
来
に
お
け
る
神
の
存
在

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
人
間
と
共
な
る
神
の
歴
史
を
、
そ
の
中
で
神
が
神

で
あ
る
出
来
事
と
し
て
真
剣
に
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

神
の
歴
史
性
を
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
神
の
歴
史
性
を
告

白
す
る
「
内
在
的
」
三
一
論
は
、
神
が
《
わ
れ
わ
れ
の
》
神
で
あ
る
こ
と
を

も
ち
ろ
ん
た
し
か
に
真
剣
に
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
一
論
が
神

の
神
性
を
保
持
し
、
し
か
も
神
を
た
し
か
に
そ
の
自
己
存
在
に
お
い

て 

│ 「
い
わ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
」（
バ
ル
ト
） 

│ 《
わ
れ
わ
れ
の
》
神
と

す
る
（
そ
し
て
、
決
し
て
他
者
の
神
で
は
な
い
！
）
と
き
、
そ
の
三
一
論
は

律
法
と
福
音
の
区
別
を
神
の
存
在
の
統
一
性
へ
と
引
き
入
れ
、
そ
れ
を
非
常

に
真
剣
に
受
け
と
め
て
い
る
。
神
の
存
在
の
統
一
性
に
お
け
る
律
法
と
福
音

の
区
別
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
三
一
論
は
そ
れ
自
身
の
必
然

性
を
証
明
す
る
。

三
　

自
ら
の
言
明
の
必
然
性
と
可
能
性
の
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
聖
書
を
引
き
合
い

に
出
す
神
学
は
、
も
ち
ろ
ん
、
聖
書
が
ど
の
程
度
神
の
三
一
性
の
教
理
を
根
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論
の
定
式
化
は
、
そ
し
て
三
一
論
お
い
て
重
要
な
の
は
「
神
の
主
権
と
い
う

高
度
な
条
）
5
（項
」
で
あ
る
と
す
る
ル
タ
ー
の
表
題
も
、
三
一
の
神
を
「
そ
れ
自

身
の
本
性
と
主
権
に
お
け
る
」
神
と
同
一
化
す
る
よ
う
に
そ
そ
の
か
す
。
そ

の
結
果
、
啓
示
さ
れ
る
神
と
隠
れ
る
神
の
区
別
の
内
部
で
、
三
一
の
神
は
、

隠
れ
る
神
の
概
念
の
も
と
で
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ル
タ
ー
は
隠
れ
る

神
に
つ
い
て
、「
神
は
ご
自
身
を
隠
し
、
わ
れ
わ
れ
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
、 

…
… 

そ
れ
ゆ
え
神
は
ご
自
身
の
主
権
と
本
性
の
中
に
お
か
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
）
6
（い
」
と
語
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に
三
重
の
自
己
区
別
に
お
け

る
神
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
や
、
ル
タ
ー
に
お
い
て
事
態
は
よ
り
繊
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
は
、
ひ
と
り
の
神
の
三
つ
の
位
格
の
間
の
区
別

と
、
啓
示
さ
れ
た
神
と
隠
れ
た
神
の
区
別
の
二
者
択
一
に
還
元
さ
れ
な
い
。

隠
れ
た
神
と
啓
示
さ
れ
た
神
の
区
別
は
、
神
学
的
に
妥
当
な
、
そ
し
て
事
実

不
可
欠
な
区
別
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
三
一
論
の
区
別
に
と
っ

て
代
わ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
不
当
で
ゆ
が
ん
だ
も
の
と
な
る
。
隠
れ
た
神

と
啓
示
さ
れ
た
神
の
区
別
は
、
神
の
到
来
を
「
ど
こ
か
ら
」
と
「
ど
こ
へ
」

の
間
の
運
動
と
し
て
保
つ
必
然
的
相
違
で
あ
る
。
他
方
、
父
な
る
神
、
子
な

る
神
、
聖
霊
な
る
神
の
間
の
三
一
的
区
別
は
、
そ
の
中
に
神
の
存
在
が
あ
る

到
来
の
「
ど
こ
か
ら
」
と
「
ど
こ
へ
」
が
神
ご
自
身
に
他
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
批
判
的
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
積
極
的
に
表
現
す
る
と
、

神
ご
自
身
が
起
源
で
あ
り
、
ま
た
目
標
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
隠
れ
た

神
と
啓
示
さ
れ
た
神
の
区
別
が
、
最
終
的
に
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
す
れ

ば
、
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
神
が
見
捨
て
ら
れ
た
状
態
（G

ottverlassen-

heit

）
に
お
い
て
も
、
神
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
不
十
分
な
神
認
識
の
現

実
も
神
の
現
実
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
で
あ
り
、
神
の
律
法
と
裁
き
の
現
実
で

あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
現
実
に
「
神
ご
自
身
を
除
い
て
、
誰
も
神
に
逆
ら

え
な
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
三
一
論
の
教
理
は
そ
の
諸
々
の
区

別
（
こ
れ
ら
は
、
た
し
か
に
そ
れ
自
体
と
し
て
常
に
諸
関
係
で
あ
る
）
に
よ

り
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
ご
自
身
を
わ
れ
わ
れ
に
啓
示
す
る
神

は
現
実
に
《
神
ご
自
身
》
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
神
は
他
の
い
か
な
る

「
神
」
に
よ
っ
て
も
相
対
化
さ
れ
え
な
い
こ
と
、
神
は
も
は
や
そ
の
啓
示
を

疑
問
に
付
さ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
神
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
は
、
神
の
啓
示
の

ひ
と
つ
の
規
定
で
あ
る
こ
と
、
要
す
る
に
、
神
と
神
の
区
別
は
、
決
し
て
神

に
お
け
る
矛
盾
と
し
て
理
解
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ル
タ
ー
派
の
教

義
学
が
、
啓
示
さ
れ
た
神
と
隠
れ
た
神
の
区
別
を
明
確
に
三
一
の
神
の
自
己

区
別
に
基
づ
い
て
判
断
し
な
い
か
ぎ
り
、
ル
タ
ー
派
の
教
義
学
に
は
、
神
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
矛
盾 

（
危
険
） 

が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
。
神
は
ご
自
身

と
矛
盾
し
な
い
。
神
は
ご
自
身
に
対
応
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
三
一

論
を
必
要
と
す
る
、
し
か
も
全
面
的
に
。

　

伝
統
的
三
一
論
に
弱
点
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
否
定
で
き
な
い
。
そ
の

弱
点
の
本
質
は
、
隠
れ
た
神
と
啓
示
さ
れ
た
神
の
区
別
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
弁
証
法
が
、
奇
妙
に
も
依
然
と
し
て
三
一
論
に
妥
当
し
な
い
こ
と
に
あ
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が
キ
リ
ス
ト
教
的
に
語
ら
れ
、
神
の
存
在
が
歴
史
と
し
て
物
語
ら
れ
る
。
こ

れ
と
反
対
に
、
こ
の
真
理
が
な
け
れ
ば
、《
神
の
》
歴
史
は
物
語
ら
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、
神
の
《
歴
史
》
が
《
物
語
ら
れ
》
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の

真
理
が
な
け
れ
ば
、
神
の
名
に
お
い
て
、
他
の
も
の
の
歴
史
が
物
語
ら
れ
、

せ
い
ぜ
い
神
に
《
つ
い
て
》
諸
々
の
歴
史
が
物
語
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
あ

る
い
は
神
の
存
在
が
要
請
さ
れ
、
証
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
神
と
、

そ
れ
ゆ
え
に
人
間
も
無
視
し
た
形
で
、
様
々
に
語
ら
れ
る
。
三
一
の
教
義
は

神
に
つ
い
て
の
発
言
を
、
神
を
無
視
し
た
形
で
語
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
人
間

を
無
視
し
た
形
で
語
る
こ
と
か
ら
守
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
か
ぎ
り

で
三
一
論
は
、
神
の
言
葉
の
正
し
く
理
解
さ
れ
た
概
念
に
属
す
る
。

二
　

神
の
言
葉
の
範
疇
は
、
今
や
た
し
か
に
さ
ら
に
、
近
代
に
お
い
て
常
に
神

の
存
在
の
三
一
論
的
区
別
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
す
る
神
の
《
存
在
》
の
異

な
る
必
然
的
区
別
に
至
る
。
神
に
つ
い
て
の
発
言
の
真
理
は
、
父
、
子
、
聖

霊
と
し
て
の
神
の
ひ
と
つ
の
、
そ
し
て
同
じ
存
在
の
区
別
を
基
準
と
し
て
判

断
さ
れ
ず
、
言
葉
の
中
で
自
ら
を
表
現
し
、
ま
た
言
葉
と
し
て
自
ら
を
啓
示

す
る
神
（「
説
教
さ
れ
る
神
」）
と
、「
そ
れ
自
身
の
本
性
と
主
権
の
う
ち

）
3
（に

」

と
ど
ま
る
神
と
の
区
別
を
基
準
に
し
て
判
断
さ
れ
る 

│ 

わ
れ
わ
れ
は
こ

の
後
者
の
神
と
何
の
関
わ
り
も
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
は
、
言
葉
な
し
に

わ
れ
わ
れ
と
交
わ
ろ
う
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
な
の

は
、 

│ 

と
り
わ
け
ル
タ
ー
の
神
学
を
通
し
て
特
に
強
調
さ
れ
た 

│ 

啓

示
さ
れ
た
神
と
隠
れ
た
神
の
区
別
で
あ
る
。
こ
の
神
学
は
、
律
法
と
福
音
の

区
別
を
（
も
ち
ろ
ん
最
も
繊
細
な
仕
方
で
）
神
概
念
そ
れ
自
体
に
適
用
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
神
学
は
、
神
概
念
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
人
間
の
実

存
と
緊
張
関
係
に
あ
る
対
立
を
明
ら
か
に
し
、
し
た
が
っ
て
神
に
つ
い
て
の

発
言
を
、
も
っ
ぱ
ら
、
人
間
の
身
に
降
り
か
か
る
神
の
言
葉
の
出
会
い
に
基

づ
い
て
、そ
れ
ゆ
え
た
だ
ち
に
こ
の
出
会
い
の
欠
如
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
。

隠
れ
た
神
と
啓
示
さ
れ
た
神
の
区
別
は
、
律
法
と
福
音
の
区
別
と
組
み
合
わ

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、神
学
的
必
然
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、

父
、
子
、
聖
霊
と
い
う
三
つ
の
存
在
様
式
に
お
け
る
ひ
と
り
の
神
の
存
在
の

区
別
は
、
実
存
的
に
不
当
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
神
学
的
に
は
少
な
く
と

も
あ
ま
り
必
然
的
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
殺
す
」裸
の
神
と「
生
か
す
」

説
教
さ
れ
る
神
の
間
の
区
別
お
よ
び
対
立
す
る
方
向
性
の
中
に
、
信
仰
の
、

あ
ら
ゆ
る
困
窮
と
人
間
実
存
そ
れ
自
体
の
向
き
を
変
え
る
必
然
性
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
三
一
論
の
諸
々
の
区
別
に
は
、
論
理
的
な
い
し
思
弁
的
必
然
性
だ

け
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
経
験
か
ら
生
き
る
信
仰
は
こ
の
必
然

性
を
断
念
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
お
よ
そ
こ
れ
が
今
日
の
議
論
の
状
況
で
あ

る
。
た
し
か
に
ル
タ
ー
は
三
一
論
を
徹
底
的
に
教
え
た
。
し
か
し
そ
れ
は
論

争
の
種
と
な
ら
）
4
（ず
、
そ
れ
ゆ
え
あ
ま
り
目
立
た
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、「
父
，

子
、
聖
霊
﹇
な
る
神
﹈、
ひ
と
つ
の 

…
… 

神
的
本
質
と
本
性
﹇
！
﹈ 

に
お
け

る
三
つ
の
区
別
さ
れ
る
位
格
は
、
…
… 

唯
一
の
神
で
あ
る
」
と
い
う
三
一
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に
、
こ
の
単
純
な
真
理
の
表
現
は
、
必
然
的
に
困
難
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ

は
た
し
か
に
、「
神
は
生
き
て
お
ら
れ
る
」
と
い
う
確
信
が
、
神
に
属
す
る

こ
の
人
間
の
《
死
》
に
お
い
て
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
生
の
致
命
的
な
最
後
が
こ
の
人
間
の
生
に
も
属
し

て
い
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、
特
に
、
こ
の
人
間
の
生
の
致
命
的
な
最
後
の
中

に
、
す
べ
て
の
人
間
の
新
し
い
神
関
係
の
開
始
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
！　

し
か
し
イ
エ
ス
の
死
に
基
づ
い
て
《
神
の
存
在
》
が
ま
ず
第

一
に
そ
の
《
神
的
》
活
動
性
（L

ebendigkeit

）
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
が

ゆ
え
に
、
イ
エ
ス
の
死
は
新
し
い
神
関
係
を
開
示
す
る
。
生
け
る
神
の
神
性 

（G
ottheit

） 

│ 

彼
の
生
の
神
性
（G

öttlichkeit
）
と
、
し
た
が
っ
て
ま
さ

に
神
の
活
動
性 

│ 

は
、
そ
の
非
常
に
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
こ
の
人
間

の
生
の
死
と
《
折
り
合
う
》。
神
の
生
は
、そ
れ
が
イ
エ
ス
の
死
に
《
耐
え
る
》

が
ゆ
え
に
、
イ
エ
ス
の
死
と
折
り
合
う
。
そ
し
て
神
の
生
は
、
こ
の
死
を
ご

自
身
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
死
に
《
勝
利
す
る
》。
死
に
対
す

る
勝
利
者
と
し
て
、
神
は
ま
ず
第
一
に
自
ら
を
神
と
し
て
開
示
す
る
。
生
け

る
神
は
、
そ
の
神
性
の
中
で
イ
エ
ス
の
死
に
耐
え
、
そ
の
存
在
の
永
遠
性
に

イ
エ
ス
の
十
字
架
上
の
死
と
い
う
重
荷
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
神

的
存
在
を
生
と
死
の
《
生
け
る
》
統
一
性
と
し
て
実
証
す
る
。
イ
エ
ス
の
死

に
お
い
て
実
証
さ
れ
る
こ
の
生
け
る
神
の
確
か
さ
に
基
づ
く
信
仰
は
、
永
遠

の
生
と
時
間
的
死
の
間
の
、
神
ご
自
身
の
存
在
を
規
定
す
る
緊
張
を
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
物
語
と
し
て
告
知
し
、
物
語
る
。
そ
し
て
こ
の
信
仰
は
、

三
一
の
神
の
概
念
を
用
い
て
こ
の
物
語
を
考
え
、
そ
し
て
告
白
す
）
1
（る
。
そ
れ

ゆ
え
三
一
論
に
お
い
て
、
特
別
な
集
中
と
究
極
的
な
具
体
性
に
お
い
て
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
神
ご
自
身
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
別
な
集
中
と
究

極
的
な
具
体
性
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
神
ご
自
身
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
三
一
論 

│ 

た
だ
し
こ
れ
は
、
人
間
の
救
済
に
つ
い
て
の
問
い
か

ら
解
放
さ
れ
た
思
弁
と
全
く
関
係
が
な
い 

│ 

は
、
端
的
に
救
済
論
的
教

説
で
あ
る
。
古
代
の
教
義
学
が
、
神
の
救
済
の
必
然
性
を
三
一
の
神
の
救
済

の
必
然
性
と
し
て
主
張
し
た
と
き
、
そ
れ
は
正
し
か
っ
た 

│ 

た
と
え
救

済
の
必
然
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
神
の
三
一
性
の
《
教
義
に
対
す
る
信
仰
》
に

ま
で
拡
張
し
、
や
り
す
ぎ
た
と
し
て
も
。
す
な
わ
ち
「
こ
の
教
義
を
信
ず
る

必
然
性
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
拒
否
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
誰
に
と
っ
て
も
、
救
い
を
失
わ
ず
に
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」（
ヨ
ハ
ネ
一
七
・
三
、
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

五
・
一
一
、一
二
、二
・
二
三
、

ヨ
ハ
ネ
五
・
二
三
、
Ⅱ
テ
サ
一
・
）
2
（八

）。

　

三
一
の
神
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
物
語

の
総
括
概
念
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ひ
と
り
の
神
を
、
父
、
子
、
聖
霊
の
三
つ

の
位
格
に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
と
共
な
る
神
の
歴
史
の
現
実
は
そ

の
真
実
に
到
達
す
る
か
ら
で
あ
る
。
三
一
論
は
、
そ
の
根
本
に
お
い
て
、
神

の
歴
史
を
、
そ
れ
が
責
任
的
に
物
語
ら
れ
う
る
よ
う
な
仕
方
で
、
神
の
歴
史

と
し
て
真
実
な
も
の
に
す
る
以
外
の
機
能
を
も
た
な
い
。三
一
論
に
お
い
て
、

神
の
歴
史
性
は
真
理
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
真
理
の
力
の
中
で
神
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番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
愛
す
る
者
た
ち
自
身
で
あ
る
。
神
と
人
間
が
互
い

に
愛
し
合
う
か
ぎ
り
、
彼
ら
の
間
で
は
、
愛
の
無
力
が
経
験
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
《
信
仰
》
は
、
愛
す
る
神
は
同
時
に
愛
そ
れ
自
体
で
《
あ
る
》
こ

と
を
信
頼
す
る
。
こ
の
か
ぎ
り
で
信
仰
は
神
と
人
間
を
区
別
す
る
。
信
仰
は
、

神
と
人
間
の
、
こ
の
区
別
を
決
し
て
食
い
尽
す
こ
と
の
な
い
合
一
化
の
た
め

に
、
こ
れ
を
行
う
。
そ
れ
ゆ
え
ひ
と
は
こ
の
合
一
化
を
よ
り
よ
く
「
神
秘
的

合
一
」
と
呼
ん
だ
り
し
な
い
。
信
仰
は
、
そ
れ
が
愛
の
無
力
に
直
面
し
な
が

ら
も
、
愛
は
決
し
て
終
ら
な
い
（
Ⅰ
コ
リ
一
三
・
八
）
こ
と
に
信
頼
を
寄
せ

る
か
ぎ
り
、
神
信
頼
で
あ
）
45
（る
。
信
仰
は
そ
の
た
め
に
、「
神
は
愛
で
あ
る
」

と
の
句
が
そ
の
真
理
性
を
そ
れ
に
負
っ
て
い
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
引
き

合
い
に
出
す
。
な
ぜ
な
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
中
で
神
が
ご
自
身

を
人
間
的
神
と
し
て
規
定
し
た
あ
の
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

れ
は
、
神
と
愛
の
同
一
性
を
保
持
す
る
、
神
の
人
間
性
に
対
す
る
信
仰
で
あ

る
。
神
の
人
間
性
に
対
す
る
信
仰
は
、
神
と
愛
の
同
一
性
の
《
明
証
性
》
で

あ
る
。
信
仰
は
、次
の
よ
う
に
そ
の
明
証
性
を
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
信
仰
は
、

自
ら
が
、
聖
霊
な
る
神
の
力
の
中
で
、
真
の
人
間
で
あ
り
、
ま
た
真
の
神
の

子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
を
通
し
て
、
愛
と
全
能
の
父
な

る
神
に
《
関
係
づ
け
ら
れ
て
》
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て

信
仰
者
が
三
一
な
る
神
か
ら
《
具
体
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
》
こ
と
を
知
る

と
い
う
具
合
に
。
神
の
人
間
性
に
対
す
る
信
仰
は
、
次
の
よ
う
に
信
ず
る
こ

と
に
よ
り
神
と
愛
の
同
一
性
の
明
証
性
を
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
神
は
、
人
間

の
た
め
に
そ
の
愛
す
る
子
を
犠
牲
に
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
子
を
ま
す

ま
す
愛
す
る
父
で
あ
る
、
と
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
し
か
し
信
仰
は
、
死

へ
と
犠
牲
に
さ
れ
、
そ
し
て
天
の
父
と
地
上
の
人
間
に
対
す
る
同
時
的
な
愛

へ
と
ご
自
身
を
犠
牲
に
す
る
子
な
る
神
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
父
の
愛
を

信
ず
る
。
そ
し
て
信
仰
は
、
聖
霊
な
る
神
の
力
の
中
で
信
ず
る
が
ゆ
え
に
、

父
な
る
神
と
子
な
る
神
を
信
ず
る
。
こ
の
聖
霊
の
力
は
、
三
一
の
神
の
愛
の

出
来
事
と
し
て
新
し
い
存
在
の
可
能
性
た
め
に
生
と
死
の
対
立
を
合
一
さ
せ

る
力
で
あ
る
。
信
仰
と
愛
の
区
別
に
よ
り
神
と
愛
の
同
一
性
を
主
張
す
る
神

学
は
、
し
た
が
っ
て
三
一
の
神
へ
の
信
仰
を
特
に
慎
重
に
考
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
神
と
愛
の
同
一
性
を
三
一
論
的
に
説
明
す

る
こ
と
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
二
節　

三
位
一
体
の
痕
跡
と
し
て
の
十
字
架
に
つ
け

ら
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

一
　

三
一
論
は
、
神
は
生
き
て
お
ら
れ
る
と
い
う
単
純
な
真
理
の
不
可
欠
で
、

し
か
も
必
然
的
に
困
難
な
表
現
で
あ
る
。「
神
は
生
き
て
お
ら
れ
る
」
と
の

確
信
は
、
神
と
し
て
告
知
さ
れ
、
信
じ
ら
れ
、
告
白
さ
れ
た
人
間
で
あ
る
ナ

ザ
レ
の
イ
エ
ス
の
現
実
に
お
い
て
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ゆ
え
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神
は
、
人
間
が
そ
れ
に
対
し
全
く
何
も
《
為
し
》
え
な
い
愛
で
あ
る
。
し
か

し
、
信
仰
が
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ま
さ

に
こ
の
「
全
く
何
も
《
為
し
》
え
な
い
こ
と
」
は
、人
間
の
自
己
消
耗
の
「《
も

は
や
》
為
し
え
な
い
こ
と
」
に
比
べ
る
と
、
人
間
の
活
動
性
に
お
け
る
、
し

た
が
っ
て
進
歩
の
諸
可
能
性
に
お
け
る
根
本
的
卓
越
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
）
43
（る
。
神
に
対
し
何
も
為
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
が
人
類
の
福

祉
の
た
め
に
な
お
ま
す
ま
す
、
そ
し
て
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
を
為
し
う
る
こ

と
を
決
し
て
排
除
せ
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
を
含
む
。
そ
の
結
果
、「
神
が
わ
れ

わ
れ
の
救
い
の
た
め
に
十
分
為
し
た
が
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
福
祉

の
た
め
に
十
分
に
は
為
し
え
な

）
44
（い

」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
全
く
何
も
為

さ
な
い
こ
と
」
は
た
し
か
に
「
も
は
や
何
も
為
さ
な
い
こ
と
」
に
劣
る
も
の

で
は
な
く
、「
全
く
何
も
《
為
し
》
え
な
い
こ
と
」
は
「《
も
は
や
》
為
し
え

な
い
こ
と
」
よ
り
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
正
し
い
時
に
信
仰
が
何
も
為
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
通
し

て
活
性
化
す
る
信
仰
だ
け
が
、
神
と
愛
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す

る
人
間
学
的
表
現
で
あ
る
。
ひ
と
は
愛
に
《
基
づ
い
て
》
す
べ
て
の
こ
と
を

為
し
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
は
愛
の
《
た
め
》
に
は
、
事
実
、
全
く

何
も
為
し
え
な
い
。
わ
た
し
が
愛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
た
だ
」
信
じ

ら
れ
る
「
だ
け
」
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
信
仰
の
明
証
性
は
、
も
ち
ろ
ん
何
も

の
に
よ
っ
て
も
凌
駕
さ
れ
な
い
。
信
ず
る
こ
と
だ
け 

│ 

こ
れ
が
、
愛
そ

れ
自
身
に
属
す
る
あ
の
明
証
性
で
あ
る
。

四
わ
れ
わ
れ
の
問
題
に
対
し
、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
の
キ
リ

ス
ト
教
批
判
と
の
対
決
か
ら
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、《
信
仰
と
愛
が
厳
密
に
、し
か
も
必
然
的
に
区
別
》
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、

《
神
と
愛
の
》
神
学
的
に
命
じ
ら
れ
た
《
同
一
化
》
が
、「
神
」
と
い
う
言
葉

を
、
人
間
存
在
の
最
上
級
を
表
す
概
念
と
し
て
現
れ
る
よ
う
に
す
る
必
然
性

か
ら
守
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
愛
が
ど
れ
ほ
ど
合
一
化
し
よ
う
と
も
、
愛
は
、

愛
に
お
い
て
一
つ
と
さ
れ
た
も
の
の
区
別
を
維
持
し
、
そ
の
さ
い
自
ら
は
再

び
、相
互
に
愛
す
る
者
た
ち
か
ら
区
別
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
神
は
愛
で《
あ

る
》
と
信
ず
る
信
仰
は
、
こ
の
区
別
を
維
持
す
る
。
し
た
が
っ
て
信
仰
は
愛

の
競
争
相
手
で
は
な
い
。
信
仰
は
、
愛
す
る
者
た
ち
の
合
一
化
を
廃
棄
し
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
神
と
人
間
が
相
互
に
《
愛
す
る
者
》
で
あ
る
か
ぎ
り
、

神
と
人
間
の
合
一
化
に
も
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
信
仰
は
、
人
間
と
人
間
の

合
一
化
を
、
ま
た
神
と
人
間
の
合
一
化
を
、
人
間
的
神
と
人
間
的
人
間
の
間

の
混
同
お
よ
び
識
別
不
能
か
ら
守
る
。
こ
の
よ
う
な
混
同
は
、
結
局
、
愛
の

死
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
信
仰
は
、「
神
は
愛
す
る
」
と
の
句
を
「
神
は
愛
で

あ
る
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
混
同
を
阻
止
す

る
。い

か
な
る
人
間
も
愛
《
で
は
》
な
い
。
二
人
の
相
互
に
愛
す
る
者
た
ち
も

愛
《
で
は
》
な
い
。
愛
す
る
者
た
ち
が
、
ま
さ
に
自
分
た
ち
は
愛
で
な
い
が

ゆ
え
に
、
常
に
愛
の
無
力
も
経
験
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
一
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愛
を
通
し
て
の
み
勝
利
す
る
の
に
対
し
、信
仰
の
み
が
愛
の
《
勝
利
》
を
《
保

証
す

）
42
（る

》。

フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
信
仰
は
次
の
点
で
最
終
的
に
愛
と
区
別
さ

れ
る
。
つ
ま
り
信
仰
は
、
人
間
に
、
彼
自
身
を
人
間
の
類
的
存
在
と
し
て
捉

え
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
《
自
身
の
》
完
全
性
に
到
達
す
る
よ
う
に
し
む
け
る

代
わ
り
に
、
彼
《
自
身
の
》
完
全
性
を
《
神
と
し
て
》
自
分
自
身
か
ら
切
り

離
す
よ
う
に
し
む
け
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
人
間
を
自
分
自
身
か
ら
疎
外
す

る
。
神
学
の
秘
密
が
人
間
学
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
首
尾
一
貫
し
た
答

え
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
と
っ
て
人
間
学
は
、
人
間
の
本

質
を
た
だ
人
間
お
よ
び
自
然
と
の
出
会
い
か
ら
理
解
す
る
、
人
間
に
つ
い
て

の
あ
の
教
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
全
く
異
な
る
前
提
の
も
と
で
は
、
人

間
学
は
次
の
よ
う
な
教
説
と
な
る
。
つ
ま
り
人
間
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
人
格
に
お
い
て
起
こ
っ
た
神
と
人
類
（M

enschengeschlecht

）
の
出
会

い
を
通
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
、
人
間
に
つ
い
て
の
あ
の
教
説

で
あ
る 

│ 

こ
の
人
間
学
は
、
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た

も
の
と
は
根
本
的
に
異
な
る
意
味
で
、神
学
の
秘
密
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、《
信

仰
》
は
人
間
を
た
し
か
に
自
分
自
身
か
ら
《
切
り
離
す
》
が
、
今
や
神
と
し

て
で
は
な
く
、《
新
し
い
人
間
》
と
し
て
切
り
離
す
の
で
あ
り
、
こ
の
新
し

い
人
間
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
神
と
区
別
さ
れ
る
存
在
で
あ

る
。
信
仰
は
、
一
種
の
自
己
疎
外
で
も
あ
る
（
Ⅱ
コ
リ
五
・
一
七
）。
し
か
し

神
は
、
も
は
や
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
間
に
可
能
な
最
高
の
可
能
性
で
は
な
く
、
神
は
、「
わ
た
し
よ
り
も
優
れ

て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
、
そ
し
て
「
わ
た
し
が
わ
た
し
自
身

に
近
い
よ
り
も
、
も
っ
と
わ
た
し
に
近
い
」。
し
た
が
っ
て
神
は
、
も
は
や

人
間
に
可
能
な
も
の
の
極
限
で
は
な
く
、
神
は
、
こ
の
極
限
の
《
彼
方
に
あ

る
が
ゆ
え
に
》、《
さ
ら
に
》
人
間
存
在
の
限
界
の
《
此
岸
に
》、
し
か
も
人

間
存
在
の
弱
さ
の
中
に
お
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
考

察
さ
れ
た
神
の
卓
越
性
と
力
は
、
弱
い
も
の
に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
（
Ⅱ
コ
リ
一
二
・
九
）。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
信
仰
の
本
質
は
、
今
や
神
へ
の
熱
情
に

役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
！

　

同
じ
く
人
間
の
理
解
に
も

役
立
つ
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
信
仰
の
本
質
は
、人
間
学
に
、

愛
の
た
め
に
信
仰
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
に
と
の
要
求
が
成
し
遂
げ
る
よ
り

も
、
決
定
的
に
よ
り
す
ぐ
れ
た
威
厳
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
人
間

は
信
仰
よ
っ
て 

│ 

つ
ま
り
、
神
は
「
わ
た
し
よ
り
も
優
れ
て
お
り
」、
し

か
も
「
わ
た
し
が
わ
た
し
自
身
に
近
い
よ
り
も
、
も
っ
と
わ
た
し
に
近
い
」

と
い
う
信
仰
に
よ
っ
て 

│
、
神
を
わ
た
し
の
極
限
と
し
て
要
求
し
、
そ

し
て
人
類
へ
の
愛
を
と
お
し
て
神
を
一
般
化
す
る
よ
う
に
と
の
フ
ォ
イ
ア

バ
ッ
ハ
の
要
請
が
含
意
し
て
い
る
よ
う
な
、
決
し
て
「
も
は
や 

…
で
な
い
」

と
か
、「
そ
れ
以
上
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
縛
り
つ
け
ら
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
神
が
、「
わ
た
し
よ
り
も
優
れ
て
い
る
」
が
ゆ
え
に
、同
時
に
「
わ

た
し
が
わ
た
し
自
身
に
近
い
よ
り
も
、も
っ
と
わ
た
し
に
近
い
」
と
す
れ
ば
、
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ス
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

五
・
一
）
を
《
信
じ
》、

し
た
が
っ
て
神
の
愛
さ
れ
た
子 

│ 

神
は
、
わ
た
し
た
ち
に
対
す
る
愛
の

ゆ
え
に
こ
の
子
を
犠
牲
に
し
、
死
に
至
ら
せ
た
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

四
・

九
以
下
） 

│ 
で
あ
る
こ
と
を
《
信
ず
る
》
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
た

し
か
に
、
愛
の
な
い
状
態
の
中
へ
と
エ
ロ
ー
ス
的
に
光
を
当
て
る
だ
け
で
な

く
、
自
ら
を
そ
れ
に
さ
ら
す
愛
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
愛
さ
れ
て
い

な
い
者
に
対
す
る
献
身
と
し
て
自
ら
を
捧
げ
る
愛
、
勝
利
す
る
こ
と
だ
け
を

約
束
す
る
愛
で
あ
る
。
し
か
し
愛
の
こ
の
勝
利
に
お
い
て
、
ひ
と
は
、
愛
で

は
な
い
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
そ
の
愛
の
無
力
に
直
面
し
、
ま
た
愛
の
な

い
状
態
の
強
大
な
力
に
直
面
し
、《
た
だ
信
ず
る
》
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

あ
る
。

た
し
か
に
愛
す
る
人
間
が
愛
の
勝
利
の
た
め
に
活
発
に
働
く
よ
う
に
な
る

の
は
、
彼
ら
が
エ
ロ
ー
ス
的
に
彼
ら
の
光
を
放
つ
だ
け
で
な
く
、
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
愛
の
な
い
状
態 

│ 

こ
れ
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
「
コ
ス
モ
ス
」
と

い
う
概
念
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る 

│ 

の
た
だ
中
で
、
愛
の
展
開
の

た
め
に 

│ 

愛
さ
れ
な
い
者
に
対
す
る
愛
を
通
し
て 

│ 

愛
を
引
き
起
こ

す
と
き
で
あ
る
。
愛
が
勝
利
す
る
と
き
、
愛
は
、
事
実
、
愛
を
通
し
て
だ
け

勝
利
す
る
。
し
か
し
愛
す
る
者
た
ち
は
、愛
す
る
者
と
し
て
愛
に
《
勝
利
を
》

《
保
証
す
る
》
こ
と
は
で
き
な
い
。
ひ
と
は
、
神
と
愛
の
同
一
性
を
信
ず
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
み
、
愛
の
勝
利
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
さ
い
信
仰
は
、
問
題
の
あ
る
、「
何
も
の
か
を
真
実
と
み
な
す
こ
と
」

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
し
か
に
、《
確
証
な

し
に
》
愛
の
勝
利
を
た
だ
ま
さ
に
《
希
望
す
る
》
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か

し
信
仰
は
、
そ
れ
が
、
ま
さ
に
こ
の
神
は
愛
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
、
神
ご

自
身
を
通
し
て
開
示
さ
れ
た
確
か
さ
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
の
確
か

な
希
望
の
信
頼
で
き
る
基
盤
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
信
仰
は
単
な
る
理
論
的

確
信
で
は
な
く
、む
し
ろ
神
の
愛
の
《
経
験
》
の
中
で
生
ず
る
確
信
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
経
験
と
し
て
信
仰
は
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
愛
の
活
動
と

異
な
り
、
純
粋
な
受
動
性
、
全
く
の
無
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
愛
さ
れ

る
存
在
（G

eliebtsein

）」
の
経
験
の
た
め
に
、
ひ
と
は
何
も
為
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

一
」
の
著
者
は
神
に
よ
っ
て
愛

さ
れ
た
者
た
ち
に
対
し
、
神
が
ま
ず
彼
ら
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

四
・
一
〇
、一
九
。
ヨ
ハ
ネ
一
五
・
一
二

を
参
照
）。
ひ
と
は
、「
愛
さ
れ
る
存
在
」
の
経
験
と
、
し
た
が
っ
て
神
の
愛

に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
選
び
に
従
う
こ
と
が

で
き
る
だ
け
な
の
と
同
様
で
あ
る 

│ 

さ
も
な
け
れ
ば
、
ひ
と
は
自
ら
の

選
ば
れ
た
存
在
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
ひ
と
が
そ

れ
ら
を
受
け
入
れ
る
と
き
、そ
こ
に
は
、す
で
に
愛
さ
れ
て
い
る
存
在
の
《
確

信
》
と
、
そ
れ
と
共
に
、
神
は
愛
で
あ
っ
て
、
愛
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

と
い
う
最
も
よ
く
基
礎
づ
け
ら
れ
た
信
頼
も
存
在
す
る
。そ
れ
ゆ
え
信
仰
は
、

「
愛
を
通
し
て
活
動
的
に
な
る
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
五
・
六
「
愛
の
実
践
を
伴
う
信

仰
」）
た
め
の
、
神
の
愛
に
対
す
る
最
初
の
対
応
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
愛
は
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さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
人
間
存
在
の
諸
可
能
性
は
、
神
を
一
般
化
す
る

愛
を
通
し
て
汲
み
尽
さ
れ
て
し
ま

）
40
（う

。
こ
こ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

た
神
は
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
人
間
の
目
標
と
し
て
、
も
は
や
《
い
か

な
る
》
可
能
性
も
も
た
な
い
と
い
う
存
在
論
的
か
つ
倫
理
的
に
最
も
重
要
な

結
論
が
出
て
く
る
。
神
性 

│ 

そ
の
本
質
は
、「
影
響
力
の
な
い
エ
ネ
ル

ギ
）
41
（ー
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
単
純
で
あ
る 

│ 

の
形
而
上
学
的
概
念
に
よ
る

と
、
こ
の
神
に
お
い
て
す
べ
て
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。《
可
能
性
の

な
い
現
実
》
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
神
性
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
他
者
に
自

分
自
身
を
捧
げ
る
《
可
能
性
》
も
排
除
さ
れ
て
い
る
。「
愛
」
の
「
一
般
化
」

を
通
し
て
人
間
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
神
は
、
そ
れ
自
体
、
愛
の
終
り
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
可
能
性
の
な
い
愛
は
、
愛
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ

愛
は
ま
さ
に
創
造
的
諸
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
。
愛
は
、
愛
す
る
者
自
身
に

よ
り
決
し
て
汲
み
尽
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
生
の
た
め
の
、
生
と
死
の
統
一

性
」
と
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
神
が
自
ら
を
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

た
方
と
の
同
一
化
の
中
で
啓
示
し
た
「
生
の
た
め
の
、
生
と
死
の
統
一
性
」

と
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。《
献
身
》
は
、
努
力
し
が
い
の
あ
る
す

べ
て
の
可
能
性
を
汲
み
尽
す
自
己
実
現
の
正
反
対
で
あ
る
。
そ
の
中
で
開
示

さ
れ
る
の
は
い
つ
も
新
し
く
、そ
し
て
無
尽
蔵
な
諸
可
能
性
で
あ
る
。エ
ロ
ー

ス
を
排
除
せ
ず
、
そ
れ
を
統
合
す
る
愛
は
、
自
分
自
身
を
汲
み
尽
さ
な
い
。

そ
れ
は
む
し
ろ
創
造
的
な
も
の
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え

に
「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
等
置
は
、
神
の
神
性
を
保
持
す
る
言
明
で
あ

る
。
神
の
全
能
の
い
か
な
る
創
造
的
行
為
も
、
そ
れ
自
体
神
の
愛
の
活
動
の

行
為
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
現
実
を
、
実
現
さ
れ
た
可
能
性
と
し
て
措
定
す

る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
現
実
と
共
に
さ
ら
に
可
能
性
を
創
造
す
る
。
反

対
に
、
も
し
も
神
が
愛
の
た
め
に
犠
牲
に
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
愛
そ
れ
自
体

が
そ
の
本
質
を
奪
わ
れ
る
。
次
の
よ
う
な
具
合
に
神
と
愛
を
同
一
化
す
る
の

は
、
信
仰
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
愛
の
た
め
に
神
が
犠
牲
に
さ
れ
《
ず
》、

し
た
が
っ
て
愛
が
そ
の
真
の
本
質
を
奪
わ
れ
《
ず
》、
さ
ら
に
愛
が
、
そ
の

後
ろ
で
も
う
一
度
待
ち
伏
せ
す
る
神
（「
神
を
越
え
る
神
」！
）
の
た
め
に
犠

牲
に
さ
れ
《
ず
》、
し
た
が
っ
て
こ
の
神
が
そ
の
真
の
神
性
を
奪
わ
れ
《
ず
》

に
、
と
い
う
具
合
に
。
な
ぜ
な
ら
信
仰
の
み
が
、
神
を
同
時
に
、
愛
の
出
来

事
、
愛
の
主
体
、
愛
の
対
象
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
愛
す
る
方
、
愛
さ
れ
る

方
、そ
し
て
解
消
し
え
な
い
統
一
性
の
中
に
あ
る
愛
の
遂
行
と
し
て
経
験
し
、

ま
た
知
る
か
ら
で
あ
る
。

信
仰
の
み
と
は
、
す
な
わ
ち
、
神
の
愛
に
対
応
す
る
人
間
の
愛
で
は
な
い

こ
と
を
も
意
味
す
る
。
人
間
の
エ
ロ
ー
ス
的
で
創
造
的
な
愛
の
諸
活
動
は
、

た
し
か
に
、
愛
で
あ
る
神
的
存
在
の
諸
対
応
物
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
諸
活

動
は
、
信
仰
に
基
づ
い
て
こ
の
神
的
存
在
に
対
応
し
て
い
る
。「
ヨ
ハ
ネ
の

手
紙　

一
」
に
お
い
て
さ
え
、
た
し
か
に
ま
ず
こ
う
《
言
わ
れ
》
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
に
よ
っ
て
互
い
に
愛
し
合
う
愛
は
、

神
か
ら
出
て
く
る
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

四
・
七
）、
と
。
そ
し
て
愛
す
る
者

は
す
べ
て
神
を
《
知
っ
て
い
る
》
と
は
、
ま
さ
に
た
し
か
に
、
彼
が
、
イ
エ



一
〇

̶ ̶133

の
遂
行
の
中
）
38
（に
」
神
性
は
実
存
し
、
そ
し
て
そ
の
比
類
な
き
至
福
の
生
を
お

く
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ま
さ
に
こ
の
至
福
の
生
の
本
質
は
、
自
分
自
身
と

の
不
断
の
関
わ
り
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
を
除
い
て
！

　

そ
し
て
ま
さ
に
こ
れ

が
、
解
放
さ
れ
た
エ
ロ
ー
ス
の
目
標
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
自
己
目

的
と
し
て
の
自
己
実
現
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
《
抽
象
的
》
エ
ロ
ー
ス
は
、

献
身
と
し
て
理
解
さ
れ
た
ア
ガ
ペ
ー
に
正
反
対
の
も
の
と
し
て
対
向
す
る
。

そ
の
上
！

　

エ
ロ
ー
ス
が
こ
の
意
味
で
特
殊
な
も
の
と
さ
れ
、
そ
し
て
解

放
さ
な
れ
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
た
し
か
に
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ョ
ル
ツ
、
ア
ン
ダ
ー
ス
・
ニ
グ
レ
ン
、
そ

し
て
そ
の
他
の
者
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
自
立
的
に
ふ
る
ま
い
、
そ
れ
ゆ

え
た
だ
ま
す
ま
す
自
立
的
に
な
る
エ
ロ
ー
ス
と
い
う
基
盤
の
上
に
建
て
ら
れ

る
形
而
上
学
か
ら
、
ヨ
ハ
ネ
的
に
理
解
さ
れ
た
ア
ガ
ペ
ー
の
い
わ
ゆ
る
形
而

上
学
へ
と
至
る
、
い
か
な
る
橋
も
か
か
っ
て
い
な
い
と
す
る
点
で
正
し
い
で

あ
ろ
う
。
解
放
さ
れ
た
抽
象
的
エ
ロ
ー
ス
は
、
無
私
の
献
身
を
愛
さ
な
い
。

こ
の
エ
ロ
ー
ス
は
ア
ガ
ペ
ー
を
《
愛
さ
》
な
い
。
こ
う
し
て
エ
ロ
ー
ス
は
し

か
し
ま
さ
に
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
ぜ
な
ら
エ
ロ
ー
ス
は
、

愛
の
本
質
的
な
も
の
、
た
し
か
に
愛
の
本
質
的
契
機
を
自
分
か
ら
排
除
し
、

愛
そ
れ
自
体
で
あ
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
エ
ロ
ー
ス
は
、
徹
頭
徹
尾
、

決
し
て
純
粋
な
愛
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
反
対
に
、
切
り
詰
め
ら
れ
て

い
な
い
と
理
解
さ
れ
る
愛
は
、
自
分
か
ら
エ
ロ
ー
ス
を
排
除
し
な
い
こ
と
が

強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
を
こ
の
神
の

愛
﹇
す
な
わ
ち
、
そ
の
主
体
は
神
ご
自
身
で
あ
る
﹈
か
ら
プ
ラ
ト
ン
的
愛
へ

と
連
れ
戻
す
こ
と
が
で
き
る
い
か
な
る
橋
も
絶
対
存
在
し
な
）
39
（い
」 

と
い
う
点

で
、
わ
れ
わ
れ
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ョ
ル
ツ
の
洞
察
力
の
あ
る
論
証
に
従
う

こ
と
が
で
き
な
い
。「
プ
ラ
ト
ン
的
愛
」が
ま
さ
に
あ
の
解
放
さ
れ
た
エ
ロ
ー

ス
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
無
私
の
献
身
と
し
て
理
解
さ
れ

た
ア
ガ
ペ
ー
も
、
譬
え
話
に
お
け
る
失
わ
れ
た
息
子
に
対
す
る
父
の
場
合
の

よ
う
に
、 

│ 

こ
の
譬
え
話
の
同
じ
く
失
わ
れ
た
兄
の
や
り
方
と
異
な

り 

│
、
あ
の
エ
ロ
ー
ス
と
向
き
合
う
こ
と
が
、
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ガ
ペ
ー
は
エ
ロ
ー
ス
を
《
愛
す
る
》。
た
し
か
に
こ

の
こ
と
が
、
ア
ガ
ペ
ー
を
エ
ロ
ー
ス
か
ら
区
別
す
る
。
ア
ガ
ペ
ー
は
愛
以
外

の
何
も
の
で
も
な
く
、
徹
頭
徹
尾
、
純
粋
な
愛
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ガ
ペ
ー
は
エ
ロ
ー
ス
を
統
合
す
る
力
で
あ
る
と
す
る
愛

の
こ
の
理
解
か
ら
、
今
や
、
愛
の
た
め
に
神
を
犠
牲
に
す
る
と
い
う
フ
ォ
イ

ア
バ
ッ
ハ
の
要
求
に
対
し
、
こ
の
要
求
も
抽
象
的
エ
ロ
ー
ス
の
概
念
に
よ
っ

て
導
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
的
問
い
を
向
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
概
念
は
、
類
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
完
全

性 

│ 
そ
れ
は
自
分
か
ら
分
離
さ
れ
、
信
仰
に
お
い
て
神
と
称
さ
れ
て
い

る 
│ 
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
が
人
間
の
極
限
と
し
て
人
間

に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
、
そ
し
て
人
類
へ
の
愛
を
通
し
て
「
一
般
化
」
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
愛
は
、
人
間
の
自
己
実
現
の
典
型
と
な
る
。
し
か
し
こ

の
神
概
念
に
お
い
て
は
人
間
に
可
能
な
も
の
の
最
大
で
最
高
の
も
の
が
到
達
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に
と
っ
て
価
値
が
あ
り
、
そ
し
て
人
間
と
人
間
の
間
で
影
響
を
及
ぼ
す
愛
の

主
体
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、「
そ
れ
に
対
し

神
ご
自
身
が
主
体
で
あ
る
神
の
愛
の
概

）
35
（念

」
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
神
の
愛
の
こ
の
よ
う
な
概
念
を
、
事
実
、
プ
ラ
ト
ン

的-

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
形
而
上
学
の
伝
統
の
中
で
エ
ロ
ー
ス
と
し
て
理
解

さ
れ
て
き
た
も
の 
│ 
今
度
は
、《
あ
ら
ゆ
る
》
エ
ロ
ー
ス
は
最
終
的
に
神

の
愛
へ
と
上
昇
し
、
し
か
し
少
な
く
と
も
そ
こ
へ
と
向
か
う
傾
向
を
自
ら
の

う
ち
に
含
ん
で
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る 

│ 

と
一
致
さ
せ
る
こ

と
は
、
も
は
や
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
。「
こ
の
よ
う
な
い
ず
れ
の
形
而
上
学

に
お
い
て
も
、
神
の
愛
は
神
性
《
に
対
す
る
》
愛
と
し
て
の
み
現
れ
、
機
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
主
体
が
神
ご
自
身
で
あ
る
愛
は
、《
こ
の
》
形

而
上
学
で
は
い
つ
も
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

）
36
（る

」。

わ
れ
わ
れ
は
、
神
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
愛
が
、
事
実
、
神
ご
自
身
を
主
体

と
し
て
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ョ
ル
ツ

の
論
証
に
し
た
が
う
こ
と
が
で
き
る
。わ
れ
わ
れ
は
、そ
こ
に
お
い
て
エ
ロ
ー

ス
と
ア
ガ
ペ
ー
の
区
別
が
妥
当
す
る
ま
さ
し
く
あ
の
点
が
そ
れ
に
よ
り
捉
え

ら
れ
て
い
る
と
す
る
理
解
に
も
同
意
す
る
。
た
し
か
に
こ
の
区
別
の
起
源
を

次
の
事
実
に
求
め
る
こ
と
が
、つ
ま
り
、愛
の
現
象
の
内
部
に
お
い
て
エ
ロ
ー

ス
が
自
ら
を
現
象
の
一
部
と
し
て
絶
対
的
に
措
定
し
よ
う
と
し
、
ま
さ
に
そ

れ
に
よ
っ
て
ア
ガ
ペ
ー
の
意
味
で
の
愛
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
事
実
に
求

め
る
こ
と
が
、
よ
く
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
際
エ
ロ
ー
ス
は
、
あ
る
他
者
に

魅
入
ら
れ
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
る 

│ 

た
だ
し
ひ
と
は
、
自
分
自
身

が
完
全
で
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
完
全
性
を
欠

く
美
は
、
愛
す
る
価
値
が
あ
り
、
求
め
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ

れ
ゆ
え
ひ
と
は
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。し
た
が
っ
て
エ
ロ
ー
ス
は
、

プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
、
完
全
に
、《
欠
乏
》

か
ら
生
ず
る
現
象
で
あ
る
。
他
者
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
る
《
欠
け
た
善
》
は
、

恋
を
引
き
起
こ
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
他
者
へ
と
向
か
わ
せ

る
。
魅
力
的
な
の
は
、
欠
け
て
い
る
も
の
で
あ
る 

│ 

す
な
わ
ち
自
分
自

身
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
。エ
ロ
ー
ス
的
に
、そ
し
て
た
だ
エ
ロ
ー

ス
的
に
愛
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
愛
す
る
者
は
、
自
分
自
身
を
も
つ
た

め
に
、自
分
が
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
す
べ
て
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。

「
わ
た
し
は
あ
る
。
し
か
し
わ
た
し
は
自
分
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ

わ
れ
は
よ
う
や
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か

）
37
（ら

」。
ま
さ
に
こ
の
生
成
が
、

基
本
的
欠
乏
と
同
時
に
そ
の
克
服
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
す
で

に
い
つ
も
す
べ
て
を
も
ち
、そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
自
分
自
身
を
も
つ
神
性
は
、

《
愛
す
る
》
こ
と
が
な
い
。
神
性
は
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て

神
性
は
《
生
成
し
》
な
い
。
神
性
は
決
し
て
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
し
か
に
そ
れ
ゆ
え
に
神
性
は
何
も
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。「
全
く
そ
う

で
は
な
い
！

　

…
… 

神
性
は
不
断
に
考
え
、
し
た
が
っ
て
そ
の
思
考
の
内

容
は
、
考
え
う
る
最
も
卓
越
し
た
も
の
で
あ
り
」 

│ 

す
な
わ
ち
神
性
そ
れ

自
体
で
あ
り
！ 

│
、「
そ
の
最
高
段
階
に
お
け
る
最
高
の
活
動
性
の
不
断
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る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
神
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
、
論
争
的
で

あ
る
と
自
称
す
る
固
執 

│ 

そ
れ
は
、
自
ら
を
愛
と
し
て
啓
示
す
る
神
の

認
識
を
、
結
局
、
真
剣
に
受
け
と
め
ず
、「
隠
れ
た
神 

（deus abscondi-

tus

）」
に
つ
い
て
の
発
言
の
助
け
を
借
り
て
再
び
問
題
視
す
る 

│ 

は
、

遅
く
と
も
！　

あ
の
異
論
に
基
づ
い
て
不
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
隠
れ
て

い
る
こ
と
は
神
の
啓
示
の
一
つ
の
様
式
で
あ
っ
て
、そ
の
問
題
化
で
は
な
い
、

つ
ま
り
愛
と
し
て
啓
示
の
決
定
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
存
在
を
、
も
う
一
度

自
由
に
処
理
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
問
題
化
で
は
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お

い
て
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
は
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
鉄
の
よ
う
な
理

性
に
属
す
る
と
さ
れ
る
も
の
を
代
表
し
て
い
る
。
神
は
、
取
り
消
す
こ
と
の

で
き
な
い
愛
で
あ
る
。
そ
の
他
に
さ
ら
に
神
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
基
本
的
な
等
置
の
正
確
な
理
解
に
役
立
ち
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

神
と
愛
の
同
一
化
は
、
も
し
も
そ
れ
が
類
語
反
復
的
な
自
明
性
を
表
現
す

る
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
今
や
た
し
か
に
そ
の
神
学
的
意
味
を
完
全
に
失

い
、徹
頭
徹
尾
無
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。「
神
は
愛
で
あ
る
」と
い
う
句
は
、

a=

a
と
い
う
類
語
反
復
の
一
種
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
単
に
、
愛
は
ま

さ
に
愛
で
あ
る
、
あ
る
い
は
神
は
ま
さ
に
神
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
よ
り
も

多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
は
、
こ
の
関
連
で
信
仰

に
、
神
を
「
あ
る
《
特
別
な
存
在
》」
と
す
る
機
能
を
帰
す
る
と
き
、
神
と

愛
の
ヨ
ハ
ネ
的
同
一
化
の
特
性
を
完
全
に
認
識
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
よ
り

正
確
に
は
こ
う
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
仰
の
み
が
、
交
換
不
可
能
な

特
別
な
存
在
と
し
て
の
神
の
存
在
の
特
性
を
保
持
す
る
、
と
。
そ
れ
ゆ
え
信

仰
そ
れ
自
体
が
、
信
仰
と
愛
の
放
棄
で
き
な
い
区
別
を
要
求
す
る
。
し
か
し

信
仰
は
、
最
終
的
に
愛
の
正
し
い
理
解
に
役
立
つ
相
違
と
し
て
こ
の
区
別
を

要
求
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
事
態
を
解
明
す
る
た
め
に
も
う
一
度
愛
の
本

質
の
分
析
に
戻
り
、
そ
し
て
そ
の
際
エ
ロ
ー
ス
と
ア
ガ
ペ
ー
の
対
抗
に
お
け

る
《
言
葉
の
特
性
》
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
愛
は
ひ
と
つ
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み

現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
愛
は
、
人
間
と
神
の
間
に
お
い
て
の
み
起
こ
る
わ

け
で
も
な
い
。
愛
は
、人
間
の
間
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ひ
と
は
、「
ヨ

ハ
ネ
的
等
置
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

﹇ 

逆
説 

﹈」
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
。「
な
ぜ
な
ら
次
の
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神

性
タ
イ
プ
の
《
個
》
が
愛
一
般
タ
イ
プ
の
《
特
性
》
と
同
一
化
さ
れ
う
る
と

い
う
こ
と
は
、
排
除
さ
れ
て
い

）
33
（る

」。
シ
ョ
ル
ツ
は
こ
こ
か
ら
、「
ヨ
ハ
ネ
の

同
一
性
は
、
次
の
よ
う
な
命
題
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
解
釈
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
は
そ
の
条
件
を
満
た

す
存
在
で
あ
り
、
こ
の
存
在
に
よ
っ
て
《
の
み
》
語
ら
れ
う
る
愛
が
存
在
す

る
。
あ
る
い
は
も
っ
と
簡
潔
に
言
う
な
ら
ば
、
神
は
、
こ
の
存
在
に
よ
っ
て

《
の
み
》
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
う
る
愛
が
、
そ
こ
へ
向
か
っ
て
実
存
す
る
存

在
で
あ

）
34
（る

」。
こ
れ
は
、
神
ご
自
身
が
愛
の
主
体
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
神
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現
象
と
し
て
同
一
化
し
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
ま
た
信
仰
を
愛
の
た
め
に
犠

牲
に
し
よ
う
と
す
る
、
今
日
よ
く
見
ら
れ
る 

│ 

神
学
的
！ 

│ 

試
み
に

対
す
る
、
彼
の
途
方
も
な
い
強
み
で
あ
る
。「
愛
と
信
仰
は
、
待
つ
と
い
う

過
渡
期
に
あ
る
点
で
同
じ
で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
わ
れ
わ
れ
は
信
仰
の
諸
問

題
か
ら
愛
の
現
実
へ
と
向
か
っ
て
い

）
31
（る
」
と
い
っ
た
見
解
は
、
神
学
に
批
判

的
な
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
の
詳
論
と
比
較
す
る
と
、
神
学
的
綱
領
命
題
と
し
て

は
全
く
素
朴
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
は
、
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
神

学
に
致
命
傷
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の

さ
い
彼
は
さ
ら
に
、《
宗
教
》
現
象
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
《
神
学
》
の
本

来
的
機
能
を
捉
え
る
正
確
な
感
受
性
を
証
明
し
て
み
せ
た 

│ 

彼
は
、
信

仰
と
愛
の
執
拗
な
区
別
に
責
任
が
あ
る
の
は
宗
教
で
は
な
く
、
ま
さ
に
神
学

で
あ
る
と
し
た
か
ぎ
り
で
。
し
か
し
彼
は
神
学
を
次
の
よ
う
な
「
宗
教
に
関

す
る
」
あ
の
「
省
察
」
と
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、た
し
か
に
「
宗

教
の
中
で 

…
… 

目
覚
め
る
」
が
、
宗
教
が
、
そ
の
諸
々
の
省
察
を
通
し
て
、

そ
の
自
ら
の
い
わ
ば
無
邪
気
で
誤
っ
た
方
向
づ
け
﹇
方
向
感
覚
の
喪
失
﹈
を

見
破
る
こ
と
を
妨
げ
る
。
む
し
ろ
こ
の
誤
っ
た
方
向
づ
け
は
神
学
に
よ
っ
て

安
定
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
宗
教
の
真
の
本
質
は
神
学
的
暴
行
へ
と
変
え
ら

れ
て
し
ま
う
。

フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
批
判
者
と
し
て
愛
と
信
仰
を
対
置

し
、
論
駁
し
た
。
こ
の
点
で
彼
は
、
信
仰
と
愛
を
軽
率
に
同
一
化
す
る
キ
リ

ス
ト
教
の
弁
護
者
よ
り
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
を
間
違
い
な
く
よ
く
理
解

し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ひ
と
は
、
愛
に
対
す
る
信
仰
の
特
異
な
独
自
性
を
理

解
す
る
と
き
、
初
め
て
信
仰
と
愛
の
、
異
論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
の
な
い
緊

密
な
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
が

信
仰
の
偏
狭
さ
と
呼
ん
だ
も
の
が
、
愛
に
対
す
る
信
仰
の
特
異
な
独
自
性
を

貫
徹
し
て
い
る
。
信
仰
は
、
自
分
が
非
常
に
よ
く
理
解
さ
れ
て
き
た
と
感
じ

て
い
る
。
ル
タ
ー
は
信
仰
の
こ
の
偏
狭
さ
を
キ
リ
ス
ト
教
に
特
徴
的
な
も
の

と
さ
え
主
張
し
た
。「
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
は
パ
ウ

ロ
の
誇
り
の
例
に
み
な
ら
お
う
。
愛
は
す
べ
て
を
忍
び
、
す
べ
て
を
信
じ
、

す
べ
て
を
望
み
、
す
べ
て
に
耐
え
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
信
仰
は
何
も
の

に
も
耐
え
ず
、
す
べ
て
を
支
配
し
、
命
じ
、
打
ち
負
か
し
、
行
う
。
愛
と
信

仰
は
、
そ
の
意
図
、
そ
の
課
題
、
そ
の
価
値
に
お
い
て
正
反
対
で
あ
る
。
愛

は
さ
さ
い
な
こ
と
に
さ
え
従
う
、
そ
し
て
こ
う
言
う
。『
わ
た
し
は
す
べ
て

を
耐
え
、
す
べ
て
の
ひ
と
に
従
う
』。
し
か
し
信
仰
は
こ
う
言
う
。『
わ
た
し

は
誰
に
も
従
わ
な
い
。
す
べ
て
も
の
は
わ
た
し
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』
）
32
（と
」。

な
ぜ
信
仰
に
、
こ
の
奇
妙
で
特
別
な
地
位
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
与
え
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
仕
方
で
、
信
仰
の
助

け
を
え
て
、
神
を
今
や
も
う
一
度
愛
か
ら
区
別
す
る
た
め
で
は
な
い 

│ 

つ

ま
り
神
が
、
神
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
愛
の
背
後
に
待
ち
伏
せ
す
る
愛
な
き
怪

物
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
よ
う
な
仕
方
で
。
こ
の
方
向
に
向
か
う
フ
ォ
イ
ア

バ
ッ
ハ
の
異
論
が
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、
十
分
考
慮
さ
れ
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ば
、
そ
れ
に
よ
り
神
と
愛
の
同
一
性
を
再
び
徐
々
に
弱
め
る
こ
と
な
く
、
あ

の
結
論
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
を
提
起
す
る
。
こ
の
問

い
に
応
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
度
フ
ォ
イ
ア

バ
ッ
ハ
の
い
く
つ
か
の
命
題
に
そ
っ
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ら
は
、
彼
が
非
常
に
情
熱
的
か
つ
啓
発
的
に
反
駁
し
た
、
信
仰
と

愛
の
区
別
と
関
連
し
て
い
る
。

神
は
愛
の
た
め
に
犠
牲
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
フ
ォ
イ

ア
バ
ッ
ハ
は
愛
の
単
一
性
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
て
い
る
。
愛
に
複
数
形
は
な

い
。
こ
こ
か
ら
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
は
、「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の
最
高
命
題
は
、
神
へ
の
《
信
仰
》
が
愛
の
本
質
に
対
す
る
矛
盾

と
し
て
見
破
ら
れ
る
と
い
う
具
合
に
、
批
判
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
。「『
神
は
愛
で
あ
る
』
と
い
う
句
に
お
い
て
、主
語
は
、

そ
の
背
後
に
信
仰
が
隠
れ
て
い
る
《
暗
闇
》
で
あ
る
。
述
語
は
、
そ
れ
自
体

に
お
い
て
暗
い
主
体
を
初
め
て
明
る
く
照
ら
す
《
光
》
で
あ
る
。
…
… 
信

仰
は
神
の
《
自
立
性
》
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
は
愛
を
無
効
に
す
る
。

…
… 

信
仰
は
そ
の
諸
々
の
見
せ
か
け
と
共
に
登
場
し
、
そ
し
て
普
通
の
意

味
で
の
述
語
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
同
じ
程
度
の
も
の
だ
け
を
愛
に
容
認
す

る
。
信
仰
は
、
愛
が
自
由
に
、
か
つ
自
立
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

信
仰
は
《
自
ら
を
本
質
、
内
容
、
基
礎
》
と
す
）
25
（る

」。
し
か
し
ま
さ
に
そ
れ

ゆ
え
に
、
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
信
仰
は
愛
の
本
質
に
矛
盾
す
る
。

な
ぜ
な
ら
「
愛
は
人
間
を
神
と
同
一
化
し
、
神
を
人
間
と
同
一
化
す
る
、
し

た
が
っ
て
人
間
と
人
間
を
同
一
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
信
仰
は
神
を
人
間
か

ら
分
離
し
、
し
た
が
っ
て
人
間
を
人
間
か
ら
分
離
す
）
26
（る
」。

フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
、
愛
の
本
質
は
し
た
が
っ
て
「
同
一
化
」
あ

る
い
は
「
一
般
化
・
普
遍
化
」
に
あ
る
。
他
方
、
信
仰
の
本
質
は
、「
個
別
化
」

と
「
離
間
化 （E

ntzw
eien

）」
に
あ
る
。「
信
仰
は
神
を
切
り
離
し
、神
を
《
特

別
な
、異
な
る
》
存
在
と
す
る
。
他
方
、愛
は
普
遍
化
す
る
。
愛
は
神
を
《
共

通
の
》
存
在 

│ 

そ
の
愛
は
、
人
間
に
対
す
る
愛
と
一
つ
で
あ
る 

│ 

に

す
）
27
（る
」。
信
仰
が
引
き
起
こ
す
神
と
人
間
の
対
向
は
、
人
間
学
は
神
学
の
秘

密
で
あ
る
と
い
う
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
の
前
提
に
よ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
最
終
的
に
、
人
間
の
自
分
自
身
と
の
分
裂
と
、
同
時
に
人
類
と
の
分
裂
を

招
く
。「
信
仰
は
人
間
を
そ
の
《
内
面
に
お
い
て
、自
分
自
身
と
》
分
裂
さ
せ
、

そ
の
結
果
、
外
側
に
お
い
て
も
分
裂
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
愛
は
、
信
仰
が
人

間
の
心
に
与
え
た
傷
を
癒
）
28
（す
」。「
神
の
意
識
と
は
類
の
意
識
以
外
の
何
も
の

で
も
な
）
29
（い

」 

と
い
う
こ
と
が
い
っ
た
ん
認
識
さ
れ
る
な
ら
ば
、
信
仰
は
、
愛

の
名
に
お
い
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
キ
リ
ス
ト
教
の
偏
狭
な
態
度
で
あ
る
こ
と

が
見
破
ら
れ
る
。
真
の
愛
は
信
仰
を
追
い
払
う
。
信
仰
は
、
神
が
愛
の
た
め

に
犠
牲
に
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
妨
げ
る
の
で
、
当
然
《
そ
の
信
仰
》
も
愛
の

た
め
に
《
犠
牲
に
》
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
と
信
仰
は
、
そ
の
否
定

に
お
い
て
も
「
一
緒
に
結
ば
れ
て
」
い
る
。

フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
の
論
証
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
改
革
派
の
本
質
に
対
す
る

特
別
な
感
受
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い

）
30
（る

。
こ
れ
は
、
信
仰
と
愛
を
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人
間
と
神
で
あ
る
。
わ
た
し
は
神
の
渇
き
を
い
や
し
、
神
は
わ
た
し
を
困
窮

か
ら
助
け
出

）
21
（す

」。

「
わ
た
し
は
、
神
の
も
う
ひ
と
り
の
神
で
あ
り
、
神
の
み
が
、
わ
た
し
の

う
ち
に
、
永
遠
に
神
と
同
じ
で
、
似
た
も
の
を
見
い
だ
）
22
（す
」。

「
わ
た
し
に
と
っ
て
神
は
、
神
と
人
間
で
あ
る
」
と
は
、「
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

一
」
の
著
者
も
、
神
と
愛
の
そ
の
同
一
化
に
よ
っ
て
言
お
う
と
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
「
神
に
と
っ
て
わ
た
し
は
、人
間
と
神
で
あ
る
」
と
は
、

た
し
か
に
全
く
彼
の
見
解
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
あ
の
同
一
化
か
ら
決
し
て

演
繹
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
あ
の
同
一
化

を
通
し
て
徹
頭
徹
尾
排
除
さ
れ
た
理
解
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
依
然
と
し
て
、

ヨ
ー
ハ
ン
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
﹇
ア
ン
ゲ
ル
ス
・
シ
レ
ー
ジ
ウ
ス
の
本
名
﹈ 

│ 

彼

は
ル
タ
ー
共
に
タ
ウ
ラ
ー
を
引
き
合
い
に
出
し
、《
そ
し
て
》
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
改
宗
し
た 

│ 

に
対
す
る
最
後
の
、
そ
し
て
最
も
鋭
い

反
問
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
が
人
間
と
神
の
（「
恵
み
に
基
づ

く
」！
）
救
済
論
的
か
つ
人
間
論
的
同
一
性
の
中
で
神
と
人
間
の
キ
リ
ス
ト

論
的
同
一
性
を
継
続
さ
せ
た
と
き
、
彼
は
途
方
も
な
く
愛
の
な
い
状
態
を
ほ

め
た
た
え
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

単
な
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
以
上
に
、
人
間
に
と
っ
て
よ
り
悪

い
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
が
ご
自
身
を
同
一
化
し
た
あ
の

ひ
と
り
の
人
間
の
人
間
存
在
が
犠
牲
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
通
し
て
解
釈
さ
れ
た

と
き
、
神
と
人
間
の
関
係
の
よ
り
深
い
理
解
が
現
れ
た
。「
神
は
愛
で
あ
る
」

と
い
う
句
が
、
愛
の
な
い
不
気
味
さ
と
途
方
も
な
い
無
慈
悲
さ
の
表
現
で
あ

る
と
す
る
歪
曲
か
ら
守
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
句
が
、
神
と
人
間
を
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
区
別
す
る
よ
う
に
助
け
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。し
た
が
っ
て「
神

は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
句
の
反
転
の
可
能
性
の
誤
っ
た
理
解
に
対
す
る
カ
ー

ル
・
バ
ル
ト
の
警
告
は
、
次
の
よ
う
に
補
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、「
ひ
と
が
こ
こ
で
注
意
を
怠
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
、」
バ
ル
ト
が
考
え

た
よ
う
に
「
結
果
と
し
て
」「
神
の
脱
神
化
（E

ntgottung

）」
だ
け
で
な
く
、

全
く
同
様
に
人
間
の
脱
人
間
化
、
愛
の
本
末
転
倒
、
つ
ま
り
究
極
的
な
愛
の

な
い
状
態
へ
の
転
倒
が
起
こ
る
こ
と
は
「
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
）
23
（う
」。

　二
以
上
の
よ
う
な
吟
味
と
検
討
に
よ
り
、
内
容
的
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ル
ー
ド

ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
設
定
へ
戻
る
こ

と
に
な
）
24
（る
。
よ
く
知
ら
れ
た
神
学
的
懸
念 

│ 

神
と
愛
の
同
一
化
は
必
然

的
に
、
フ
ォ
イ
ア
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
結
論
に
至
る
、
つ
ま
り

神
は
愛
の
た
め
に
犠
牲
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
至
る
と

い
う
神
学
的
懸
念 

│ 

は
、
事
実
、
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

は
真
剣
に
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
神
の
神
性
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
と
共
に
ま
さ
に
愛
の
本
質
も
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
よ
り
責
任
の
あ
る
神
学
は
い
や
お
う
な
し
に
、
い
か
に
す
れ



四

̶ ̶139

い
う
意
味
で
。
い
ず
れ
に
せ
よ
明
白
に
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
の
神
性

は
我
│
汝
│
愛
関
係
と
共
に
立
ち
も
倒
れ
も
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、

「
我
と
汝
以
外
に
何
も
の
も
存
在
し
な
い
、
そ
し
て
も
し
も
わ
れ
わ
れ
二

人
が
い
な
け
れ
ば
、
神
は
も
は
や
神
で
は
な
く
、
天
は
崩
れ
落
ち
）
15
（る
」。

こ
の
三
段
論
法
を
読
む
際
に
、
ひ
と
は
た
し
か
に
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

「
こ
こ
に
生
き
て
い
る
の
は
あ
な
た
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
被
造
物
は
死

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
あ
な
た
の
中
で
あ
な
た
を
生
か
す
命
は
、
神
で
あ
）
16
（る
」。

「
ひ
と
よ
、
も
し
も
神
が
、
あ
な
た
の
中
で
あ
な
た
を
通
し
て
、
ご
自
身

を
愛
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
は
、
も
は
や
断
じ
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

く
神
を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

）
17
（う

」。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
警
告
は
、
深
み
の
あ
る
、
し
か
も
十
分
に
意
図
さ
れ

た
両
義
性 

│ 

そ
れ
は
、
ア
ン
ゲ
ル
ス
・
シ
レ
ー
ジ
ウ
ス
の
格
言
の
上
に

ぼ
や
け
た
光
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る 

│ 

か
ら
出
て
く
る
も
の
で
は
な

い
。
無
感
覚
の
愛
は
神
的
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
十
分
に
ス
ピ

ノ
ザ
的
に
、
熱
情
的
愛
は
神
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、

「
感
覚
を
伴
わ
ず
に
愛
し
、
認
識
を
伴
わ
ず
に
知
る
ひ
と
、
そ
の
ひ
と
は

人
間
と
呼
ば
れ
る
よ
り
も
、
当
然
、
神
と
呼
ば
れ

）
18
（る

」。

「
ひ
と
よ
、
も
し
も
愛
が
あ
な
た
の
心
に
触
れ
ず
、
悲
し
み
が
あ
な
た
を

傷
つ
け
ぬ
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
ま
さ
に
神
の
う
ち
に
お
り
、
神
は
あ
な
た
の

う
ち
に
入
っ
て
く

）
19
（る
」。

し
た
が
っ
て
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
問
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
前
提
と

さ
れ
て
い
る
神
と
愛
の
同
一
化
は
、
結
局
、
ご
自
身
か
ら
愛
し
始
め
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
愛
す
る
能
力
の
な
い
神
を
知
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
と
。

次
の
句
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
神
は
、
現
在
の
わ
た
し
に
な
り
、
わ
た
し
の
人
間
性
を
受
け
入
れ
る
。

わ
た
し
が
神
の
前
に
い
た
の
で
、
神
は
そ
う
し
た
の

）
20
（だ

」。

　
そ
し
て
さ
ら
に
こ
う
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
次
の
句
が
真
実

で
あ
る
な
ら
ば
、
神
と
人
間
の
区
別
は
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
保
持
さ
れ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
保
持
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
と
。

「
神
は
わ
た
し
に
と
っ
て
、
神
と
人
間
で
あ
る
。
わ
た
し
は
神
に
と
っ
て
、
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選
び
だ
す
と
き
、
神
は
た
だ
わ
た
し
の
う
ち
に
だ
け
い

）
7
（る
」。

　
「
わ
た
し
が
神
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
よ
う
に
、
神
は
わ
た
し
に
と
っ
て

大
切
で
あ
る
。
神
が
わ
た
し
の
存
在
を
保
護
す
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
神
の

存
在
を
助
け
）
8
（る
」。

　
「
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
。
わ
た
し
が
い
な
け
れ
ば
、
神
は
た
ち
ま
ち
生

き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
も
し
も
わ
た
し
が
ぶ
ち
壊
さ
れ
る
な
ら
ば
、

神
は
直
ち
に
息
を
引
き
取
る
に
ち
が
い
な

）
9
（い

」。

　

し
た
が
っ
て
神
と
わ
た
し
は
、
こ
の
相
互
性
の
中
で
愛
の
全
き
不
安
と
全

き
至
福
を
経
験
す
る
。
つ
ま
り

　
　
　

「
神
は
わ
た
し
だ
け
を
愛
し
、
わ
た
し
を
恋
し
が
る
。
神
は
、
わ
た
し
が

神
に
愛
着
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
不
安
で
死
に
そ
う
に
な

）
10
（る

」。

「
神
は
至
福
で
あ
り
、
求
め
ず
に
生
き
て
い
る
、
わ
た
し
が
神
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
よ
う
に
、
神
は
わ
た
し
か
ら
受
け
取
）
11
（る
」。

　
ひ
と
は
、
こ
の
、
ま
た
同
様
の
格
言
詩
を
「
敬
虔
で
恥
知
ら
ず
な
も
）
12
（の

」

と
宣
告
す
る
前
に
、
あ
の
句
の
価
値
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
お

い
て
「
ケ
ル
ビ
ム
の
よ
う
な
さ
す
ら
い
人
」
は
、
は
っ
き
り
と
神
だ
け
が
救

い
の
起
源
で
あ
る
と
説
明
し
、
神
に
な
る
わ
た
し
を
も
全
く
神
の
恵
み
か
ら

理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り

「
愛
に
基
づ
き
、
神
は
わ
た
し
に
な
り
、
恵
み
に
基
づ
き
、
わ
た
し
は
神

に
な
る
。
た
し
か
に
こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
の
救
い
は
す
べ
て
た
だ
神
か
ら

や
っ
て
く
）
13
（る
」。

ひ
と
は
ま
た
、„G

eistreichen Sinn
- und Schlußreim

e “

の
一
六
五
七

年
版
の
序
言
を
思
い
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
人
間
の
霊
が

そ
の
被
造
性
を
失
う
べ
き
で
あ
る
と
か
、
失
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
決
し
て
著
者
の
考
え
で
は
な
い
。
ま
た
人
間
の
霊
が
神
化
を
通
し
て
、
神

へ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
被
造
性
を
も
た
な
い
存
在
へ
と
変
革
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
、
決
し
て
著
者
の
意
見
で
は
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
永

遠
に
あ
り
え
な
い
。
…
… 

そ
れ
ゆ
え
、
タ
ウ
ラ
ー
は
、
そ
の
諸
々
の
霊
的

指
導
に
関
す
る
著
作
の
第
九
章
お
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。
至
高
者
は
、
わ

れ
わ
れ
が
、生
来
、神
で
あ
る
よ
う
に
造
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
（
な

ぜ
な
ら
こ
れ
は
神
だ
け
に
当
然
帰
属
す
る
権
利
だ
か
ら
）、
わ
れ
わ
れ
が
恵

み
に
基
づ
い
て
神
と
な
る
よ
う
に
造
っ

）
14
（た
」
と
。

し
か
し
依
然
と
し
て
残
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
神
思
想
に
お
い
て
、
神
性

は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
愛
と
同
一
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
問
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
結
局
、
た
し
か
に
愛
す
る
我
（Ich

）
と
愛

さ
れ
る
汝
の
間
の
愛
の
関
係
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
問
題
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
神
は
も
は
や
本
来
問
題
に
な
ら
な
い
と
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人
間
も
神
に
現
存
在
を
与
え
る
と
い
う
結
論
が
た
し
か
に
迫
っ
て
く
る
。
そ

の
と
き
、
愛
す
る
者
は
、
彼
の
愛
の
起
源
と
な
り
、
こ
の
愛
は
、 

神
性
の
創

造
者（creatrix divinitatis

）と
な
る
で
あ
ろ
う 

│ 

そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、

た
し
か
に
神
の
最
も
洗
練
さ
れ
た
脱
神
化
（E

ntgottung

） 

が
宣
言
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ひ
と
は
こ
の
関
連
で
、『
精
神
豊
か
な
感
性
と
脚
韻
詞
』 

（„G
eistreichen Sinn

- und Schlußreim
e “

）」、
つ
ま
り
ア
ン
ゲ
ル
ス
・
シ

レ
ー
ジ
ウ
ス
﹇
一
六
二
四
│
一
六
七
七
﹈
著
『
ケ
ル
ビ
ム
の
よ
う
な
さ
す
ら

い
人
』の
句
を
思
い
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
、
こ
う
呼
び
か
け
る
だ
け
で
は
な
い
。

「
ひ
と
よ
、
あ
な
た
が
愛
す
る
も
の
、
そ
の
中
で
あ
な
た
は
変
え
ら
れ
る
。

神
を
愛
す
る
な
ら
、
あ
な
た
は
神
と
な
る
、
そ
し
て
こ
の
世
を
愛
す
る
な
ら
、

あ
な
た
は
こ
の
世
の
人
と
な
）
2
（る
」。

　

そ
れ
を
越
え
て
、
神
を
愛
す
る
人
間
の
神
化
（Vergottung

） 

の
要
求
が
、

は
っ
き
り
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り

「
神
の
も
と
へ
行
き
た
い
と
願
う
者
は
、
神
と
な
れ
。
神
は
自
ら
を
卑
し

き
も
の
と
し
な
い
。
神
と
共
に
い
た
い
と
願
わ
な
け
れ
ば
、
神
も
、
彼
と
共

に
い
た
い
と
願
わ
な
い
。
彼
は
現
在
の
状
態
に
留
ま

）
3
（る

」。

「
ひ
と
よ
、
し
か
し
、
ひ
と
り
の
人
間
に
留
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ひ
と

は
至
高
の
存
在
へ
と
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。神
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、

神
々
だ
け
が
受
け
入
れ
ら
れ
）
4
（る
」。

こ
こ
か
ら
む
し
ろ
、
神
と
わ
た
し
は
同
等
価
値
（G

leichw
ertigkeit

） 

で

あ
る
と
い
う
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り

「
わ
た
し
は
神
と
同
じ
く
大
き
く
、
神
は
わ
た
し
と
同
じ
く
小
さ
い
。
神

は
わ
た
し
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
た
し
は
神
の
下
に
い
る
こ
と
が
で

き
な

）
5
（い

」。

な
ぜ
な
ら

　
　「神

は
ご
自
身
以
上
に
わ
た
し
を
愛
す
る 

…
… 

も
し
も
わ
た
し
が
自
分
以

上
に
神
を
愛
す
る
な
ら
、
神
が
ご
自
身
を
わ
た
し
に
与
え
る
の
と
同
様
に
、

わ
た
し
も
自
分
を
神
に
与
え
）
6
（る

」。

　
そ
し
て
こ
の
愛
に
お
け
る
相
互
贈
与
か
ら
再
び
、
鉄
の
よ
う
な
結
論
が
出

て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
神
と
わ
た
し
は
互
い
に
現
存
在
と
本
質
を
、
互
い
に

そ
の
生
命
を
与
え
る
。
つ
ま
り

　「
神
は
本
当
に
無
で
あ
り
、
し
か
も
何
も
の
か
で
あ
る
、
神
が
わ
た
し
を
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﹇ 

翻 

訳 

﹈エ
ー
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ハ
ル
ト
・
ユ
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人
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い
て
」（
2
）

（Eberhard Jüngel, Gott als Geheim
nis der W

elt , M
ohr Siebeck , T

übingen , 1977 , 2010⁸, 
S.  453

-543.

）

（
佐
々
木 

勝
彦
訳
）

第
二
一
節　

神
の
人
間
性
に
対
す
る
信
仰 

│ 

信
仰
と
愛

の
区
別
に
つ
い
て

一
　

神
と
愛
の
同
一
化
は
必
然
的
に
次
の
よ
う
な
問
い
へ
と
導
く
。
つ
ま
り
、

「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
句
が
「
愛
は
神
で
あ
る
」
と
い
う
句
へ
逆
転
さ

れ
る 

│ 

一
見
、
そ
れ
は
避
け
が
た
い
よ
う
に
見
え
る 

│ 

と
き
、
ど
う

す
れ
ば
、
愛
す
る
者
そ
れ
自
体
が
神
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
神
は
基
本
的
に

代
替
可
能
な
語
で
あ
る
と
す
る
深
刻
な
誤
解
か
ら
守
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う

問
い
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、「
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙　

一
」
に
お
い
て

ま
さ
に
あ
の
逆
転
が
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
し
か

し
「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
句
の
逆
転
の
可
能
性
に
異
論
を
唱
え
る
こ
と

は
、
論
理
的
に
も
受
け
入
れ
難
い
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
論
理
学
を
前
提
と

す
る
か
ぎ
り
、
x
と
y
が
あ
り
、
そ
れ
が
《
ど
ん
な
》
数
値
で
あ
れ
、x 

=
y

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、y=

x 

と
い
う
結
果
が
出
て
く
る
。

こ
こ
で
、x
と
y
が
あ
る
二
人
の
個
人
を
指
し
、
し
か
も
x
と
y
が
一
致

す
る
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、x
の
い
か
な
る
特
徴
も
、y
の
特
徴
で
あ
り
、

そ
の
逆
も
正
し

）
1
（い
」。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
人

間
の
愛
の
諸
関
係
の
神
化 

（D
eifizierung

） 

が
支
持
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う

か
と
い
う
神
学
的
問
い
が
、
い
っ
そ
う
切
実
な
も
の
と
し
て
迫
っ
て
く
る
。

　

神
に
対
す
る
人
間
の
愛
が
問
題
に
な
る
と
き
、
こ
の
問
い
は
さ
ら
に
深
刻

に
な
る
。
愛
す
る
者
た
ち
は
互
い
に
現
存
在
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
真
実

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
が
人
間
に
現
存
在
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
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（50音順）

北　　　　　博
論文
「日本における黙示文学研究の回顧と今後の展望」（『基督教論集』第 57号，青山学院大学神学科
同窓会基督教学会，2014年 3月）

「マルティン・ブーバーの聖書解釈─近代聖書学へのアンチテーゼ」（『ヨーロッパ文化史研究　第
15号』，東北学院大学ヨーロッパ文化総合研究所，2014年 3月）

講演
「マルティン・ブーバーの聖書解釈─近代聖書学へのアンチテーゼ」（東北学院大学ヨーロッパ文
化総合研究所公開講演会「ユダヤ教の聖書解釈伝統とその今日的意義」，2013年 6月 29日）

「マルティン・ブーバーの人間理解」（東北学院大学総合人文学科公開講座，2013年 7月 13日）
講演会コメント
後藤敏文氏の「古典が私たちに語るもの─古代インド『リグヴェーダ』讃歌に見る人類と死の起
源─｣ と題する講演へのコメント（東北学院大学総合人文学科ファカルテイ・フォーラム，2013

年 11月 2日）
翻訳
ジョナサン・マゴネット「聖書釈義へのユダヤ的アプローチ」（『ヨーロッパ文化史研究　第 15号』，
東北学院大学ヨーロッパ文化総合研究所，2014年 3月）

佐々木　勝　彦
著書
『わたしはどこへ行くのか ── 自己超越の行方』（教文館，2013/7/30）
翻訳
『キリスト教の主要著作』（共訳，教文館，2013/12/25）
「エーバハルト・ユンゲル「神の人間性について」（I）」（東北学院大学論集『人文学と神学』第 5

号 38-82頁，2013/11）
「エーバハルト・ユンゲル「神の人間性について」（II）」（東北学院大学論集『人文学と神学』第 6

号 55-141 頁，2014/3）

佐々木　哲　夫
共著
「バラと横浜バンド～新潟伝道」 『押川方義とその時代』東北学院，2013年 3月，24～31頁。
論文
「『安息日を覚えよ』（出 20 : 8）の意味」『Exegetica （聖書釈義研究）』第 24号，2013年 12月，49～

58頁。
「旧約聖書からの説教 : 実践的課題」『人文と神学』東北学院大学文学部総合人文学科論集第 4号，

2013年 3月 69～80頁。
「ダニエル書 3章 7節の風琴 ?」『東北学院大学院宗教音楽研究所紀要』第 18号，2014年 3月，9～

15頁。
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小論文
「心を尽くし，魂を尽くし」『東北学院大学総合人文学科通信』第 3号，2013年 4月，2～3頁。
「わが大学史の一場面─日本の近代化と大学の歴史─『世の光 わがほこり いざほめよや ともよ』」
『大学時報』日本私立大学連盟，第 352号，2013年 9月，104-111頁。

学会発表・講演
「大学礼拝と聖書」『聖書事業懇談会』日本聖書協会，TKP大手町カンファレンスセンター，2013

年 3月 8日（金）18 : 30～ 20 : 40.

「『安息日を心に留める』（出 20 : 8）の釈義的考察」日本基督教学会東北支部学術大会研究発表，
東北学院大学，2013年 6月 15日（土）。

佐　藤　司　郎
論文
「世界教会の形成と告白教会 ── ボンヘッファーとバルト」，渡辺昭一編『ヨーロピアン・グロー
バリゼーションの歴史的位相』，勉誠社，2013年 6月。

小論・エッセー
「日本の教会と井上良雄 ── 今，井上良雄から学ぶこと」，『時の徴』137・138合併号，2013年 10

月。
「信仰の力動性の問題」『時の徴』135号，2013年 6月
「文学がとらえる『苦難』」『信徒の友』3月号，日本基督教団出版局，2014年 3月
「F・C・イミンク『信仰論』の理解と対話のために」『イエス・キリストを説教するとは ── こ
ころからこころへの言葉を求めて』，キリスト新聞社，2014年 3月

書評
「宣教の神学としてのバルト神学 : John G. Flett, The Witness of God : The Trinity, Missio Dei, Karl 

Barth, and the Nature of Christian Cmmunity, Eerdmanns Publishing, 2010. 328 pp.」『人文学と神学』
第 5号，東北学院大学学術研究会，2013年 11月。

「世のための教会論の現代的意味を問う : Annelore Siller, Kirche für die Welt, Karl Barths Lehre vom 

prophetischen Amt Jesu Christi, TVZ, 2009.」『人文学と神学』第 6号，東北学院大学学術研究会，
2014年 3月。

講演
「日本の教会と井上良雄 ── 今，井上良雄から学ぶこと」，井上良雄先生没後 10年記念シンポジ
ウム基調講演（主催『時の徴』編集委員会，後援・新教出版社），日本基督教団信濃町教会，
2013年 6月 10日。

「ミシオデイ再考」，「新しい宣教基本方針の展開のために」，奥羽教区教師委員会主催・教師宣教
セミナー，2013年 9月 9～10日，弘前・アソベの森いわき荘。

「世界教会と告白教会」，「エキュメニズムとバルト」，奥羽教区教師委員会主催，第 12回教師継続
教育講座，2013年 11月 8日，盛岡・奥羽キリスト教センター。

「ミシオ・デイの神学とカール ･バルト」，本学ヨーロッパ文化総合研究所公開講演会，2013年 12

月 14日，本学で開催。
説教黙想
「ルカによる福音書 16章 14～18節」（「説教黙想アレテイア」80号，日本基督教団出版局 2013年

4月）。
「ルカによる福音書 19章 11～27節」（「説教黙想アレテイア」81号，日本基督教団出版局 2013年

7月）。
「ルカによる福音書 21章 34～38節」（「説教黙想アレテイア」82号，日本基督教団出版局 2013年

10月）。
「ルカによる福音書 23章 32～43節」（「説教黙想アレテイア」83号，日本基督教団出版局 2014年

1月）。
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出　村　みや子
論文

“Origen and the Exegetical Tradition of the Sarah-Hagar Motif in Alexandria”, in Studia Patristica LVI 

（Papers presented at the Sixteenth International Conference on Patristic Studies held in Oxford 2011）, 
Peeters （Leuven-Paris-Walpole, MA）, 2013, 73-82.

「説教者（homilist）としてのオリゲネス」『東北学院大学キリスト教文化研究所紀要』第 31号，東
北学院大学学術研究会，2013年 6月，19-39頁。

「ヘレニズム世界の宗教・文化思想とキリスト教の進展 ── アレクサンドリアの多文化主義の問
題を中心に」『ヨーロピアン・グローバリゼーションの歴史的位相：「自己」と「他者」の関係史』
勉誠出版，2013年 6月，41-51頁。

“Origen as Biblical Scholar and Preacher in Caesarea”, in Patrologia Pacifica Tertia （Selected Papers Pre-

sented to the Asia-Pacific Early Christian Studies Society）, Gorgias Press, 70-78.

書評
Maren R. Niehoff, Jewish Exegesis and Homeric Scholarship in Alexandria, 2011, Cambridge.『中世思想
研究』第 55号，中世哲学会編，2013年 9月，122-126頁。

学会発表
「古代アレクサンドリアの文献学的伝統とオリゲネスの聖書解釈」日本基督教学会・東北支部会公
開講演会（2013年 6月 15日　於東北学院大学泉キャンパス）。

“The relation between male and female in Alexandrian exegetical tradition”, in Early Christian Centuries 

Conference （Center For Early Christian Studies in Conjunction with Asia-Pacific Early Christian Stud-

ies Society） （2013.10.3-5 in Melbourne）.

野　村　　　信
論文
「モーセの異邦人伝道 ── カルヴァンの創世記理解」『季刊教会』93号（日本基督教団改革長老教
会協議会・教会研究所出版，2013年 11月発行）48～57頁。

翻訳・解題
カルヴァン著「イザヤ書 55章 1-2節についての説教」『宗教改革時代の説教』（教文館，2013年）
翻訳と解題，188-219頁，112-123頁。

講演
「自然世界と人間 ── 創世記第 1章から考察する」（東北学院大学総合人文学科公開講演会，東北
学院大学，2013年 7月 13日）

その他の講演，諸教会での説教
大学内にて学生たちへの講演を 2回，日本基督教団泉高森教会にて説教の奉仕を一度，同宮城野
愛泉教会にて第 1，第 5週に説教の奉仕を担当。

原　口　尚　彰
論文
「ディアスポラ書簡としての初期キリスト教書簡」『東北学院大学キリスト教文化研究所紀要』
第 31号 1-18頁

「ディアスポラ書簡としてのローマ書」『人文学と神学』第 6号 1-16頁
「新約聖書の死生観」『人文学と神学』第 6号 1-21頁
「ローマ書の書簡論的分析」『ヨーロッパ文化史研究』第 15号
書評
「論評　浅野淳博著『ガラテヤ共同体のアイデンティティ形成』」『新約学研究』第 41号 83-87頁
学会発表
「アガペーとしてのフィリア」（2013年 9月 10日　日本基督教学会第 61回学術大会，於 : 西南学
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院大学）
「ディアスポラ書簡としてのローマ書」（2013年 9月 14日　日本新約学会第 53回学術大会，於 :  

立教大学）
講演
「新約聖書の死生観」（8月 26日　東北学院大学文学部総合人文学科主催第 7回　教職（牧師・聖
書科教師）研修セミナー）

原　田　浩　司
論文
「スコットランド宗教改革の特質」『キリスト教文化研究所紀要』第 31号，東北学院大学学術研究会，

2013年 6月
「スコットランドにおける聖餐の伝統の核心」『季刊教会』第 91号，日本基督教団改革長老教会協
議会教会研究所，2013年 5月

「スコットランド宗教改革期におけるプレスビテリーの役割 : 教育的視座からの考察」『教会の神
学』第 20号，日本キリスト教会神学校，2013年 10月

「キリスト教学校における生徒たちへの “デス・エデュケーション”の可能性」『人文学と神学』第
6号，東北学院大学学術研究会，2014年 3月

講演
「子どもたちへのデス・エデュケーション（死の準備教育）の可能性」，第 7回教職（牧師・聖書
科教師）研修セミナー，於 : 東北学院大学，2013年 8月 26日

「これからの『大学宗教主任』の話しをしよう」，2013年度東北学院大学・青山学院大学合同チャ
プレン会議発題，於 : 東北学院大学，2013年 9月 16日

「死をみつめ，いのちを語り伝える」，日本基督教団十貫坂教会 秋季特別伝道講演会，2013年 11

月 10日
「クリスマスの福音」，東北大学キリスト教青年会館渓水寮クリスマス会，2013年 12月 7日

村　上　み　か
著書
『牧師とは何か』（共著，越川・松本編，日本基督教団出版局，2013年 4月），担当部分：第二部第
四章「歴史的に見た牧師像 ── 宗教改革期を中心に」

論文
「ドイツ宗教改革と神秘主義 ── ルター，カールシュタット，ミュンツァー ──」（東北学院大学
『キリスト教文化研究所紀要』第 31号，2013年 6月，63-77頁）

書評
出村彰編，シリーズ・世界の説教『宗教改革時代の説教』（『本のひろば』2013年 7月号，16-17頁）
学会発表
「ルターの教職論 ── 全信徒祭司論と教会論の関係 ──」（日本基督教学会東北支部会，2013年 6

月 15日，東北学院大学，泉キャンパス）
「ルター研究の方法 ── 歴史的方法の意義の再検討 ──」（日本ルター学会，2013年度学術大会，

2013年 10月 26日，ルーテル市ヶ谷センター）
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原　　口　　尚　　彰（本学文学部教授）

原　　田　　浩　　司（本学文学部助教）

保　　科　　　　　隆（日本基督教団仙台東一番丁教会牧師）

佐　　藤　　司　　郎（本学文学部教授）

佐 々 木　　勝　　彦（本学文学部教授）



教 会 と 神 学　（既刊 第 1号～第 52号）

（1968～ 2011年）

第 1 号

　創　刊　の　辞‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小　林　淳　男
　「シケムからベテルへの巡礼」再考 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　カール・バルトにおける神学的思惟の特質‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　成人した世界と宣教の問題　─ボンヘッファーの問題提起を中心として─‥‥ 森 野 善右衛門
　書評 : Fritz Schmidt-Clausing, Zwingli, 1965. ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　ツヴィングリ研究読書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 2 号

　ルターにおける救済史 （Geschichte des Heils Gottes） 観の構造 ‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　自然科学と自然の神学　─一つの対話の試み─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Christianity in Crisis　─American Style─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

第 3 号

　神学における “Pro me”の問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　マルクスにおける宗教の問題（その 1）　─予備的・資料的考察─ ‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　Around the Forbidden Country ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek

　書評 : Eric W. Gritsch, Reformer without a Church, 1967 他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 4 号

　ヨハネ福音書における「人の子」（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　教義学形成に対してもつ信仰告白及び聖書学の意義と限界 （I） ‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　キリスト教に挑戦する第三世界
　　─植民地主義とキリスト教の宣教，その価値尺度の問題をめぐって‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 5 号（キリスト教学科創立 10周年記念）

　神の人　─エリシャ伝承群と社会層・予備的考察─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 浅　見　定　雄
　ヨハネ福音書九章の構成‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　ルターにおける communicatio idiomatum（属性の共有）について ‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　カール・バルトの『ロマ書』における神の神性‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　今日の修道を考える　─テゼー共同体の試みを通して─‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門

第 6 号

　カール・バルトの『ロマ書』における宗教の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　W. Pannenbergにおけるキリスト教倫理の構造
　　─「法の神学」との関連で─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　アムブロシウスの De officiis ministrorumの思想とその位置
　　─virtusの概念を中心として─（I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男
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第 7 号

　ヨハネ福音書の研究方法と翻訳の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 土　戸　　　清
　ツヴィングリとカルヴァン
　　─「シュライトハイム信仰告白」批判を手がかりとして─ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （I） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　アムブロシウスの De officiis ministrorumの思想とその位置
　　─virtusの概念を中心として─（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 8 号

　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　W. Herrmannにおけるキリスト教倫理の構造 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　アウグスティヌスにおける virtusの概念の形成と『神の国』の成立 （I） ‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 9 号

　カール・バルトの『ロマ書』における倫理の問題 （III） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大　崎　節　郎
　近代神学における「宗教と人間性」の問題
　　─W. Herrmannと P. Natorpの場合─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　礼拝における奏楽の位置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 川　端　純四郎
　アウグスティヌスにおける virtusの概念の形成と『神の国』の成立 （II） ‥‥‥ 茂　泉　昭　男

第 10 号

　キリスト教倫理学における「主体性と客観性」の相剋
　　─W. Herrmannと E. Troeltsch─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　礼拝診断　─10の指標─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　Sexuality, Christianity and the Churches ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ William Mensendiek
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ダーラム大会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰

　書 評 : Thomas F. Torrance : An Intellectual Biography Author-Alister E.  

McGrath Publisher-T & T Clark, Edinburgh, 1999‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ディビット・マーチー
　翻訳 : W・パネンベルク『人間と歴史』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　宗教間対話の意義について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 36 号

　イエス・キリストはユダヤ人である‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ E・ブ  ッ  シ ュ
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　使徒言行録におけるぺトロの弁明演説‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　「われは教会を信ず」 
　　──カール・バルトにおける教会の存在と時間の問題──‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　American Empire : An Ethical Critique of George W. Bush’s The National Secu-

rity Strategy of the United States （NSSUS）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ D・マ  ー チ ー
　J・モルトマンにおける神論の構造（II） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　Report on the Annual Meetings of the American Society of Church History and 

the American Historical Association ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ D・マ  ー チ ー
　書評 : 辻学『ヤコブの手紙』新教出版社，2002年 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　2002年度キリスト教学科教員業績
　翻訳 : W・パンネンベルク『人間学（I）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　宗教観対話の意義について（承前） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 37 号

　良い羊飼い　──ヨハネによる福音書 10章 11～16節── ‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　韓国キリスト教の歴史と課題 : ‘危機’ と ‘変革の機会’ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 徐　　　正　敏
　ツヴィングリのマタイ福音書説教　──試訳と考察──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　ステファノ演説（使 7 : 2-53）の修辞学的分析 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　カール・バルトと第 2バチカン公会議
　　──とくに教会理解の問題を中心に──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　書評 : Religious Pluralism in the United States : A Review of

Kenneth D. Wald, Religion and Politics in the United States, Fourth Edition.　
Lanham, Maryland : Rowman & Littlefield Publishers, Inc., 2003.

William R. Hutchison, Religious Pluralism in America ──The Contentious 

History of a Founding Ideal.　New Haven : Yale University Press, 2003.

John F. Wilson, Religion and the American Nation ──Historiography and 

History.　Athens : The University of Georgia Press, 2003. ‥‥‥‥ ディビッド・N・マーチー
　2003 SBL International Meeting in Cambridge/

　2003年度国際新約学会報告 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　ニーバーにおける「世界共同体」の神学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 38 号

　D・ボンヘッファーの黙想論　──「説教黙想」との関連において── ‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　J・モルトマンにおける神論の構造（III） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　ピシディア・アンティオキアにおける会堂説教（使 13 : 16-41）の修辞学
的分析‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰

　「宗教改革時代の説教」シリーズ（1）
　　──マルティーン・ブツァー「和解説教」──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　America’s Continuing Search for Enemies : A Review of Hellfire Nation̶The 

Politics of Sin in American History, by James A. Morone （Yale University 

Press, New Haven, 2003） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David. N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク「人間学（3）」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
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　翻訳 : W・パネンベルク「多元主義社会の文脈における法をめぐるキリス
ト教的諸確信」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

　2003年度（2003.4.1より 2004.3.31迄）教員業績

第 39 号

　キリスト教学科 40年史刊行の辞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　キリスト教学科 40年史 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 40 号

　キリスト教学科 40周年論文集刊行によせて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 星　宮　　　望
　マタイ福音書における相互テクスト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ウルリッヒ・ルツ
　ルターにおけるキリストの王的統治・国（regnum Christi）の射程について
　　─ルター神学の基本概念としてのキリストの王的統治・国（regnum 

Christi）と信仰義認，教会論，公会議との関連─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功
　神の苦難にあずかる　─ボンヘッファーにおける十字架の神学─‥‥‥‥‥‥ 森 野 善右衛門
　マルティン・ブーバーの <イスラエル>理解 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　Epigraphic Evidence on Josiah’s Payment of Votive Pledge ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Kim, Young-Jin

　パウロのミレトス演説の修辞学的分析（使 20 : 18-35） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　カール・バルトにおける「教会と世」　─覚え書─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　基督教教育同盟会編『聖書教科書』の内容とその特質‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　これからの日本における福音宣教像を考える‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 松　田　和　憲
　後退するアメリカの政治的な議論　─Middle East Illusions （Noam Chomsky

著者）, Islam and the Myth of Confrontation─Religion and Politics in the 

Middle East（Fred Halliday著者）, and Power, Politics, and Culture─Inter-

views with Edward W. Said （Gauri Viswanathan 編集者） についての書評と
議論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ マーチー・ディビッド

　ニーバー神学研究の重要視点　─歴史的現実主義‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
　2004年度キリスト教学科教員業績
　　「宗教改革時代の説教」シリーズ（2）
　　─ジャン・カルヴァン「降誕節説教」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 41 号

　エゼキエル書 37章における回復思想 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　Wisdom’s Silence as the Ultimate Critique : An Exegetical and Ethical Evalua-

tion of Amos 5 : 13 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　コリント教会の主の晩餐‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 徐　　　重　錫
　第一コリント書における神の問題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　翻訳 : W・パネンベルク「人間学（4）」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　「公共神学」について　──歴史的文脈・基本的要件・教理的考察 ‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
　「宗教改革時代の説教」シリーズ（3）
　　──ジョン・ノックス「イザヤ書説教」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 42 号

　感謝の詞‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
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　出村教授略歴・主要業績
　祭司支配と終末論
　　─<回復>概念をめぐる捕囚後のユダヤ共同体の葛藤 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　死海写本 4Q185と 4Q525における幸いの宣言 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　<記紀>の日本学的意義について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
　Religion’s “Dark Side”　─A Book Review Essay （Part 1） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　2005年度教員業績
　翻訳 : W・パネンベルク「人間学 （5）」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　宗教改革を神学する熊野義孝先生‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 43 号

　死海写本における天使論と唯一神論の危機‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　オリゲネスの聖書解釈における古代アレクサンドリアの文献学的伝統の影響
　　──『マタイ福音書注解』17巻 29-30を中心に ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　みや子
　スイス改革派教会の制度的展開（2）
　　──近代における国教会制度の修正──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　Religion’s Dark Side─ A Book Review Essay （Part 2） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　神の言はつながれていない　──バルメン宣言第六項の意味と射程──‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Report on the Annual Meetings of the American Historical Association （AHA） 

and the American Society of Church History （ASCH） （January 5-8, 2006, 

Philadelphia, Pennsylvania） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（6の 1）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー『復活と歴史的理性』 
（第 1章）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

　「宗教改革期の説教シリーズ」（4）　─ツヴィングリ説教選‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰

第 44 号

　初期キリスト教世界における説教者と聴衆‥‥‥‥‥‥ポーリーン・アレン （訳 : 出村みや子）
　預言宗教としての古代イスラエル
　　──初期イスラームとの類比的方法の試み──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　スイス改革派教会の制度的展開（3）
　　──教会論をめぐるバルトとの対立──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　二十年代から三十年代にかけてのバルトの教会理解
　　──弁証法的教会理解からキリスト論的・聖霊論的教会理解へ──‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Reflections on H. Richard Niebuhr’s Theoretical Model concerning the Rela-

tionship between Christianity and Culture : its Applicability to the Japanese 

Context ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Takaaki Haraguchi

　Religion’s Dark Side　─A Book Review Essay （Part 3） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　2006年度教員業績
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（6の 2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 2章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介
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第 45 号

　不正な富（ルカによる福音書 16章 9節）についてのアウグスティヌスの説教
　　──初期キリスト教の説教における富者と貧者の構造──
　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ジェフリー・ダン （訳 : 出村みや子）
　アレクサンドリアのフィロンの幸福理解‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革期における二元論の展開（1）　──トーマス・ミュンツァー──‥‥ 村　上　み　か
　Religion’s Dark Side　─ A Book Review Essay（Part 4） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（7の 1）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 3, 4章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 46 号

　ルカ文書におけるマカリズム　幸いの宣言と物語的文脈‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　神学者としてのヘルダー
　　──特にそのキリスト論を中心に，ルターおよびシュライエルマッハー
との関連にふれて──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

　The Ethical Dilemma of Religion-based Violence　─A Book Review Essay ‥‥ David N. Murchie

　教職研修セミナー報告
　　R・ボーレン以後の説教学の動向　──聞き手の問題を中心として ‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　　現代の教会における説教の課題　──牧師の視点から──‥‥‥‥‥‥‥‥ 高　橋　和　人
　　宗教改革期における説教　──ルターの理解を中心に──‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　翻訳 : W・パネンベルク『人間学（7の 2）』 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　翻訳 : リチャード・ラインホールド・ニーバー
　　『復活と歴史的理性──神学的方法の研究』（第 5, 6章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 西　谷　幸　介

第 47 号

　メンセンディーク教授を偲んで‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　　　彰
　神の民　──旧約聖書伝承の現代化の試み──‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 北　　　　　博
　マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原　口　尚　彰
　宗教改革期における二元論の展開（2）　──再洗礼派──‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 村　上　み　か
　戦争と平和　──カール・バルトの神学的・政治的軌跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎
　Charles Hodge （1797-1878）, Scottish Common Sense Philosophy, and the 

Human Capacity for Moral Activity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie

　基督教教育同盟会編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』（1949-50

年） の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦
　ヘルダーのルター受容
　　──特に『ルター小教理問答使徒信条』解説を中心にして‥‥‥‥‥‥‥‥ 倉　松　　　功

第 48 号

　共に歩む神　──フィリピン闘争神学への旧約聖書学からの応答──‥‥‥‥ 北　　　　　博
　エピファニオスのオリゲネス批判
　　──『パナリオン』64の伝記的記述の検討を中心に── ‥‥‥‥‥‥‥‥ 出　村　みや子
　Current Thinking on the Nature of God and Christianity ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David N. Murchie
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　基督教教育同盟会編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』（1951年）
と基督教学校教育同盟編『基督教主義中学校及び高等学校宗教教科書』
（1956-58年）の内容とその特質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐々木　勝　彦

　教職研修セミナー報告
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